
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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あなたの渇きを癒せない。
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それでもあなたの渇きを癒したい。
あなたを砂漠に放り出したのは私なのだから。
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　目覚まし代わりは小鳥のさえずりだった。

　……あれ。…今日は日曜日じゃなかったっけ…？

　土曜の晩はたっぷり夜よ更ふかしをして、日曜はたっぷり午前中を寝過ごすのが俺おれの基本スタイルじゃなかったっけ？

　…何だってこんな健けん全ぜんな時間に起きちゃったんだ。…寝直し寝直し…。

「圭けい一いち～、起きてる～⁉　聞こえてるのー⁉　電話よー！」

　その時、階下からのお袋ふくろの呼び声がようやく耳に入った。

　電話⁉　ガバッと跳はね起き、階段をドタドタと騒さわがしく駆かけ下りる。

　お袋が起きてきた俺に気付き、電話の相手に、「起きてきました。代わりますね。」と告つげて受話器を譲ゆずってくれた。

「もしもし！　俺。どちら様～？」

「あっははは！　おはよう圭一くん。お寝ね坊ぼうさんかな、かな！」

「なんだレナか！　こんな朝っぱらから何の用だよ…。」

「あ、朝っぱらってことはないと思うな。…もうお昼だよ？」

「む、もう十一時半か。……広義の意味ではお昼と言わないこともないな。んで、何か用か？」

「ちょっと待ってね！　今、魅みぃちゃんに代わるよ。」

「グッモーニン圭ちゃ～ん！　日本語で言うならおはよう圭ちゃんってトコかな？」

「ついでに中国語とドイツ語とロシア語でも言ってみろ。」

「ニーハオ圭ちゃん！　グーテンモルゲン圭ちゃん！　ロシア語～⁉　だずびだーにゃ…………知るわけないでしょーッ[image: !!!]」

「わっはっはっは‼　まぁいいや。バカな話してたら目が覚めた。」

「あははは！　そりゃ結構なことで。でさ、圭ちゃん、今日ヒマぁ？　圭ちゃんが大丈夫なら全員揃そろうんだけどな。」

「全員？　って、部活メンバーのことか？」

「そうだよ。まぁ普段の激げき戦せんを思えば休日くらいのどかに…なんて思ってるかもしれないけど‼　そりゃあ甘いよ圭ちゃん‼」

「へいへい。あらゆる環境に対応して最さい善ぜん手しゅを模も索さくするのが我わが部の趣しゅ旨しだもんなー。つまり休日だろうとお構いなしってわけだ。」

「おー！　圭ちゃんも我が部のことがわかってきたねぇ！　で、どう？　来れそう？」

　何の予定もない日曜日だった。何もなかったなら、ごろごろしながら漫まん画がでも読んでる内にあっという間に終わっちまう一日だろう。魅み音おんの部活の誘いを蹴けって、他にどんな魅力的な過ごし方があるって言うんだ。

「別に予定なんかねーしな。嫌だって言ったら不ふ戦せん敗ぱい扱いでどんな罰ばつゲームを科せられるやら！」

「そこまでわかってるなら断れないよね～！　もしＯＫなら、いつもの待ち合わせ場所に一時集合！　町へ行くから自転車で来てね。」

「町で部活か？　…まぁどこでだって部活は出来るもんな。それに、ロケーションが変わったからと言って、熾し烈れつでないわけがない！　よっしゃ、今日も大おお暴あばれさせてもらうぜ‼」

「私、一昨日おとといの惜せき敗はい、かなり根に持ってるからね～‼　今日ははっきり言って、負けないよー⁉」

　一昨日の金曜の部活……。あの超ちょう硬こう派はなポーカー対決だな！

　死し闘とうだった。誰も引かなかった。精せい算さんするまで、誰がトップで誰がビリかすらわからなかった。

　結局、わずか一枚のコイン差で俺が優ゆう勝しょう！　魅音は二着だった。

　くっそー‼　あの時、余よ裕ゆうぶって降りたあの一枚があればぁあぁあ[image: !!!]　魅音はそう嘆なげいて、競せり負けたことをこの上なく悔くやしがってたっけ。

　魅音は部長を張るだけあって、我が部では最高の成績を誇ほこる。いつだって優勝戦線に絡からんでくる。しかもその勝ち方はいつも強引で圧倒的で二位を大おお幅はばに引き離しての文もん句くなし単独優勝なのだ。

　だからこそ惜敗を誰よりも悔しがる！　で、今日はそのリターンマッチのつもりってわけかよ⁉

「上等だッ‼　一昨日同様、一気に畳たたんで罰ゲームさせてやるぜー！　へっへっへ、この間のは最高だったなぁ～！　今日はせいぜい自分がやらされても辛つらくない内容にしとくんだなぁッ‼」

「くっくっく！　そう来なくっちゃ！　潰つぶし甲が斐いがないもんねぇ[image: !!!]」

　その後、互たがいに売り言葉に買い言葉を交かわし合い、首を洗って待ってろよーと互いに言い合って受話器を置いた。

　昼食の冷ひや麦むぎを適当にがばがばっと搔かきこむと、朝の遅刻だってここまで慌あわただしくはないだろうってくらいに、俺は玄関へ飛び出していった。

「あら圭一は上じょう機き嫌げんみたいね。どこかへお出掛け？」

「そんなとこー！　俺、みんなと町に遊びに行ってくるから！」

「いってらっしゃい。車に気をつけるのよ～！　夕飯までには帰ってくるのよ～！」

「へいへい！　ちゃんと帰ってくるってー！」

　ガレージに停めてある自転車のチェーンロックを外し、ちょっと硬かためのペダルの踏ふみ応ごたえを楽しむ。

　よし、出発！

　清すが々すがしい空気を切り裂きながら、自転車が滑すべり出して行った。





麓の町、興宮






　すでにレナと魅音は、登校時の待ち合わせ場所である水すい車しゃ小ご屋やの前で待っていた。

　おしゃべりに夢中だったが、俺の姿に気付き手を振ってくれる。

「圭一く～ん！　遅いよ遅いよ！」

「おう待たせたな！　あれ、沙さ都と子こと梨り花かちゃんは？」

「あの二人はここで待ち合わせるより、直接、町で合流した方が早いよ。」

「あ、そっか。確か、沙都子と梨花ちゃんの家って学校の反対側なんだよな。それより、町で部活って、どうゆうことだよ。まさかみんなで覆ふく面めんをして、日が暮くれるまでにいくつ銀行が襲おそえるか、ってゆうのじゃねーだろうなぁ！」

「ぷ！　あっはははは！　別にそれでもいいけどー⁉　それでもおじさんは負けないけどねぇ～！」

「魅ぃちゃんってね、なぜか現金輸送車の順路とか時間とかをいつもレナに教えてくれるんだよ。…何でだろね。何でだろね！」

　え⁉　俺はかなりのマジ顔で魅音に振り返る。………確かに魅音ならありえる。

「……マ、マジかよ魅音。」

「レ、………レナぁああぁあッ‼　あんた、なに言ってんのぉおぉお！！！！」

「あっははははは！　魅ぃちゃんごめんね！　魅ぃちゃんごめんね！　あはははは！」

　じゃれ合う二人。…今日みたいなよく晴れた日には、こんな透すき通る笑い声がきっと一番よく似合う。

「おい二人とも！　沙都子と梨花ちゃんが先に待ってるんだろ？　じゃれてないで、早く行こうぜ！」

　くるくると、まるで蝶ちょうが舞まい踊おどるようにじゃれ合う二人を、本当はこのまま見続けていたかった。でもきっと、五人の方がもっと楽しいに決まってる！

「そうだね！　じゃあ行こうか！」

「目標は十億強ごう奪だつ！　山分けしたら、みんなで高飛びだぜー[image: !!!]」

「「おおーーーーッ‼」」

　三人の自転車が、町へのなだらかな坂道を滑り降りていった。




　一気に加速して、最後のトドメに出てくる急な坂道を登りきる。視界が開ければそこは興おきの宮みやの駅前だ。

　興宮は、かつて都会に住んでいた俺の目からはお世せ辞じにも栄さかえた町とは言い難がたい。しかしそれでも、雛ひな見み沢ざわに比べればだいぶ近代的な町と言えるに違いない。

　駅やお役所の窓口、ショッピングモール等があり、雛見沢で生活する上で欠かかすことのできない重要な町でもあった。

　俺も駅前の本屋などにたまに来ることもある。だが、はるばるここまで来る労力を考えると、ついつい億おっ劫くうになってしまうのだ。

　だから駅前、いや、興宮の町のことはまだあまり詳くわしくはなかった。

　今日向かう道も、もちろん俺の知らないものだ。踏み切りを渡り、駅の南側へと抜けて行く。

「…こっち側は来るの初めてだなぁ。」

「こっちにはね、ゲームセンターとかおもちゃ屋さんとかがいろいろあるの。魅ぃちゃんが詳しいよ！」

「ゲーセンもあるのか。俺、前は塾帰りとかに結構通ってたからなぁ！　ゲーマーの血が騒さわぐぜぇ！」

「ゲーセン通いなんて、圭ちゃん不良だねぇ～！　今度来た時に案内してあげるよ。結構台数をそろえた、いい店があるから！」

　興宮の町は、どうやら魅音の庭らしいな。聞けばいろいろなことを教えてくれるかもしれない。俺も転校してきてまだ日が浅いからな。教えてもらいたいことが山ほどだ。

　やがて、前方に子供用の自転車がやたらと停まったお店が見えてきた。

　ゲームセンターか？　いや…もっと小さい店だ。

　ディスプレイを見る限り、普通のおもちゃ屋さんに見える。…だが、子供がこんな十人近くも出入りしているなんて…繁はん盛じょうし過ぎだ！　普通は閑かん散さんとしているもんだよな、こういうお店は。

「ひょっとして…あの店で今日、何かイベントでもあるのか？」

「その通り！　くっくっく、聞いて驚け、優勝賞金は五万円ッ[image: !!!]」

「ご、五万円ッ⁉⁉　何だよそれ‼　圭一王国の五年分のＧＮＰに匹ひっ敵てきするぞッ[image: !!!]」

「はぅ？　圭一くん家ち、お金持ちなのにお小こ遣づかい少ないんだね…。」

「だーからー！　俺ん家は金持ちじゃねぇってー！」

　店頭でじゃれていた二人の可愛かわいい人影がこっちに気付き手を振った。沙都子と梨花ちゃんだ。待ちくたびれていたらしく可愛らしい仕し草ぐさで頰ほほを膨ふくらませてみせた。

「皆みなさま方～‼　お待ちしてましてよ～‼」

「……おはようございますなのです。」

「おーぅ！　おはよう梨花ちゃん！　沙都子、警察が来る前にケリをつけるぞ！　十億奪うばって海外に高飛びだー‼」

「は⁇　……圭一さんの話がわかりませんわ？」

「ごめんねごめんね！　遅くなったかな？　梨花ちゃんたちは今来たの？」

「……今日は早く終わったので、だいぶ待ってましたですよ。」

「そりゃ悪いことをしたわー。こっちは圭ちゃんがなかなか来なくてさぁ！」

「圭一では仕方ありませんですよ。にぱ～☆」

　そう言って魅音の頭を背伸びしてなでなでする梨花ちゃんだが…、ちょい待て。…俺が悪役になりゃ丸く収まるのかよ⁉

「もちろん！　圭一さんでなくては務つとまらない大たい役やくでしてよ？　をーっほっほ！」

「じ、実に嫌な大役だな。こんなので丸く収まると思ったら大間違いだぞー！」

　…適当にムカついたので沙都子の頭をポカポカ叩たたいておく。

　ポカポカポカポカポカポカポカポカ…[image: !!!]

「圭一さんがいじめたぁあぁあ[image: !!!]　わぁああぁああぁあああぁあんッ[image: !!!]」

「……みー。圭一にいじめられてかわいそかわいそですよ。」

「沙都子ちゃん泣いてる泣いてる‼　お持ち帰り～～[image: !!!]　悪い人はレナお姉ちゃんがやっつけてあげるからね！」

　スパーーーーーーーンッ！！！！

　レナは沙都子の泣き顔（どうせウソ泣きだ…）に狂きょう喜きして頰ほお擦ずりし、梨花ちゃんは大の字に倒れた俺の顔面をなでなでしている。……そうだ、これでいいのだ。これこそ正しい、俺たち部活メンバーのはしゃぎ方だ…。

「う、…うむ。…これでいい。我が部はこのオチでいいんだよな…。」

「前歯が欠ける前に新しいオチを探した方がいいと思うけどねー。」

　さて、よっこらしょっと。とりあえず、出会い頭の挨あい拶さつはＯＫだな！




　おもちゃ屋の中には、比ひ較かく的、俺に歳の近い男子が十人くらいたむろしていた。まだ名前も憶えていなくて申し訳ないが、クラスメートの男子も交じっているようだった。

　みんな魅音の知り合いらしく、魅音が来たことを知るとぞろぞろと出迎え、憎にくまれ口で挨拶する。

「魅ぃちゃんはこのおもちゃ屋さんの常じょう連れんなの。だから友達もすっごく多いの！」

「というか、魅音って顔、広いよなー。たまにちょっと尊敬するぜ。」

「ほら圭一さん、奥を御ご覧らんなさいませー！」

　沙都子に促うながされ、店の奥を見ると…まるでお誕生会の会場か何かのように、テーブルクロスをかけられた机つくえやイスが並べられていた。その様子たるや、まさにイベント会場そのもの！　……ピンと来る。

「ま、まさか…これって…部活の会場なのかッ⁉」

「驚いたかい圭ちゃん。私、この店のおじさんと仲良しでね！　たまに客寄せイベントってことでゲーム大会を開かせてもらってるんだよ。」

　客寄せイベント…、なるほどね。…ってことは、この店内をにぎわせている少年たちは…参加者ってことか⁉

「そうなの。いつもは五人だけど、今日はもっともっと大勢での部活なんだよ！」

　レナは大勢と一緒に遊べることを無む邪じゃ気きに喜ぶが、俺の顔はみるみる険けわしさを増していく。

「……圭一さんの考えてること、手に取るようにわかりましてよ。」

「ほー。じゃあ試しに言ってみようか。言うぞ？　せーの、」

「「こいつらは敵だッ‼」」

　綺き麗れいに沙都子とハモる。

　参加者たちを見渡す。……何しろ優勝賞金は五万円！　その瞳ひとみには炎ほのおが灯ともっている。…景けい気きのいい年のお年玉だってここまではもらえまい。そのビッグプライスを手に入れられる大チャンスに、みんな闘とう志しを剝むき出しにしている。

「ね、圭ちゃん。今日は楽しめそうでしょー⁉」

「…まぁな。ライバルが何人増えようが、狙ねらうものに変わりはないさ‼」

「ライバル？　……はぁー、圭ちゃん。……鯨くじらが水を飲むとき、今飲んだ水の中に何匹白しら子すが混じってたか、いちいち数えてると思う～？」

　嫌らしい声でそう言い、部活でしか見せないようなこの上なく攻こう撃げき的な目つきで笑う。

　…魅音め…。……こいつ、今日はこれ以上ないくらい本気だなッ‼

「本気なのは私だけじゃないよ。……ほら、梨花ちゃんを見てごらんよ。」

　魅音が向こうを指差す。その指の先へ目線を向けると……。

「……な、何だありゃ。」

　梨花ちゃんが、「その手の属ぞく性せい」の連中相手に過か剰じょうなくらい愛あい嬌きょうを振りまき、早くも敵を群むれ単位で骨抜きにしているのだ…！

「……ボクもがんばるのですよ。ファイト、おーなのです♪」

「「「ファイト、お～～～ぅ♪」」」

　すっかり、ぐでんぐでんに骨抜きにされたギャラリーたちが、梨花ちゃんに合わせて気勢をあげている。………そうだったな。梨花ちゃんって、自分の容よう姿しの可愛さを自覚しててそれを利用できる狸たぬきなんだよな…。

　そのオーラはじわじわ広がり、店内が徐じょ々じょに「梨花ちゃんの世界」に侵しん食しょくされていく…ッ‼

　…くそ、……早くも「殺やる気」満々じゃねえか！

「きょ、今日は楽しくなりそうだね！　頑がん張ばるよ～！　はぅ～～～～‼」

　レナもいつになく大勢の面々にテンションをアップさせているようだった。ぴょんぴょん跳ねたり、はしゃいだりと、すっかりかぁいいモードに出来上がっている。

　……レナの場合、テンションゲージを振り切ってからが本番だからな！　かぁいいモードに入っちまった時のレナは魅音でさえ敵に回すのを嫌がる強敵だ！　見かけの能のう天てん気きさとは正反対に、今がもっとも恐ろしい戦闘態勢と言えるだろう…。

　魅音は、顔見知りの常連たちとたわいないお喋しゃべりに花を咲さかせ、いつもの余裕をアピールしていた。

　だが、……無む論ろん、これがいつもの魅音に見えるようでは我が部の部員たる資し格かくはない。

　魅音の足元の影かげから…まるで冷気が吹き上げるかのように…殺さっ気きが滲にじみ出してるのだ！

「……魅音め、……恥はじも外がい聞ぶんも捨てるくらいに……本気だな。」

「圭一さん、知らないんですの…？　…賞金の五万円、魅音さんの自じ腹ばらでしてよ。」

「なッ、何ぃいいぃいいいぃッ⁉⁉　五万円を…自腹だってぇえぇええぇ⁉」

　その途と端たん、魅音の周囲を歪ゆがませるどす黒い瘴しょう気きが見えるようになる…ッ‼

「……ん？　何、圭ちゃん。私の顔に、…ナニカ憑つイテル…？　くっくっく‼」

　ぞくり‼　……背中を戦せん慄りつが這はい上がる。

　……魅音のヤツ……自らを死地に追い込むことで…奥底に潜ひそむ鬼おにを…引き出しやがったな…ッ[image: !!!]　何が賞金五万円だ‼　こいつ、……払う気なんかねぇんだ！　自分で用意して自分で優勝して、誰にも五万円なんて持ち帰らせてやる気なんかねぇんだ‼

　じょ、上等だぜ…！　くそ……膝ひざがカタカタと笑ってやがるよ…！

　気付けば、店内にはいつの間にかさらに人が増えていた。だが、そいつらの眼まな差ざしに敵意はない。あるのは期待と好奇心。ここでどんな勝負が行われ、そして誰が勝利するのかを求めるギャラリーの目だ。

　なるほど、…今日ここでは壮そう絶ぜつなバトルが繰くり広げられるだろう。そいつはこれ以上ないくらいに熱い見み物ものになるに違いない！

「へへ…、最高の舞台じゃねえか。面白くなってきやがったぜ…‼」

「けけ、圭一くん！　がががが頑張ろうね！　頑張ろうね‼　はぅ～[image: !!!]」

　レナはすでにチャージを完了している。かぁいいモードのレナの前には、地上のあらゆる常識、法則は通用しない！　味方ならともかく、絶対に敵にだけは回したくない相手だ。

「梨花ちゃんガンバレー‼　僕たちも応おう援えんしてるよ～～[image: !!!]」

「……はい。頑張りますですよ～♪」

「「「Ｌ・Ｏ・Ｖ・Ｅ、梨花ちゃぁあああん☆‼」」」

　いくら何でも過剰すぎるくらいの愛嬌を振りまき、梨花ちゃんはすでにギャラリーの大半を味方に付けている。一部のギャラリーは親しん衛えい隊たい化しているぞ…。

　普段は、さり気なくかわして漁ぎょ夫ふの利を得えるのが信しん条じょうの梨花ちゃんなのに…、ここまであからさまに仕掛けてくるなんて、明らかに異常ッ‼　……レナ同様、とても戦いたくない相手だ。

「もちろん、一番戦いたくないのは魅音さんですけどね。今日の勝負、すでに細さい工くは流りゅう々りゅうでございましょうよ…！」

「……何度か部活でヤツと死線をくぐったが。…今日ほどヤバイと思う日はないぜ。今のあいつにゃ容よう赦しゃがねぇ…‼」

「魅音さん、…一昨日のポーカーで負けたの、相当、根に持っているみたいでしてよ？　さっきからずーっと圭一さんにリターンマッチするって言ってますもの！」

「らしいな。…つまり今日は、魅音の復ふく讐しゅうのための特設舞台ってわけだ…！」

　まるでテレパシーでも伝わるかのように、魅音がこちらに振り返る。

『あんたら、今頃気付いたの…⁉』、そう目が無む言ごんで語る…。

　魅音だけでなく、レナも梨花ちゃんも、かつてない程のテンションアップ。…あぁ。…今日は出る。…間違いなく死者が‼　普段の部活だって、いつ死者が出てもおかしくないのに、今日はまず過ぎる、絶対に出ちまうぞ‼

「私と圭一さんが何となく置いてきぼりですわねぇ。…いかがですの？　何でしたらスマートに、初しょ戦せんをお手合わせ願えませんかしら？」

「ふむ。そーするかぁ？　俺もエンジンがかかるまで慣らしをし、」

　雷かみなりが走ったかのように脊せき髄ずいが跳ね、…氷柱つららをねじ込んだかのように、背筋が凍こおりつく。

　沙都子の後ろに、ゴゴゴゴゴ…という書き文字のような緊きん迫ぱく感かんが背負われていたからだ。

　それに……沙都子の、まるでいつもと同じように見える笑顔が…例えるならプラスチックで作ったお面のように無む機き質しつだったのだ…！

　危あぶなかった‼　沙都子のさり気げ無ない申し出に殺気を感じ取れなかった‼

「…へ！　そんなに俺を初戦で消したいかよ。殺気が見え見えだぜ！」

「あぁら、残念ですわね…！　圭一さんにしてはなかなか慎しん重ちょうでしてよ？　ほっほっほ！」

　間違いなくワナだった。…どんな仕掛けかわからないが、沙都子と初戦を戦っていたら、『魅音と戦うよりも絶対確実に』負けさせられていたッ[image: !!!]

　店内を包む漆しっ黒こくの瘴気…。どいつもこいつも…そんなに優勝賞金五万円が欲しいかよッ‼

　いや、違うな。…賞金が欲しい程度の闘志で戦おうとしているのは一般参加者共だけだ。俺は間違ってた。今日をただの日曜日のお遊びと勘かん違ちがいしていた。

　今日がいつで、ここがどこで、相手が誰かなんて関係ない。………我が部は、俺たちは最高頂点しか求めないッ！！！！

　胸の内側に…どんな強風でも消えない、そしてどんな鉄でもドロドロに溶かす、超高熱の種たね火びが灯りだす…ッ[image: !!!]

　かつてない…最高に熱い部活バトルの火ひ蓋ぶたが……切って落とされるのだッ‼

　その時、お店のおじさんが、「魅音ちゃん、そろそろ時間だよー！」とのんびりした様子で告げた。

「みんないいかな～⁉　傾けい注ちゅう傾注～‼」

　魅音がおもちゃ屋のおじさんに代わって開会の挨拶をし、今日のゲーム大会のルールを説明し始める。日曜日であっても、委員長ぶりは健けん在ざいだ。

　まず賞金について告げられる。二位にご褒ほう美びはない。争うのは優勝のみだ！　一般参加者たちは優勝以外は全すべてビリと同じ扱いになる厳しさに驚いているようだが、…これは普段の部活と同じでもあるから、俺たちには馴な染じみあるルールだ。

　参加者は総勢十五人。これをくじ引きで五卓たくに分け、それぞれの卓から一人の勝者を出す。

　五卓それぞれの勝者はトーナメント式で決勝へ向けてコマを進めていく。

「さて。各卓の競技方法なんだけど。これは各卓で好きに決めていいよ。このお店の売り物であるゲーム一つを選んでそれで対戦ね！」

「魅音、質問いいか？　それじゃ、みんな自分の得意ゲームを主張して、いつまでも種目が決まらないんじゃねーのか？」

「……はぅ。そうだね。決まらないと始められないね。」

　ギャラリーも頷うなずく。当然だ。相手の提案するゲームを了りょう承しょうするヤツなどいるものか！

「まー、その辺は適当に紳しん士し的に決めてほしいけど、そーゆう時はお店のマスターが決めるってのでいい？」

　誰も異い議ぎはない。おもちゃ屋のイベントなんだからな。店のマスターが審しん判ぱんを兼かねるのは当然か。

　この後も簡単に説明が続き、負けた参加者は、負けた種目のゲームを買わなければならないという、何ともお店にやさしい罰ゲームを追加して説明を終えた。

　まずは…くじ引きで五卓に分かれる。

　みんなで一列になり、用意されたくじを引いていく。

　俺の番だな。よし、引くぞ。……誰とぶつかろうと…ぶっ潰してやるぜッ[image: !!!]

　その時、魅音が鋭するどい目つきで笑いながら言った。

「当然、わかってると思うけど…部活メンバーには一般参加者とは別に罰ゲームが付くからねぇ？」

「…へ。そんなことだろーと思ったぜ。内容は何だ。」

「くっくっくっくっく‼　なぁににしようかねぇ～？　一応、決めてはあるんだけど、…くっくっく！　圭ちゃん、……今日負けたりしたら、生まれてきたことを後こう悔かいさせられちゃうかもよぅ…？　しかも、今日は優勝者以外の部活メンバーは全員、罰ゲームの対象だからねぇ⁉」

　敢あえてどんな罰ゲームか語らない。だからこそその恐怖感は倍増だ‼　それに、普段の罰ゲームは大たい抵ていビリに科せられるが、今日は優勝者以外は全員その対象だという‼　あまりに……苛か烈れつッ‼

　その罰ゲームは、どんなに控ひかえめに考えても……、多分、軽い部類で、俺に猫ねこ耳みみブルマに尻しっ尾ぽ付きで、雛見沢を練り歩かすくらいのことはしてくるだろう‼　のわああぁああ、そんなことされたら七代語り継つがれちまうぞ、お天てん道と様が出てる内は表を歩けなくなるううぅうッ‼

「だ、だがな、その罰ゲームは魅音とて例外じゃねぇんだからなぁ！　何しろ、今日魅音に対抗するのは部活メンバー四人だけじゃない。他に一般参加者が十人いる！　その中で十五分の一の勝利を摑つかまなけりゃ、魅音だって同じ目に遭あうんだからなぁ⁉　へへへ、その覚かく悟ごは自分でもあるんだろうなぁ⁉」

「もっちろん‼　何しろおじさん、今日は天地がひっくり返っても負ける気がしないからねぇ…？　くっくっくっくっく‼　今日の罰ゲームはとーってもシンプルだよ。優勝者が、敗者四人に、何か素敵な罰ゲームを命令するーってだけのルールだからねぇ？　くっくっくっく‼」

「あ、あ、あくまで何の罰ゲームか言わねぇつもりかよ…！　俺が優勝したら、俺も負けないくらいひでぇ罰ゲームを命令してやるからなぁ‼」

「くっくっくっく！　期待してるよ。」

「おい、それより魅音。仮に部活メンバーが全員脱だつ落らくして、優勝を他にさらわれたら、俺たち五人仲良く罰ゲームってことでいいのか？」

「はぁ？　…あっはっはっは‼　圭ちゃん、脳みそは元気～？」

「な、何ぃいぃいい…ッ⁉」

　魅音が浮かべていた侮ぶ蔑べつの表情が、歯と敵意を剝き出しにした百ひゃく獣じゅうの王のそれに変わる…[image: !!!]

「我が部の最さい精せい鋭えいが、どう間違ったらこんなヒヨコ共相手に負けるってーの？　はっきり断だん言げんできるよ。我が部の最高のメンバーが五人も交じって、他に優勝を許すなんてことはありえないね。……圭ちゃん。初戦で消えて、私に恥はじかかさないでよ…？」

「く、………く………[image: !!!]」

　だが俺は臆おくさない‼　相手が燃え上がれば燃え上がるほど…俺は強くなるッ‼

「見てろ！　今日まで、ただ魅音にいじめられてたわけじゃないってこと、見せてやるぜッ[image: !!!]」

「会おうね。……決勝でッ！！！！」

　くじの結果は…まるで陰いん謀ぼうめいたものだった。部活メンバーは全員、きれいに五卓に分かれたからだ！

　…あんなランダムなくじで一体どうやって…⁉　すでに魅音の術中にはまっているような不安感は拭ぬぐえない。だがそれも上等だ。…小細工ごと、ぶっ潰してやるぜッ‼

　五つの卓に分かれ、そこの勝者一人のみが決勝に進む。そして、部活メンバーが五人全員散ったということは。

　………そう。…これは、試されているのだ。

　魅音が最高の精鋭だと認める部活メンバーが、部員を名乗るに相応ふさわしいだけの力を持っているか、試されているのだ…‼　…くそ、もし間違って初戦で敗退なんかしたりしたら、……除じょ名めい処しょ分ぶんくらいはありそうだぜ[image: !!!]

　さあ、俺の対戦相手はどこだ！　普段の部活で鍛きたえられている俺が、そう簡単に負けると思うなよ‼

　自分のくじの番号に従い、それぞれの卓に移動する。

　俺の卓の対戦相手はこの二人組か。年下みたいだな。……………あれ？

「あれ、…お前ら、学校のクラスメートだよなぁ？」

「あ、どーも。富とみ田たです。彼は岡おか村むらです。」

　どうも、と会え釈しゃくする岡村くん。

　初戦は学校の後輩とか。

　…こう言っちゃ何だが、組み易やすい相手だったな。ツイてる！　容赦なく潰させてもらうぜッ！！！！

「じゃーみんな‼　それぞれに対戦ゲームを決めて、始めてちょうだい！」

　魅音の開始宣言と同時に、一気に店内は賑にぎやかになった。みんなが口々に得意ゲームを叫びあい、ゲーム前からの優位を確保しようとする。

　どんなゲームであっても、経験は最高の武器になる。自分が得意とするゲームを種目に選び、自分の有利をわずかでも得ようとするのは至し極ごく当然だ！

　一見、無口そうな後輩二人も、開始の合図を聞くや否いなや、猛もう然ぜんと得意ゲームを提案し出す。だが、もちろん蹴る！　相手の得意ゲームを選ぶ必要など一切ないのだ！

　だが無論、彼らも俺の提案するゲームを了承したりはしない！　それでいい、後輩だからって萎い縮しゅくも遠慮も無用‼

　…当然だが、その後五分経っても、この卓のゲームは決まらなかった。そこで最初のルールに従い、店のマスターが種目を決めることになった。

　マスターが埃ほこりを払いながら、奥からボードゲームを持ってきてくれた。

「おお、百ひゃく万まん長ちょう者じゃゲームか！　…ずいぶんと懐なつかしいのが出てきたなぁ。」

　そう言えば…負けたらこのゲーム、買わないといけないんだっけ。…マスターめ、このイベントに乗じて売れ残りを全てはき出そうってつもりだな？

「これなら知名度の高いゲームだよな。二人も知ってるだろ？　ルーレットを回して、ゴールを目指す。最後に精算して一番お金を持ってるヤツが勝ちだ。」

　二人は問題ないと頷きあい、いよいよゲームを開始することになった。

　…………しかし、この時、思えばすでに危機感はあった。……その正体に気付くには、しばらくゲームを進めなければならなかった。

　後に俺は後こう悔かいする…。俺が、他の部活メンバーたちと同じくらいに研とぎ澄すまされていたなら、このゲームは全力で蹴ったはずなのだ…‼




「１・２・３・４。出産祝いをもらう。全員から五千＄ドルもらう。…悪いね！」

　よし！　少しだがリードしたぞ‼　後輩たちから五千＄紙し幣へいをもらい、合計一万＄の収入を得る！

「１・２・３・４・５・６・７・８っと。ボーナス。銀行から十万＄もらう。」

「んなッ⁉　あっという間に逆転かよ⁉　くそ、まだまだこれからだぜ！」

「１・２・３。出しゅっ世せコースに進む。」

「うわ、おいしいルートだな[image: !!!]　…何か俺のコマだけ堅けん実じつなマスにしか止まらないぞ⁉」

　魅音の部活にボードゲームが登場しないのを疑問に思ったこともあるが、その答えが今こうして赤せき裸ら々らに明かされた。

　そう。今頃になって気付く。…このゲームは…完全な運のゲームなのだ…[image: !!!]

　ルーレットを回す。その出た目に従う！　ただそれだけのスゴロクゲームなのだ。そこに技術介かい入にゅうの余よ地ちはない‼

　じゃあつまり、最終的に一位を取るために…俺にどんな努力が可能なんだよッ⁉⁉　このゲームの勝敗は……人間の与あずかり知れぬところで決められているってのにッ[image: !!!]

　身体的年齢差というささやかなリードを生かすためにも、種目は相手を気け圧おせるタイプのものにすべきだったのだ…‼　その意味において、…このゲームは残ざん酷こくなくらいに公平で、むしろ部活で鍛えられていない彼らに有利に働くゲームとすら言える‼




　…何てこった……！　くそ、他の仲間はどんな感じだろう。何しろ、俺よりも潜くぐってる修しゅ羅ら場ばの数が多いんだからな…。自然と他の卓に目が向いた。

　魅音の卓は……なんだ。何もしてないぞ？　まだゲームが決まってないのか…？

　そんなカマトトぶった想像が…一番恐ろしい想像から目を遠ざける…。

　魅音は悠ゆう々ゆうと、表の自販機で買ってきたジュースを片手にくつろいでいた。

　目線が合うと余裕の表情を返してくる。

　まさか……もう決着したのかッ⁉⁉　何のゲームで⁉　こうもあっさり⁉

　そんなことは今となってはどうでもいい事かもしれない。開始五分で、対戦相手二人は完全に再起不能。…卓に突っ伏し、ぶつぶつと自らのミスがどこにあったかを自問していたが、…そんなのに答えがあるはずがない。「魅音と同じ卓に着いた」それ以上のどんな敗因があるってんだッ⁉

　じゃあ、レナの卓はどうだ…⁉　ギャラリーがかなり騒いでいるぞ⁉

　どうやら…ゲームはカルタらしいな。マスターが読み上げる役をしているようだ。

　レナって結構、おたおたしたり、ぽーっとしたところがあるからな…。…こういうゲームは苦戦するんじゃないか？

「じゃあ、読みますよ～。…『犬も歩けばくたびれる』～。」

　スパーーーーーーーンッ！！！！

　マスターが読み上げると同時に快音がし、目標の札ふだが卓上から、いや、地上から搔かき消えるッ[image: !!!]　……馬鹿なッ⁉　一体どこへッ⁉

　………レナの頰にそれはあった。ほお擦ずりしているのだ。

「はぅ～～～～…！　かぁいいよぅ～～‼　お持ち帰り～～～[image: !!!]」

　レナがほお擦りしている札に目をこらすと……それはアニメか何かをモチーフにしたカルタらしく、何だかやたらめったら可愛い、萌もえ系のイラストが描かれていた。

　もっと具体的に言うと、犬耳系半はん涙るい、だけどちょっぴり乳デカな美少女が鎖くさりで引っ張られてはぁはぁ♪　しているイラストだ。

　……あんな萌えイラストのカルタなら、俺だって神速のプレイになるだろう。ましてやかぁいい物は全て問もん答どう無む用ようのお持ち帰りのレナだぞ‼　恐おそらく、手の先せん端たんは音速ぎりぎりくらいは出ているはずだ‼

「……決まったね。」

　魅音が涼すずやかに笑い、これ以上、見る必要はないとその卓に背を向けた。

「かぁいいかぁいい[image: !!!]　レナ、勝ってもこのカルタ、ちゃんと買うよ～～[image: !!!]　お～持ち帰り～～～はぅ～！！！！」

　その後も読み上げると同時に、スパーーーーン！　スパーーーーン‼　と快音が響ひびくのだった…。

　さて、沙都子の方は…、お、こっちもオーソドックスなゲームだぞ。神経衰すい弱じゃくか！

　沙都子の苦く悩のうの表情を見る限り……どうやら苦戦しているように見える。

　神経衰弱というゲームは、中盤以降から一気に流れが速くなるのが特とく徴ちょうだ。

　覚えるカードが減れば、それだけコンボはつながりやすくなる。その最初の流れを摑つかんだ者がそのまま勝者になれると言っても過言ではあるまい…！

　場のカードの枚数は減っている。…これまでに開かれたカードをちゃんと記憶できてるなら、一気に畳みかけるチャンスのはず…。

　どうも見たところ、沙都子の一つ前の手番の男が、残ったカードの状況を完全に把は握あくし切ったようだった。……もちろん沙都子も把握は終わっている。でも、その手番が一手遅かった‼

「北ほう条じょう、悪いけど…僕も優勝賞金を狙ねらってるんだ。悪く思うなよぉ！」

　そいつの目には、卓上に残された全てのカードの裏側が透けて見えているようだった。そして完全に勝利を確信し、頰をだらしなく弛ゆるませる‼

「ふん。……決まったな。」

　俺は退屈そうにそうつぶやき、視線を自分のゲームに戻した。

　ルーレットを回してっと。１・２・３・４・５っと…。

　……沙都子の負けを確信したわけじゃなかった。

「え、えぇええぇッ⁉⁉　そんな‼　確かにここはハートのＡ…ッ‼」

　沙都子の卓で悲鳴とざわめきが起こった。俺の卓の二人も驚きそちらに振り返る。

　俺は別に振り返らない。驚きもしないからだ。馬ば鹿かが、この結末はいつも部活で沙都子に最後の一手で僅きん差さを奪われる俺には容易に想像できたこと‼

　ギャラリーたちは口々に、「いや、確かにあそこはハートのＡだったよ！」と騒いでいた。そんな馬鹿な…見間違い…興奮していたから……。…勝利を確信しながら敗北した彼の苦悩は深い。

　ふん。………そうだな。相手が沙都子でなければ、きっとそこはハートのＡだったろうな。馬鹿なヤツ。…沙都子相手の勝負に最後まで油断などあるものかッ[image: !!!]　あいつは最高の策士で、最高のトラップ使いだぞ‼　その、勝ったと思わされた時点で搦からめ捕とられてるんだよ！

　そして手番は沙都子に移り、……残る全てのカードは沙都子の物となった。

「あら、圭一さんの勝負はまだ終わりませんの？　センスないですわねぇ。」

　沙都子は勝者だけに許される優ゆう雅がさで、涼しげに声をかけてくる。

　傍はた目めには僅差を制してのギリギリの勝利に見えたかもしれない。だが…俺から見ればこんなのは僅差を演出した茶番だ！

「やるじゃねぇか。…ハートのＡなんて、お洒落しゃれなワナをかけやがって。」

「相手を仕し留とめるトラップは最後にたったひとつ、優雅に。それこそトラップ哲学の美学でございましてよー？」

　トラップ使い沙都子。…ヤツの真しん骨こっ頂ちょうはトラップを乱発しないこと。……仕留めるワナは一個で充分？　……くぅ～～‼　…カッコイイじゃねぇかぁッ[image: !!!]

　次々とメンバーたちが、持ち味を活かした勝利を挙げていく中、進展のない俺の焦あせりは募つのるばかり…。そうだ、梨花ちゃんはどうなってるだろう⁉

　我が部の侮あなどれない小こ狸だぬき、梨花ちゃんはどこだ？　………って、何だありゃ。

　その一角は、明らかに他の卓の緊張感とは別世界だった。

　梨花ちゃんの卓のゲームは……電池で動く魚さかな釣つりのゲームをご存知だろうか？　魚がゲーム盤ばんの上を口をパクパクさせながら回っていて、それを磁じ石しゃくの付いた釣つり竿ざおで釣り上げる、あの懐かしいゲームだ。

　…最初は、釣り上げた数で勝敗を競きそう予定だったのだろうが……。…それはすでに対戦と呼べるような雰ふん囲い気きではなかった。

「……み～♪　釣れましたですよ～☆」

「うまいうまい！　梨花ちゃんうまいよ～！」

「おっとっと、また釣られちゃったよ～。梨花ちゃんはうまいなぁ☆」

「梨花ちゃん、がんばれ～～～‼」

　…梨花ちゃんが戦闘開始前からギャラリーと一部対戦相手を骨抜きにしていたのは知っていたが…。……さすがだ。あの一角だけは、古ふる手で梨花ファンクラブ親しん睦ぼく会会場と化している…ッ‼

「はぅ！　梨花ちゃんの圧勝だよ！　圧勝だよ！　梨花ちゃん、お魚釣りうまいんだね～！」

「梨花ちゃんが釣ってるのは、多分、魚じゃないと思うな…。」

　それが聞こえたのか、梨花ちゃんはこちらをちらりと一いち瞥べつした。

　ボクなりの本気なのですよ。…そう言ったように聞こえた。

「梨花にしかできない、梨花だから許される…大技ですわね‼」

「あ、…あぁ！　…大技だッ！！！！」

「前まえ原ばらさんの番ですよ。」

「あ、すまんすまん。俺の番か。１・２。………脱だつ税ぜいの追つい徴ちょう課か税ぜい。五万＄支払う…。」

　それに引き換え……俺のゲームは…何という無ぶ様ざまな展開…‼

　俺の焦しょう燥そうが浮く顔に気付き、仲間たちが様子を見にやって来る。

「あれ……、圭一くん、ひょっとして苦戦かな？　かな？」

「岡村さん。あなた今、いくらぐらい持ってますですのー？」

　岡村くんがエリートコースでたっぷりと貯ため込んだ、手の切れるような白い十万＄札を数え始める。

「えっと…九十八万ちょいくらいかな。」

「……みー。富田はどれくらいお金持ちですか？」

「あ、…俺は………八十八万＄。まだまだ逆転できる位置だね！」

「く……！　二人とも…百万＄くらいは余裕で達成できそうじゃねぇか‼」

「で？　圭ちゃんはいくら持ってるわけぇ…？」

　魅音の声は初めから陰かげっていた。……部活の部長としての…失望と呆あきれ。

「し……仕方ねぇだろッ⁉⁉　このゲーム、ルーレット回す以外に何も作戦がないんだぜッ⁉⁉　イカサマがあるとしたら何だよ！　二人に目をつぶって百数えてもらって、その隙すきにルーレットに細工でもするのかッ⁉　……そんなの、出来るわけねぇだろッ⁉⁉」

　梨花ちゃんが俺の頭をやさしく撫なでてくれた。…それは確定しつつある俺の敗北を思い知らせるかのようで少しだけ屈くつ辱じょく的だ。

「……無様ですわね。一度は好こう敵てき手しゅと思ったのに。幻げん滅めつでしてよ～？」

「投げちゃダメだよ圭一くん！　何か逆転の手があるはずだよ⁉　がんばろ！　最後までがんばろ‼」

「…だから…この運だけのゲームに…どんな逆転があるってんだよッ‼　なぁ⁉　魅音⁉」

「…………………はぁ…！」

　…だが、魅音の目は信じられないくらい淡たん白ぱくで、…つまらないものでも見るかのようだった。……そして何も言わずに背中を向ける。

「お、…おい、魅…、」

　自分でも悔しいくらいの……情けない声だった。

「………失望したよ。みんな本気なのに、圭ちゃんだけは本気になってくれなかったね。」

「ほ、本気って何だよッ⁉⁉　気合いでルーレットの目をコントロールしろってのかよッ⁉⁉　そんなの出来るかよッ！！！！」

「……本気の圭ちゃんなら、そのゲームでも開始十秒でケリをつけてたね。」

「み、魅ぃちゃん、そんなに怒ることないよ…！　待ってよ…！」

　魅音は不ふ機き嫌げんそうに…、俺を打ち捨てて店の奥へ消えた。…気まずくなったのか、ギャラリーたちも俺の卓から散っていく…。

　くそ‼　俺が本気じゃないってのか⁉　本気の俺なら、この運だけのゲームを開始十秒で決着できたって⁉⁉　本気の俺って…、本気の俺って…ッ！！！！

　みんな俺の勝利を祈ってた。信じてた‼　……その期待を裏切ったッ⁉⁉　俺が……本気じゃなかったから…ッ！！！！！

　…………くぅ……ッ！！！！

「あの……ゲーム、進めます…？」

　二人が遠慮がちにゲームの再開を促うながしてきた。

　…俺はそれに応えない。卓を…じっとりとした沈ちん黙もくが包む。

「前原君は…投とう了りょうでいいかな…？」

　マスターは俺が投了したものと思い、ゲームの中断を宣言しようとする…。…その瞬間ッ[image: !!!]

　…俺の中の、鬼が咆ほう哮こうをあげて……目覚める‼

　わかったよ魅音…。

　……俺の本気……、見せてやるぜぇえええぇええぇッ！！！！

　ガシッ‼　俺は二人の肩を力強く叩たたき、抱き寄せてから二人にしか聞こえないよう、声を低くして告げた。

「富田くん。岡村くん。取引しよう。俺を勝たせろ。」

「「は、はぁ⁉」」

　二人は何を言われたのか、それが何を意味するのか一瞬わからず困こん惑わくする。

「な、前原さん、暴力はなしですよ！　ちゃんとゲームで勝敗を…‼」

「話は最後まで聞け。……お前らの望みは何だ。優勝して五万円か？」

「そりゃそうですよ。五万なんて大金、二度とないチャンスですよ！」

「仮に優勝したとして。お前らその五万で何をする？　どんな楽しみ方をする？」

　…二人は軽く考え込む。

「新しいゲーム買うとか…。…お菓か子しとか。…ジュースとか…。」

「くくくく…、小せぇ小せぇ。馬鹿かお前ら…、くっくっく[image: !!!]」

「じゃ、じゃあ前原さんが勝ったら、どんな楽しみ方があるってんですか。」

「俺か？　そこが本題だ。今から言うことを黙だまって聞け。俺たち部活メンバーには、一般参加者とは別に罰ゲームが設けられている。負けたら勝者の命令を一つ聞かなければならないってヤツだ。…だがこれは逆に見れば、優勝者は部活メンバーに好きなことを命令できるという賞品とも受け取れる！　わかるか⁉」

「……で、でも、それは前原さんとかの部活メンバーの話で、僕たちには何の関係も…。」

「いいから聞け‼　まず富田くん。君は沙都子萌えだよな？　否定するなッ[image: !!!]　そして岡村くん。君は梨花萌えだな？　赤くなるなッ！！！！」

　赤面し、今のが周りに聞こえなかったかを気にする二人の肩をさらに力強く抱き寄せる。

「ロリ！　萌え！　美少女‼　男の垂すい涎ぜん、男の浪ろ漫まん‼　例えるなら永遠にたどり着けないエデンの園そのッ‼　だけど目指すんだろ⁉　それは俺たちのハートに熱い魂たましいが…萌えよと叫ぶからだッ[image: !!!]　なのに下らん世間体が優先して、自分の熱い萌え心についてすら語れない！　そのお前たちの声にすら出せない悲鳴を俺は全て理解できるッ‼」

　好きな子のことを好きと言えない多感な年頃…。それを全部理解した上で、俺は一層力をこめる[image: !!!]

「俺が優勝したら富田くん。沙都子を一日、首輪付きで君の妹にしてあげよう。」

　ぶしゅ。富田くんの両鼻から赤い飛沫しぶきが飛び出る。

「そして岡村くん。君には猫耳梨花ちゃんに手た綱づなを付けてお散歩させてあげよう。」

　ぶしゅ。岡村くんの額ひたいの血管から血流が噴ふん火かする。

「「そそ、そんなこと……そんな、あのあのあの…ッ！！！！」」

「うろたえるなッ[image: !!!]　お前たちは俺に無理やり付き合わされたことにすればいいんだッ‼　前原先輩のわがままの犠ぎ牲せい者なだけ‼　いやいやでいいんだよ‼　わかってるッ[image: !!!]　お前たちの胸の内は全部わかってるッ！！！！」

　……そこで俺は言葉を一度切り、声のトーンをぐっと落とした。

「…俺は灰はい色いろの学校生活を送ってきた。それがどんなにつまらなく、人生の大切な時間を浪費したことになるのか身を以もって知った。……だから…後輩のお前たちには…そんな時間を過ごして欲しくないんだよッ！！！！！　自分に素直になれッ‼　夢を追え‼　その手に萌えと浪漫を摑むんだ‼　そして叶かなえろ[image: !!!]　俺が叶えてやるッ[image: !!!]　俺がだぁああぁあぁあッ！！！！」

「「ま、前原さぁあぁあぁああんッ！！！！！！」」

　……男たちが世代を超こえて価値観を共有した…瞬間だった。

　自分たちの胸中を…これまでこれほどに力強く代だい弁べんしてくれた先輩がいただろうか？　いない‼　いるわけがないッ[image: !!!]

　人の一生に運命的な出会いが三度しかないなら。その貴重な一度目を…二人は今この瞬間に実感するッ！！！！

　こうして、全ての取引は終了した……。つまり、………ルーレットを回すだけというゲーム性を、参加プレイヤー全員の同意という超ちょう法ほう規きルールが打ち破ったのだ…‼

「……じゃあ、いいな？　行くぞ。………せーの、」

「「「ゲーム終了ぉぉおおぉおぉおッ！！！！」」」

　あまりに威い勢せいのいいゲームセットの掛け声に、店内全員のギャラリーが振り返る。

　それは、俺が投了しかけ、ギャラリーたちが俺の敗北を確信してから三分も経たっていない。

「け、圭一さん……どうなりましたのッ⁉　勝敗は…ッ⁉」

「ふ、俺の完全勝利だ。」

「な、なんですってぇえぇえ⁉　あの状況を…どうやってひっくり返しましたのッ⁉」

「沙都子には無理だったかもしれんが、俺にはできる。そしてできた！　男と男の完全決着だ。……なぁみんなッ[image: !!!]」

「「ぅおおおぉーーすッ！！！！」」

　二人は感かん涙るいに咽むせびながら、力強く腹の底から返事した。そして三人でがっちりと肩を抱き合う！

　あの絶対不利の状態からギャラリーが目を逸そらしていたこの三分間に…一体、どんな奇き跡せきが起こったと言うのかッ⁉⁉　部活メンバーも含め、ギャラリーたちはその三分間に目を逸らしたことを悔くやまずにはいられなかった。

「や……やったよやったよ圭一くん‼　わぁあぁあーい[image: !!!]」

「へへ、ありがとな、レナ！　他のメンバーがみんな勝利してるのに、俺だけ負けるわけにはいかないぜ！」

「ざわざわ‼　…あの男、ルーレットの目すら自在に操れるのかッ⁉」

「奇跡だ！　魔ま性しょうだ‼　あの魅音の仲間だぞ⁉　怪あやしげな技を持っているに違いないッ…‼　ざわざわ‼」

　興奮冷めやらぬギャラリーを尻しり目めに、完全に戦闘状態として覚かく醒せいした俺が冷れい笑しょうをたたえる。

「……へへへへ。これが俺の本気ってことかよ。魅音。」

「ふん。…ようやく本気になれたようだねぇ。そうでなくっちゃあ！」

　互いに犬けん歯しを剝きだしにして…醜みにくく笑い合う…ッ‼

「じゃあこれで…部活メンバーが全員、一回戦突破ですわね‼」

「ということは、今度は…みんなで対決だね！　対決だね！」

「……ボクはもう賞金で買うものを決めていますですよ？　にぱ～☆」

「もちろん私もですわ～！　ねー[image: !!!]」

　沙都子と梨花ちゃんがにっこり（ニヤリ？）と笑い合う。

　へ、どいつもこいつも…。本気になったこの前原圭一を前に…本当に勝てるつもりでいやがるッ[image: !!!]

「魅音。……失敗だったなぁ。…お前、俺を本気にさせるべきじゃなかったぜぇ…？　優勝を狙ってるつもりだったんなら、そいつは致ち命めい的なミステイクだ‼」

「…くっくっく……、ヒヨコが。私に勝つなんて百万光年早いって[image: !!!]」

「魅音。……光年は距離の単位だぞ。」

「ふぇ⁉　そそ、そうだっけー⁉」

　…あ、照れてる照れてる。

「じゃあ魅ぃちゃん‼　今度は五人でどう戦うのかな？　かな⁉」

「さぁて。…くっくっく。これだけ豪ごう華かな面々が揃そろったんだからね。今日という日を急ぐのが惜しいよ。」

「……魅ぃの言ってる意味が難しいです。」

「⁉　………まさか、てめぇ…ッ‼」

　魅音はその長い髪を優雅に、まるでマントのように翻ひるがえすと卓に背を向けた。

「今日の勝負を、部長、園その崎ざき魅音が預からせてもらうよ。勝負方法と日時は未定。…ギャラリーは多い方がいいね。雛見沢も興宮も、全ての人間の目の前で。……これ以上ないくらい徹てっ底てい的な決着をつけてあげるよ。」

「に、逃げる気ですのッ⁉⁉　いくら魅音さんでも卑ひ怯きょうですことよ⁉」

「くっくっく…ヒヨコがぁッ‼　今日を生かされたことにまだ気付かんか！」

　魅音の全身から噴き出す闘志のオーラが障しょう壁へきとなって、勇いさみたつ沙都子の足をすくませる…‼

「また会おうね…‼　せいぜい首でも洗っとくことだねぇ！　くーっくっく‼」

　甲かん高だかい笑い声を残しながら…魅音は店を出て行く…。

　一瞬の沈黙の後、ギャラリーが一いっ斉せいに歓かん声せいを上げる‼　この勝負は一体いつ再開されるんだ⁉　魅音は本気だ！　他のメンバーも上々の仕上り！　新人の前原も何か得え体たいの知れない力を持ってるぞ…[image: !!!]　あの絶対ビリの状況から瞬しゅん時じに逆転したッ‼

「「前原さぁああん[image: !!!]　絶対優勝して下さいよぉおぉおッ[image: !!!]」」

「おぉうッ‼　魅音なんざ、逆さにして三さん途ずの川に叩き込んでやるぜッ[image: !!!]」

　富田くんと岡村くんと、例の密みつ約やくを漏もれ聞いたらしい一部のギャラリーが歓声をあげる‼

　でもどうせ魅音の勝ちだ‼　無敗の帝てい王おう！　俺は魅音に賭かけるぞ‼　いいや神速のレナだ‼　トラップの沙都子‼　萌え落としの梨花‼　大穴でダークホースの前原だ[image: !!!]

　だが今の俺は、そんな黄色い歓声には興味ない。これほどの大勝負の舞台を用意され、ここで魅音を逃がすなど…絶対に許せるものかぁあぁああぁ[image: !!!]　鉄は熱い内に叩け！　燃え上がっている今こそ決戦の時だろ、魅音の都つ合ごうで逃がしてたまるかー‼

　店の外では自転車にまたがろうとする魅音と、見送っている店のマスターがいた。

「逃げるな魅音‼　部長なら逃げるなッ‼　俺と今すぐ戦えーー！！！！」

「あ、ごめん圭ちゃん、私、これからバイトー…☆」

「んがーーー⁉」

　俺の両足が、コント番組そのままに前後に滑って開かい脚きゃくする。ババ、バイトだとおおお⁉

「うん。圭一くんがゲームしてる間に魅ぃちゃんに電話があったんだって。…残念だね。」

「せっかく熱くなってきたのに…ツイてないよ。…おじさんの店でさ、特とく売ばいにお客が殺さっ到とうしてるらしくてさ、レジが足りないから助けてーって電話があったんだよ。」

「おじさんって…なんだ、スーパーの店長でもやってんのか。」

「ささやかなお店だけどね。でもさー！　……特売やれば主婦が殺到するの、常識で読めないのかねぇー‼　店員足りないのにタマゴ一パックお一人様一点限り十円なんてやるなー[image: !!!]　戦力見込みが甘過ぎ！」

　ちょっとびっくりだった。さっきまで店内にいた、瘴気のようなオーラを放つ部長園崎魅音とはとても思えない。…まったくもって、いつもの調子の魅音だった。

　ようやく俺も肩の力が抜ける。…そっか。部活モードはもうお開きなんだな…。

「しかし…、今日はすごく熱くなれた。本当に楽しかった！　魅音め、こいつなかなか人を熱くさせるのがうまいよなぁ！」

「私こそ！　頭がジンジン痺しびれるくらい燃え上がったよ！　特に圭ちゃん！　怖かったぁ‼　あの場で本当に嚙かみ殺されるんじゃないかって思ったね！」

「お仕事だから仕方ないけど…ホントに残念だね！　また大勢で遊びたいね！」

「この続き、いつか本当にやりたいですわねー！　再開はいつなんですの⁉」

「さぁてねぇ。今日のは今日ので終わりかもねー。こういうのって続きから再開しても面白くないもん。だから、続きなんて言わずに、また今日のように盛り上がろうよ。絶対その方が楽しいから！」

「……きっと賞金を払うのが惜おしくなったのです。最初からバイトで中断する予定だったに違いないのですよ、にぱ～☆」

「な、何ですってぇえぇ⁉　魅音さんならありえないことではありませんわ…！」

「んがががが！　そそ、そんなことないってばぁー‼」

「でも今日は本当に楽しかったね！　またの機会も楽しみだよ！　だよ！」

「そうだな。こんな盛り上がりをぜひまた体験したいもんだ。」

「あははははは！　私、週刊漫画みたいないい加減なノリ、大好きなんだ。こんな痛快な部活が、近いうちにまたできるといいねぇ！　あっははははははは…！」

　見ている者まで心が爽そう快かいになるような、そんな顔で笑った。

　その時、お店のマスターが店内から紙袋を持ってきた。…何だろう。くれるのかな？

「今日はみんな、本当にありがとう。お陰でイベントは大盛り上がりだったよ～！　大したものじゃないけど、これ、今日のお駄だ賃ちんに～。」

「わ、善よし郎ろうおじさん！　私にはないの、お駄賃ー！」

「あらあらあら‼　かわいいのが出てきましたわよ⁉」

　沙都子と梨花ちゃんが紙袋を開けると、中から小さく可愛らしい人形が出てきた。男の俺の感性ではわからないが、みんなが大喜びをするところを見ると、だいぶいい物が出てきたみたいだ。

「わ‼　これ…かぁいい～…‼　お持ち帰りしていいの⁉　本当に…⁉」

「ってことは俺のもかな？　……ぅお。何だかやたら可愛いのが出てきたぞ。」

　豪華なドレスを着た、いかにもお上品な感じの人形だった。

　レナの目が俺の人形に釘くぎ付づけになる！　…いや、沙都子もだ。心なしか梨花ちゃんも…⁉　ひょっとすると俺のって、当たりか？　他のみんながもらった人形よりもワンランク、グレードが高そうに見える。うーん！　価値のわからない俺がもらっちまうのは人形にも悪い気がする…！

「あっはっはっは！　圭ちゃんには一番似合わないのが出てきちゃったねぇ！」

「…なんつーのか、プリティーって言うかキュートって言うか、…可愛いのは認めるんだが…着せ替え人形はちょっとなぁ…。」

「圭ちゃんが持ってたら、確実に明日から変へん態たい扱いだね。うん！」

　…魅音に嫌いや味みを言われるまでもないぜ。これは男の俺の持ち物ではない。

　魅音だけおみやげをもらってないので、魅音に渡そうかと思ったが、ちょっと考えてからレナに渡すことにした。

「えッ⁉⁉　くれるの⁉　レナに⁉　ありがと～～～！！！！！」

「保身のためだよ。…レナにあげないと夜道が怖いぜ。この人形を目当てに襲われそうだ！」

「あっはっはっは‼　違いない違いない！　圭ちゃんもだいぶレナってもんがわかってきたねぇ～！」

「魅音にあげようかと思ったけど…ちょっと違うよな！　お前に似合うのはこういう女の子っぽいもんじゃないぜ！」

「へっへっへ、わかってるじゃない！　私さ、どーして男に生まれなかったのかなーって思う時あるよ。」

「そうだな！　男として生まれてきたら俺の最高の相あい棒ぼうになってただろうになぁ！　次に生まれてくる時は性別を間違えないようよく神さまに頼んどけ！」

「あっはっはっはっは‼　そうだねぇ、どーこで間違っちゃったんだか！　あっははははは！」

　大笑いしながら魅音と拳こぶしをぶつけ合う。…本当は性別なんか関係ない。魅音は最高に愉ゆ快かいな俺の仲間なのだから！

「来らい世せでは私が男で圭ちゃんが女の子かもねぇ？　あっはっは、そしたらおじさん、口く説どいてあげてもいいよ～ぅ？」

「吐ぬかせ！　俺はばっちり来世も男だぞ。俺がお淑しとやかな女の子なんか務められると思うかよ！」

「そーれはお互い様だよ、あっはははははは‼」

「わっははははははははは！」

　魅音は急いでバイトに行かなくてはならないはずなのに、別れを最後まで惜しんでくれた。…今日という一日がこれで終わってしまうのが一番残念なのは、他ならぬ魅音に違いないのだ。

　それを察してくれたのか、お店のマスターが腕時計を見せながら、もう行かないとまずいよと言ってくれた。でも、マスター自身、水をさすのが辛つらそうだった。

「じゃね。今日は最高に楽しかった。またねみんな。明日、学校で～！」

「バイト、遅刻すんなよー！」

　みんなで手を振り、魅音の後ろ姿を見送った。

　…気付けば日も落ちかけ、風はほんのり涼しさを運ぶようになっている。

「もうちょっと町で遊んでいく？　それとも帰るかな？」

「……暗くなると帰り道が怖いですよ。」

「では、引き上げ時ですわね。今日は本当にいっぱい騒ぎましたわぁ！」

「そうだな！　……よっしゃ！　帰ろうぜ。」

　熱気で火ほ照てった体を鎮しずめるように、いつの間にか風はやさしく涼しくなっていた。

　雛見沢への帰り道は長いはずなのに、あまり気にはならない。

「そうそう！　あのカルタ勝負、レナさん圧勝でございましたわね！」

「レナがああなっちゃ、悪いけど誰にも勝ち目はないな…‼」

「あはははは！　だってすごいかぁいいカルタだったんだもの。ほら！　勝ったけど買っちゃったんだよ☆　はぅ～～！　お～持ち帰りぃ～‼」

「梨花も相変わらずですわよ。梨花にかかれば、男どもなんて赤あか子ごの手をひねるようなものですわね！」

「……み～！　楽勝だったのです。」

「…どこまで計算ずくでどこまでが天然なのか…。梨花ちゃんの行く末が実に怖いな…。」

「あはははは！　沙都子ちゃんだってすごかったね！　最後は大盛り上がりだったよ！」

「あんな程度、褒ほめられるようなゲームではありませんでしてよ？　をーっほっほっほ！」

「……圭一も、最後はとうとう牙きばを剝きましたです。」

「ん？　ま、まぁな！　俺は追い詰められてからが強い男なんだ！」

「…富田さんたち、何だかすっごく応援してましたけど、…何ですかしらね？」

「……富田と岡村に何か約束してましたです。…きっと内ない緒しょ話なのですよ。」

「な、…内緒話…内緒話…。……はぅ～～…何だろね、何だろね！」

「…………お、男には時に、戦いを通じてしか語り合えないものがあるんだよ…！　わっはっはっは…‼」

　苦し紛まぎれに大笑いし、必死に話題を逸らす。まずいなぁ、今日の罰ゲームお流れになっちゃったし…、明日学校で謝あやまらないとなぁ…。

　その後もみんなで互いの戦果を称たたえ合い、今日がいかに楽しかったかをいつまでも嚙かみ締しめ合うのだった。

「見てご覧らんなさいませーー‼　夕日がきれいでございますわよ～[image: !!!]」

　沙都子がはしゃぎながら指差す先には、でっかいでっかい夕日があり、俺たちの自転車の影を、さらに長く見せていた。

　ひぐらしの鳴き声がやさしくて、とても心地よかった…。






魅音のバイトって？







　楽しい部活だが、時に魅音の都合で開かい催さいされないこともある。そんな時、大たい抵てい魅音はこう言うのだった。

「うん。ごめん。今日はさ、急におじさんの店のバイトが入っちゃってさ。」

「なんだなんだ。じゃあ今日の部活はお流れってわけか。」

「いやぁ、あっはっは、申し訳ない…！」

　魅音は拝おがむように両手を合わせると、にやっと笑ってみせる。

「そんなに部活がやりたかったら、おじさん抜きでやってもいいけど？　部活ロッカーにゲームがいっぱい入ってるからさ。どれか適当に選んで。」

　部活ロッカーってのは、いつも部活の時に魅音がゲームを引っ張り出してくるあの四よ次じ元げんロッカーのことだ。

　あの、清掃用具入れよりもさらに一回り小さいロッカーの中に、どうしてあれだけたくさんのゲームが詰め込めるのだろう…。

　のみならず、罰ゲーム用の怪しげなアイテム（衣装？）までたくさんたくさん…！

　整理するために床ゆかに並べたら、きっと教室の床中が埋うまるに違いない。

「……やめとく。俺がいじったら、ロッカーの中身がドサドサーッて溢あふれてきそうな気がするよ。しかも、どう詰め込んでも綺麗に収まらないに違いない！」

「あっはっはっは！　う～ん、そうだねぇ。素しろ人うとは手を出さない方が無ぶ難なんかもしれない。くっくっく！」

　魅音は、それが出来るのが部長たる所以ゆえんだとでも言わんばかりに大笑いした。

「……魅ぃ。先生が体育倉庫のカギを捜してますですよ。心当たりはありませんですか？」

「ふぇ？　…おじさん、職員室に返さなかったっけー？」

　そう言いながらごそごそとポケットをまさぐる魅音。……表情から察するに、職員室に返したつもりでいるものは、どうやらそこに納まっているらしい。

「ほぅらやっぱり魅音さんですのよ～⁉　私、絶対絶対ぜーったいそうだと確信してたでございますわー！」

「……ボクも大正解なのですよ。沙都子と一緒に大正解なのです。にぱ～☆」

　きゃっきゃと手を打ち合わせて沙都子と梨花ちゃんが喜び合っている。

「や、やっかましい！　ちょっと忘れてただけー！」

　沙都子と梨花ちゃんの頭を小こ突づくと、そそくさと職員室へ向かっていった。…やれやれ。

「あ、そうだ。二人とも聞いたか？　今日は魅音、バイトがあるから部活はお休みだとさ。」

「あら、そうなんですの⁉　それはつまらないでございますわね。」

「……みぃ。」

　二人ともつまらなさそうな顔をする。…何だかんだ言っても、魅音の部活は学校に来る一番の楽しみなんだよな。それがお流れになるとわかったら、そりゃー憂ゆう鬱うつになるのも頷うなずける。

「魅音ってバイトをやってるんだよな。…あいつ、一体何のバイトをしてるんだ？　別にシフトがあるようにも見えないよな。たまにだけというか。そんないい加減なシフトってあるのか？」

「……別に、決まったお店でお勤つとめをしてるわけではないのです。」

「決まってないってことは…、じゃあ日ひ雇やといってことなのか？　ややこしいな。」

　魅音が足た袋びにヘルメットで、工事現場で汗だくになって……。…想像がつかん！

「魅音さんはおじさんの店にお休みが出たりすると応援に駆かけつける、便利屋さんなんだそうですわ。」

「あー…、なるほどな。そう言えば、おじさんのとこでバイトなんて話、前にも聞いたことがあるような気がする。」

「……お店を持ってるおじさんがいっぱいいるので、魅ぃは引っ張り凧だこなのです。」

「お店を持ってるおじさんがいっぱい？　いっぱいいるのか？」

「あら、圭一さんはご存知ありませんの？　興宮には魅音さんの親しん戚せきの方がやってるお店って結構いっぱいありますのよ？　看板をご覧になったこととかございません？」

「へー…。そりゃ知らなかった。…そんなにいろいろあるのか？」

「えぇ。パン屋さんとか八百屋さんとかラーメン屋さんとか。他にもまだまだ。あの部活をやったおもちゃ屋さんもそうなんですのよ。」

　ちょっと絶ぜっ句く。……それは…すごいな！

「…魅音の一族って何なに気げに商才があるんじゃないのか？　なるほど、魅音にもその血を感じる時はあるなぁ！」

「……他にも、サラ金屋さんとか、地上げ屋さんとか、イメクラ屋さんとか、ソープランド屋さんとか。いろいろやってると言ってますですよ。にぱ～☆」

　何だか妙みょうなのも飛び出してきたが、まぁとにかく！　手広いのはよくわかった。

「あいつに小こ銭ぜにを借りると、妙に返却期限にうるさいのは、サラ金屋の血が流れてるからかー。納得納得！」

「魅ぃにお買い物代を借りたことをコロリと忘れてしまったら、耳を揃えて返さんと身売りして風ふ呂ろに沈しずめたるどーと凄すごまれましたのです。」

　………梨花ちゃんが借金のかたに特とく殊しゅな風俗業界に身売り…。……あ、やべ、…鼻血～☆

「お風呂に沈められて溺おぼれ死ぬなんて、おマヌケにもほどがありますわね～！」

「……は？　…お前、よく意味がわかってないだろ…。」

　今どきなかなか初うい々ういしいヤツ。俺と梨花ちゃんが沙都子の頭をなでなでしてやる。

「…⁉　…な、なぜ撫でられるんですの⁉　…⁉」

「……沙都子はいい子さんですから、なでなでなのです。」

　沙都子は意味がわからずうろたえていたが、馬鹿にされたことだけは理解しているようだった。
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「……午後の授業ってさ、どーしてこー眠いんだろーねぇ。」

　魅音が、聞く者まで眠くするような声で話しかけてきた。

「眠いことに医学的説明が必要かよ。話してもいいが、もっと眠くなるぞ。」

「…ぎゃ～…堪かん忍にんして～………。」

　もうすぐ三時。六時限目の授業ももう終わりだ。

　ちなみに、沙都子たち低学年は五時限目で解放されているので、今頃は校庭ではしゃぎ合っているだろう。

　校庭から聞こえてくる子供たちの楽しそうな声が、実にうらやましい。

「ほら、魅ぃちゃんは委員長さんなんだからもっとがんばらないと。寝ちゃだめだよ～。」

「私さー、クラス委員長じゃなくて、水泳部の部長がいいんだよ。いっぱい寝れるからー。」

「ほー？　…してその心は？」

「水泳部なだけにスイミン・グ～、なんちゃって～…。」

　ゴン！　先生がけらけらと笑いながら、教科書の角で魅音の後頭部を叩く。

「…お後がよろしいようで。では今日はこれくらいにしましょう。園崎さんの残りは宿題にします！　委員長、号令。」

「きりーーーーーつ！　きょーつけーーーーー‼」

　さっきまで半分寝ていたはずの魅音が、授業が終わると聞いた途と端たんに元気を取り戻す。…ここまで現金だと、見ていて痛快かもしれない。

　ホームルームは、低学年の最後の授業が終わった時に済ませているため、最後の授業が終わると、そのまま流れ解散になる。異なる学年が混在する我が校ならではの変則技だ。

　授業が終わったことがわかると、沙都子と梨花ちゃんが教室に戻ってきた。

「……お勤め、お疲れ様なのですよ。」

「さー‼　楽しい部活の時間ですわよー[image: !!!]」

「よっしゃ。そーだねー。今日は何をしようかねー！」

「よぅし、今日も昨日きのうのようにがんばるよ～！」

「昨日のようなギャラリーがいなくてちょっと残念でございますけどね。その分、容赦なく暴れられましてよー！」

「そう言えば圭ちゃん、おもちゃ屋で対戦した後輩の…富田くんと岡村くんだっけ？　何だか圭ちゃんをすごく応援していたねぇ。意い気き投とう合ごうってヤツ？　男の友情だねぇ～！」

「ま、まぁな…。はははは…。」

「圭一くんがうらやましいかな！　応援してくれる人がいるんだもんね。……レナにも応援してくれる人、いないかな。」

　レナがちょっぴり夢見る乙おと女めモードになったのを見逃さない。

「俺が応援してるからな。優勝は譲らないけどな！　パチリ！」

　サッカリンのように甘～い圭一スマイルで、レナの頭をわしわしと乱暴に撫でてやる。最後のパチリはもちろんトドメ技の圭一ウィンクだ。

「は⁉　はぅ～～～⁉⁉　……けけけけ、圭一くん、それ…どういう……はぅ～～………。」

　レナは真まっ赤かになってショートし、両耳からブスブスと煙けむりを噴き出している。

　瞳を覗のぞき込むと、ナゾのお花畑で俺と手をつないでスキップしているレナが映っていた…。……あぁ…たとえ他人の想像の中だとしてもすごく嫌だ……。

「……レナ殺しの圭一なのです。」

　梨花ちゃんがそう言うと、みんなも一斉に笑い出す。

「あははは！　でもそのレナは沙都子や梨花ちゃんキラーなわけでしょ。」

「確かにレナさんには勝てないかもしれませんけど…、私たち、圭一さんには負けませんでしてよー‼」

「へー、何だか面白い相そう関かん図ずだな。俺たちの強さって、ジャンケンみたいに相あい性しょうがあるわけだ！　…でもそれ、魅音が抜けてるな。」

「当たり前でしょ。私、相性なんか関係なく、誰にでも負けないし。」

　魅音が…部長の、いや帝王の眼差しでニヤリと笑う…！

「場の雰囲気も盛り上がってきた。そろそろ…始めたい頃合だぜ！」

「そうだね！　ボチボチ始めようかね！」

「うん！　それで魅ぃちゃん、今日は何をやるのかな？　かな？」

　魅音は、う～んと軽く唸うなりながら、通称「部活ロッカー」の中身を漁あさっている。いつ見ても…色々とごちゃごちゃ入っているよなぁ。

　あのぎゅうぎゅうに詰まった箱類は全てゲームなわけだろ？　しかも罰ゲーム用の猫耳やら首輪やらもしまってあるんだから…そのキャパシティーは計はかり知れない！

　…あのロッカー、実は奥の壁をぶち抜いていて、その向こうは四次元につながっている……というのが俺の推すい理りなんだが。そうでなければ、あぁも次から次へといろんな物が出てくることを説明できん！

　魅音は顎あごに手を当てて軽く思し案あんした後、どのゲームも取り出さずに振り返った。

「今日はさ。ちょっとシンプルに行ってみようかね！　大道具を使ったゲームばかりってのも大味でよくないでしょ。」

「……どんなゲームでも、みんなでやれば大盛り上がりしますです。」

「うん。そうだね。そうだね！」

　俺もレナに相あい槌づちを打つ。…同感だ。このメンバーでなら、たとえ校庭の雑ざっ草そうむしりをしたって楽しいに違いない。

「…私は楽しくないですわ。草むしりなんか。」

「あ、やっぱりか？　…ってゆーか沙都子。人の表情見て、考えを読むのはやめろ。何で俺は口に出してない妄もう想そうまで読まれちまうんだー！」

「あはは！　圭一くんは顔に考えてることがすぐ出るからね。すぐわかっちゃうんだよ～。」

　昔からよくそう言われるが、転校してからは特にひどいようだな…。ポーカーフェイスを身に付けないとまずいかもしれないな…。

「はーい‼　みんな傾けい注ちゅう傾注～！　今日のルールを説明するよ～‼」

　俺たち全員が下らない話をやめ、表情を一気に引き締めた。

　いつの間にか、みんな虎とらや鮫さめのような眼差しで耳を傾かたむけている。そう。ルールを聞くこの段階から……勝負は始まっているのだッ！

「今日のゲームは…割わりとパーティーゲームでは知られてるヤツなんだけどね。『シンパシー』って言うんだけど、聞いたことある人いるー？」

　…シンパシー。共きょう感かんするって意味だよな。…あれ、俺、知ってるかも…？

「魅ぃちゃん、それひょっとして…。お題だい目もくを決めて、みんなで連想する言葉を書いて…同じ答えを書いた人が多ければ多いほど得点、っていうゲームかな？　だったらレナ、知ってるよ！」

「あぁ…思い出した！　小学校の時、遠足のバスの中でそんなゲームをやったよな！」

「私は知らないゲームでしてよ。説明してほしいですわね。」

「まずね、親が『お題目』を決めるんだよ。例えば……『デザート』っていうお題目を決めたとする。」

「うふふふ！　沙都子ちゃんはデザートって言われたら、真まっ先さきに何を思いつくかな？」

「……えっとー…そうですわね。例えば『プリン』とか。」

「ＯＫ！　だったら沙都子は手元のメモに『プリン』って書くわけ。で、全員でいっせーのせ！　で答えを公開し合う。で、プリンって書いた人が二人以上いれば得点！　いればいるほど高得点だから…全員が同じ答えだったら、最大五点入るわけ！」

「……つまり、みんなと同じ答えになるように考えるのがコツなのです。」

　まさに梨花ちゃんの言う通り。

　このゲームで大事なのは、この『みんなと同じ答えになるように』考える点だ。

　例えば…自分はデザートと言われて真っ先に『イチゴ汁しる粉こ！』と思いついたとしても。…他のみんなと一致しない答えでは得点できないわけだ。だから、ぐっとそれを我が慢まんして、みんなの答えそうな答えに変更しなくてはならない。

　自分の考えでなく、他の仲間の答えをどこまで読めるかがカギになる、高度な知ち能のうゲームなのだ‼

「……魅ぃ、沙都子のために一回だけ練習をしてみましょうです。」

「ＯＫ～。親は部長である私でいいよね。お題目を何か適当に……。」

　国語の教科書を取り出し、ランダムにページをめくり始める。

「じゃあ…一回だけ練習戦ね！　………最初のお題目はー『かき氷』ッ[image: !!!]」

「あははは！　かき氷って言ったら…決まってるよね～！」

　かき氷のスタンダードって言ったら、イチゴ、メロン、ブルーハワイだよなぁ！

　中でも人気は…メロンに決まってるだろ！

「みんな書いたー？　じゃあ一斉に公開するよ？　いっせーのぉ、せッ！」

「イチゴ」「メロン」「宇う治じ金きん時とき」「イチゴ」「イチゴ」

「ありゃあぁッ⁉⁉　メロンが…俺しかいない⁉　お、お前ら…！　イチゴなんてスッタンダードなつまんねーの選ぶなよなぁ！　おいレナ、かき氷でイチゴなんか頼むかよ⁉　夏祭りで一番早く売り切れるのはメロンって決まってるんだぜ⁉⁉」

「レナもメロン味は好きだよ！　でもやっぱり…イチゴ味だよね。うふふふふ☆」

「くっくっく！　圭ちゃん、確かに私も選ぶならメロンにするよ。だけどね、これは連想ゲームだよぅ？　かき氷って言ったらまず筆ひっ頭とうはイチゴでしょ‼」

　うぐぐぐ、釈しゃく然ぜんとしないが……まぁとにかく！　こういうゲームなのだ‼　自分ならどう思うかよりも、みんなならどう思うかを探ることが重要な、文字通り「共感」する力が大事なゲームなのである！

　気心の知れた仲間たちと遊び、妙なお題目で共通の答えを書けた時の一体感はとても楽しい。諸しょ君くんもぜひパーティーなどで遊んでみることをお勧すすめするぜ！

「…り、梨花のは何て書いてありますの…？　それ、かき氷ですの⁇」

「……宇治金時です。たまらないおいしさなのです。」

「まぁ確かにうまいとは思うが…ちょっと一般的じゃないぞ。…いやしかし……チョイスが渋しぶい…。」

「沙都子、これでだいたいわかったかな？　イチゴって書いた人は、仲間が三人いるから三点獲かく得とく！　自分しか答えのない人は零れい点てんだから、この時点でトップに三点差をつけられちゃったことになるね！　この調子で点を競っていくわけ！」

「えぇえぇ！　わかりましたわー‼　それより魅音さん。大事な発表がまだですわよ⁉　今日の罰ゲームは何にしますの⁉」

「はぅ…！　や、やっぱりあるんだね…。……何かな…何かな！　レナはたまには罰ゲームなしがいいかな、かな…。」

「おいおい、それじゃあ我が部らしくないぜ‼　やっぱりひりひりするような戦いにはスリルが必要だもんな！　なぁ魅音！」

「くっくっく！　圭ちゃんもすっかりこのスリルの虜とりこになっちゃったようだねぇ…！　さぁて今日の罰ゲームだけど、何がいいかなぁ？　圭ちゃん、何か提案ある？」

「え、罰ゲームか⁇　……小学校の頃…罰ゲームってのがあったら……うん。やっぱりアレだよな。下校途中の荷物持ち！」

「つまり、負けた人が全員の荷物を持たされて運ぶ、ってヤツでしょ。男子がよくやってるね。全身ランドセルだらけにして歩いてる小学生、よく見るし～！」

「でも……どうするの？　沙都子ちゃんと梨花ちゃんのお家は私たちとは逆方向だよ？　その罰ゲームはみんなのお家が同じ方向じゃないと成立しないんじゃないかな、かな。」

「それもそうだね。じゃあ、一位の荷物をビリが家まで運んであげる、でいいんじゃない？　全員の荷物の宅配だと結構いい距離になっちゃうしね！」

「あ、うん。それくらいなら…いいかもね！」

「……何だか、今日の罰ゲームは簡単ですわねぇ。この程度の罰ゲームでは圭一さんにやらせても面白くありませんわ～‼」

「ほほーぅ、沙都子も言うじゃねぇかぁ！　今日の帰りは大変だなぁ？　俺の家まで荷物を運んでからの帰宅になるんだからよー‼」

「くっくっく！　確かにこれだけじゃ刺激不足だねぇ！　じゃあもうちょっとレベルアップしようかね！　ただ荷物運びをするだけじゃなく……ジャーーン！　これを着て荷物運びをしてもらうというのはどうかなぁ⁉」

　魅音がガバッと部活ロッカーを開けて、これ見よがしに取り出したるは、……なな、何だそのフリフリの可愛らしい衣装はーーー[image: !!!]

「ななッ[image: !!!]　なぜにメイド服ーーーッ⁉⁉」

「は、はぅ…！　か、かぁいいけど……そ、そんなの着て下校なんて嫌～～～～！！！！」

「……でもでも！　圭一さんが負けた場合はどうしますの⁉　体格の大きい圭一さんに着れるサイズがなければ…、」

「そこは抜かりないよ～！　圭ちゃん用にちゃんとＸＬサイズも用意してあるもんねー‼　さぁ圭ちゃん、覚悟はいい⁉　メイドコスさせて外をねり歩かせてあげるよ～[image: !!!]　カチューシャからガーターベルトにショーツまで…圭ちゃんでも身につけられるよう、ぜ～んぶ揃ってるんだからねぇ‼」

「ぜぜ、絶対ヘンだ‼　なんでそんなものがサイズ毎ごとに全部ロッカーに入ってるんだぁああぁあぁ‼」

　女の子が女の子の格好をして歩くのは全然変じゃないと思う。でも、男が女じょ装そうってのは何だか俺にだけやたらとハードルの高い罰ゲームだ[image: !!!]　第一、女はズルイ！　男だん装そうしてもファッションの一部なのに、男が女装すればそれは変態扱いだー‼

　ま、まずいぞ本当にヤバイぞ前原圭一…‼　何だか…俺に限って支払いが過か酷こくな内容になりつつあるぞ⁉　間違って俺が負けでもしたら…⁉　もう日中に表は歩けないッ‼

　あら奥様、前原さん家の坊ぼっちゃんでしてよ？　聞きまして？　何だか女装癖へきがあるらしいんですの。あらやだ本当に？　恥ずかしいったらありませんわね、をーっほっほっほ‼

「だーーーーッ[image: !!!]　そ、それは辛すぎるー[image: !!!]　それはあまりに…苛烈だ‼　正常な罰ゲームに戻すなら…今しかないはず‼　み、みんな、こんな不健全な罰ゲームはやめるんだ…[image: !!!]　何で学校の帰り道に！　メイド服の女の子を従えて、荷物持ちなんかさせなきゃならないんだ⁉　で、ご主人様ぁって言わせて、恥ずかしいカッコのまま村中を引き回して……はぁはぁ。………はぁはぁって？　…な、なんだ…。この湧わき上がってくる感情は……。…………ふぉおおおぉおぉ…、」

「ねぇ、やっぱり普通の荷物持ちにしようよ…！　ほら、圭一くんも固まっちゃってるし…。」

　バシーーンッ[image: !!!]

　レナの双そう肩けんを俺の炎をまとった両手が力強く叩くッ[image: !!!]

「レナ、罰ゲームが何かが問題じゃない。…勝てばいいのさッ‼　そうだろ、みんな[image: !!!]」

　白い歯をキラーン！　と輝かせて、俺の爽やかな笑顔が向けられる。

「お、圭ちゃん、わかってきたねー‼」

「どんな罰ゲームでも恐れない‼　勝てばいいんだから‼　だよな、みんな‼　えいえい、」

「「「おぉおおーー[image: !!!]」」」

　魅音、沙都子、梨花ちゃんの三人が、力強く握り拳こぶしを突き上げる‼

　レナだけは踏ふん切ぎりがつかないらしく、しどろもどろとしている。…鈍にぶいヤツだなぁ。ちゃんと勝てれば、レナにだっておいしいチャンスなのに！

「おいおいレナ。これ、かなりのビッグチャンスだぜ⁉　……メイド服の梨花ちゃんor沙都子をお持ち帰りできる史上最高、最強のチャンスなんだぞッ⁉」

　ぶッ！

　レナが勢いよく鼻血を噴き出す。瞳の色はすっかり変わり…かぁいいモードにシフトするッ！　待ってたぜレナ‼　その瞳の色をよぅッ‼

「はぅ～～～、お持ち帰り～[image: !!!]　別に圭一くんでも魅ぃちゃんでもいいんだよ～！　はぅ！」

「け、圭一さんのお馬鹿ー‼　レナさんをかぁいいモードにしちゃったら面倒ですわよー！　ライバルを増やさないでくださいましー‼」

「……みー。身の安全のためにも、今日の部活はますます負けられないのです。」

「よぅし‼　全員覚悟は決まったね‼　じゃあメモの用意‼　第一問、行っくよ～⁉」

　魅音がランダムに教科書を開き、再び目に付いた単語を読み上げる！

「まず最初のお題目は……、お、これはいいねぇ！　『夏休み』‼」

　これまた…抽ちゅう象しょう的なキーワードだな。

　…じゃあまずは無難に、この辺りから行くか。カキカキ…。

「いい⁉　行くよー！　いっせーのーせ[image: !!!]」

　魅音の号令に合わせ、みんなが一斉に書いたメモを掲かかげる。

「どれどれ…みんなのは何だ？」

『夏祭り』『夏祭り』『花火』『蚊か取とり線香』

「お、レナと私が同じ答えだね！　よっしゃ、二点獲得！」

　魅音とレナは共に同じ『夏祭り』。二人が一緒なので二点獲得なわけだ。

「でも沙都子ちゃんの花火ってのもいいよね。梨花ちゃんの蚊取り線香ってのも、季き語ごみたいでとってもいいと思うよ。」

「……どの答えも実に涼やかなのです。」

「夏休みまでもうすぐだね。……今年の夏はどうやって過ごすかなぁ。」

　夏休みを想起させる涼やかなキーワード…。実に心を豊かにしてくれる。

　みんなはじき訪れる夏休みに…たくさんの夢を思い描いているようだった…。

「…ところで圭一さんの答えは何ですの？　早く見せなさいでございますわ。」

「あ、……お、俺のは大たいした答えじゃ……。」

「ダメダメ！　見せるのがルールなんだから‼　ほらほら！」

「あ、やめろよッ‼　み、見るなー…ッ[image: !!!]」

『宿題』




　シンとする。…特に誰のフォローもない。まるで、俺の無神経な答えが、もうすぐ訪れる楽しい夏休みの夢を汚けがしてしまったことを責めるように……。

「圭一くんの夏休みって………楽しくなかったんだね…。」

「……大丈夫ですよ。今年の夏はみんなで過ごしましょうです。…圭一を独ひとりぼっちにはしませんですよ。」

　レナが本気で同情し、梨花ちゃんが俺の頭をなでなでする。

　お、…俺の夏休みって一体……。…夏期講習。ひまわりの観察。模も擬ぎテスト。夏期特別集中講座…。……暑い夏休みなんて知らない。いつもクーラーの効いた塾だったから…。……うぅ……涙が……。

「……圭ちゃん。今だけはおじさんの胸で泣いていいよ。」

「ぅ、ぅわぁあぁああぁあッ[image: !!!]　そんな憐あわれみの目で俺を見るんじゃねぇええぇええぇええッ[image: !!!]　こ、このシンパシーというゲーム、想像以上に恐ろしいなッ‼」

「くっくっく！　己おのれの内面をさらけ出すことになるからねぇ。まぁとにかく！　私とレナは二点獲得ね‼　続けていくよ‼　…次のお題目は……『魚』[image: !!!]」

「くそ、さっきの答えはあまりにセンスがなかったがもうしくじらねぇぞ！」

　…ふーむ、魚か！　そう言えば最近、お寿す司しを食ってないなぁ。ちなみに俺は、赤身のマグロよりはヒラメなどを好む「通」だったりする！

　…さすがに今度の答えは誰かと合うだろう。日本人なら誰だって思いつく答えだからな！

「じゃ、いいかみんな！　今度は俺から公開するぜ‼　いっせーのーせ‼」

『お寿司』

「へへ！　どうだよ今度こそ！　活いきのいい魚があったら、焼いたり蒸むしたりしたいとは思うまい⁉　新鮮な刺さし身みこそ最さい上じょう！　そこであえて刺身と書かずお寿司というフレンドリーな単語にすり替える辺りが俺の狡こう猾かつさ…‼　な⁉　どうだ⁉」

　……俺の自信満々の答えとは裏うら腹はらに、みんなの表情は淡白だ。

「そうだよね…。お魚って、うん。…お寿司はおいしいもんね。」

「ぅ、ぅわあぁあぁあぁあ‼　やめろレナ、そんな同情っぽく言うなぁあぁああ[image: !!!]」

「じゃあ残る全員も公開するよ？　いっせーの！」

『イルカ』『クジラ』『水族館』『水族館』

「梨花と同じ答えですわね！　二点獲得ですわー‼」

「レナはクジラかぁ！　私も考えたんだけどね。イルカにしちゃったよ。」

「あ、そうだったの⁉　レナは最初はイルカって書いたんだけど…誰も書かないかなって思って…。」

「……どちらもとってもかぁいいのですよ。」

　俺以外の四人は水平線の彼方に思いを馳はせ、その耳には潮しお騒さいが聞こえているようだった……。俺だけが、冷れい房ぼう臭しゅうの漂う回転寿司に置き去りだ。

「これで全員が二点で並びましたわね！　圭一さん以外！」

「…圭一くんの答え…、零点だけど、…レナはとっても独どく創そう的で面白いと思うな！　思うな！」

「魚と聞いて真っ先に食に走るとは。……圭ちゃん、心の貧まずしさを恥じた方がいいよ、うん。」

「ぅわあぁああぁあぁ～‼　心が貧しいとか言うなぁあぁあぁあッ‼　大体、魅音とレナの答えは何だよ！　魚類じゃないぞそれ！　哺ほ乳にゅう類だしッ‼　異議を申し立てるー‼」

「クイズじゃないもん、何を連想するかだもんね‼　……ほれ！　次の問題行くよ‼」

「な、なんて嫌なゲームなんだよ今日のは‼　ゲームを重ねれば重ねるほど…自分がいかに安っぽい人間かさらけ出しているようだー‼　俺だけまだ無得点…‼　せめて次の問題でくらい得点を取りたいッ‼」

「さぁてお次のお題目は………………『さくら』！」

　ちくしょー‼　今度こそ当てるぞー‼　クールになれ前原圭一！　自分のセンスで考えるな！　周りは全員女の子なんだぞ？　男のセンスで考えるのはやめるんだ‼　ここで「さくら餅もち」なんて答えを書いたら二の舞になる！　そういう食い意地の張った男のセンスは捨てるんだ！　今だけ自分を女だと思いこめ！　俺は女…俺は女…俺は女……[image: !!!]

「みんな書けたかな⁉　行くよー‼」

「圭一さん、今度くらい得点できないとヤバいのではございませんこと～？」

「ふん！　今度こそ完璧だ。見事に自分を殺した‼　今度こそ…当たるッ！　いや、当てるッ[image: !!!]」

「圭一くん、今度は自信たっぷりだね！　レナね、今度は圭一くんと合うようにね、男の子の身になって考えたんだよ。えへへ～…『さくら餅』☆」

「……ボクも大好きなのです。書きましたですよ。」

　レナと梨花ちゃんが二人でえへへ～と笑い合う。

　これなら、今度こそ圭一くんも一緒だよね？　という余よ計けいなお節せっ介かい具合がカチンと来るぜ、うおおおおおおおおおお[image: !!!]

「ぅおおぉおぉおお[image: !!!]　今頃になって食い気を出すんじゃねぇえぇえッ‼」

「なら圭一さんは私と同じではございませんこと？　『お花見』ですのよ！」

「そーだよねー！　さくらって言ったらお花見しかないでしょ！　私も書いたよ！」

　魅音と沙都子の答えは『お花見』！　…お、お花見だとぉおぉおおッ⁉⁉

「お、お、お花見なんて、酒さか盛もりして痴ち態たいをさらすオヤジイベントの定番だろうーがぁあぁあッ[image: !!!]　何で今頃になってあっさり女の子な答えを放ほう棄きするんだよぉおぉッ‼　『さくら餅』⁉　ふるふる、ありえなーい‼　『お花見』⁉　ありえないありえなーい‼」

「じゃ何、圭ちゃん。…あんた、どんな女の子な答えを書いたわけよ。」

「なな、…何でもないよ‼　次行こう次ッ‼　………あ、」

　いつの間にか、梨花ちゃんが後ろに回りこんで、背中に隠したメモをじーっと読んでいた。

「………『カードマスターさくら』って書いてありますです。」

　シン。…水を打ったような静せい寂じゃくが教室を包む。

　誰か笑うとかつっこむとかボケるとかすればいいのに…、誰もリアクションしない。してくれない。

　自分の顔が青から赤に変わり、とうとう腹の底の圧あつ力りょく釜がまが一気に爆発した。

「さ、ささッ、さくらって言ったら『カードマスターさくら』だろーッ⁉⁉　国営放送で毎週放送中の大人気アニメ[image: !!!]　小さな女の子から大きなお友達まで大ヒットブレイク中のっぉおおぉッ‼　お前らだって見てるだろ⁉　いや絶対見てるさ、俺だって見てるくらいなんだからぁああぁあぁあッ！！！！」

「……いやそんな、力説しなくてもよく知ってるよ。あの毎週、違うコスチュームで戦うヤツでしょ？　うん。知ってる知ってる。」

「うんうん。かぁいいんだよね！　レナも立ち読みでストーリーちゃんと追ってるよ☆」

「最近、見始めましたわ。さくらが元気一杯でカッコイイんですの！」

「……ボクはビデオを撮ってる女の子が好きなのですよ。にぱ～☆」

「くっくっく！　小さい女の子だけじゃなくて、その道の割と大きな男の子にも人気があるんだって？　…圭ちゃんもその一人だったとはねぇ～。」

　思わず余計なことまで言って自じ爆ばくしてしまったようだが…問題なのはそこじゃない！

「お、お前ら全員知ってるじゃねぇかぁあぁあ⁉⁉　それを何で書かねぇんだよぉおぉおお⁉⁉　さくらっつったら木き之の元もとさくら‼　さくらたんはぁはぁ‼　カードマスターさくらって考えるのが正しいんだよぉおおおぉおぉおーー…ッ[image: !!!]」

　ぽん。

　無言で魅音が肩を叩く。

「圭ちゃん。……今、確信したわ。…オヤジなんだよ。……圭ちゃんは骨の髄ずいまでオヤジなんだよ。矯きょう正せい不能なくらい。」

「ぎゃあぁあぁぁあぁああッ‼　何でみんなそんな同情的な目で見るんだぁあぁあああぁあぁあ[image: !!!]」

「そ、そんなことないよ圭一くん…。さ！　がんばろ！　ここから大逆転だよ！」

「オヤジな圭一さんに逆転などありえませんわー‼　大人しく今日の罰ゲームをお食らいなさいませー‼」

　きょ、今日の罰ゲームって…な、何だったっけ…⁉

「……みー！　メイドさん衣装、カチューシャ、ガーターベルト付きで一位の人の荷物を運ぶのですよ。」

「のわあああぁあぁあぁああぁああッ！！！！！」

「さぁ‼　我が部の部員なら、この絶対不利を覆くつがえしてごらんッ‼　さぁさぁ続けて行くよーー‼」

　雛見沢の空が朱しゅ色いろに染そまるまで、俺たちの騒ぎ声が木こ霊だまし続けるのだった……。




　そして、戦い済んで日が暮れて。

　……………くっくっく。

「あーっはっはっはっはっは…[image: !!!]」

「わ、圭一くんがうれしそうだよ？　…何でだろ⁉　何でだろ⁉」

「あははは！　きっと女装の悦よろこびに目覚めちゃったんだよ～。」

「あ、圭一くん、カチューシャ落ちそうだよ。直してあげるね。」

　レナがさも愉ゆ快かいそうに、俺の頭に鎮ちん座ざするズレかけたカチューシャを直す…。

「どうよ圭ちゃん。本物の女の子の前で女の子の格好をする快感に目覚めたりとかした～？　正直に言ってごらん～？　大丈夫！　笑ったりしないから～‼」

「ぅお～～！！！！　てめーー[image: !!!]　ぶっ殺ーーすッ‼」

　魅音のカバンをぶんぶん振り回しながらしばし追い回す。

　……俺のビリは早々に確定した。となれば、後は誰の荷物を運ばせるかの優勝争いのみ。こうなってからの魅音は本ほん領りょう発はっ揮きだ。鉄てっ壁ぺきの如ごとき手て堅がたさで得点を重ね、精算の必要がないくらいのトップを築き上げたのだった……。

　その後、更衣室にて…阿あ鼻び叫きょう喚かん、恥ち辱じょく・暴力の限りが尽くされ、魅音に下着からリボンまでのあらゆる着付けをご教きょう授じゅされたのだった…。……み、魅音め…、何がいつかきっと役に立つだ…。

「男がガーターベルトのつけ方を習って、人生のどこで役に立つってーんだよぉおおぉ[image: !!!]」

「しーーー‼　圭ちゃん、声大きい声大きい！　黙ってりゃ演劇のお稽けい古こくらいで誤ご魔ま化かせるんだから～。」

「そ、そうだよ…。大騒ぎしたら……そ、その……ぱ、ぱんつまで女の子のだって…バ、バレちゃうよ？」

「ぅごあぁあぁあああああぁああぁあぁああぁッ‼」

　喉のどまでこみ上げた絶ぜっ叫きょうを理性が抑え、声なき叫びに全身を震わせる。

「でも圭ちゃんってさ、お肌はだのキメ、細かいよねー。お化け粧しょうのノリがいいってよく言われない？」

　そう言って魅音が俺のほっぺたをさわさわと触る。

　ぅおおおぉお！　化粧のノリがよくて褒ほめられる男はいない！

「メイドさんのカチューシャを付けた感想はどう？　これぞまさに画が竜りょう点てん睛せい！　カチューシャこそがメイド衣装の真しん骨こっ頂ちょうだもんね～！」

「なな、何が画竜点睛だー‼　バカこら！　いじるな‼」

「うふふふふ！　圭一くん、照れてる。かぁいい～…☆」

「そうそう。男の人ってガーターベルトとかって好きなんだよねぇ～。どうよ、それを自分で身に付けてみた感想は☆」

「かか、感想なんて別に、そ、そんな……ッ！　バカやめろ！　めくるなー‼」

「きゅっとするでしょ。歩く度たびに肌を擦こするの…ちゃんと感じてる～？」

「や、やめろ～…！　そんなヘンなことを耳元で言わないでくれ～‼　は、はぅ…！　悲しい男の性さがが思わず前のめりな状態に……ひ～…！」

「赤くなってる赤くなってる。…やっと気付いたかなぁ？　そう。今、圭ちゃんは…成人男子垂涎のメイドさんそのものなんだよ。」

「やめろ魅音～‼　だから何でそんなことを耳元で囁ささやくんだよー[image: !!!]」

「メイドさんをぎゅーって抱きしめたいって思ったことない…？　圭ちゃんは今ね、そのメイドさんと一体化してるの。わかる？　それはね、肌を重ねるよりも…ずっと近い距離。……ほら、息い吹ぶきや鼓こ動どうが…聞こえてこない…？」

「みみみみみ、魅ぃちゃん……それって…………はぅ……！」

　オーバーヒート直前のレナの鼻から、赤いものが一筋垂たれてくる。

「ちゃんとお化粧して、圭ちゃん好みのストレートロングのかつら被かぶせて…。…圭ちゃんの理想そのままの美少女にコーディネートしてあげるよ…。そしたらさ、私と一緒に町を歩こうよ。きっと男たちの視線を独り占め。……それはきっと、とても気持ちのいいことだよ…？　きっひっひ！　こ～れで股こ間かんにでっかいのが付いてなきゃ本物の女の子なのにな～～‼」

　そういって俺のスカートをめくろうとする‼　わぁあぁ‼　今だけはダメだ‼　絶対に魅音たちには見せられない男の事情がぁあぁあぁああッ‼

　すぱぱぱぱぱーーーーーーーーーーーんッ[image: !!!]

　気付いた時、俺はいつの間にかレナに頭を抱えられ、ほお擦りをされていた。

「もじもじしてる圭一くん、すすすすす、すごごごごごくかぁいかったよ…‼　お、おおおお、お持ち帰り～～～ッ[image: !!!]」

　レナの万まん力りきのような抱ほう擁ようの隙すき間まから、大の字になって倒れる魅音を見る。…なるほど。これが、日々レナに捕ほ食しょくされる沙都子や梨花ちゃんの気持ちか…。

　だがその後、俺は狂きょう乱らんするレナを落ち着かせることに相当の時間を費やさねばならなかった…。

「じゃねー圭ちゃん。今日は最高に楽しかったわ。……ぷぷぷッ‼」

「をを、をぼえてろ魅音んんん～ッ[image: !!!]　今日の屈くつ辱じょくはきっと十倍にして返すッ‼　絶対に俺が圧勝して、路上羞恥プレイに処してやるからなー！！！！！」

「ぎゃーっはっはっはっは‼　おじさんに勝てたらね～～‼　その機会を楽しみにしてるわー！」

　魅音は俺の服一式を投げて渡すと、これまで見たどんな時よりも上機嫌な様子で去っていった。

「さて。………魅音から解放された今、俺は一分一秒でも早く家に逃げ帰る必要がある。」

「そうだね。レナは魅ぃちゃんみたいに上手じゃないから。…誰かとすれ違ってもフォローしてあげられないからね☆」

「となりゃ。後は全速力だな。………レナ、黙って俺について来い。」

「うん！」

　その後は全力疾しっ走そう‼　百メートルを六秒程度で走りきる自信があった。

「じゃあね圭一くん。また明日ね～！」

「おう！　また明日なー[image: !!!]」

　誰にもすれ違わずに自宅までたどり着けたのは日頃の行いがよかったからに違いない！　今日の俺は本当にツイている…。

　その時、玄関の扉とびらが、まるで待っていたかのように開いた。

「おう、圭一。帰ったか。……お父さんはこれから散歩、」

　…親父の反応速度の遅さに閉へい口こうする。…正常な凡ぼん人じんなら、最初の、「おう、圭一。」の辺りでその異常な光景に気付くはずなのだ…。

「あ、あの…父さん。…これは…ほら、いつも話してる部活の罰ゲームなんだよ…。今日はたまたま俺が負けちゃって…、」

　…そんな俺の肩に親父の手が載せられる。ヘンにじっとりとしていて、実にいやに熱っぽい手だった…。

「…圭一。父さんとアトリエでちょっとお話しような。いやむしろモデルに‼　もちろん母さんには内緒でだーーーーッ[image: !!!]」

「やや、やだよ父さん放してよ‼　お、俺、今から見たいテレビがー[image: !!!]」

　魅音、てめー覚えてろぉおぉぉおおぉ！！！！

　芸術の炎をたぎらせた親父に引きずられ、俺はアトリエの奥に消えていった…。





エンジェルモート






「圭一いる？　あら、お風呂だったのね。……………それ、化粧水よ？」

「え、…や、わはははははははははははッ[image: !!!]　そ、それより何？」

「ごめんね。母さんちょっと頭が痛くて、お夕飯作れそうにないの。だから申し訳ないんだけど、お父さんと一緒に表に食べに行ってくれる？」

　お袋は仕事を何でもバリバリこなすスーパーウーマンだが、周期的に体調を崩くずすのだ。だからこういうことはそんなに珍しいことじゃない。

「それはいいけど…。母さんは晩ばん飯めしはどうするの。」

「母さんひとりなら、適当に何とかするから。行ってらっしゃい。」

「圭一～‼　車で行くから早くしなさーい。」

　親父にしては機き敏びんに車の準備をしていた。やはり腹が減っているから、食事に行く時くらいはキビキビ動くのか。

「お待たせー。で、どこに食べに行くの。」

「……うーん。父さんな、この間いいお店見つけたんだよ。そこ行こうか！」

　基本的に、ものには文句しか付けない親父が褒めるとは…意外だ。そんな親父が三ツ星を付ける店とはどんななのか。美食の求ぐ道どう者、前原圭一としては実に興味深い…！

　車は、暮れだしたら早い雛見沢の闇やみ夜よをライトで切り裂さきながら、一いち路ろ、麓ふもとの興宮を目指すのだった。




　んで、隠れた名店はどこにあるのかと思ったら……。それは何と駅前のファミレスだった。

「……父さんの言う、いい店って…ここ？」

　ファミレスらしいポップなロゴで、ファミレス『エンジェルモート』と書かれていた。

　レストランというよりは、ケーキバイキングのおいしい女の子向けのお店のような雰囲気だ。

「圭一は入ったことないだろう。」

　確かに言われてみれば…ないな。

　遠くの町まで出かければ外食をすることもある。だが、興宮の駅まで帰ってきてしまえば、わざわざ外食などしない。家はもうすぐなんだからな。……なるほど。ゆえに死角というわけか。

　お店の駐車場に車を入れる。……繁はん盛じょうしているらしいな。車は結構停まっている。

　だがナンバーがすごい。…この近きん隣りんとは思えないナンバーが結構ある。…富と山やま、名な古ご屋やはまぁいいとして……千ち葉ば⁉　埼さい玉たまッ⁉　…おいおい宮みや崎ざきまであるぞ⁉

「ふっふっふ。圭一もどうやら、この店の凄すごみに気付いたようだな…。」

「ど、どうゆうこと⁉　この店に来るために…こんなに遠方から人が来るってこと⁉　それってつまり、ここがめちゃくちゃ有名店ってこと⁉」

「店に入ればわかる！　ふっふっふっふ！」

　意味深に笑う親父の後について、階段を登り店内に入る。

　扉につけられた鐘かねがカランコロンと鳴ると、すぐにウェイトレスさんがやって来て、人数と喫きつ煙えんの有う無むを聞き席に案内してくれた。

　親父が日替わりセットを二つ注文する。作り置きがあるらしく、大たいして待たされずに運ばれてきた。

　味は……親父には悪いが、そんじょそこらのファミレスと大差はない…。

「…味だけで言えば、…普通のファミレスに見える。」

「味なんかはどうでもいいんだ圭一！　な～…いいだろう～☆」

　……そう。この店は…味なんかどうでもいいことなのかもしれない。

　この店の客層のほとんどは若い男性だ。…ファミレスとか言いながら、家族で来ている客はまったくいない。

　なのにこの繁盛。駐車場には方々からのナンバーの車がたくさん。……彼らがはるばるこの店にやって来る理由が、この平凡な味の料理でないとしたら…ひとつしかない。

　親父が手近にいるウェイトレスさんを呼び止める。

「すみませ～ん、セットのデザートがまだ来ないんですけど～。」

「あ、…も！　も、申し訳ございません…。」

「日替わりＡセットのデザートです。さっきからずっと待ってるんですけどねぇ。」

「その、……す、すみません。すぐにお持ちしますので…！」

　新しん米まいっぽいウェイトレスさんはおたおたとしながら駆けて行った。

「…父さん。……ひょっとしてこの店が有名なのって…。」

「いいだろう～。ここのウェイトレスさんの制服～～♪」

　スパーーーーーン‼

「なな、何をするんだ圭一！　父さんにも殴なぐられたことないのにー！」

「俺は息子だーー‼」

　……ウェイトレスさんの服装というのは本来、制服の延長であり、多少は装そう飾しょくされたものでもありながら、普通なら機能美が優先されている。…しかし、……この店のウェイトレスさんの服装は、……機能美とは真逆の方向に特とっ化かしすぎだ‼

　あ、あ、あ、あの格好を何と形容すればいいのだろう…⁉　俺は人生を二十年も生きてない。だから大した数のファミレスには入ってないだろうが、それらのどこでも見たことがないとんでもない格好だ‼

　ボキャブラリーの乏とぼしい俺が必死にそれを形容するならば…、………バニーガールの格好にミニスカートを追加した風、とでも言えばいいのか…。胸元も太ももも露ろ出しゅつしまくりで、体のシルエットはくっきり…。目のやり場に困るとはこのことだ…。

　そ、そりゃ俺だって年頃の男子さ。こんなＨな格好は本来なら大歓迎だ！　だがよ、それが駅前のファミレスの制服で許されると思うか⁉　しかも親父とメシ食いに来た店でだぞ⁉

「いいか圭一、父さんは決して不ふ埒らちなつもりで来ているんじゃないんだぞ！　あのグッドでキュートでエキセントリックな衣装から受けるインプレッションを！　芸術的インスピレーションを！　お前に感じさせてやりたかったんだよ‼　お前だってこういう刺激を求めていたはずだ‼　そうだろ⁉　でもひとりじゃ恥ずかしい。わかってる‼　だから父さんが無理やり連れてきたんだ！　父さんのせいにしていいんだぞ！　父さんが泥どろを被ったとしても…圭一にはこの気持ちをわかってほしかったんだぁあぁああッ[image: !!!]　………あートイレ行ってくる。その間にゆっくり観賞してるんだぞ～！」

　照れ隠しになると訳わけのわからない事をまくし立てて煙けむに巻まこうとするのは親父の悪い癖だ。……このヘンなのは俺に遺い伝でんしていないと信じたい。

　一方的にまくし立てると親父は席を立ち、お手洗いへ向かっていった。

　親父がいなくなり、ボックス席には俺ひとり。……ようやく今頃になって、俺にも恥ずかしさがこみ上げてくる。肌も露あらわなウェイトレスさんが店内を行ったり来たりする中、俺はどういう顔をして座ってればいいのか見当も付かない…！

　しばらくすると、さっきデザートを頼んだウェイトレスさんが、きょろきょろと伝でん票ぴょうとこっちを見比べながらやってきた。

「あ、あの………えっと……、」

　俺の席へ来て、つっかえながら何かを言おうとしている。先輩ウェイトレスさんが肩越しに助じょ言げんしている。

「…ほら落ち着いて、『大変お待たせしました…』って！」

「えっと……大変お待たせして申し訳ありませんでした…。」

　そうそうその調子！　がんばってね～！　そう耳打ちし、先輩ウェイトレスさんは去って行った。

　どうやらこのウェイトレスさんは相当の新しん米まいらしい。自信のないおどおどとした身のこなしは、何だか危なっかしくて、見ているこっちがハラハラするくらいだ。

　ウェイトレスさんが慣れない手つきでデザートを配はい膳ぜんするのをじっと眺ながめる。

　…しかし…親父の言うとおり…なんて凄い制服だろう…。配膳の様子を眺めながら、ついついじろじろと見てしまう。

　とにかくこの服装はおかしい…！　バニーガールとメイドさんとフリフリな衣装を足して円周率で割ったような…実に怪しい格好だ。……とにかく、とても真まっ当とうなウェイトレスさんには見えない！

「なな、何しろ…いろいろとチラチラし過ぎて……その、…目のやり場に困るよな。こんなのが店内を歩き回ってるんだから…消しょう化かに悪いったらありゃしない…☆」

　でもそれはこの格好をしている、当の新米ウェイトレスさんにも同じようだった。

　この恥ずかしそうな様子は、まだ仕事に慣れてないからというよりは、肌の露出を恥ずかしがってのものに違いない。

　俺もウェイトレスさんも、互いに恥ずかしがって目線を逸らし合っている。…何ともプラトニックな、恥ずかしい感じだった。……俺は客だぞ⁉　もっと堂々としててもいいはずなのに…！　……はぅ～…鼻血が～……！

　その時、偶然、ウェイトレスさんと目が合った。両者とも目をぱちくりさせ相手を凝ぎょう視しする。………………あれ、こいつ…、

「……………魅音、だよな？」




「…………ふぇ…。」

　普段はポニーテールにしている髪を下ろしてロングにしているからずいぶん印象が変わって感じられたが、……間違いなく魅音だ。

　それに普段の自信満々な雰囲気とも違ったので、しばらく気付けなかったが…、こうして気付いてしまえば、他の誰とも見間違えようがない！

「魅音だろ‼　間違いない‼　お、お前なんでこんなとこにッ⁉　何でこんなとこで働いてるんだよ…⁉」

「え、あ、あの、……お、おじさんのお店の手伝……、」

「そ、そう言えば…親類が町でお店をやってて、たまにバイトで手伝うことがあるなんて話、聞いたことはあるが……。ほ、ほ～～～。そうかそうか。それはご苦労さんなことで。」

　俺の中の緊張が瞬時に解とけていく。さっきまでは恥ずかしい格好のウェイトレスさんたちに恥ずかしくなってしまっていたが、相手が魅音だとわかれば緊張することなんかない。

　いや、それどころか……動物的な直感が、今は俺と魅音のパワーバランスが逆転していることを悟さとらせる！　そう、俺はお客‼　魅音よりも立場は優位ッ[image: !!!]　そして俺の脳のう裏りを横切る今日の日中の…罰ゲームの辱はずかしめ…！

　あぁ神さまはちゃんと見て下さっている！　こうして復ふく讐しゅうの機会をお与え下さるなんてー[image: !!!]

　俺の瞳に復讐の炎が灯ったのに気付いたのか、魅音がぞっとし一歩後あと退ずさる。俺は満面のスケベ笑いを浮かべ、両手をわきわきさせながら迫る！

「うっひっひっひ！　しかし…こうして見ると、魅音にも結構そーゆう服が似合ってるじゃねーの～☆」

「は、恥ずかしいんだからその、……あまり見ないでよー…。」

「魅音って結構、胸があるから今にもこぼれそうだよなー。お客さんみんな見てるぞきっと～！」

「そ、そんな、…こと…言わないでよー……。」

「恥ずかしがったふりしてもダメだからな～！　魅音はそういう恥ずかしい衣装で男の目を引いて楽しんでんだろ～！　じゃなきゃそんな格好できないもんな～！」

「わ、わ、私だってその……好きでこんな…してるわけじゃ……、」

　い、いいのか前原圭一。ちょ、調子に乗りすぎてるんじゃないか⁉　いくらあのねちっこい日中の屈辱への復讐だとしても…やり過ぎじゃないのか？　えぇい、うるさいぞ理性ッ‼　魅音に倍返しできるチャンスなんてそうそうないのだーッ[image: !!!]

「こんな恥ずかしいカッコして、お母さんは悲しんでるぞ～！」

「ぅぅ～……！」

「その見えそうで見えないのが最高だよな～！　もっと近ぅ寄れ～‼」

「ひぃ～…堪かん忍にんして～…！」

「お客様への奉ほう仕しの心がまだまだでおじゃるぞよ‼」





[image: （挿絵）]





「ど、どうかお許しを～…！」

「はぅ～～～お持ち帰り～～～♪ッ[image: !!!]」

「それは嫌ぁぁああぁあああぁぁぁあぁぁあ[image: !!!]」

　完全にレナのかぁいいモードと化した俺は、鼻血を滝たきのように流しながら、たっぷり存分に悔いがないくらい！　言葉責めプレ……じゃなくて日中の復讐を果たすのであった。

　これでも今日の帰り道のあのメイドさん荷物運び羞恥プレイの屈辱にはまだ程遠いと思うが、心の広い俺はこのくらいで許してやるとしよう…！

「うむ！　本日は機嫌が良いからこれくらいで許してやるとしよう。……はぅ～～☆」

「あぅ……はぅ……。」

　魅音の頭の回路は恥ずかしさですっかりショートしてしまっているようだった。

　ちょっぴりいじめすぎたかな、とも思ったが、こんなしおらしい魅音など滅めっ多たにお目にかかれるものではないので良しとすることにする。………何が良しなのかは置いといて！

「しかし、知らなかったなぁ。天下御ご免めんの魅音がウェイトレスは苦手なんてなぁ！」

「…………………ぅぅ…あの、…ち、ちが…、」

「でも意外な一面だよな～。昼間の魅音に見せてやりたいよ！　ってゆーか、レナたちにも見せてやりたいなぁ。レナなんかきっと狂乱して喜ぶぞ！　あいつ、この店で働きたいとか言い出すんじゃないかな？　いや、それより魅音をお持ち帰りしちまうぞきっと！　お～持ち帰りぃいぃ～[image: !!!]」

「ちが、ち、……違うんです…、」

「俺も魅音にこんなかぁいい服装が似合うなんて夢にも思わなかったぜー！」

「だだ、だから違うんです…‼」

　魅音は真っ赤になりながら、ようやく喉に詰まっていた言葉を吐き出した。

「違うって、……何がだよ。」

「わた、私！　…………魅音じゃないんです[image: !!!]」




　…はぁ？　突然妙なことを言い出したので目が点になる。

「魅音じゃないって、……じゃあお前は誰だよ。園崎魅音だろ？」

「あの………ごめんなさい。言いそびれちゃってたんですけど……私、園崎詩し音おんなんです。……魅音は双ふた子ごの姉なんです。」

　…突とっ拍ぴょう子しもないことをしゃあしゃあと言うので、点になった目が今度は丸くなる。

　魅音もそんなアクロバティックな言い訳が通用すると思ってないのか、耳まで真っ赤になりながらドキドキそわそわしているようだった…。

　いやその、……ありえないから。百パーセントお前は園崎魅音だから。……何でまた、自分でも通用しないとわかってるようなことを言い出すんだか……。

　その見え見えの噓うそが何だかだんだん面白くなってくる。

「しおん…？　園崎、詩音？」

「は、はい…。よくお姉ねえに間違われるんです……。」

「でも、俺に会った時、初対面とは思えない反応を示しめしたよな。」

「そ…それは……いつもお姉が話してる人だから…知ってたわけで……。」

「ちょっと苦しい言い訳だぞ、それ？　いっひっひ！」

「…あのあの、………ぅぅぅ……。」

　まるで信じてほしいと懇こん願がんするような魅音の表情を見る内に、俺の中のいじわるな気持ちが少しずつ大人しくなっていく。

　俺たちにとって魅音というリーダーは、常に自信に満ちていて牽けん引いん力のある存在でなくてはならないのだ。でも、魅音だって人間だ。昼間の学校で見せている姿が魅音の全てってわけじゃない。

　でも、日中の魅音が接している俺の前では、違う魅音は見せたくなかったのだろう。…部活なら百ひゃく戦せん錬れん磨まの鬼部長も、ここでは配膳も不ふ慣なれな新米さん。…そのギャップを特に俺には知られたくなかったに違いない。

　だから理解する。ここでの悪ふざけは、日中の魅音とは別の出来事なのだ。だから理解する。…これは「詩音」なんだと。

「…………………そっか。だったらその…悪かったなぁ。」

「い、いえ……わかってくれればいいんです。お姉も敵の多い人ですから。」

　なんだ、自覚してるじゃないか。思わず噴き出すと、魅音……いや、詩音もつられて笑ってくれた。

「えっと、詩音はウェイトレスの仕事、初めてなのか？　慣れてなさそうだったからさ。」

「実は…今日が…うぅん、圭ちゃんが初めてのお客さんなの。厨ちゅう房ぼうは手伝ったことあるんですけど、ホールはその、初めてで…。」

　そう言ってから慌てて、お姉と同じに圭ちゃんと呼んでもいいよね、と付け加える。…そんな見え見えの仕草が何だかどうしようもなく可愛くて、笑いが止まらなかった。

「おじさんの店でバイトしてるってのは前に聞いてたからさ。もっと手て馴なれてるものだと思ってたぜ。」

「あ、…お店持ってる親類って他にもいるんです。普段はスーパーとか雑貨屋さんの留る守す番とかが多いかな…。」

　なるほど、納得する。誰だって慣れない仕事は不安だもんな。

「魅音はこの店、手伝いに来ないのか？」

「あ、お姉ってほら。…こういう可愛いの苦手なんで…、」

　赤面しながら、スカートの裾すそを摘つまむような仕草をする。

「そうだな。魅音ってカッコイイ系の方が似合うヤツだもんな！　だからこの店の手伝いは詩音ちゃんが来て正解だったと思うぜ。」

　…え？　と詩音が聞き直す。

「その制服、魅音なんかには絶対に似合わないと思うけど。…詩音ちゃんにはよく似合ってると思うしさ。」

「え、……………それって……あの、」

　詩音は、よくレナがそうするように…ぽーっとした遠い目をして真っ赤になった。

「ど、…どういう意味……なの、かな…。」

　それは、魅音という子が示す反応ではなかった。魅音だったなら、照れ隠しに憎まれ口でも叩いてるだろう。…だからこの反応が妙に新鮮で、少なくとも今この瞬間は詩音という架か空くうの人物が存在するように感じられた。…だって俺の知っている魅音にこんな一面はないはずだから。

　その時、先輩のウェイトレスさんが向こうで手を振っているのに気付いた。

「園崎さ～ん、Ｒ入っちゃっていいですよ～！」

「あ、は、はい…！」

　ようやく魅音は我に返る。どうも休きゅう憩けいか交代かなんかの時間らしい。…こんな真っ赤になった状態じゃあ接客とかできないだろうしな。少し休んで頭を冷やした方がいいだろう。

「じゃ、その……私はこれで。噂うわさの圭ちゃんと話せて楽しかったです。」

「魅音と勘違いしていじめて悪かったな。魅音には改めて復讐すると伝えておいてくれ。」

「あ、…メイドの格好させられて、表を歩かせられたんですよね～！」

　そう言って悪いた戯ずらっぽく笑うその笑顔は、俺のよく知るそれとまったく同じだった。

「そうだ。たっぷりかかされた恥は、きっとお返しすると伝えておいてくれ！」

「べ～。それより私、今日いじめられたこと、お姉にチクりますから！　お姉に部活で仇かたきを取られちゃって下さいねー！　あはははは…！」

「あははははは‼　上等だぜッ‼　返り討ちにしてやらぁと伝えとけ‼」

　魅音は緊張の解けた柔らかい表情で笑いながら、奥に消えて行った…。

　…今日は何だか貴重な経験を得た気がする。

　そうだよな。天下御免の魅音だって、不得手があれば焦あせったり恥ずかしがったりだってするもんな。というか、普段見られない貴重な一面を見られた気がする。

　しかし、よりにもよって…双子の妹なんて言い出すとは思わなかった。

　魅音にしてはあまりに苦し紛れだった。明日、みんなの前で追及すればあっさりとバケの皮が剝げるだろう。……だがそれはやめた方がいい。

　今この場で俺が出会ったのは「詩音」という双子の妹だと決まったのだ。だから、俺はそれを否定するようなことは慎つつしむべきなのだ。

　言葉を交わして約束したわけじゃないけれど。……いまのやりとりで生まれた、俺と魅音のルールに違いなかった。




　肩がポンと叩かれる。親父だった。

　……長いトイレだったなぁ。便座に座っている内に、新しい創作のアイデアでも浮かんだのだろう。

「圭一、そろそろいいか？　帰ろう。」

　会計を済まし、親父が持っていたスタンプカードに押印してもらう。……結構溜まっていた。親父め、常連だな…。

「さっきの新米ウェイトレスさんは圭一の知り合いか？」

「なんだ。物もの陰かげから見てたのかよ…。」

　親父め、よくわかんない気の利きかせ方をしやがって…。

「学校の子かい？　雛見沢の？」

「うん。俺の友達の魅音ってヤツの妹なんだよ。学校は雛見沢じゃなくて、町のに通ってるみたい。…学校じゃ会ったことないから。」

「あー、そうかそうか。町の学校に通ってる生徒も結構いるんだったな。」

「みんなの話によると、大体半々くらいらしいよ。」

「姉し妹まいで違う学校なのか。でも、年頃の子はそうかもな。敢あえて身内のいない方へ通って自分のアイデンティティを確認するってこともあるかもしれない。うんうん、青春だねぇ！」

　親父は、魅音の妹というでっち上げに勝手に納得しているようだった。

　…しかし、自分でこうして話していると、あれは本当に魅音の妹の詩音だったんじゃないかという気持ちが湧わいてくる。

　明日、魅音には何て言おう。お前の妹に会ったぜ！　……こんな感じかな。

　魅音とこんな形だとしても、ささやかな秘密を共有することができたのが、何だかちょっぴり嬉うれしくって恥ずかしかった。






詩音って本当にいるの？







「は？　魅音さんの家族？」

「あぁ。もっと平たく言えば、あいつに姉妹とかいないのかなーって思ってさ。」

　詩音という双子の妹は実在するのかなと思い、…好奇心に負け、こっそり沙都子に聞いてみた。

　…あれは間違いなく魅音だった。恥ずかしいところを見られてしまって、咄とっ嗟さについたバレバレの大噓だった。

　なのに、思い返せば思い返すほど、あれは魅音によく似てはいたけど、ひょっとして本当に詩音という名の妹なのではないかと思ってしまう。……それくらいに、あの夜に出会った「詩音」は、俺の知る魅音とは異ことなる雰囲気だった。

　だから沙都子に一言、詩音なんてヤツはいないと笑い飛ばしてもらいたかったのだ。

「…う～ん。…どうなんでございましょうねぇ…。いるやらいないやら…。」

　何だか歯切れが悪い。…沙都子は魅音の家に何度か遊びに行ったことはないのかな？

「その反応からすると、よく知らないみたいだな。」

「えぇ。魅音さんのお祖ば母あさんなんかはよく存じてますけど、他の家族のことはよくわかりませんわねぇ。」

　この反応を見る限り、…詩音実在説には早くも暗あん雲うんだな。

「そういうのは梨花が詳しいですわよ。梨花に聞いて御覧なさいですわ。」

　沙都子が日向ひなたぼっこをしている梨花ちゃんに手を振る。

「梨花ぁ。魅音さんのご家族のことをご存ぞん知じですの？」

　突然の質問に梨花ちゃんはきょとんとする。

「……魅ぃには家族や親戚がいっぱいいますですから、全部はなかなかわからないのですよ。」

「そんなにたくさんいるのか…。例えばさ、…うーん、園崎詩音ってヤツはいるのか？　えーと、その、…聞き間違いかもしれないから、ひょっとすると実在しないかもしれないんだけど…。」

「……詩ぃですか？　詩音はいますですよ。」

「え？　これは意外だ。実在したのか…！」

「ふ～ん？　魅音に詩音？　よく似た名前ですのね。間違えて舌を嚙んじゃいそうですわ。」

「……魅ぃの双子の妹さんだと聞いたことがありますですが、あまり会ったことはないのです。」

　梨花ちゃんも、名前を知ってはいるが、あまり会ったことはないという。

「……何年か前に、法事の集まりがあった時に会ったような気がしますですよ。」

「このクラスにいないってことは、学校は興宮の方に通っているってわけかな。」

「お家も興宮なのかもしれませんわよ。だって、魅音さん自身、家族とは別でお祖母さんと暮らしてるわけでございますから。」

「両親と別居してるのか？　それは何だか変わってるな。事情でもあるのかな？」

「……色々家か訓くんとかあったりで、とてもややこしいお家なのです。」

「親類の数が多いらしいですから。きっといろいろと都合があるに違いないのですわ。」

「ふーん…。園崎家ってよくわかんないけど、旧きゅう家かみたいなもんなのか？」

「……なのですよ。親類もたくさんいますし、魅ぃもしがらみとかで色々大変なのです。」

「そっか。まぁ、人様の家の内情をあまりしつこく探るのも悪いな…。でもまぁとりあえず、詩音という双子の妹がいることだけはわかったぜ。しかし、その家族構成は本人同様、なんともミステリアスなようだなぁ。」

「お、三人揃って何の話だい？　おじさんも交ぜてよー。」

「あら、魅音さん、いいところへ～！　魅音さんに双子の妹さんがいるってのは本当でございますのー？」

　あ、…魅音、…まずい…。

「…い、…妹…⁉　え、と………、う、うん。いるよ…。」

　魅音が柄がらにもなく赤面しながらうろたえる。…何となく俺の様子をうかがっているような……。

「あら～！　それは知らなかったですわ～！　どんな方なのかしら。ぜひ一度お顔を見てみたいですわねー‼」

「会わない方がいいよ！　ぜ、全然可愛くないし！　生なま意い気きだし！　たまに電話で話すくらいで…私もしばらく会ってないし…！」

　……どうしてこんなに狼ろう狽ばいしながら話すんだか…。こんな様子じゃ、昨日の詩音は実は偽にせ者ものでしたーって俺に白状してるようなもんだぞ…。しかしまぁ、とりあえず面白いのでしばらく放って置くことにする。

　…詩音という名のもうひとりの魅音。…またあの店に行けば会えるのだろうか？

　魅音と同一人物であると知りながら、まるで新しい友人ができたような、そんな不思議な感覚があった。

　魅音が、昨日の詩音の赤面した眼差しでこちらをうかがっている。俺は鈍どん感かんを装よそおいながら、気付かないふりをしてやるのだった。








エンジェルモート特集







闘撮必勝ガイド四月号「制服大征服日本縦断（ファミレス編）」より転載







　そしていよいよ、激アツの三日目‼　××県鹿しし骨ぼね市しという辺へん境きょうにありながら、知らぬはモグリとまで呼ばれるマニア垂涎の超有名店がこのエンジェルモートだ。なぜに名店はこうも人里を嫌うものなのか…。闘とう撮さつ神しんの試練としか思えない。

　地元では美お味いしいデザートで知られるレストランだが、我われ々われには知ったことじゃない！　高いデザートが食いたければ不○家系にでも行けばいい！　我々の目指す甘あまいデザートは食べるものではなく……制服の方なのだー‼

　芳かぐわしき汗の香りを漂ただよわせ、その着用を強要されたウェイトレスの制服は、もはや公然の拘こう束そく具ぐと言ってもいい！　こんな羞恥プレイが全国の制服の可愛いお店で堂々と行われているなんて⁉

　出撃せよ！　闘撮ハンタァアァアァアー‼




★喫煙席こそＭＡＸポジション？　タコ粘ねばりでチャンスを狙え！




　竜りゅう「昨日は席取りで失敗しましたからね。今日こそ究きゅう極きょくの黄金席、喫煙席の角ボックスを狙います！　一般にヲタクは禁煙席が圧倒的に多いんですよ。ですから喫煙席の方がゆとりを持って射界が取れるんです。」

　さすがはハンター竜。勝負は座る席の時点で決するとでも言わんばかりだ。実際に竜は、初日の秋あき葉は原ばら××××××でも同様の戦略で高設定席のゲットに成功している。

　この日もランチタイムを外した昼下がりに、狙い席の空きを確認の上、楽々ゲット。

　メニューを小出しに頼むなどの小技で確実にエンゲージの機会を増やしながら闘撮のチャンスをうかがう…。

　だが…やはり前日のアレ（※１）が祟たたったのか、闘撮神は微ほほ笑えまない‼　三時に一度、手堅い連チャンを取りこぼして以降、チャンスはまるで訪れない。

　四時過ぎからはオーダーも男が取りに来るようになり、完全に闘撮を見抜かれた様子…。マークされたら潔いさぎよく撤てっ退たいが暗黙のハンタールール……。

　竜「狙いは完璧だったんですが…、あの二時半にやったフォーク技が裏うら目めったようです。…ボックスシートでバッグ床置きはやはり警戒されたかなー…。もうボストンバッグに隠しカメラは化石技かも…。半日粘って二桁けたＥＧなら充分な高遭遇率なんですが。…無念です。」

　それでも何とかお宝ショットを数枚ゲット。…さすがはハンター。不調をぼやきながらも地を這うが如しのローアングルショットの数々！　さすがは職人である。

　しかし驚くべきは、今回の制服大征服日本縦断（ファミレス編）、何とまだ検挙者なし！　全国の都道府県警の約半分にお世話になったと豪ごう語ごするハンターには幸さい先さきのいいスタート⁉




　※１　前日のアレ

　前日にハンターが挑いどんだ、名古屋の巫み女こ割かっ烹ぽう××。なんとハンターは意気込み過ぎて入店と同時に店側に闘撮を看かん破ぱされ、初めからボックス配置の宮ぐう司じ待遇。半日粘るも、とうとう巫女さんは１ｓｔオーダー時にしか現れなかったのである…！　ハンターにあるまじき大失態‼




　というわけで毎度激好評のハンター生写真のプレゼントコーナー‼

　ハンター直選の、エンジェルモート制服をローアングルから食べ放題生写真三枚セットを熱い読射一名にプレゼントだ‼　激アツ写真で君も今日から闘撮者‼








６月14日（火）













「いいですか皆さん。お料理は真しん剣けんにやらないと思わぬ怪け我がをします。これも授業ですから、ふざけないでしっかりやって下さいね！」

　先生の真剣な念押しに、クラス全員がはーーーいと陽気に応える。

　今日は半日かけて家庭科の授業だ。みんなでカレーライスを作り、日頃、校舎として間ま借がりさせてもらってる営えい林りん署しょの皆さんに、感謝の気持ちを込めて食べてもらおうという企画らしい。

　みんなでひとつの鍋なべでカレーを作るならただのカレーパーティーだが、やはりそこは授業！　低学年はともかく、俺たちは一人ずつカレーを作りその出来を採点されるらしい。

「いいですか。今でこそカレーライスは手軽で簡単で誰にでも作れるメニューということになっていますが、カレーは本来インドを発はっ祥しょうとする古こ式しきゆかしいちゃんとしたお料理です。日本式にアレンジされたとは言え、そこには古代インドの英知と文化が込められています。ゆめゆめ、そのことをおろそかにしないように。真剣にやらない人は先生が本気で怒りますからそのつもりで！」

　……何だか無む駄だに力の入ったカレー談だん義ぎだったな。…まぁいいか。

「知ち恵え先生はカレーに命かけてるって噂でしてよ。採点はきっと厳しいですわ！」

「家庭科の点数なんか、赤点でさえなければ適当でいいんだよ。適当で。」

「て、適当なんて言わない方がいいよ…。先生、カレーに関しては鬼だからね…。」

「…何だよ、そのカレーの鬼って。…初耳だぞ。」

「普段は温おん厚こうないい先生なんだけどねぇ。…どういうわけかカレーにだけはうるさいんだよ！　偏へん執しつ的なくらいに‼」

「うん。秘ひ伝でんのカレーを研究するためにって言って、毎年インドに旅行に行ってるって言ってたもんね。」

「……風の噂ですと…食事は三食カレーライスで、たまに他のものを食べる時でも必ずカレー味というこだわりぶりらしいですの。」

「…それ、偏執的というより変態的だぞ。何か悪い宗教にでも入ってるんじゃないのか…？　大体、カレーなんてジャンクフードの筆ひっ頭とうじゃねーかよ。三食カレーなんて栄えい養よう的にも偏かたよって、」

　ドガガガッ[image: !!!]　俺のつま先びったりのところに包ほう丁ちょう、おたま、フライ返しが突き刺さり、ビ～ンと揺ゆれている…。

　先生が自分の鍋をかき混ぜながら、こっちを見て微笑んでいた…。

「け、圭ちゃん、シ～～～‼　…それ以上を言ったら埋まい葬そうされる…‼　先生に謝あやまって…‼」

「せせ、先生すんませんでした、カレーを舐なめてました。カレーこそは古代インドの英知と文化の結けっ晶しょうっす。ゆめゆめそのことを忘れないように料理しまっす…！」

「結構です。期待してますよ、にっこり☆」

　教育的指導の微笑みのはずなのに、もし謝罪の言葉がおかしかったら、カレーの具にしちゃおうかしらとか考えてる目だった…。……常識人だと思っていた先生のイメージが崩壊していくぜ……。

「やれやれ。…仕方ねぇぜ。しっかり真面目にカレーを作ればいいわけだろ？」

「……でも今日はそう簡単には行かないのです。」

「あのね、…魅ぃちゃんが…。」

「魅音が？　何だよ。……………ぅッ、ま、まさか⁉」

　……ピーンと来るぞ。…土ど俵ひょうが同じで優ゆう劣れつが付くなら…これが勝負にならないわけがない‼

「わかってるねみんな‼　この授業は我が部がいただいたよ‼　料理勝負だぁあぁああ‼」

「そんな気はしてたぜ…‼　こんなおいしいイベント、魅音が放っとくわけないぜ！」

「をっほっほ！　予想はしてましたわ！　それで勝敗はどうするでございますの？　先生の採点で決めますの？」

　それだけではありませんよ、と言いながら現れたのは…なんと先生と校長だった。

「今日は営林署の皆さんへの感謝のイベントですから、先生だけでなく採点はみんなで行いますよ。」

「うむ。わしと先生と、それから営林署の方五人で採点する！　各自健けん闘とうを祈るぞ‼　がっはっはっは[image: !!!]」

　こ、校長までー⁉⁉　見ると、クラスメートまでが興味深そうに見守っている。どうやら、前回にも同じ部活があったようだ。やれやれ、恒こう例れい行事となってるらしいぜ！

「そういうわけ！　のんびりしたカレーパーティーなんかには終わらせないよ‼」

「レナ、カレーは得意だよ！　今日は負けないよ～！」

「私の学年は班はんで作りますから、梨花と一緒なのですわよ。」

「き、汚ねぇ‼　梨花ちゃんは確かかなりの料理上手じゃ…！」

「……ボクのカレーで、おいしくって体がどうにかなっちゃうのです。にぱ～☆」

　魅音はどうだ⁉　あまり料理が上手そうには見えない。こういう男おとこ勝まさりっぽいヤツは不ぶ器き用ようと昔から相そう場ばが決まってる！　……だが魅音は相変わらずの不ふ敵てきな表情。

「くっくっく…。……圭ちゃんが今思ってることを当ててあげるよ。……魅音はきっと料理が下手に違いない。…でしょ～？」

　い、…嫌な言い方だな。………まさか…いや、魅音に限ってそんな…。

　その時、先生のホイッスルの音が聞こえてきた。

「では皆さん、いいですか？　刃は物ものには充分に気をつけてくださいね。始め～‼」

　戦いの火蓋は切って落とされた…！

　ご飯は飯ごうで炊たくが、デイキャンプ仕込みの俺にはそんな難しいものじゃない。

　お米をとぎ飯ごうに入れ、そこに手のひらを当て…ちょうど手首が隠れるくらいが水加減だったはず…。

「本当にそんな水加減でいいんですの？　もっと入れないといけないそうですのよ？」

「ウソをつけ！　これ以上入れたら生なま煮にえで芯しんの残ったお粥かゆになっちまうんだよ！　沙都子、それがワナのつもりなら残念だったな。俺は慣れてるぞ、飯ごう炊すいさんは！　始めチョロチョロ中パッパ。赤子泣いてもフタ取るな！」

「へ～、圭一くんすごいね！　ちょっと意外。サマーキャンプで習ったのかな！」

「親父がデイキャンプが好きでさ。夏場なんかにはよく家族で出掛けるんだよ。」

「ってことは…全員、ご飯の炊き方は問題なし。つまり…勝負の分かれ目はカレーの方ってことになるね！　レナ、圭一くんのカレーがどんなのか楽しみだよ。」

「ふん！　カレーこそ梨花の独どく壇だん場じょうですのよ！　皆さんなんかコテンパンですわー‼」

「……梨花の、ってトコが泣けるぞ。お前も何か料理を手伝えよ。」

「う～ん、ひょっとすると……沙都子ちゃんは何もお手伝いをしないのが、一番のお手伝いなのかもね☆」

「ひぅッ[image: !!!]　しょ、勝負は勝てば官かん軍ぐんでございますわよー[image: !!!]」

　レナがさらりととんでもないことを言ったので大爆笑。沙都子が食って掛かると、レナは笑い転げながらごめんねごめんね、と逃げ回っていた。

「くっくっく！　やっぱりこの程度じゃあ差は出ないねぇ。じゃあ…さっそくカレーの方に行こうか。ここからが勝負どころだよ！」

　魅音がニヤリと笑う！　カレー勝負、いよいよここからだ‼

　ニンジン、ジャガイモなどの定番野菜を流しで洗い、包丁を構える。……ごくり。

　……包丁は、デイキャンプでちょっとなら扱わせてもらったことがあるが、…その程度の経験しかない。……大おお見み得えを切りはしたが、正直自信がない。

「今日～のカレーはどんな味～♪」

　レナは鼻歌混じりに、実に手馴れた手つきで包丁を扱あつかっていた。リズミカルにまな板を叩くその音は、日本の古き良き時代を想そう起きさせる。…平たく言えば完かん璧ぺきってことだ。あまりに危なげなさ過ぎて……とても勝てる気がしない‼

　沙都子＆梨花ちゃんを見る。…沙都子は野菜を洗うのに専せん念ねんし、皮剝きなどは梨花ちゃんが担当しているようだ。

　…話には聞いていたが…梨花ちゃんの包丁捌さばきも侮あなどれない‼　くるくると、楽しそうにジャガイモの皮を剝いていく。

　しかも…皮が長い。無様に千ち切ぎれたりしないのだ！　恐らく、かなり包丁の扱いに長たけた高等技術…‼

　その皮を流しから拾い、おめめを包丁で描き込んで…、

「……ヘビさんなのですよ。がおーーー。」

　そう言いながら長々と剝いたジャガイモの皮を同じ班の男子の頭上に載せてからかっている。…すごく余裕だ。…梨花ちゃんにとっては…料理は勝負ですらないのだ。

　……しかし…がおーー？　ヘビの鳴き声ってがおーだったっけ…。

　まずいな、レナも、沙都子＆梨花ちゃんチームもどっちもカレーは完璧っぽい。……正直、カレーのフリをするのが精せい一いっ杯ぱいの俺には及ぶ相手ではないだろう。となれば、…魅音はどうなのか。

　まさか魅音が料理が得意なんて、そんな馬鹿なことがあるわけない！　ああいうキャラは大抵不器用で、女の子のくせに女の子らしいスキルはからっきしって決まってるんだ！　だからあんなにくるくるとジャガイモの皮が剝けるはずはない…！　絶対にない！　ないない、ないないない‼

「そんなわけあるかー‼　絶対ウソだ！　トリックだＳＦＸだ！　ワイヤーとか使ってるに違いなーい‼」

「くっくっくっく…。ほれ、びろーん。」

　魅音が勝ち誇ったように、長々と剝けたジャガイモの皮を見せ付けた。

「……圭一は知らないですか。魅ぃはお祖母ちゃんにお料理とかも教えてもらってるですよ。」

「料理だけじゃないよ～。お裁さい縫ほうからお華にお琴こと、銃じゅう器きから無線機、ヘリの操そう縦じゅうまで何でも出来るんだからねぇ！　くーっくっくっく‼」

　後に並ぶ物ぶっ騒そうなスキルほど、より魅音に相応しくて現実味が増すのが不ふ思し議ぎだ。…むしろ逆に、筆ひっ頭とうの裁縫の方がウソくさく思えるぜ…。

「魅ぃちゃん、本当はすっごくお料理上手なんだよ。…面倒臭がって全然作らないけどね～。」

　く、くそ～‼　俺も本当は料理は得意なんだぞ…！　特に中ちゅう華かなんかは…‼

「……圭一、お湯を沸わかして注そそぐだけのは料理に入りませんですよ？」

「むむ、むがあああぁああぁー‼」

　これから口に出そうとしたネタを、口に出す前に釘を刺されてしまう…。

「をっほっほ‼　ざまーないですわね‼　今日は圭一さんの一人負け確定ですわよ～[image: !!!]」

　ごちんッ[image: !!!]　甲高い笑い声が許せなくて、沙都子の頭に肘ひじを叩き込む！

「てて、てめーだって料理できないだろがー[image: !!!]」

「ふわぁああぁああぁああん[image: !!!]　たんこぶできたらどうするんですのー‼　梨ぃ花ぁ～！」





[image: （挿絵）]





「かわいそかわいそです。……大丈夫なのですよ。ボクが圭一をコテンパンにしてあげますです。」

「べー、だ！　圭一さんなんか、梨花のカレーにけちょんけちょんにされちゃえばいいんですわ‼」

　ぐ！　……形勢は…不利か…！　全員が不敵な笑みを向ける！

　おいおい、早くも白しろ旗はたかよ前原圭一‼　勝負を投げるな！　クールに考えろ！　ジャガイモの皮を上手に剝く方法じゃない。…如い何かにしてこの勝負を制するかだ‼

「……ここはギャラリーが多い。俺、他の流しで仕事するから。」

　それだけ告げて、俺は野菜一式を抱えその場を後にした…。

「圭一くん、大丈夫かな。包丁で指とか切らないか心配…。」

「さぁて…圭ちゃんのお手並み、拝見だね～！」

　俺が皮剝きに精を出したって、下手すりゃ指をちょん切るのがオチだ！　なら…方法はひとつ‼　俺は部活メンバーたちに見られていないことを確認してから、他のグループに声を掛けた。

「よ、富田くん、岡村くん！　お、君たちは四人でグループか。」

　先日の日曜日、例のおもちゃ屋でのイベント以来、義兄弟の契ちぎりを結んだあの後輩二人組だ。どうやら、女子二人と組んで四人の班らしい。

「あ、はい。女子二人が料理とか得意なんで。」

「俺らは遊んでるだけでＯＫです。」

　…二人が指差す先にいる女子二人。…なるほど、レナには及ばないが、充分、及きゅう第だい点てんに値あたいする包丁捌きのようだった。

「単たん刀とう直ちょく入にゅうに言おう。このままでは部活に負ける！　君たちの班が剝いた野菜をくれ！」

「ええぇえぇ⁉　ま、また単刀直入な‼」

「野菜の皮剝き程度で遅れを取るわけにはいかん！　となれば、スペシャリストの手を借りる他ないんだ！　頼むよ、なぁ！」

「ま、前原さん、…それ、ほとんど恐きょう喝かつです。……でも、まぁ話によっては…。」

「交こう渉しょう次第ならＯＫってことですよ。」

　さすがは義兄弟たち。俺が年上であっても意見はきっちり言う。良い心掛けだ！

「む、たくましいヤツらだな！　…まぁ当然だ。ではこうしよう。俺が勝てたら、沙都子＆梨花ちゃんチームのカレーを食わせてやる。これならどうだ？」

「え、…あ、……ど、どうしようかな……。」

　二人ともいきなり核かく心しんな条件提示に度ど肝ぎもを抜かれてるようだ。思いを寄せる女の子の作ったカレーを食べられる…。その甘酸っぱいシチュエーションは、思し春しゅん期きのハートを直ちょく撃げきのはず‼

　だが、まだ一押し足りないらしい。いいだろう、駄だ目め押しだ。………二人の肩をぐっと寄せ小声で告げる。

「…もちろん沙都子と梨花ちゃんの食べかけをだ。スプーンも付ける。」

　ぶはッ‼　二人の後輩の鼻から威い勢せい良く赤い飛沫しぶきが飛び出す…。




「あら…？　…圭一さんも…結構やりますのね…！　きれいに剝けたジャガイモですこと。」

　俺は見事、野菜の皮剝きをクリアーし、仲間のもとへ意気揚よう々ようと戻ってきた。

「へー、すごいねすごいね！　圭一くんの皮剝き、上手だよ！」

「……ふ。違うね。圭ちゃんが剝いたのはジャガイモじゃなく、牙きばでしょう？」

「あぁ…。俺はとっくに本気だぞ。てめえらまとめてぶっ潰してやるぜー‼」

　野菜の下ごしらえが終わったら、鍋にお湯を沸かし、火が通りにくい野菜から順に入れていく。……この辺りはキャンプの時、お袋に習ったからな。

　だが…このまま順当に続けても…大きなポイントの獲得にはならないだろう。無難なカレーに仕上がるだけで、せいぜい及第点が関の山だ。

　レナを見ると……何だかいろんな野菜を絶妙なバランスで煮込んでいる。

　それは野心的でもなければ打算的なゲーム感覚でもない。……おいしいご飯を作る、母の技…。高得点とかそんなの関係ない。純粋においしそうだった…。

　魅音がいかに妙みょうチクリンな技を尽つくそうと勝負になる気はするが、レナに関しては勝負にすらなるまい…。…完璧に格が違うのだ…。

「うちのお母さんのカレーはね、いっつも具ぐ沢だく山さんだったんだよ。だからレナのカレーも具沢山なの。……本当は一ひと晩ばんかけてじっくり煮にたいんだけどね…。はぅ。」

「……頼む。俺のカレーにも少しお力を貸してくれないか…。」

「あはははは！　ダメだよ～。これ、部活だもん！　レナは負けないよ～！」

　ぐ、部活モードになればどんなにやさしいレナでも敵だもんな…。

　梨花ちゃんはリンゴなんかも煮込んでるようだ。…うぅ、…本格派っぽい。

　魅音はどうだ…？　って、何だそりゃ⁉　魅音が調理している卓には、明らかに他の生徒たちとは違うものがぞろりと‼

「わ、魅音てめぇ‼　そりゃ何だよ‼　ハンバーグなんてどこから‼」

「行事予定表で今日のことを予あらかじめ知ってたからね。…下ごしらえはばっちりってわけよ。……私のカレーはゴージャスに行くよ～‼」

　見ると…魅音は自宅から持ってきた野菜やらスパイスやら具材やらを…たくさん広げていた‼　こいつ…今日の為に…家から材料の持ち込みをー[image: !!!]

「い、異議ありッ[image: !!!]　ずるいです、卑ひ怯きょうです‼　先生、こんなのありですかぁあぁあッ⁉」

「異議を却きゃっ下かします！　おいしいカレーが出来れば先生は何でもＯＫです☆」

　ぐ、……あの真ま面じ目めな先生が語尾に☆をつけるなんて…‼　…なるほど、筋すじ金がね入りのカレー魔ま神じん…。

「レナと梨花ちゃんは天てん性せいの料理上手！　私はそれに加えて入にゅう念ねんな事前準備‼　…で？　圭ちゃんは？　くっくっくっく…‼」

「……ダメだ…。料理という長なが丁ちょう場ばでは…野菜の皮剝きなんて一部でしかない。……俺がクリアーしなくてはならない関かん門もんは…あまりに多く、…そして高い‼」

「……前原さん、こっちこっち！」

　声を掛けられて振り返ると…向こうで呼んでるのはさっきの後輩、富田くんと岡村くんだった。

「何だよお前ら。……ん？　その鍋は何だよ。お前らの班のか？」

「これ、気付かれない内に前原さんの鍋とすり替えて下さい。…うちの女子のカレーなら、前原さんが作るよりは出来はいいと思います。」

「…お、お前ら……、…俺のために…⁉」

「か、勘違いしないで下さいよ。俺たち…前原さんに勝ってもらわないと……その、」

「そうだったな。俺が勝たなきゃ、沙都子＆梨花ちゃんのカレーを食わせるって話はお流れになってしまうからな…‼　お前らも…牙を剝けるようになったか…！　すまん‼　世話になる‼　……だが、お前らのグループの女子がよく許したな？」

「前原さん。…俺たちも…本気ってことです…！」

　日直三回交替。……彼らは…俺の勝利のために…代だい償しょうを払ったのだ……[image: !!!]

　後輩たちの燃える眼差し…‼　あぁ、俺はひとりで戦ってるんじゃない。…みんなで戦ってるんだ[image: !!!]

「任せておけー！！！！　腹は空すかせておけよ。絶対に梨花ちゃんたちの食わせてやるからなー[image: !!!]」

「「前原先輩‼　お待ち申し上げておりまッす‼」」

　こうして後輩たちの機転により、ぎりぎりのところで及第点がキープできるところにはいる。……富田くんたちに都合してもらったこのカレーの味は未知数だが、確かに俺が自分で作るよりはうまいだろう。……しかし、その味が他の部活メンバーに及ぶかどうかは最後までわからない…！

「よし、……これであとは煮込むだけだな。」

　ガス台だから火加減はらくちんだ。あとはこのまましばらく煮込むだけ。カレーのいいにおいが漂い始める…。

　後輩二人組の班の鍋は確かに凝こっていた。様子を見に来たレナが驚いたくらいだから、悪くないどころかかなりいい感じらしい。魅音も口くち笛ぶえを吹いて驚く。

「……圭ちゃん、やるじゃない。これは…最後までわからない勝負になったねぇ！」

「圭一くんのカレー、レナも食べてみたくなっちゃうなぁ。なっちゃうなぁ～！　はぅ～、いいにおい～‼」

「レナのカレーも魅音のカレーも、…みんな強敵だよ。俺の最善は尽くしたが…結果はどうか……。」

「圭一さん、梨花が呼んでますわよ。行ってあげてでございますわ。」

「え？　梨花ちゃんが？　何だろうな。…まぁいいや。ついでに敵情視し察さつもして来よう！」

　行ってみると、梨花ちゃんは鍋の前で地面にラクガキをしていた。…あとは時間をかけて煮込むだけだもんな。それでも火の側を離れないとは実に感心だ。

「よ、梨花ちゃんの方はどんな具合だい？」

「……カレーさんなのです。」

　…へ？　…梨花ちゃんが怪しげなラクガキをし、それをカレーさんだと紹介する。

「……カレーさんはすごいのです。目からビームも出ます。…びーーーー。」

　カレーさんの目からビーム……らしい。木の棒ぼうでビームを描き、俺の足元へ線をなぞる。……これって、俺がビームに撃たれたということか？

「ぅおおおぉおぉお‼　バリヤー‼　ビーム反射ーッ[image: !!!]」

　俺も木の棒を取り、ビームの線を跳ね返し、カレーさんに直撃させる‼

「……カレーさんのお腹からはミサイルも撃てるのです。……びしゅーー。」

「ぉりゃああぁ‼　前原超電でん磁じバリヤー[image: !!!]　そして反撃のビーム[image: !!!]」

「……カレーさんはビームエネルギーを吸収して波は動どう砲ほうを撃てるのです。」

　俺と梨花ちゃんは木の棒でがりがりと地面にラクガキをし合い、壮絶な戦争にしばし酔いしれた。…………………だが待て。

「なぁ梨花ちゃん。…俺に何か用があって呼んだんじゃないのか？」

「……はい呼びましたですよ。…でももうご用は終わっているのです。」

　その時…背筋にぞくりと…悪お寒かん。………ご用はもう…終わってる⁉

「や、やられた…ッ！！！！！！」

　自分の鍋へと駆け戻ると…そこには案の定、沙都子の姿が[image: !!!]　問答無用でその後頭部に二段踵かかと落おとしを叩き込む！

「なな、何をしますのー[image: !!!]　レディーの頭を何だとお思いですのー[image: !!!]」

「んな事はどうでもいい！　まさか沙都子、俺のカレーに何か混ぜたんじゃ…‼」

「失礼な。…そこまで落ちぶれてはおりませんわ。…こう見えても私、フェアですのよ？」

「……じゃあこの、よくわからない並べ方をしてあるシャモジとかお皿とかは何だ！　こんな不安定な置き方をして、倒れたらどうすんだよ‼」

　その時、そよそよ…と風が吹き、立て掛けてあったおたまが、ぱたりと倒れた。

　倒れたおたまはドミノ倒しのように、隣の炊すい具ぐを次々と倒していく。

　パタパタパタパタ。ガチャンガチャン、ドタパタドタパタ……

「これは芸術だなぁ。…そう言えば昔、テレビでドミノ倒し世界記録に挑戦なんてのが流は行やったよなぁ。」

「け、圭ちゃん[image: !!!]　フライパン[image: !!!]」

　え？　と思う間もなかった。…ドミノ倒しはまな板を倒し、フライパンを倒し……その先には俺の鍋が……。

　ズガシャーーーン…‼

　フライパンがその重量を活かしたパワフルな攻撃で…俺の鍋をひっくり返す‼

　無む惨ざんにも中身がぶちまけられ…、俺の力作カレーは今や校庭が試食中だ……。啞あ然ぜん呆ぼう然ぜん……。あまりの美しいトラップワークに一瞬、現実感を喪そう失しつしてしまう…。

「あらあら大だい惨さん事じですわね～！　私は何もしてませんことよ？　これは自然現象に端たんを発はっする、自然災さい害がいでございますわねぇ？　をーっほっほっほっほ‼」

「う、うおおおおおおおおおおお、何てことをぉおおおぉぉ‼」

　……最後の最後に…油断した…‼　料理のできない沙都子を無視し過ぎてた…‼

　沙都子には料理ができなくても…こういう方法で戦列に加わることができたのだ！　しかし何たる悪あく行ぎょう、ここまでするか⁉　くそ、非情に限りがないのが我が部の鉄則なのかぁあぁ‼

　その時、向こうで自分の鍋の味見をしていたレナが悲鳴をあげた。

「あ、あれーー⁉⁉　レナのカレー…しょっぱいよ？　しょっぱいよ⁉」

　レナもすでにやられた後だったか…⁉　じゃあ魅音は…⁉

「私のはご飯がしょっぱいーーーッ‼　やられたぁあぁあぁああ‼」

「をーっほっほっほっほ[image: !!!]　これで邪魔者は戦う前に全て一いっ掃そうでございますのよ～‼」

「……せっかくの力作が台無しなのです。かぁいそかぁいそなのです。」

「かぁいそかぁいそですわよ～。をーっほっほっほっほ‼」

　呆然とする俺の頭を梨花ちゃんと沙都子が存分になでなでしていた…。




　テーブルに並べられ、いよいよ食事と採点の時間がやってきた。おいしそうなカレーのにおいが校庭いっぱいに広がる…。

　来らい賓ひん席に、日頃お世話になっている営林署の人たちが案内されてきた。

　校長先生がセレモニー的な挨拶をし、続けて先生が、カレー勝負があるので、ぜひ採点してほしいとお願いする。

　営林署のおっさん方はそういうノリが好きらしく、よし来た！　と気勢を上げている。

「さて、皆さんできましたね～。ではこれから審査員の皆さんと校長先生と私で試食をしますからね～！　うーん、素晴らしい香り‼　先生、今日は本当に幸せです☆！」

　……授業に私情が混じりまくりの笑顔で、先生は唾つばをじゅるりと飲み込むのだった。

　しかし、……採点を待つまでもなく決着はついてしまっている…。部活のメンバーでまともに仕上げられたのは梨花ちゃんたちだけだ…。

　レナは失敗カレーであることを知りつつ盛り付ける。ひどい点数になるのは承しょう知ちでだ。

　だが…それでもまだ盛り付けられるだけましだろう。

　俺や魅音のカレーは完全に破壊され、テーブルに並べることすらかなわない…。

　先生たちや審査員の営林署の人たちが、低学年のカレーから順に試食している。

　そしてうまいだの甘いだの、力作だの個性的だのと議論に花を咲かせていた。

　そしていよいよ……俺たち高学年のカレーへ。

「次は竜りゅう宮ぐうくんのカレーであるな。うむ。…実に美味そうである‼」

　校長先生はホクホク顔でレナのしょっぱいカレーを頰張る…‼　もちろん、その顔はすぐに陰る。

「あらあらあら…、竜宮さんどうしちゃったんですか？　途中まではあんなにおいしそうだったのに…。」

　期待していたのか、先生はがっかりしたようだった。

「はぅ……、す…すみません…。間違えて……お塩を一袋入れちゃって……。」

　審査員たちも一口食べただけで顔をしかめてしまう。……気の毒に。

「失敗こそ成功の調味料である‼　次回に期待するぞ！　頑張りたまえ‼」

　そう言い、塩カレーを丸吞みにして完食を決めた校長の背中に漢おとこを感じた…。

　レナ、轟ごう沈ちん。攻撃力は見事だったが、最後のガードが甘かったのが敗はい因いんか…。

「……では。次はボクたちのをご賞味いただくのですよ。」

「古手さんの班のカレーもとても頑張っていますね！　どれどれ。……うん。素そ朴ぼくだけど、これはとてもおいしく出来てます☆」

　直前のレナの塩カレーのこともあり、審査員たちの評価は非常に高い…！

　非常にどころか…ひょっとして今日の中で一番おいしいのでは？　審査員たちが熱の入った議論を始める。

　その中、一人の審査員がため息を吐つきながらニンジンの塊かたまりをスプーンでどかした。

「う～ん、この子のカレーも結構悪くないけどな。……俺、ニンジン嫌いなんだよな。」

　カレーにニンジンはド定番だと思うが。…人には好みがあるってことだよな。

　だが、それを見た梨花ちゃんは彼の作業着の胸にある名な札ふだを読み取り、口を開いた。

「……だめですよ恭きょう司じ。ニンジンを残してはいけません。」

　突然何を言い出すのか…。みんながぎょっとして梨花ちゃんを見る。

　だが……梨花ちゃんのそれは……クリティカルだったのだ。

　ニンジン嫌いのその審査員は…ボロボロと涙をこぼしながらカレーを頰張りだす！

「……恭司。御お代かわりありますですよ。」

「ぅ～～、お母ちゃぁああぁあぁん‼」

　そう泣き叫びながらカレーを頰張る頰張る！　そう。…梨花ちゃんのカレーは素朴なんじゃない。それは…お袋の味のカレーだったのだ[image: !!!]

　ニンジン嫌いの審査員すらもＫＯし、梨花ちゃんの評価は揺るがない！

「をっほっほ。梨花のカレーには誰もかないませんのよ～‼　今日ばかりは私と梨花の圧勝でございますわねぇ⁉」

　沙都子が高らかに笑い勝利を宣言しようとした時…！

「騙だまされてはなりません審査員の皆々様方‼　貧乏くささをお袋の味と錯さっ覚かくさせるなどまやかしもいいとこ‼　皆様方が本当に食べたかったのは…こういうカレーじゃない⁉」

　をぉおおぉおおッ！！！！　いつの間にか完璧に盛り付けられた…魅音のカレー！

　審査員だけでなく、先生や後輩たち、もちろん俺も…感嘆にどよめく‼

　デミグラスソースのハンバーグに見み目め鮮あざやかなサラダ付き…‼　これはセットだ‼　コースと呼ぶに相応しい‼　完璧な…完璧な仕上がりだッ[image: !!!]　テーブルクロスからテーブルを彩いろどる造花まで、何から何まで完璧過ぎる…！　この一角だけ本場レストランから切り抜かれたみたいだ‼

「す、すごいすごい‼　魅ぃちゃんすごい！　魅ぃちゃんすごい[image: !!!]」

　沙都子も驚きょう愕がくする。梨花ちゃんでさえ驚きを隠せない…‼

　この芸術的な出来には、食べる前から勝負は決したようなものだった。

　もちろんハンバーグは手ごね。ドレッシングも自家製の本格派。カレーだって…ミクロン程の隙もないッ[image: !!!]

「とても美味しい…。実に豊かな味わいですよ園崎さん！　このカレーこそ…インド六千年の英知と日本人の食文化の美しい融ゆう和わの生きた証あかし…。…先生、感激です！　これは満点の仕上がりですね‼　百点をあげちゃいます。」

「いえいえどういたしまして～。クラス委員長として模も範はんを示したまでです。」

　魅音がうやうやしくお辞じ儀ぎをする。…そして俺たちにニヤリとウィンク！

「……ボクの…負けなのです。」

　梨花ちゃんががっくりと膝を突くと、沙都子はおろおろしてしまう！　まさかこんなことになるなんて想像もしなかっただろう。

「そ、そんなはずはありませんわ…‼　確かに飯ごうに細工をしましたのに‼」

　そうだ。沙都子が魅音の飯ごうに塩をブチ込んで台無しにしたはず[image: !!!]

　その時、何かを直感的にひらめき、俺は自分の飯ごうに振り返る。……そ、そういうことかぁああぁあぁあッ‼　やられた‼

　いつの間にか俺の飯ごうが開けられ、シャモジで中身がごっそりと抜き取られていたのだ。

「み、魅音めぇええぇえ！　俺のご飯を使いやがったなぁあぁああッ[image: !!!]　ずるいぞぉおぉおぉ‼　お前のカレーも半分寄よ越こせぇえぇえ‼」

　魅音はチッチッチと指をふり、不敵な笑みを浮かべた。

「おぉっと圭ちゃん、それは甘えてるよ。この最後の土ど壇たん場ばを、圭ちゃんは諦あきらめた。私は諦めなかった。そういう差でしょ？　勝負は捨てたらオシマイってこと‼」

　ぐ……‼　文字通り、ぐぅの音も出ない…！

　野菜やカレー鍋やら、あれだけイカサマで調ちょう達たつしてきた俺が、この最後の最後でそのイカサマすら忘れたのだ。それは心の敗北といってもよかった。

　今日一日をずっと正攻法で進めてきた魅音は、この最後の土壇場で思考を柔じゅう軟なんにし、裏技を使って見事に勝利した…！　何が俺と違ったのか？　魅音はそれをもう言っている。

　俺は諦めた。魅音は諦めなかった。それだけのこと……‼

「魅ぃちゃん、圭一くん可か哀わい想そうだよ。…ちょっとくらいなら分けてあげても…。」

「いいのいいの。これは授業料だよ。圭ちゃんは今、勝負を最後まで捨ててはいけないことを学んだの。…ね！」

　く、悔しいが……魅音の言うとおりだ！　勝負を早々に諦めた自らの甘さ…‼　それを気付かせてくれた魅音に…むしろ感謝すべきなのだ…！

　じゃあ…今この状況でも勝負を諦めてはいけないってことか⁉

「カレーは鍋ごとひっくり返され、今やご飯すらも残ってない…。このまったくゼロの状況で…どう勝負を諦めるなって言うんだよ…ッ[image: !!!]」

「ま、前原さん……。」

　いつの間にか、富田くんと岡村くんが来ていた。

　くそ…‼　後輩たちだって頑張ってくれたのに…‼　期待に応えられなかった‼

　このまま何の成果もなしじゃ、ただ彼らが女子に条件として出した日直三回交替が残るだけ…。俺に賭かけてくれたのに…‼

「じ、事故ですよ。…仕方ないです。」

　落らく胆たんする後輩二人…。く、……あっさり負けを認めたらダメだ。俺は先輩なんだ‼　後輩たちに見せた夢のカケラを…俺が拾わなくてどうするッ‼

　たった今…魅音に習ったばかりだろッ⁉　勝負を捨てるな！　最後の一瞬まで！

「考えろ前原圭一‼　考えるんだ前原圭一‼　カレーを作る方法じゃない、勝負に勝つ方法をだ…ッ[image: !!!]　…………むむむ……かぁああぁあぁあッ！！！！」

　一手思いつく。

　……逆転できる自信はないが、座して死ぬくらいなら賭とする価値がある！　どうせこのままなら零点だ！　なら最後のチャンスに賭けて足あ搔がく！

「富田くん、手を洗って来い。手伝ってくれッ‼　岡村くんには探してきてほしいものがあるんだ‼」

「「うぉっす！　了解です‼」」

　後輩たちが指示を受け辺りに散る。

「あらあら、今頃何を始めますのやら！　往おう生じょう際ぎわの悪い男は嫌われますのよ～⁉」

　沙都子は無む駄だな努力をとけたけた笑うが、魅音はほほぅと不敵に笑う。

「圭ちゃんは追い詰められてからが真骨頂みたいだからねぇ…。はてさて、何をしでかしてくれるやらねぇ。くっくっくっく！」

「うるせぇ！　俺の最後の勝負を黙って見てろッ‼　まず魅音、お前の飯ごうをもらうぞ。嫌とは言わせん‼」

「……別にいいけどー？　しょっぱいよ？」

「レナも手伝っていいよね？　圭一くん、非常事態だし。」

「そう言ってもらえるなら心強い‼　じゃあレナ！　……お茶を入れてくれ。」

「はぅ、……信頼されてない～。」

「違うぞ、レナを信用してないわけじゃない！　この最後の一手にはお茶が必要だから頼んでるんだ！　それから沙都子‼　そして梨花ちゃん‼　一いっ騎き打うちを申し入れる。」

「な、何ですってぇええぇええッ⁉⁉」

「……お話を伺うかがいますですよ。」

　これは、俺のために汗を流してくれた後輩たちへの…唯一の義務だ！

「俺が百点をもらえたら、……沙都子、梨花ちゃん‼　お前らのカレーをいただく。メシ抜きだっぁあぁああぁああッ[image: !!!]」

「じょ、冗談もほどほどでございますのよー[image: !!!]　そんなのアカンベ～でございますわよ[image: !!!]」

「いや、いいでしょ沙都子。受けなよ。」

　沙都子の頭をぽんぽんと叩きながら、魅音が堂々とした部長の威い厳げんで言った。

「これだけの致命傷を与えたんでしょ？　再起なんかあるわけがない。だから沙都子も堂々としてなよ。……どう足搔こうと逆転などあるわけがない。そうでしょ？」

「むぐぐぐ……そ、そうでございますけど……。」

「……ボクはいいですよ。圭一、ファイト、お～です。」

「圭ちゃん、これが最後のチャンスだよぅ？　おじさんの期待を裏切らないでよ～？」

「おう…、見てろよ‼　この前原圭一の最後の悪あがきをなぁッ‼」




　審査員たちは様々なカレーを食しょく傷しょう気ぎ味みになりながらも食べ、それぞれの出来を議論していた。……漏れ聞く限り、魅音の優位は揺るがない…。

「そう言えば…、前原くんのカレーはどうなりましたか？　先生、まだ食べてませんよ？」

　審査員たちの満腹をよそに、先生はまだまだ食べたりないとでも言うかのように催さい促そくする。校長先生も、そうだ忘れていたと手を打つ。

「……………はい。俺のカレーはその………鍋がひっくり返ってしまい……。」

「むぅ。…そうであるか。それは実に残念である。」

「…ですが校長先生！　カレーは失いましたが…勝負を失ったわけじゃありません。…皆さんをうまいと言わせてみせます‼」

「ほぅ？」

　俺のただならぬ闘気に審査員たちも何事かと集まり始める…‼

「まずは黙って食って下さい。……文句はそれから伺いますッ！　…これが…俺の料理だぁああぁあぁああッ！！！！」

　テーブルクロスで覆おおい隠されていた俺の秘密料理が白はく日じつの下に晒さらされる‼　そ、その料理はなんと…‼

「…ま、前原くん…それは………⁉」

「むぅ…。……おにぎり、であるか。」

　審査員たちは壮絶な前ふりの割にシンプルなのが登場し、苦く笑しょうしている。

　レナは給きゅう湯とう室から持ってきた湯ゆ吞のみにお茶を入れてくれた。

「ば、…ばかにしてますわぁ‼　それに…ほら！　中身も何にもない…ただの塩にぎりではありませんの[image: !!!]　こんなの勝負にもなりませんわぁあぁあ[image: !!!]」

「………確かに塩加減は悪くないかもしれないけど……。」

　カレーに使うご飯としてはしょっぱすぎるこの塩加減も、おにぎりに使う分には充分イケる。

　しかし、カレー勝負のはず。そこにおにぎりではそもそも競技種目が異なるのではないか…。奇策だとは思うけど…逆転は無理じゃないかな…。レナの目はそう言っている。

「前原さん、本当に…こんなので…逆転できるんですかぁ⁉」

「後輩諸君。よく尽くしてくれた！　……大丈夫。黙って見てるんだ。後は俺に任せろ！」

　審査員たちはもぐもぐと頰張り、お茶をすする。…うまいと言う者もなければ、感涙に咽ぶ者もいない。……ただ黙って、…もりもりと食べるだけ。

　おにぎりを本来、料理と呼んでいいかは怪しい。一説では、そのルーツは大火事で家を失った人々への炊き出しに始まるらしい。具とご飯を一ひと塊かたまりにして簡単に手渡すことができて便利だった、というのだ。つまり、料理というよりは、非常時の緊急食として生まれたわけだ。

　だから、カレーというちゃんとした料理には、うまいとかおいしいとかの評価はあっても、おにぎりにはそういう評価はなかなか起こらない……。

　しかしその様子を見て、魅音はニヤリと笑う。

「………圭ちゃんも…卑怯な手を使うようになったねぇ。…こりゃ…辛いなぁ。」

「あ、そうか。……レナにもわかったかな、かな。」

「ど、どういうことですの⁉　それより、何でみんな黙って…あんなにも、もりもり食べてますの⁉」

「それはね沙都子ちゃん。審査員さんたちね、実は……、」

「そうさ。レナ、その先は俺が教えてやるぜ！　審査員たちはな、もうカレーを食べ飽あきているのさ[image: !!!]」

　審査員だから一応全員分は味見しなくてはならない。それに小さい子たちが普段の感謝にと言って作ってくれてるんだから一瞥するだけってわけにはいかない。そのため、ひたすらにあらゆるカレーを食い続けた！　もう当分、カレーは見たくないと思うくらいに‼

　審査員たちは口に出せぬ真実を俺が代弁したことに対し、無言の肯こう定ていを送る。

「ふ～む！　健闘は称たたえるが…今日はカレー勝負。……これに点数を与えてよいものなのか。」

　先生も校長も唸りながら腕を組んでしまう。後輩たちもそれを聞き…見えかけた逆転の光こう明みょうが消えていく様子に落胆する…。

　く…、やっぱりこんなびっくり技じゃダメなのか…？

「……諦めるな、圭ちゃん。」

　魅音がぼそりとつぶやく。その表情には、まだまだ俺ならできる、がんばれという信頼が見て取れた。

　……そうだ。ここで押さなくてどうするッ[image: !!!]　また俺は諦めちまうのか？　さっきそれを魅音から習ったはずなのに！

「いえ！　先生、採点はして頂きます。カレーとおにぎりを別々に評価することにそもそも致命的な間違いがあります。」

「⁇　前原くん、何を言ってるんですか？　カレーとおにぎりがなぜ⁉」

　校長が先生を制する。俺に最後のチャンスをくれたらしい。審査員たちもあらかた満腹したのか、俺の口こう上じょうを黙って待っている…。

「本場インドのカレーはナンというパンで食べるそうですね。ですから、このカレーライスという料理は、それを取り入れアレンジした日本の食文化のひとつと言えるでしょう。冒頭に先生が仰おっしゃられた通り、インドと日本の文化の融ゆう合ごうの結晶なのです。」

「前原くんの言うことはわかります。でも、それとおにぎりにどんな関係が…。」

「とても簡単なことなんですよ。…カレーもおにぎりも、…お米をおいしく食べるための知恵なんですッ[image: !!!]　古代中国よりの米の伝来。…農のう耕こう民族たる祖そ先せんたちは田に水を引き、天気や病びょう虫ちゅう害がいと闘いながら育はぐくんできた米主食の文化…‼　そう日本人は様々な料理を編み出してきたが、それは所しょ詮せん、米をおいしくたべるための方法の模も索さくでしかない[image: !!!]　つまりカレーもおにぎりも……同じ米食文化の…結晶なのですッ！！！！！」

　ぱらぱらと、そして徐々に轟ごう々ごうと。俺を称える拍はく手しゅが鳴り始める‼

「よ、世よ迷まい言ごともほどほどになさいませー！！！！　認めませんわよ～‼　先生はカレーの出来を採点してますのよ⁉　こんなのは採点外！　零点が相応しいに決まってるでございますわー[image: !!!]」

「せ、先生…。圭一くんは頑張ったんです。認めてあげてください…。レナはそんな頑張りにこそ点をあげたいなって思います。…はぅ。」

「……カレーの授業のはずだったのに…。どうしましょう。」

　魅音が、ふっと鼻で笑ってから歩み出た。

「かつてフランスからミシュランの三ツ星シェフが来日した時、ホテルの人たちが様々な材料をフランスから空くう輸ゆしたんだそうです。でもそのシェフはそれらに見向きもしませんでした。」

「……どうしてなのですか。本場の材料さんなのですよ。」

「シェフは地元の漁港へ行き、日本で取れた新鮮な海の幸さちを使って料理を作ったそうです。食文化は決められたルールに縛しばられるものじゃない。…文化なんです。日本に来れば日本の文化と溶け合ってまた新しいものを形作る。……だからカレーもおにぎりも、同じ日本の文化なんです。」

「み、魅音…。援えん護ご射しゃ撃げき、感謝…。」

　審査員たちもなんだかありがたそうな雑ざつ学がく知識に根こん拠きょなく感動している。

　先生は一ひと際きわ厳しい目つきになり、腕を組みなおした。

「…………前原くんは、カレーのお鍋をひっくり返してしまったそうですね？　危ないから気をつけなさいと初めにあれだけ言ったのに！」

「す、すみません…。」

「ですが、……前原くんや園崎さんが言うように、食文化には垣かき根ねはありません。人を心底感かん嘆たんさせるものなら、その形式はなんら差別されるものではない。人の数だけ、国の数だけその文化はあり、それらには何の優劣も付けられるべきではありません！　つまり、カレーとおにぎりに優劣はないということです。」

「……じゃあ？　じゃあ？」

「お鍋をひっくり返したので減点二十。…でも今日だけですよ。挫くじけないでがんばったので特別に二十点プラス。百点をあげておきましょう。」

「「ま、前原さん‼　やったぁあぁあぁあああッ[image: !!!]」」

　後輩たちが飛びついてくる‼　百点だ‼　やったやったッ‼

　カレー鍋をひっくり返されご飯を奪われ…。でも返り咲いた‼

　結局、梨花ちゃんのカレーも満点だったので、レナ以外は全員満点ということになった。……部活番外編なので罰ゲームは特にない。レナは胸を撫で下ろす。

「さて、約束だぞ。沙都子に梨花ちゃん。君たちのカレーは没ぼっ収しゅうする。」

「そそ、それじゃ私たちのお昼がなくなっちゃいますわ～？　ぅぅ～～[image: !!!]」

　沙都子は地じ団だん太だを踏んで悔しがるが、敗北の支払いは絶対だ。

「と言いたいところだが、情なさけだ。半分は食って良し‼」

「……圭一、ありがとうなのです。」

　…実は情けでも何でもない。食べ掛けのカレーというのが後輩たちへの報ほう酬しゅうなのだから。あぁ、俺って後輩思いな先輩だぜ………！　物陰からうかがう後輩二人組が感涙を滝のように流しながら、男同士にしか通じ得ないアイコンタクトを送ってくる。

　ぅぅ…やりましたね前原さんッ‼　あぁ、お前らのお陰だぜッ‼　互いに親指を立ててガッツポーズ！　ビシリッ！

「さて…このカレーは後輩たちに渡して、っと。俺も腹が減ったよな。自分のおにぎりでも食うか。…………って、あれ？」

　俺のおにぎりが…跡形もない。自分用にいくつか取っておいたはずのもない。

　きょろきょろと探す俺の肩を校長がバシンと叩いた。

「がっはっはっは‼　さっきの前原くんの話を聞いていたら、嚙み締める米の味が一際美び味みでのぅ‼　がっはっはっはっは[image: !!!]」

「あの……ひょっとして…俺の分も食べちゃいました…？」

「がっはっはっはっはっはっは[image: !!!]」

　校長は大声で笑うだけで答えてくれない…。マ、マジかよ………。

　目に涙を溜めながら、ぐ～とお腹を鳴らす俺を、先生が呼んでいた。

「あい～～、何ですか先生…。」

「前原くん？　さっきはああいう場だったので満点ということにしましたが……、わかっていますね？」

「へ？　わかってって……何がっすか。」

　……せ、先生の瞳の色が変だ。……なんていうのか…カレー色だ。煮込んだカレー鍋のように、瞳がぐるぐると渦うずを巻いている…！　ぞくりと悪寒。

　先生がガシッと俺の両肩を摑み、鼻がくっつくほどの間近に引き寄せた。

「カレーはこの世で一番尊とうとくて神しん聖せいな素す晴ばらしい料理です。それとおにぎりを同一扱いするなんて断だん固こ許せません。いいですか？　カレーは四大河川文明に匹敵する第五の文明として古代インドに生まれ、アショカ王の時代にカピラ城でシャカの生誕に万ばん国こく食文化博はく覧らん会が絶賛してミシュランぐるぐるエッフェル塔とうすらもカレー漬けをぐつぐつ煮込んでターメリックが寝ても覚めてもカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーカレーうふふうふふふふふふっふふふふふふふ‼」

　…俺の意識は、そこで途切れる。




「…ちょっと圭一さん！　何をふらふらしてますのー‼　後片付けもお料理の一部ですのよー‼」

「はぅ？　圭一くん、目がカレーだよ？　どうしたのかな？　かな？」

「カ～レ～、カ～レ～、たーっぷりー、カーレェ～♪」

「あちゃー…やられたか。大丈夫、一晩で元に戻るよ。多分。」

　先生のカレー洗脳も、さすがに空腹にはかなわなかったらしい。小一時間もしない内に、俺はひもじさのあまり正気に戻るのだった…。

　育ち盛りの俺に、……昼飯抜きは……こたえるぜ…………。





再会






　結局、おにぎりは全部、校長に食べられてしまったので、俺は昼抜きとなったのだ。

　昼を抜くと……ここまで午後は辛く長いものなのか…。眠気とは異なる感じで意識が遠のきかける…。

　決して短くない下校の道のりが、今日は倍にも感じられた。

「だ、大丈夫かな圭一くん。…だからレナのカレー食べなよって言ったのにー。」

「あんな塩まみれの高こう血けつ圧あつカレーなんか食えるかー！　……と、言ったあの時の俺を問い詰めたい。小一時間問い詰めたい…。ううぅぅ、何でもいいから食わしてくれぇえぇ…。」

「まぁまぁ！　よくしのいだよ。あの絶対的な状況下から！　つくづく圭ちゃんは追い詰められてからが強いねぇ！」

「…今はどんな褒め言葉もいらん。…同情するならメシをくれ…。」

「家に帰れば何かあるんでしょ？」

「……うちってお菓子とかの買い置きはないんだよ。カップめんも今は底をついてるし…。」

「あはははは！　我慢して待ってれば今日のお夕食はきっとおいしいよ。」

　レナと魅音は楽しそうに笑うが、とてもつられて笑う気にはなれない…。

「じゃあ私はこの辺で。また今日もバイトでね。…は～、慣れない職しょく種しゅはしんどいよ。」

　あぁ、例のエンジェルモートってファミレスのバイトか。……あの制服（？）が何だか刺激的な…☆　はぅ～。思い出すだけで前屈みになっちゃいそうだぜ…。

「…ふむ。やっぱウェイトレスさんってハードワークなんだな。」

「え？　魅ぃちゃんってウェイトレスさんやってるの？　本当に本当に⁉　どこのお店かな⁉　はぅ～～‼」

　魅音がウェイトレスをしているなんて初耳だと、レナが瞳を輝かせ始める。やばい、失しつ言げんだったか。

「ち、ちが…、わ、私は…そう、先日のおもちゃ屋さんの店番なの‼　ウェイトレスは詩音で……、」

　あ、いけね。…そういうことになっていたのをすっかり忘れてた…。

「ご、ごめんごめん。あまりにもよく似てるから間違えた。」

「圭一くん。……詩音って誰かな？」

　レナが当然の疑問を口にする。

「あ、えっと……、魅音の双子の妹なんだよ。性格は違うけど外見は瓜うり二つなんだ。」

「そそ、そうそう！　外見は似てるけど中身は大違いなんだよ！　私はやさしくて思し慮りょ深いけど、詩音は冷めてておっかない性格なんだよねー…！」

「……多分、生まれた時に魅音の女の子らしい部分は全部詩音に行っちゃったんだと思う。…魅音と違って実にはにかんだ笑顔の似合う可愛い女の子なんだ。」

「けけ、圭ちゃぁあぁあぁあん…[image: !!!]」

　人がせっかく助け舟を出してやってるのに、魅音が真っ赤になりながら追い掛け回してくる。そんなやりとりをレナは目をぱちくりさせながら聞き入っていた。

「…ふーん…。そうなの？　レナ会ったことないなぁ…。魅ぃちゃん、妹がいるなんて話してくれたこと、あったっけ？」

　詩音という存在のバケの皮が早くも剝はげそうになっている。…お、俺にはフォロー不能だ…。ここは魅音に乗り切ってもらうしかない。

「あー…うん。レナには紹介したことなかったかな。あはは、私の双子の妹で詩音って言うんだよ。圭ちゃんの言った通り！　あははは…。」

「知らないよ。聞いてないよ。魅ぃちゃん家に行っても会ったことないよ？」

「えっと…そのその！　ほら知ってるでしょ、婆ばっちゃと住んでるのは私だけだから。詩音は興宮の実家に住んでるの。あ、あんまり仲がよくないから……うん、こっちには来ないんだけどねぇ～！」

「ふーん…。」

　納得したようなしないような顔をするレナ。…一見ぽーっとしてそうで、こういう時、勘が鋭いタイプなんだよな…。

「えっと…まぁ、…ウソじゃないんだ。信じてやってくれ。」

　ダメ押しでレナの肩をぽんと叩くと、レナはあっさりと、うん、信じるよと答えてくれた。すると今度は急ににへら～と笑顔になる。

「レナもいつか会ってみたいな～！　今度レナもお顔を見にいってみるね！　どこのお店で働いてるのかな⁉　かな⁉」

「え、……っとぉ……その………。」

　…あぁどんどん泥どろ沼ぬまに。魅音がどんどん焦っていくのがわかる。…何とかフォローしてやりたいのだが、家族ネタばかりは部外者にはどうしようも……。

「あ、あ！　ごめん‼　バイトもう急がないと‼　じゃあね！　レナに圭ちゃん！　また明日～‼」

　一方的に話を打ち切ると、逃げ出すように駆け出していった。

　誰が見ても逃げたようにしか見えないな…。緊急避難として承認しよう…。

「魅ぃちゃんなんだか可愛かった。何でかな何でかな。くすくす…！」

　レナは面白そうにくすくすと笑っていた。




　……なぁんて、楽しそうにみんなと別れて帰宅したが。…楽しそうな雰囲気だけで胃袋が満たされるわけもない。

　じゃあなレナ～と陽気に別れた途端に、空っぽの胃袋は昼飯抜きへの猛もう抗こう議ぎを開始するのだった…。

　帰宅し、玄関に入った時点でもう意識は朦もう朧ろう。そのまま崩れ落ちるように突っ伏した。

「圭一～～、帰ってきたのー？　お帰りなさーい！」

「たーだーいーま～……。」

　家の奥からお袋の声が聞こえるが、届くかもわからないか細い声で応えるのが精一杯だ。

　あぁ、夕食は何時だろう…。このまま横になっているのが一番カロリーの消費が少ないだろうか……。

「ぅううぅぅ…、…レナごめん。お前の塩カレーが愛いとおしいよぅ…。はーらー減ったぁあぁぁ……。きゅう…。」

　薄れる意識に身を任せようと思った時、チャイムが鳴った。何だ何だ、誰だよ一体…。

「はいどーぞー。開いてますよー……。」

　生気のない声で扉の向こうにそう告げる。

「…ど、どうもこんにちはー…って⁉　圭ちゃん、何やってんですかー⁉」

　来客は魅音…じゃなくて、なんと詩音だった。玄関に突っ伏している俺を見て、何事かと驚いている。そりゃ驚くだろうなぁ、家人が玄関に倒れてたら。…返事がなかったら警察に通報しててもおかしくないぞ。

「し、詩音じゃねえか…⁉　一体、何の用だよ…。」

　髪が、先日のバイト中に出会った時と同じで下ろされていた。それにその姿は、俺がよく知る魅音の格好とも異なるものだった。魅音はカジュアルなジーンズ姿で非常に活発な印象を与えるが、この詩音の格好はスカートが似合い、ちょっと大人びて感じられる女性らしいもの。

　髪型と服装で、魅音と詩音を使い分けている、ということなのだろうか。

　……詩音という存在は、魅音のあの場限りの幻まぼろしだと思っていた。だから、そんな詩音がこうして積極的に現れるなんて思いもしなかった。

「お姉に聞きましたよ。今日のお昼、部活で大変なことがあって、ご飯、食べられなかったんですよね？」

「……あぁ大変だったぞ。沙都子に鍋をひっくり返され、ご飯はお前に盗まれて…。」

「だ、だから私……詩音……、」

　赤くなってふさぎ込む。…そっか、今は双子の妹ってことだもんな。というか、レスポンスが早過ぎてさらにバレバレだ。

「すまんすまん。…それでなんだよ。空腹の俺の為に差し入れでも持ってきてくれたのか？」

「ありゃ…、……図星を突かれちゃって何だかがっかりですけど、これ。」

　詩音は残念そうに笑いながら、後ろに隠していた小さな弁当箱を差し出した。半なかば冗じょう談だんで言ったつもりだったので、本当に図星で自分が一番驚く。

「え⁉　ほ、本当に差し入れなのかよ⁉　サ、サンキュー…！」

「お姉が学校に持っていったハンバーグの残りがあったんで、ちょっと持ってきました。お夕飯前だとは思いますけど…いかがかなって思いまして。迷惑でしたか？」

「め、迷惑なんてめっそうもない…！　すげぇ嬉しいよ‼　本当に食っていいのか⁉」

　弁当箱を開けて覗いてみると…、残り物をちょっと詰めてきたというには凝りすぎな、とても綺麗なおかずが詰められていた。

「ほ、本当にいいのか⁉　これ、タバスコとかがいっぱい入ってるとかそういう冗談じゃないのかよ⁉」

「もー。お姉じゃないんですから、私、そんなことしませんよ。…別に嫌なら無理しなくても……。帰って自分で食べちゃいますから…。」

　そう言って可愛らしくむくれながら弁当箱をひったくろうとする。……たまに本当に魅音と同一人物なのか疑わしい時があるが、まさに今がそれだった。

「ぜ、全然嫌じゃないです。感謝の心を忘れずに嚙み締めたいと思います…！」

「そ、そんな…涙零こぼしながら感謝されるほどのことじゃ……。」

　詩音は、俺が弁当を受け取らないかもしれないと思っていたのか、とても恥ずかしそうに俯うつむいていた。

「な、何にもないけどあがってくか…？　お茶くらいなら出せるかも…、」

「…うーん……ごめんなさい、またの機会にします。私、バイトに行く途中ですから。」

　あ、そうか。そう言ってたな…。魅音の時にだけど。

「お弁当箱は適当に水洗いして、明日、お姉にでも返しといて下さいね。」

「と、当然だぜ！　こんなうまそうなのを食わせてもらったら、それぐらい礼儀だろ！」

「じゃあ私はこれで。…………………あ、……あと最後に…、」

　詩音がまた赤くなりながら俯いた。

「……お姉がカレーの時、黙って圭ちゃんのご飯、取っちゃいましたよね？　…悪ふざけが過ぎるとお姉、ついやり過ぎちゃうんです。決して悪気があったわけじゃ…、」

「おいおい。別に俺はあんなの何とも思っちゃいないぜ。部活の上でのことは恨みっこなしだからな！　毎回スリリングに楽しませてもらってるのをこっちが感謝したいぐらいだぜ！　………そう魅音に伝えてくれるか？」

「……はい。…それ、……お姉きっと喜ぶと思います。ではこの辺で…！」

　詩音は、ぱーっと明るく笑った。…部活の席では無ぶ礼れい講こうというのは魅音自身が作ったルールだろうに。それでも少しは気にしていたということなのだろうか。相手の気持ちなどお構いなしだろうと思っていたので、謝られたのはちょっと意外だった。

　詩音は最後に深々とお辞儀をすると、時計を見ながら駆け出して行った。

　訪れてから、弁当箱を渡して帰っていくまであっという間のことだった。

「…うれしいけど…コレ、本当に大丈夫なんだろうなぁ？」

　後に残された弁当箱。ほんのりとした温かさが手のひらに伝わってくる。

　魅音なら…タバスコやマスタード、下手すりゃ裁さい縫ほう針ばりくらいは入れる気がする。…さすがに裁縫針はやらないだろうけど…。

　もう一度弁当箱を開け、恐る恐る、おかずをひとつ口にする。……もぐもぐ。もうひとつ食べる。もぐもぐもぐ。…何も仕掛けはない。何の危なげもなく、普通においしい。

　そう。あれは魅音じゃなくて詩音だから、そんな心配なんか不要のはずだったのだ。

　部屋に駆け戻り、感謝しながら頰張る。……空腹の胃袋には沁しみるほどうまく、涙が出るほど感動した。

「……詩音、……いや…魅音、俺が空腹で死にそうって言ってたの聞いて、大急ぎで持って来てくれたのか。」

　そういうことになる。昼抜きになって、ずっと空腹で辛い辛いとぼやいていた俺を見かねて、バイトに急がなくちゃならないのに時間を割いて、しかもこのお弁当を届けてくれたのだ。………味だけの問題じゃなく、本当に嬉しかった。

　そして食べ終わる。最後までおいしかった。

　…中から妙なものが出てくることはついになかった。それを警戒した自分がちょっぴり恥ずかしかった…。






ごちそうさま







「おい、魅音。これ。」

「わ、な、何よ圭ちゃん…！」

　魅音の鼻先に、昨日、差し入れてもらった弁当箱を突き出す。

「昨日、差し入れてもらった弁当箱だよ。ごちそうさま。うまかったぜ。」

「…ふぇ、…………あ、……、」

　魅音の顔がぱーーっと薄く赤くなっていく。……おいおい、弁当を持ってきてくれたのはお前じゃなくて詩音ってことになってるんだろ…。魅音状態の魅音が赤くなってどうすんだよ…。

　このままじゃ、勝手に墓ぼ穴けつを掘って自爆しかねないので、一応フォローしてやることにする。

「あのな。俺、昨日、腹を空かせてたらさ。詩音がわざわざ家まで来て弁当を差し入れてくれたんだよ。で、これはその弁当箱。ちゃんと洗ってあるからな！」

「あ、……あはは、そ、そうなんだ！　詩音は気が利くね～！」

　白しら々じらしい仕草だなぁ。…魅音ってこんなにも噓の下手くそなヤツだったっけ。…だがそんないつもとは違う表情がなんだか、…不思議とかわいらしく見えた。

「で、ど、どうだった？」

「…魅音に瓜二つなヤツだと思うぞ。だって双子なんだろ？　似てて当然だよ。」

「えっと、……じゃ……じゃなくて…えぇと……。」

　魅音がなんだかぽー…っとした表情で、何かの答えを待っている。

　…どうだった？　って聞いたのは、詩音の容よう姿しじゃなくて、弁当の出来についてかな……？

「あぁ、もちろん！　うまかったぜ。」

「…え、……あ、…本当に？」

「俺は食い物の感想には噓はつかないぞ。俺がうまかったって言ったら、誰が食ったってうまい！　万人にお薦すすめできる評価だと思っていいぞ。詩音に実に美味しかったって伝えておいてくれ。」

「あ、……う、うん！　詩音にね！　伝えておくよ！　きっと喜ぶと思うよ…！　あはははははは…！」

　詩音に伝えると言いながら、魅音は自分のことのように喜ぶ。本当に…心の底から気持ち良さそうに笑った。

　…そういえばこいつも、こんな見てるだけでこっちも気持ちよくなれるような笑い方ができるんだったな。そんな嫌みが口をついたが、そのまま飲み込むことにする。

　魅音が弁当箱をカバンに入れようとして、カラカラと音がするのに気付いた。

「……圭ちゃん、何か入ってるよ？　あれ？　……………………わぁ……。」

　げ、…こいつ、この場で開けやがった…！

　その中身はちょっと恥ずかしいので、ここでは開けてほしくなかった。慌ててそれを隠すように手で覆う。

「えーと…えーとな！　これはだな、うちのお袋がお礼に入れとけって言ったんだ！　別に俺のセンスじゃないんだからな！　誤解すんなよ‼」

「……きれい…。飴あめだ…。」

　ピカピカの弁当箱の中にはきれいな包み紙で包まれた飴が一ひと握にぎり入れられている。

　…昨日、流しでこっそり弁当箱を洗っていたら、お袋に「詰きつ問もん」され、誰の差し入れかを白はく状じょうさせられたわけだ。そしたらお袋が、こういうのはお礼を入れて返すもんなんだって言い出して。…俺は恥ずかしいのは嫌だし、こんなのは男のセンスじゃないしって抵抗したんだが…、その、無理やり突っ込まれてしまったわけで…。

「……と、…いうわけなんだ。…まぁその、…ぅぅ……。」

　顔から火が出るほど恥ずかしい。…いっそ、いつもの魅音に笑い飛ばされた方がマシなのだが、…なぜか魅音はぽーっとした表情で弁当箱の中の飴玉に見入っていた。

「……あ、…ありがとう。」

「お、俺に言うな。入れたお袋に言ってくれ！　そそ、それに魅音がお礼を言う必要なんかないんだぞ⁉　それは詩音にあげるものなんだからな⁉」

「…………あ、…ぅん。そうだよね…。…うん。詩音に伝えておくね！　きっと詩音もうれしがると思うよ。」

　魅音がちょっぴり残念そうな顔をしながら弁当箱のふたを閉じる。…結果的に、少し意い地じ悪わるなことを言ってしまったようだった。




　魅音は放課後になるまでずーっとぽややんとしていた。それを見て、何かあったのかなと仲間たちが囁ささやき合っている。

「今日は何だか魅ぃちゃん、ほんわかな感じだね。いい事でもあったのかな。かな！」

「…風か邪ぜでも引いたんではありませんの？　お顔が赤いのはきっと微び熱ねつのせいでしてよ。………って、梨花。なんで私の頭をなでますの。」

「……沙都子もきっとその内、お風邪を引けるようになりますですよ。」

「な、何だかよくわかりませんけど、梨花が私を馬鹿にしてるのだけはわかりましてよ…。」

「なでなで、にぱ～☆」
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　以前にも説明したことがあったろうか。うちの学校の体育の時間は本当にちゃらんぽらんなのだ。

　適当に準備運動をしたら後は勝手。暴れようが寝転がろうが自由なのだ。

「……よくは知らないけど、教育委員会とかに教育指導要よう綱こうとかあるだろ？　何歳ならこれくらいの運動能力はなければいけない、みたいなさー。」

「圭一さんが何を言ってるのか、難しくてさっぱりですわよ。」

「えーっとね。先生の授業の進め方のルールみたいなものなの。」

「あっはっはっは！　都会の軟弱な連中にはそういうのは必要だろうけどさ。田舎いなか育ちのうちらが身体能力で劣ると思うー？」

「……ボクたちは圭一が思ってるよりも運動神経はいいのです。」

「言われて見れば…そうかもしれないなぁ。全員でよーいドン！　なんてやったら、下へ手たすりゃビリは俺かもしれないぜ。」

　体育の授業ってのは、成長期真まっ只ただ中なかの俺たちが運動不足にならないよう指導するもんだ。

　魅音の言う通り、引き籠こもって漫画やテレビやゲームやらの都会っ子には必要だろうが、日々をはしゃぎまわっている雛見沢っ子には特別必要なものではないかもしれない。

　多分、部活メンバーの中では、俺の身体能力は底辺争いになるに違いない。…熾し烈れつな罰ゲームのかかった部活が、百メートル走とかにならないことを祈ろう…。

「ではそういうことで…、俺はテレビの見過ぎで実に素敵に眠い。何をやっても自由ってんなら、睡眠時間の補ほ給きゅうをさせてもらうぜ。空腹絶頂の四時限目。カロリーの消費を最低限に抑えつつ、睡眠時間を効率的に補給する。…うんうん、理にかなってるよな…。」

　土ど管かんの上にごろんと横になろうとすると、魅音が襟えり首くびを引っ張った。

「ちっちっち。まさか大人おとなしく眠らせてもらえると思ってる～？」

「……その顔で言われたら、大人しく寝る方が勇気が要いりそうだ。」

　やれやれ…。ってことは…また始まるな…⁉　悪名高き我が部の活動が！

「さぁみんな‼　このまま井い戸ど端ばた会議でチャイムを待つなんて、熱き血ち潮しおのたぎった私たちには無理だよね！　部活タイム、行ってみよっかー[image: !!!]」

「ちぇ、案の定、来やがったなぁ⁉　今日のゲームは何だ‼」

　こうなっては昼寝など不可能だ。いやそれどころか…そんな半分眠ったような頭では餌え食じきにされるだけ！　脳を一気に活性化させる…‼

「レナはそれより…今日の罰ゲームは何かな？　の方が先だと思うな。」

「くっくっく…！　レナはわかってるねぇ～！　今日も飛び切りのを用意してるよ！」

　魅音が三回転半のひねりを加えながら、その過酷な罰ゲームを発表しようとする！　その矢先に、

「……ごめんなさいです。ボクはちょっとやりたいことがありますです。」

　なんと梨花ちゃんが不参加を表明した。珍しいこともある。

　…決め所を失い、魅音はコマのようにぐるぐると回りながら倒れこむ。

「あれれれれれれ…れ…れ。…何、どうしたの。今日は調子悪いのー？」

「あ、そうか。魅ぃちゃん魅ぃちゃん、梨花ちゃんは綿わた流ながしの練習だよ。」

「そうですわよ。今度の日曜日ですもの。あと何日もない梨花は猛特訓中なのですわよ‼」

「……最近はがんばり過ぎてお腕うでが痛いのです。」

「そっか。じゃあ仕方ないね。全員揃わないなら仕方ない。…今日は各人、のんびりしようかね！」

「……ごめんなさいなのです。でもがんばりますですよ。」

「うん！　がんばってね！　レナたちも応援してるからね～！」

　魅音が部活の中止を宣言すると、梨花ちゃんと沙都子は一緒に校舎裏に駆けて行った。

　俺だけがすっかり取り残されてしまって話が見えない。

「…一体何なんだ？　梨花ちゃんは何か大会前とかで特訓をしてるのか⁇」

「梨花ちゃんは綿流しの巫女さんだから、奉ほう納のうの演えん舞ぶをすることになっててね。その練習なの。」

「…待て待てレナ。順を追って説明してくれ。まず綿流しって何だ。次に巫女さんって何だ。最後に奉納演舞って何だ。」

「あれ？　圭ちゃん家には回かい覧らん板ばんとか行ってない？　書いてなかった？　今度の日曜に綿流しのお祭りがあるって。」

「…あれ？　そう言えば…お袋が夕飯の時、そんな話をしていたような気がする。今度の日曜にお祭りがあるとかないとか…。」

「綿流しはね、毎年六月の日曜日に神社でやるお祭りなの。とってもにぎわうんだよ！」

「なるほどな。しかし綿流しってのは変わった名称だな。…あれか？　灯とう籠ろう流しみたいに、何かを供く養ようして川に流すのか？」

「お、さすがは圭ちゃん、察しがいいねぇ！　綿流しはね、名前の通り、綿を流すんだよ。」

「綿ってのはね、お布ふ団とんや半はん纏てんなんかの綿のことなの。だから、お布団の供養になるのかな？　…祭さい壇だんにもお布団を積み上げているし。」

「ご先せん祖ぞ様とか戦せん没ぼつ者とか、針とか包丁とかの供養ってのは聞いたことあるけど。布団の供養ってのは初耳だな。どんな謂いわれがあるんだ？」

　魅音がうーんと小首をひねりだす。

「…謂れなんてほど難しいのはないと思うなぁ。この辺って冬の寒さはかなり厳しいからね、布団とか半纏とかの防ぼう寒かん具ぐを特に大切にしたからじゃないかな。」

「あー…なるほどなぁ。つまり、冬の間お世話になった布団に感謝しようってわけだ。確かに、寒い時期の布団は第二の家だよな。朝、抜け出すのが辛くてかなわん。で、巫女さんが供養をして最後に川に流すわけか。それが綿流しってわけだろ？」

　魅音とレナがパチパチと手を叩いて正解だと告げる。

「でね、でね。その供養をする巫女さんの役が……梨花ちゃんなの！」

「へー…。梨花ちゃんが巫女なんだ。………言われてみれば梨花ちゃんって、どことなく神しん秘ぴ的な雰囲気あるよなぁ。」

「だよね！　だよね！　梨花ちゃんの巫女さん姿ってね…はぅ～！　かぁいいんだよ～ぅ！」

　…確かに似合いそうだな。うん、かぁいいかもしれない。

「ようやく話が見えてきたぞ。梨花ちゃんの言う特訓ってのは、この巫女さん役の練習なわけだな。」

「そういうこと。巫女さんが布団をお祓はらいする一連のセレモニーを奉納演舞って呼ぶんだけどね。それの練習なんだよ。……結構、大変なんだなこれが。」

「巫女さんはね、祭さい事じ用の大きな鍬くわを持って演舞をするんだけど…それがね、梨花ちゃんにはすっごく重いらしいの。」

「梨花ちゃんって小っちゃいもんなぁ。…その重い鍬ってどのくらい重いんだ？」

「かなり重いらしいよ。…梨花ちゃんは餅つき用の杵きねで練習してるくらいだから。」

「ちょっと待て。それは重過ぎだぞ…‼　梨花ちゃんどころか俺だって辛い！」

「もちろん、子供用の杵ではあるけどね。でも、祭事用の神聖な鍬だからね…。間違って落としちゃったら大変らしいしさ…。」

「…年に一度の御お勤つとめだからね。私たちは陰ながら応援するしかない。…大丈夫！　去年もちゃんとやり遂とげたんだから！」

「そっか。となりゃ、みんなで応援してやらないとな！　側そばで応援があれば梨花ちゃんのやる気も二十パーセント増しくらいにはなるんじゃねぇのか？」

　どんな風に練習しているんだろうという好奇心も多少はあった。だが魅音は笑いながら首を横に振る。

「気持ちはうれしいだろうけど、放っといてあげなよ。圭ちゃんが来たら梨花ちゃんは、可愛くなっちゃうから特訓ができなくなるよ。」

　？　魅音の言う意味がよくわからなかった。

「梨花ちゃんはね、努力とかそういうのを人に見せるのが好きじゃないの。ね？　そっとしておいてあげて。」

　…いつも涼しそうに飄ひょう々ひょうとしている梨花ちゃんも、やはり汗水をたらしてがんばっている時があるのだ。いつもスマートを装っているからこそ、無様な姿を見せたくない…という気持ちは決してわからなくはない。

　真剣に練習しているのだから、そっとしておいて欲しいということなのだろう。

「俺にできるのは、ここから成功を祈ることだけってことか。………がんばれー‼　古手梨花～‼　応援してるから～～[image: !!!]」

　さて。俺は土管の上によじ登り、ごろんと横になる。

「フレーフレー梨ぃ花ぁちゃーん。…さらに応援の念波を高めるため、これより瞑めい想そう状態に入る。…ぐー。」

「結局寝るんかーー！」

　魅音に激しく突っ込まれる。…こうなってしまったらあとはドタバタ。梨花ちゃんたちがいなくても、結局、俺たちは大騒ぎになってしまうのだった。

　梨花ちゃんが大役を務めるお祭りか。次の日曜日が楽しみだった。





魅ぃちゃん






　のんびりとした昼を終え、午後の気けだるい授業時間になった。

　昨日のひもじさの反動か、今日の昼はいつになく食い過ぎたため今のコンディションは最悪だ…。

「う～…、さ、さすがに食い過ぎた～…。午後の授業は…こたえる…。」

「あはははは。圭一くん、今日は何だかすごい食欲だったもんね！　やっぱり昨日のリバウンドなのかな、かな。」

「下手なダイエットで絶ぜっ食しょくした後には、必ずそれ以上に食っちまってダイエットに失敗するって話は聞いたことがあったけど、身をもって実感しちまったぜ…。」

「あははははは。しかし、圭ちゃんってさ、いつもお弁当、きれいに食べるよね。ご飯一ひと粒つぶも残さないっていうか。」

「食べ物ってのは作ってくれた人に感謝して食べるもんだぜ？　残したら、苦労して作ってくれた人に失礼だろ。」

　それを聞いて、魅音はちょっと目を丸くした後、涼しそうに笑う。

「圭ちゃんってさ。ぱっと見、ワイルドでいい加減そうなんだけど、…結構、律りち儀ぎだよね。しつけがいいというか。」

「あ、うん。それはレナも思うかな、かな！　圭一くんって、見かけよりずっとやさしい人だよ…！」

「…二人は褒めてるつもりなんだろうが、微妙に褒められていない気がするぞ。」

「そんなことないって！　見かけと中身は大違いって、そう言いたいんだよ。」

「それが褒めてねーって言ってんだよー！」

「こらッ！　園崎さん、前原くん、授業中ですよ…‼　園崎さんはどこまで進みましたか？　ノートを持ってきてください。」

　魅音がギクリと、誰にでもわかるような擬ぎ音おんを口にする。こいつ、おしゃべりに夢中で、さっきから全然手を動かしてなかったからな。

「えー、まー……。ソコソコに…☆」

「さっきから全然進んでいないじゃないですか…‼　最上級生なんだからもっとしっかりしないといけませんよ‼」

　魅音め、何だかお説せっ教きょうされてるぞ。その様子を見て、クラス中がくすくす笑う。




「人は見かけによらない、っていうことだね。…むしろ、見かけとは逆が真しんかもしれないよ。」

「……ふーん？　何だよ突然。面白いこと言うじゃねーか。」

　レナが含がん蓄ちくのありそうな言い方をするので、向こうで梨花ちゃんと仲良く自習する沙都子に眼を向けてみた。

「あの生意気盛りの沙都子も、実は見かけとは逆にすげーしおらしいってのかよ。」

　レナの説の通りならそういうことになるよな。

「あの沙都子がしおらしい、童どう話わの中のような女の子とは到底思えないよな。生意気盛りで、油断も隙もないトラップ魔人じゃねぇかよ。」

「あははは。最近はあんな感じだけど、ちょっと前までは違ったんだよ。すごい甘えんぼでいっつも……………………うん。えへへへ…沙都子ちゃんには内緒ね☆」

「あの沙都子が甘えんぼー⁉　沙都子が甘えるとしたら、それはそれで何か計算があってのことだと思うぞ。誰かの背中に避ひ難なんすることはあっても、決して懐なつくようなヤツじゃないと思うがなぁ。」

　…でもせっかくなので、しおらしくて甘えんぼの沙都子を想像してみることにする。

「おい、沙都子。」

「何ですの？　お兄さまぁ☆」

　沙都子が愛くるしく笑い、俺の方へ駆けて来る…。

　ところが…沙都子が三歩進むと、なぜか俺は三歩逃げてしまう。

「⁇　お兄さまなんで逃げますの…？」

「すまん沙都子。…お前が愛あい想そ笑いして近付いてくると、何かのトラップのような気がするんだよ。」

「ひ、ひどいですわ～‼　お兄さまの意地悪～！　あぁあん～～！！！！」

「あ、あ…ごご、ごめん‼　別に悪気があったわけじゃないんだ！」

　泣く沙都子に駆け寄る俺…。……俺って涙に弱いんだなぁ…。

　ズボ。ガチャン。

　へ⁉　トラバサミ⁉⁉　俺の足に、鉄のギザギザの歯が嚙み付いてる！

「をっほっほっほー‼　かかりましたわねぇ‼　続けて行きますわよ‼」

　沙都子が勝ち誇ったように、右腕をかざすと…次々にトラップが連鎖発動する‼

　突然、壁が突き出し、俺を三ブロック吹き飛ばす！　そこへ目がけて……トゲだらけの巨大鉄球が転がってくるッ！！！！　しかも鉄球が俺を弾はじくであろうその方向には……巨大なギロチン台がぁああぁあ！！！！

「よくわかんないけど…圭一くん、今すっごく突拍子もない想像してなかった？」

「いや別に。全然してないぞ…。」

「ウソだぁ。トゲ付き鉄球に潰される～ってカオしてたよ。」

　……俺の表情って、どうしてこう具体的に胸の内を語っちまうんだろうなぁ。

「すまん。…しおらしい沙都子を想像ってのはかなり無理がある。…今度体調がいい時に再トライしてみるよ…。」

　次に、沙都子の隣で漢字ドリルを頑張っている梨花ちゃんを見る。

　沙都子とは逆に、しおらしいのが標準状態だ。

　梨花ちゃんなら…「お兄さま～☆」って駆けて来たら……抱くよな！　がっちりと‼　こっちは…萌えるッ‼

「圭一くん、よだれ～。」

「あ、ごめんごめん。…じゃあ梨花ちゃんはどうだよ。あれも見かけによらないってのかよ？」

　と、自分で口に出して疑問を感じてしまった…。

　……梨花ちゃんって…本当に可愛らしいだけか⁇　あれはあれで…立派な狸だよな。可愛らしく…こう、上手にかわすというか。

「……確かに梨花ちゃんは……ただ可愛いだけじゃない気がするな。…確かに見かけによらないぞ。」

　うまくイメージを口に出来なかったが、レナには俺の言いたいことがよく伝わったようだった。

　あー、そんなこと言っちゃいけないんだ～っと悪いた戯ずらっぽい眼差しを向ける。

「梨花ちゃんはきっと大きくなったらね、すっごい美人になって、男の人を振り回す、小こ悪あく魔まのような女性になるんじゃないかなって思うの。そういうの、カッコよくない？」

　レナはとても楽しそうに言うが…男の俺としては何だか笑えない話だぞ。それに、本当にそうなりそうなところが恐ろしい…。

　そんな俺の視線に気付いたのか、梨花ちゃんはこっちを見ると、天使のような微笑でにっこりと笑ってみせた。

　俺もレナも、それぞれ自分に向けられたものと思い、ドキッとする。

「はぅ～～……かか、かぁいいねぇ。かぁいいねぇ☆」

「レナ、鼻血鼻血。」

　……人は見かけによらない、か。…じゃあ、我らがリーダー、魅音はどうだ？

　向こうで先生のお小こ言ごとをのらりくらりとかわす魅音をじっと見てみる。

　レナの説によるならば、あの、ガサツそうで、それでいて計算高くてずる賢い魅音にも見かけによらない一面があるってことになる。……ふーむ………………。

「じゃあ何だよ。あの魅音も見かけによらず、実はいいヤツだって言いたいのかよ。」

「魅ぃちゃんはいい人だよ？」

「あ、まー、そりゃそうだけどさ！　そういう意味じゃなくてその…。」

「圭一くんの言いたい意味、うんうん。わかるよ～。」

　俺が自分の言いたいことを上手に表現できずに言葉を詰まらせると、レナはそれを察したのか、一層明るく笑った。

「わかるって、何がだよ。」

「魅ぃちゃんって不思議でしょ。女の子なんだけど、男の子みたいっていうか。」

　そうだな。…魅音が女であることは充分承知しているが、確かにレナの言うとおりだ。

　魅音と盛り上がっている時は、男女として盛り上がっているというよりは、同性の気心の知れた友人と盛り上がっている感覚だ。

「あいつが男だったら…、きっと意気投合するだろうなー。ってそりゃ今と同じか。あははは！」

「でもね。そんな魅ぃちゃんも、…本当はすっごく女の子らしいんだよ。」

「……レナ。お前、魅音にいくらもらったんだよ。」

「ちーがーうーの～！　もー、ちゃんとした話をしてるんだよ。だよ？」

　茶ちゃ化かすタイミングではなかったらしいな。レナが口を尖とがらせる。

「魅ぃちゃんは部活の部長さんだから、みんなのリーダーとしてがんばってるけど。…本当はとっても可愛い女の子なんだよ。それ、特に圭一くんには忘れてほしくないなぁ…。」

　……レナの目は少し遠くて、魅音のさらに向こうを見るような、そんな感じだった。

　俺がエンジェルモートというファミレスで出会った魅音は、およそ普段の魅音からは想像もつかない雰囲気だった。

　慣れない仕事におたおたとして戸と惑まどって。いつも自信満々で不得手はないと豪語する魅音のそれとは遠くかけ離れていた。

　俺が空腹で死にそうだと嘆なげいていたら、バイトに急いで行かなきゃならないのに、わざわざ俺のために弁当を作ってくれた。…そして魅音として届けに来ないで、詩音として届けに来た。

　詩音って魅音の何なんだろう…。

　…魅音ってのは一体、どういうヤツなんだろう…。

「多分、圭一くんには想像つかないと思うな。思うな！　…くすくす！」

　内緒だよ、と言って指を唇くちびるに当てレナはくすくすと笑う。

　魅音はようやく先生のお説教から解放されたらしく、照れ隠しに頭をかきながら席に戻ってきた。

「ちぇー！　おじさんはね、人生に必要な勉強は小学校までで充分だと思ってんだよ。」

　そう言って、乱暴に腰を下ろす。その仕草は不ふ貞て腐くされた同世代の男子そのものだ。

　そんな魅ぃちゃんも、本当はすっごく女の子らしいんだよ、か。

　詩音にもう一度会えないかな。…もうちょっと話をしてみたい、そう思った。




　やがて、校長先生が振るチャイム代わりの振しん鈴れいが聞こえてくる。

　先生が慌てて黒板前に戻ると、各人の宿題について書き始めた。

「わー。今日は宿題が結構出そうだね。がんばらないと！」

「じゃあさ。……レナも、ってことか？」

「え？　何がかな？」

「人は見かけによらないって話。レナも、ってことになるのか？」

「え？　あははははは……。圭一くんには…レナのこと…どう見える、かな？　かな？」

　俺の知っている竜宮レナという少女は…ときどき悪ふざけが過ぎるけど、基本的におしとやかで親切でやさしい…理想的な女の子だ。

「ホントに？　ホントに…？　だったら……うれうれ……うれしいかな…。」

　それが見かけで、本当は逆なのだとしたら…？

「……逆なのだとしたら…？」

「…………………………。」

　試しに言ってみてよ、怒らないから。……そう言われたように感じた。

「………………レナは……、」

「うん。レナは…？」

　校内に迷い込んだらしいセミが一匹、ジィと短く甲高く鳴いた。

「…ぎゃ、……逆になっても、レナだよ。……だろ？」

　こんなにも緊張して応えるような問いかけではなかったはずなのに。…それとも、当の本人に、じーっと瞳を覗き込まれているからなのか。

　たったそれだけを口に出すのに、妙な苦労があった。

「ず、…ずるいなぁ、圭一くん。そんな言い方されちゃったら…気になっちゃうよ～…はぅ‼」

　レナは俺の無言に耐えられなかったのか、勝手に顔から火を噴いている。

「レナぁ～！　圭ちゃ～ん‼　帰ろ帰ろ‼」

　魅音が帰り支じ度たくをしてやって来た。学校が終わるとこいつ、一際元気になるよな。

　今日の部活はなしらしい。何でも、興宮のどこかのスーパーで特売があるらしく、沙都子と梨花ちゃんはそれに行ってくるというのだ。

「へー…！　幼そうに見えて経済観かん念ねんがしっかりしてるなぁ。」

「沙都子ちゃんってね、そういうのすっごく好きなの。お財さい布ふの紐ひもの堅いいいお嫁よめさんになれるね、きっと！」

「ふーん！　あの騒がしい沙都子にそんな几き帳ちょう面めんな一面があるとはなぁ。…確かにレナの言う通りだ。なるほど、人は見かけによらないぜ。」

　そんな話をしながら、三人でのんびりと下校した。




　何となく癖でポケットに手を突っ込み、その中身を弄いじくったところ、……あれあれ？　あるはずのものがないのに気付く。

「どうしたの圭ちゃん。」

「…いつも持ってるはずの家のカギがないんだよ。…まいったな、どこにやっちゃったかな…。…親がいるから今日はいいけど、…まずいよなぁ。」

「それは困るね…。忘れてきたの？　それとも落としちゃったのかな？」

「どっちだろう？　そもそも、朝から俺、カギを持ってたっけ？　……あれ？　あれ？　まずいなぁ。いつからなくしてるのかもよくわかんねぇや…。」

「圭ちゃん、そのカギの特徴は？」

「ん、キーホルダーが付いてる。昔、夏休みの宿題で作らされたヤツで、青いオットセイなんだよ。」

「あれ？　……………目をつぶった感じで、お昼寝してるみたいなヤツ？」

「お、何で知ってるんだよ！　そうそう、それだよ！」

　魅音は、あぁ…あれだきっと…、と何かを思い出すようにしながら眩つぶやく。

「えっとさ。一昨日、圭ちゃん、エンジェルモートに食事に行ったでしょ？　その晩さ、お店でカギの落とし物があったんだよ。それに青いオットセイのキーホルダーが付いてた。」

　と言ってから、突然慌てふためき、そう詩音が言ってたよと付け加えた。

「えー…⁉　じゃあ、あの時に落としちゃったのか…。」

「あははは、でも見つかってよかったね！　お店がきっと預あずかってくれてるよ。」

「そうだね。行ってみなよ。詩音の顔、私と同じだからわかるでしょ？」

　これは…意外な展開になってしまった。…再び、詩音に会いに行かなくてはならなくなるとは…。

　でも昨日の弁当のお礼もある。それに、詩音というもう一人の魅音ともう少しゆっくり話をしてみるのも面白いかな…なんて思い始めてたところだし…。

「そうだなぁ。エンジェルモート、だっけ？　詩音の店に行ってカギを返してもらって。ついでにお茶でも飲んで優雅に過ごすってのも悪くないなぁ。」

「あはははは！　何だか英国紳しん士しみたいだねぇ。圭ちゃんには似合わないかも！」

「ひょっとしてそのお店かな？　魅ぃちゃんの妹の働いてるお店は。」

「あぁ。何ならレナも一緒に行くか？」

「ちょっと残念だけど…、今日はお父さんと約束があるから。またの機会にするね。」

　レナはせっかくの機会なのになぁ…と残念そうだった。

　あれ？　沙都子と梨花ちゃんが今日は用事があると言い出すまでは、部活部活～とはしゃいでいたような気がするのだが。……？　まぁいいや、どうでもいい話だ。

「双子だそうだけど、そんなにそっくりなのかな？　間違えるくらい？」

「あぁそっくりだ。外見だけはそっくりだ。…中身は魅音と違ってお淑やかで実に可愛らしいのになー。」

　そう茶化すと魅音は口を膨らませて反論した。…魅音のちょっぴりの茶番に思わず噴き出してしまう。そっくりも何も、本人なんだから。




　帰宅後、適当な服に着替えるとガレージに向かい、自転車を引っ張り出す。

　また詩音に会えるかと思うと、何だか不思議な気持ちだった。わくわく、でもないし、そわそわ、でもないし。…なんだろう。形容のしようのない本当に不思議な気持ちだった。

　詩音という名の、いつもとは違う魅音。…本人は騙せてると思っている、何だか滑こっ稽けいな不思議な存在。

　…何となく上機嫌でペダルを漕こいでいる自分に気付く。

　ひょっとして俺、詩音に会えるのを楽しみに思ってるのかな…？

　知り合ったばかりの新しい友達の家に初めて向かうような、新鮮な緊張感。

　レナの、魅ぃちゃんも本当はすっごく女の子らしいんだよ、という言葉が蘇よみがえる。

　魅音の別の一面を覗き見してるようなやましさと、そんな一面を自分だけが知っているという照れる感情が入り混じっていた。

　あれは詩音なんだ。魅音の双子の妹の。……本人が自分を魅音だと名乗るまでは、詩音でいいんだよな。魅音だって異なる自分を演じて、結構楽しんでるつもりなのかもしれない。

　急な坂を一気に越えると視界が開ける。もうそこは駅前だった。




　以前に来た時は親父と一緒だったからあまり気にならなかったが、今度は一人で行くとなると…なんだか妙な恥ずかしさがある。俺は店内に入るのに躊ちゅう躇ちょしてしまい、店の前でいつまでもうろうろしているのだった。

　詩音に会って、カギを返してもらう。それだけの事のはずなんだけどな…。

　こうしてうろうろしてる内に、バイトに出勤してきた詩音が見つけてくれないだろうか。……おいおい、何をやってるんだよ前原圭一！　俺はただカギを取りに来ただけなんだぞ？　別にラブレターを渡しに来た小学生ってわけじゃないんだぞ⁉

　あぁ…自分の頭の中の考えが、どういうわけかどんどん泥沼な方向に～…。

　……俺って浮かれてるんだなと実感した。

　だから…ちょっとだけ。ほんのちょっとだけ浮かれすぎて。…不ふ可か解かいな行動をしてしまった。

　歩道を塞ふさぐように停めてあったバイクをえい！　と蹴っ飛ばしてしまったのだ。

　確かに邪魔だったが、蹴る必要なんかまったくなかった。…本当に浮かれてたんだと思う。

　ガシャ、ドガ、ガターーーーン…‼

　三台まとめてバタンバタンと将しょう棋ぎ倒だおしになり、凄い音を立てて初めて我に返った。

「……あ、…やば……、」

「ンにすんだンの野郎ぉおおおぉおッ[image: !!!]」

　…その三台のバイクの持ち主はすぐそこにいた。

　見るからに目つきの悪い、文字通りごろつきと形容するのが相応しかった。

　目が合うや否や、恐ろしい形ぎょう相そうで目を吊つり上げ、聞いたこともないような怒ど声せいをあげる…！

　三人が踵かかとを踏み潰した浅い靴をべたべたと言わせながら迫ってくるのを、どこか遠い世界の出来事のように呆ぼう然ぜんと見てしまう自分がいた。だから気付いた時には、襟首を捻ねじり上げられ、つま先立ちにされていた。

「すっとろけてンじゃねえやぁあぁあッ‼　おぁしたるぁ⁉　おああぁああッ⁉」

　ごろつきの三人は、日本語としては文法のまったく成立しない、だけれど相手を充分に威い圧あつして震え上がらせる言葉を次々に吐き出す。…そんな風に乾いた冷静さが心の内にあるにもかかわらず…足はかくんと力が抜け、喉の奥もひりつくように渇かわいてしまっていた。

「す、すみません…、つつ、つ、つい…、」

「ついじゃねぇだろ、おあぁッ⁉　蹴ったゃねえかよボケぇえぇえッ‼」

　一方的にこっちが悪いので、何も言い返すことなどできない。…それが結果として向こうを付け上がらせているのだが…。

「ンだちくしょぉおぉおおぉッ‼　塗と装そう剝げたじゃねえかよぉおおぉッ[image: !!!]」

「おぅ餓が鬼きぃッ‼　せがンとしたぁンないするつもりじゃあああぁあぁッ！」

「悪ぃのはてめぇなンだぞこんにゃろぉおおぉおッ‼」

　三人が次々とわめき立てる。個々が何を言っているかなどさっぱりわからない。

　呆然とそれを聞いているしかない俺にさらに腹を立てたのか、近くの商店の空のビールケースを摑み上げ、電でん信しん柱ばしらに何度も何度も打ち付け始めた。

　ケースにひびが入り、プラスチックの欠片かけらを飛ばす。そしてそれをシャッターに思い切り叩き付け始めた。シャッターがものすごい音を立てて悲鳴をあげる。それでも飽き足りないのか、空き缶入れをひっくり返し、中身を往おう来らいにぶちまけていた…。

　と、とても普通じゃない…。テレビや漫画でよく見る蛮ばん行こうが、現実にはこれほど恐ろしいものだったとは……。その行為はまさに狂きょう犬けんそのものだった。

　文明社会の安全が、モラルというあまりにも脆ぜい弱じゃくなものに支えられていることをこの瞬間、痛感する。

　情けないことに、カクカクと膝が笑い出す。視界も何だかノイズ混じりだ…。

　…何という、絶対的な恐怖。

　この眼前の、暴力という絶対的な恐怖を阻そ止しする手段が自分に何もないなんて。助けてくれる何かをただ待つしかないなんて…。…これほどの恐怖はないはずだ…。

　誰か…助けてくれないかな…。……視線が自然と周りへ泳ぐ。

　…こんな見るからにガラの悪そうな三人に絡からまれているのだ。仲ちゅう裁さいしようとする勇気ある通行人などいるわけもない。皆、目が合わないようにしながら、そそくさと立ち去っているように見える。

　でも、ある意味…自じ業ごう自じ得とくかもしれない。…俺だって通行人の立場だったら…きっと無視するに違いないんだから。だからこれはそんな俺への天てん罰ばつなんだ…。

「黙ってンなごらぁああぁああッ[image: !!!]　しゃあっすぞおらぁッ[image: !!!]」

　鼓こ膜まくがびりびりするくらいの怒声が目と鼻の先から浴びせられた。やや薄れかけた意識を無理やり元に戻させられる。

　ごろつきが余ったもう片方の手を後ろに回し、嫌な感じで体をひねった時、鼻の上あたりに突然、鉄の味を感じた。電気のような悪寒も脊髄を駆け抜ける。…次の瞬間を予見し、力の限りぐっと目をつぶり歯を食いしばる…ッ[image: !!!]




「やかましいよクソボケ共が…。私の目の黒い内に失うせな。」

　……その声は少し遠かった。

　俺の襟首を摑んで拳を振り上げたまま、三人は後ろへ振り返る。

「…ンだてめぇええぇッ⁉」

　そこには詩音がいた。……そしてこれまでに一度も見たことのないような…恐ろしい形相で立ちはだかっていた。

　部活の時にする遊びの目じゃない。……見る者を恐れさせずにはいられない、鷹たかの目だ。…それはとてつもなく恐ろしく…同時にこれ以上ないくらいに頼もしかった。

「もう一度だけ言うよ。…圭ちゃん放してとっとと失せな。」

　詩音はまるで恐れる様子もなく、反論を許さない口く調ちょうで言葉を並べていく。もちろん三人が怒り狂わないわけがない。あっという間に一いっ触しょく即そく発はつの険悪な空気で満たされていく。

「クソ女がぁあぁぁあぁああ[image: !!!]　ッくぞンにゃろぉおおおぉおお‼」

　やめろ詩音…、こいつらは狂犬みたいなヤツらだぞ！　はったりも何も通用しない！

「………み、魅音……、危ないから……早く……、」

　情けないことを言っているのはわかっていた。…だが…詩音まで巻き込まれることはない…！

　誰がどう見たって、詩音が虚きょ勢せいを張っているようにしか見えなかったはずだ。…しかし、あの詩音に限って虚勢などあるだろうか。

　…その理由は次第にわかるようになる。

　……増えているのだ。少しずつ。

　初めは帰宅途中のサラリーマンが見物しているように見えた。次に、買い物帰りの主婦たちが見物しているように見えた。…次の、どこかのお店の主人みたいなおじさんが現れるころには……明らかに見物とは違う雰囲気になっていた。

　詩音の周りには…すでに七人くらいの人たちがいた。

　仲間が応援にやって来たというのとはまったく雰囲気が異なった。…なぜなら、あまりに集まってきた人たちの世代や性別がバラバラだったからだ。

　三人も、何だかおかしい状況に少しずつ気が付き始めたようだった。

「な、何だこいつら………‼」

　後ろにも、いつの間にか四人くらいの、世代も服装もバラバラの人たちが立っていた。

　中学生くらいの女の子。パン屋のエプロンを付けたおじさん。割かっ烹ぽう着ぎ姿のお婆さん。……他にも他にも…様々な年齢の人たちが。

　眼差しには…詩音に勝るとも劣らない…敵意。威い嚇かく。気付けば十人を超える人々が、その輪で囲かこんでいた。

　そこへさらにバラバラと五人くらいの小学生たちが駆けつけ、同じ様に輪に加わる。……何人かは見知った顔。クラスメートも交じっていた。

　……じゃあこの人たちは…雛見沢の住人だ⁉

　雛見沢の人たちが、次々に駆けつけているのだ。…興宮の町の住人たちは、足早に通り過ぎていくからその差は一層顕けん著ちょだ。





[image: （挿絵）]





「んだ、お前らッ‼　散らんかぃこらァ[image: !!!]」

　でも、散らない。それどころかますますに増える。

　いつの間にか…二十人くらいの人間が取り囲んでいた。……完全に飲み込まれ、ごろつきたちの顔に焦りが浮かび始めている…。

　詩音も含め、誰も言葉を発しない。それはとてつもなく異常で、見ようによってはとてつもなく恐ろしい光景だった。

　……ごろつきたちの怒声も、まるで恐怖に怯おびえる悲鳴のようにしか聞こえない。

　誰かが一歩、その間合いを詰めた。

　…するとみんなも同じように一歩詰め寄り、その輪を縮ちぢめた。

　ごろつきたちは顔面蒼そう白はくで、互いに背中をくっ付け合いながら、怒ど鳴なり続けている。

　口汚い言葉を連呼しているはずなのに、「助けてくれ」と叫んでいるようにしか聞こえないのが不思議だった…。

「ハイハイハイハイ、どうしたのかなぁ、どうしたのかなぁ‼」




　突然だった。がっちりした体格の警官が輪を割って入ってきた。

　いつの間にかパトカーが二台もやって来ていた。通行人の誰かが通報してくれたのだろうか。

　二台目のパトカーからも次々と体格のいい警官が現れ、どかどかと駆けつけた。

「…あ、お巡まわりさん、いいところに来ました！　恐きょう喝かつの現行犯です。捕まえてください。」

「ンだごらぁあぁああぁッ[image: !!!]　ンのガキが悪ぃんだろぉおぉ‼」

　いつもの詩音に戻り、しれっとした態度で警官にごろつきたちを示す。もちろん逆上するごろつきたち。

　だが、もうこうなってしまってはどうにもならない。こいつらの負けだ。

「わかったからわかったから‼　ちょっとおいで。いいからいいからッ‼」

　警官が右に左に組み付き、羽は交がい締じめにしながらパトカーの方へ引きずっていく。

「ンだよ放せよ‼　俺らが被害者なンだよ、聞いてんのか畜ちく生しょぉぉおおぉッ‼」

　どんなに騒いでも警官にはかなわない。瞬く間にパトカー二台に押し込まれてしまう。

　パトカーの中でまだ怒鳴り続けているようだったが、もう何を言っているかはよく聞こえなかった。

「大丈夫ですか？　お怪我はありませんか？」

　刑事だろうか。警官たちのリーダー格らしい太った大おお柄がらの男が俺の顔を覗き込む。

「……いえ、……別に。」

「んっふっふっふ！　それは不幸中の幸いでした。では、良いお年を。」

　男は周りを見渡し、集まってくれた人々に軽く一礼した。

「市民の皆さんの迅じん速そくな通報に感謝します。住民の皆さんの連れん帯たいのお陰で、今日も町の平へい穏おんが保たもたれています。素晴らしいことです。…んっふっふっふ！」

「…………お仕事ご苦労さまです、大おお石いし刑事殿。住民を代表して日頃の公務に感謝いたします。一課の刑事がわざわざこんな所までお出で下さるとは光栄の極きわみです。」

　…詩音の言い方はどこか鬱うつで、何だかあまりいい雰囲気の言い方ではなかった。

「偶然ですよ。県警への帰り道に無線連絡が入りましてね。寄り道したわけです。」

「お仕事がんばってください。今後のご活躍を切せつに祈っております。」

「んっふっふっふ！　いえいえ。でも怪我人が出なくて本当に良かったです。」

「大石さ～ん！　ＯＫっす！　行きましょうー！」

「ではでは、良いお年を。………失礼、道を空あけてもらえますかな？」

　大石と呼ばれた刑事は愛想良く笑って挨拶した後、のっしのっしと歩いて行き、待っていたパトカーに乗り込む。すぐに走り出し、街道の向こうに消えて行った。

　あっという間だった。……あまりにあっという間だったので、ポカンとしてしまう。

　警官は何があったかを尋たずねすらしなかった。…この集団を解散させるために、迅速にその芽を摘つみ取った、そんな感じだった。

　パトカーが消え去ったことを確認すると、詩音がパチンと指を鳴らした。

「おっしゃ！　一いっ丁ちょうあがりだね‼　おととい来やがれってーの！」

　それが合図だった。みんなが一斉に笑い出し、緊張していた空気が弛し緩かんする。

　中年のおじさんが俺を起こしてくれた。

「大丈夫かい、前原の坊ぼうや。今度からは喧けん嘩かは相手を選んでやりな～。」

「べ、別に喧嘩ってわけじゃ…。」

「怪我とかしてない？　頭とかぶつけてるならレントゲンを撮っておいた方がいいわよ。」

　名も知らないおばさんが俺の怪我を気き遣づかってくれた。

「たまたま駅前で、人通りの多い時間だったからこれだけ集まれたけど。次からは気をつけるんだよ…！　最近の町のモンは物ぶっ騒そうなんだから！　ブツブツ！」

　割烹着のお婆さんにも注意される。

　詩音は散っていく人たちと手を叩いたりして戦果を称えあった後、俺のところへ駆け寄ってきた。

「いやいや…圭ちゃんもやるじゃないですか。でも私も相手を選んだ方がいいと思いますけどねー。」

「サ、サンキューな魅音…。…助かったよ。」

「……だから私、詩音…。」

　困ったような顔をしながら真っ赤になって俯うつむく詩音…。

「お姉に聞いてますよ。オットセイのカギ、あれ圭ちゃんのですって？」

「あ、……うん、そうだった。…これからお店に行こうとしてたんだった。」

「それで浮かれてて、あんなヘンなのに絡まれちゃってたんですかー？」

　今度は俺の顔が真っ赤になる。…ず、図星だったが…実に認めたくない。

「まぁその……ツイてなかったよ。でも詩音のお陰で助かった。」

「お礼はいらないですよ。だから、圭ちゃんも他の人がいじめられてるのを見付けたら、きっと助けてあげて下さい。…私たち、そういうのとても大切にするから。」

　そういう仲間意識はよくわかる。

　…だが、さっきのは、…助けておいてもらって何だが、少し常じょう軌きを逸いっしてたように感じた。助けてもらって悪いが、正直なところ怖かったぐらいだ…。

「お店、来ますよね？　疲れちゃっただろうから一服しません？　おごりますよ。」

　…俺の瞳に浮かんだ怪け訝げんな色を気け取どったらしい。詩音は俺の返事を待たずに、歩き始めていた。




　エンジェルモートの店内は、夕食にはまだ早いこの時間であってもたくさんのお客で賑わっていた。

　相変わらず赤面モノの格好のウェイトレスさんが歩き回っているが、さっきの出来事のせいですっかり毒気を抜かれてしまったんで、あれだけ店の前で緊張していたにもかかわらず、もうそんなに意識してしまうことはなかった。

　店内の涼しい空気に冷やされている内に、さっきまでの出来事の緊張感も少しずつ和やわらいでくるのだった。

　殴られたわけでもないのに体のあちこちが少し痛むのは、きっと緊張してガチガチだったからだろう。…魅音、…いや、詩音か。が、あのタイミングで助けてくれなければ、鼻血くらいは覚悟しなければならなかったかもしれない…。

　例の制服に着替えた詩音がアイスコーヒーを二つ持ってやって来た。

「ハイこれ、おごりのアイスコーヒー。レジでこのチケット渡せば無料になりますからね。」

「助けてもらった上におごってまでもらって…。何だか本当に申し訳ないぜ…。」

　せっかく気分のいい一日だったのに…浮かれてあんなことをしてしまったばかりに。…台無しにしてしまった。

「でも本当にさ、……さっきのは助かったよ。詩音が本当に頼もしく見えた。」

「私だって怖かったですよ。でも、他ならぬ圭ちゃんのピンチだし……。勇気出して頑張りましたってことです。」

　そう言ってちょっとはにかみながら、腕をぐっと立ててみせた。

「詩音、本当にありがとうな…。」

　…俺、詩音にありがとうって言ってるけど。…本当は魅音にありがとうって言いたいんだからな。…魅音、本当にありがとうな…。

「ほらほら、もう元気出して下さいよ。もしも恩おん義ぎを感じるなら、今度は圭ちゃんが他の誰かの為ために戦ってくださいね。……例えば私がピンチになったら。きっと助けに来て下さいよ。」

「あ、…あぁ、もちろんだ。約束する。」

「あはははは！　絶対ですからね！」

　詩音は揚あげ足でも取るかのように、俺の約束するという言葉を嬉しがった。

「ピンチになったら圭ちゃんが助けに来てくれるのか～！　早くピンチにならないかな～☆　…………あ、やっと笑ってくれた。」

　そう言って詩音は微笑みながら、俺の緩んだ頰を突っついた。

「元気のない圭ちゃんなんて偽者もいいとこです。ほら笑って笑って～！」

「くく、くすぐったいってば…！　や、やめ、わはわはははは…‼」

　詩音にちょっかいを出されている内に、ようやく元気を取り戻してきた。さっきの出来事をいつまでも引き摺ずるのは男らしくない。詩音の気遣いに感謝しながら、気持ちを早く切り替えた方がいいだろう。

「元気出たらお腹とか空いてこないです？　私、お腹空いちゃいましたからホットケーキとか食べたいんですけど。圭ちゃんも食べます？」

　遠慮しようかと思ったが、遠慮なんてそれこそ俺らしくない。だからこそ遠慮なく言ってやった。

「うまいんだろうなぁ？　俺、ホットケーキはかなりうるさいぜ。」

「あはははは！　安心してください。うちのホットケーキはかなり評判いいですから。」

　詩音は通りすがったウェイトレスさんにホットケーキを注文する。店員さんが店員さんに注文するってのも何だか変な話だな…。

「…おいおい、そう言えば詩音、今バイト中じゃないのか？　俺とずっと話をして油を売ってていいのかよ。」

「おじさんにね、私が不良に絡まれてるところを圭ちゃんが助けてくれた、って言ったら、ねぎらってあげろって☆　だから店長公認でＯＫです。」

「そ、それ事実と正反対だぞ…。いいのかなぁ…！」

「全然いいのです。…あはははははははは！」

　注文のホットケーキが来る頃には、すっかり打ち解けた雰囲気で会話をしていた。

　二人でホットケーキを食べながら、他愛のない話に花を咲かせる。…テレビの話とか芸能人の話とか。趣味とか食べ物とか。本当に他愛のない話を。

　こうして話をしながら、俺は改めてこの詩音のことを女の子なんだなぁと思った。

　…おいおい、それはおかしいぞ前原圭一。

　詩音と魅音は同じ人間だぞ。違う点があるとすれば…魅音が、魅音であることを認めているか否かという点だけのはずだ。

　にもかかわらず、どうしてここまで違う会話になるのだろう？　魅音と同じ話をしたなら、きっともっと違う騒がしい話になっていくだろうに。

「圭ちゃんって、お姉のこと、女だと思ってないでしょ～。」

「そ、そんなことはないよ。男だったら容赦なくどつき倒してる！」

「圭ちゃんとお姉が仲が良いのって、そういうノンセクシャルな関係にあるって思うんです。……それってなかなかできない、羨うらやましい関係ですよ？」

「………言ってる意味がよくわかんないが…。まぁ確かに女にしとくにはもったいないヤツだよな。」

「あ～、圭ちゃんそれ女性差別ですよー！　あははははは！」

　差別という言葉を聞いて、自分の胸を探る。俺は魅音と詩音に、何を差別しているんだろう？

　魅音は魅音。遠慮なんかいらない最高の親友で、いつも俺より三枚は上うわ手ての部活の部長だ。こいつとの出会いがあと五年早かったら、…俺の人生は今よりもっと楽しいものだったことを信じて疑わない。

　じゃあ詩音は？　…魅音の妹というだけで、会ってまだ三日も経たない。姉を知っているという間接的な縁えんだけの、魅音より遥はるかに遠い関係だ。

　詩音もまた、俺と同じく、会ってまだ三日も経たない姉の友人として接している。

　…魅音と詩音の違い？　…親しさ？　馴なれ馴なれしさ？　…自分でもよくわからない思考に翻ほん弄ろうされ、しばらくの間、耳には詩音の言葉が届いていなかった。

「例えばですよ？　聞いてます？」

「あ、ごめん。うん、聞いてるよ。」

「例えばですよ？　私とお姉が共にピンチで、うん！　崖がけにぶら下がってるとします。圭ちゃんはどっちを助けます？　どっちかひとりだけですよ。」

　いじわるな言い方じゃなく、楽しいちょっとしたゲームのような言い方だ。

「い、嫌な問題だなぁ…！　どっちも助けたいけど…それじゃダメなんだろ？」

「ダメです。魅音か詩音かのどっちかだけです。どっちですか？」

　……魅音ならそもそも、そんなピンチには陥おちいらないと思うし、その程度の窮きゅう地ちはらくらく脱出できるように思う。

　……でも詩音は普通のか弱い女の子なんだろ？　やっぱり…仕方ないよな。

「お姉じゃないですよねぇ？」

　魅音と詩音が別人だとしたら…やはりそうなるのだろうか。

　否定も肯定もできなかった。…詩音は微笑んでいるはずなのに、視線がちくりと刺さる。

「つまりー、そういうことなんですよ。お姉はそのつまり………。……あれ、……えへへへへへ！　すみません、何か自分で言ってて破は綻たんしちゃいました。今の話、ナシナシ！」

　詩音はさも楽しい話をするように話すが、俺にはただそれだけには聞こえなかった。

　魅音は、詩音を通して俺に何かを伝えようとしているのだろうか…？　それを明確に捉とらえられない自分が、何だか歯は痒がゆかった。

　詩音は照れ隠しに、話題を百八十度反転させる。

「それよりもさっきのあれ。……驚きましたか？　みんながどんどん集まってきて。」

「そりゃー驚いたよ！　レナや沙都子が駆けつけてくれるならともかく。あんなに老ろう若にゃく男なん女にょがいろいろと集まってくるんだからな。………あれ全部、雛見沢の人なんだろ？」

「えぇそうです。雛見沢の人はみんな結けっ束そくしてるんですよ。一人の敵は全員の敵。日和ひより見みなんか誰もしません。……えへへ、結構頼もしい住民性なんですよ。」

「…誰かがいじめられたら、みんなで結束してやっつけるわけか。何だかマフィアとかヤクザみたいな結束だな！」

「そんなこと言っちゃだめですよ。とてもありがたいことなんですから。圭ちゃんもそれに助けられたんですよ？　感謝の気持ちを忘れないように～！」

　ヘイヘイと返事をする。でも感謝しなくちゃいけないのはよくわかってる。

「雛見沢の人たちって本当に仲が良くて…結束してるんだな。」

「…昔からの伝統かな？　雛見沢って昔っからいろいろと廃はい村そんの危機に遭うんですよね。その度たびに結束して戦って存続を勝ち取ってきたっていう歴史があるんですよ。例えば～………圭ちゃん、雛見沢ダム計画って知ってます？」

「雛見沢ダム計画？　…………はて、誰かが話しているのを聞いたことがあるような。」

「十年くらい前にね、突然ここにダムが出来て、雛見沢がまるごと水没するって話になったんですよ。」

「あ、…そんな話、親父かなんかに聞いたことがあるような…。でもそれって確か中止になったんだろ？」

「中止にさせたんですよ。みんなで団結して！　だからこれは戦って勝ち取った勝利なんです。」

　俺が聞いた話もそんな感じだったと思う。

　村が丸ごと水没してしまうダム計画が浮ふ上じょうして、それに反対する住民運動が激化して、新聞や雑誌でも取り上げられて。……その末、計画凍とう結けつになったらしい。

「ダムの話そのものは私が生まれる前からあったらしいんです。最初は候補地調査とか砂さ防ぼうのための小さいダムとか、そんな程度の話だったんですよ。」

　それが、蓋ふたを開けてみれば…。完成すれば日本屈くっ指しの巨大ダムとなる計画で、雛見沢どころかさらに上流までの様々な村が水没することになってしまったのだ。

　住民による反対運動が直ただちに始まった。

　計画の中止、または移転を求めて嘆たん願がん書しょを書き、議会に提出。さらにははるばる東京の建設省まで行き、建設大臣宛あてに直じき訴そ状じょうを手渡した。

　国の用地買収に応じていた元の地権者は、用地使用の説明の際に虚きょ偽ぎがあったとして買収の無効を求めて提てい訴そ。未買収の土地を細分化して地権者を増大させ、計画の妨ぼう害がいを図はかった。

「土地の買収なんてゆー、お金の問題の内は可愛かったんです。その内、土地の強制収用をちらつかせる様になりましてね。その頃からです。機動隊とかの暴力行為が目立ち始めたのは。」

「機動隊って…警察だろ？　暴力行為なんてするのかよ⁉」

「殴りますよ。蹴りますよ！　私も殴られたことありますし。この辺だったかな？　皮が切れちゃったみたいで血がすごい出ました。」

　そう言って、詩音は側頭部の辺りをちょんちょんと突っついてみせた。詩音が言うような傷は残っていないようだったが、女の子の、それも顔に怪我をさせるとは穏おん便びんな話じゃない。

「け、警察とかには？　そういうのって明らかに傷しょう害がいだろ⁉」

　機動隊という警察の蛮行を警察に訴うったえるというのも何だかおかしな話だった。

　もちろん取り合ってもらえるわけがない。機動隊の誰に殴られたか立証できないし、向こうには公務執しっ行こうという免めん罪ざい符ふがある。

「うちの婆っちゃ、烈れっ火かの如く怒り狂いましてね。それからが凄かった！　もう全面戦争ですよ。こっちも座り込みで訴えるなんて生っちょろいことなんかしません。ガンガン攻めました。」

　まず法に訴えるため、ダム建設の中止の仮処分を裁判所に申しん請せい。

　世よ論ろんを味方に付けるため、著ちょ名めいな学者を呼び、雛見沢がいかに貴重な動植物の宝ほう庫こであるかを訴えさせた。

　県議会、市議会にも強力に働きかけ、地域住民を無視したダム建設を容よう認にんした県知事の罷ひ免めんを要求。徹底的に糾きゅう弾だんした。

　もちろん雛見沢においても、ダム戦争と呼ぶに相応しい熾烈な闘争が開始された。

　機動隊の蛮行を封じるため民放と連れん携けいし、機動隊員の暴力行為をすっぱ抜いた。さらに続けて住民闘争を踏みにじる政府をテーマに特番を組ませ、全国に放映させた。効果はてきめん。以降、機動隊の完全な封ふう殺さつに成功する。

　連日のように署しょ名めい活動やデモ、街がい宣せん等で運動をアピールする。

　支援の輪は次第に雛見沢から広がっていき……………、それらが実ったのか、それともこれも国の都合によるものなのか。ダム計画を無期限に凍結すると発表したのが、つい数年前であった。

「私たちに出来ることなら何でもしました。…村全部が一いち丸がんとなって戦ったんです。あの時は必死だったけど…、終わった今となってはいい思い出かな。……村人たちの連帯感や団結心は今でも消えていないんです。」

　詩音はそう言って遠い目をした。その目には憂うれいはなく、むしろ誇りのようなものすら感じさせる。

「そういう連帯感って…いいよな。なかなかないことだよ。世代を超えて地域で団結できるなんて。」

「私もそう思います。ダム計画は試練だったけど、それを乗り越えて得たものはとても大きいと思いますよ。」

　……さっきまで怖いと思ってたことがだんだんと薄れていく。

　ごろつきに絡まれていた時、人がどんどん集まってくるのを見て、怖いと思ってしまった。…だが今、それはとても失礼なことだったと心底思う。

　自分たちの故郷を決死の覚悟で守りぬいた村人たち。そこで培つちかわれた連帯感。

　……こんなことを言ったら不ふ謹きん慎しんだろうが、…ちょっぴりうらやましく感じた。俺もそのダム反対運動の時に雛見沢にいたなら、その連帯感を共有できたかもしれない。

「圭ちゃんは反対運動の時、雛見沢にいなかったから、村人たちの連帯感を実感できないかもしれないけど。…みんなにはあるの。しっかりと。それはたとえ引っ越してきたばかりの圭ちゃんに対してもね。」

　…まったくその通りだ。引っ越してきたばかりの俺の為に、あれだけの人が助けに集まってきてくれた。…名前すら知らない他人のはずなのに。

　……なんだか胸の奥に熱いものがこみ上げるのを感じた。

　都会に住んでいた時、お隣やお向かいに住んでいる人のことなんか知ったことじゃなかった。そしてそれを当然と思っていた。でも……ここではそれこそ非常識な、情けないことなのだ。

　俺は他人だと思ってるのに……俺以外の村人は俺を仲間だと思ってくれた。

　嬉しくって熱くって…。そんなじんわりとしたものがこみ上げてくるのをひしひしと感じていた。

「園崎さ～ん。店長がホール入ってほしいそうです。」

　先輩ウェイトレスが手を振って詩音を呼んでいる。…どうやらもう仕事の時間みたいだ。

「あ、はーい！　今入りま～す！　すみません。もう仕事しないとまずいみたいです。」

「いいよいいよ。付き合ってくれてありがとな。楽しかったよ。」

「………あ、…帰っちゃいます？」

「まぁな。暗くなる前には戻らないとお袋がうるさいし。」

　詩音は何か言いたそうだったが、ぐっと飲み込んだ。まだ話し足りない、そんな感じだった。

　その表情を見て、詩音を失しつ望ぼうさせるようなことを言ってしまったな…と後悔した。

　もうちょっとくらいなら大丈夫かな、と言おうとした矢先に詩音が席を立った。

「ハイこれ。このチケットで払えばホットケーキ代も大丈夫ですから。」

　そう言いながら、チケット帳を見せびらかし、その何枚かをちぎって渡してくれた。

「便利でしょ。お給料のほかにもらえるボーナスチケットなんですよ。」

「い、いいよ。ホットケーキ代くらい払えるよ。」

「おやおや～。遠慮するなんて圭ちゃんらしくないですよ？　私がお姉だったら喜んでおごられるクセに～！」

　そう言って笑いながら、俺が開こうとした財布をそっと制した。

　こんなにも弾はずむような笑顔で言われてるのに、何だかちくりとする。

「園崎さ～んすみませ～ん、レジ入ってくださ～い！」

「あ、ハイ！　今すぐ…！」

　じゃ！　今日は楽しかったです。そう言って詩音は最後にもう一度笑ってみせた。

「あ、魅音！　今日は本当にありがとうな。この恩は忘れないよ。」

「そう思うならきっと返して下さい。楽しみにしてますから…！」

　言ってしまってから、間違って魅音と言ってしまったことに気付く。

　その間違いに彼女が気付いていたかどうかは、わからなかった。

　魅音と詩音は同じ人間だとわかっているのに、……自分の中では二人の存在は別のものとなりつつある。

　その気持ちは、帰宅してからお風呂に入って、食事を終えてももやもやしたまま残り続けるのであった…。




「圭一～。園崎さんから電話よ。」

「あいよー。……園崎？　魅音か！」

　電話にしちゃちょっと遅い時間だよな。…嫌な予感がするぞ。部活に関係した電話の気がする。

　明日の部活に関する何かの告知だろうか。…何しろ魅音だぞ。今から部活だからすぐ来いくらいのことは言うかもしれない。ちなみに今は夜の八時だ。

「もしもし。今から部活の夜戦ってのは却下だぞ！」

「え⁉　……じゃなくて…その……、」

　魅音なんだけど魅音らしからぬ言い方。……あれ、まさかひょっとして…？

「ご、ごめん。ひょっとして魅音じゃなくて、…詩音か？」

「そうです。…えーと…どうもこんばんは。夜分遅くにすみません。」

　魅音だったらあまりに不似合いな丁てい寧ねいな口調。だけど詩音だったらそれはごく自然な口調。

　…どっちも同じ人間なのにな。苦笑いしながら、この不思議な感覚を楽しむことにする。

「いや、別にいいよ。それより何の用だい？」

「圭ちゃんはケーキとかデザートとか…甘い物は好きですか？」

「嫌いなわけないぜ。天下御免の食い盛りだ！」

「ならよかったです。実はですね、夏の新デザートコンテストってのがありまして。」

　エンジェルモートでは、季節毎にデザートメニューを一新するんだと言う。それでデザート候補の味見のモニターを抽ちゅう選せんで募集しているらしい。

「エンジェルモートのデザートはかなり評判いいんですよ。モニターの募集もかなり倍率高いんです。……それで単刀直入な話、じゃ～ん☆」

「じゃ～んと言われても…見えないからわからないけど、ひょっとして…。」

「そうです。そのモニターチケットがここにあるってわけです。もしも甘い物が嫌いじゃないなら、いかがですか？」

「いかがですかって、つまり何だよ。そのチケットで俺が新デザートを食い放題と、そういうわけなのか⁉」

　昔からうまい話には飛びつくなと言うが…、本当に美う味まい話だと飛びつかずにはいられない。デザートを無料で食い放題なんて幸運、ちょっとないぞ！

「ＯＫなら、モニター当選者の末尾に名前を書いておきますね。明日、お店に来たら係の者に名前を言ってください。それで万ばん事じＯＫですから。」

「万事ＯＫって……それで、食べ放題なのか⁉　無料なのか⁉」

「えぇ、無料です。結構ありますから、お腹を空かせてくることをお薦めします。」

　何だかおいしい話過ぎて怖いくらいだ。

　…本当に詩音だよな？　魅音が詩音のふりをして何かのワナにはめようとしてるんじゃないだろうな…？　って、何言ってんだ俺…。どっちも同一人物なのに。

「ハイハイ。圭ちゃんの考えてることはわかってますよー。こんなおいしい話があるわけないって思ってるんでしょ？」

「ぎく。いやそんなことは全然………。」

「ぷ！　くっくっく……。お姉から聞いてますけど…つくづくウソのつけない人なんですね。私、そういうの嫌いじゃないです。…くっくっく！」

　詩音は、よく魅音が笑うみたいな声でしばらく笑い転げていた。

「…下心ってわけじゃないんですけど…。実は私、明日はちょっとバイトしたらすぐに終わりなんです。……もしもご迷惑じゃなかったら…その後、ちょっとご一緒してもらってもいいかな…って思いまして。」

「へぇ…、明日のバイトはすぐ終わっちゃうんだ。」

「はい。だから圭ちゃんがデザート食べながらのんびりしてる内に終わっちゃうんです。」

「まぁ…俺も特に用事はないし。多少、付き合うくらいなら構わないよ。」

「別にどこかに行くわけでもないです。夕涼みしながらお散歩でもできたらな…って思ってるだけですから。」

　断る理由が何もない。…せっかくだから、好意に甘えてみてもいいかもしれない。…詩音ともう少しゆっくり話をしてみたいと思い始めていた頃だから。

「そう言えば…圭ちゃんと私って、何だか毎日会ってますよね？」

「…言われてみればそうだな。」

「でもＯＫしてもらえたお陰で、また明日も会える口こう実じつを作ることができました。」

　え⁇　し、詩音は何を言ってるんだ⁇

「あははははは、圭ちゃん、何だか声が裏返ってます。どうしたんでしょうね。くすくすくす！」

　テレビ電話でもないのに、俺が赤面していることはバレてしまっている！

「じゃ明日、きっと来てくださいね！　それじゃこれで失礼します。お休みなさい。」

「あ……おやすみー。」

　詩音は用件だけを伝えると、ダラダラとは話し続けずに会話を終えた。

　受話器を置き、居間に戻るとテレビはすでに消えており、お袋が揺り椅い子すで眠っていた。

　改めてテレビをつける気にもなれず、そのまま二階の自室に戻ることにする。

「俺、詩音に世話になってばかりだよなぁ…。」

　弁当を持ってきてくれたり、ガラの悪いのに絡まれているところを助けてくれたり。

　別人ということになっているから、学校の魅音に面と向かってお礼も言えない。…言ったところで、妹に伝えておくという言い方をされてしまうだろう。

　詩音に対して、ありがとうって言わないといけないんだよな…。

　明日、何か詩音に恩返しができたらな、と思った。






三人組の顚末







「ンで俺たちが逮たい捕ほされなきゃなんねぇんだらぁあぁッ[image: !!!]」

「すッとらってンじゃぇえよ‼　放さんかいごらあッ[image: !!!]」

「熊くまちゃん、腕を放してあげていいですよ。さささ、どうぞおかけになって。」

　熊くま谷がいくんたちが相そう当とうキツく腕を締め上げていたらしく、三人は痛そうに腕をさすっている。

「なっはっはっは…。お兄さんたち、誤解しないで下さいよ？　別に逮捕したわけじゃないんだから。熊ちゃん。冷蔵庫から冷たいの出してあげて下さい。お兄さんたちは泡あわの出る麦むぎ茶ちゃと出ない麦茶、どっちがいいです？　んん？」

　応おう接せつ用のソファーにどっかりと座り、怒鳴りこそしないものの、相変わらずの険けわしい表情だ。…う～ん、若さが羨ましい。

「飲まないなら私、勝手に飲んじゃいますよ？　失礼して、プシッと。……ん～～～[image: !!!]　勤務中に飲むビールが一番おいしいですねぇ～！」

　ビールをうまそうに飲んでみせると、顔を見合わせ、ようやく缶かんに手を伸ばしてくれた。…警けい戒かいは解かないが、さしあたって断る理由も見当たらないという感じだ。

　三人がそれぞれ缶を開け、中身を口にし始める。

「お兄さんたちはどっから来たんです？　ここいらの人じゃないでしょ。んっふっふっふ！」

　顔を見合わせ、言うべきかどうかけげんな顔をする。

「お兄さんたち、大学生？　お友達同士？　バイクか何かで旅行中だったんでしょうかねぇ。羨ましいなぁ！」

「……………………………。」

「家は近くってわけじゃないんでしょ。どこから来たの。大阪ですかな？」

「ンなの、どこでもいいだろ。」

「まぁまぁ、そう凄まないで。あのままいたら、お兄さん方だってヤバかったでしょ？」

　先ほどの、刺激の強かった出来事を各おの々おのに思い出しているようだ。

　…学生とか不良グループとか、そういうのに囲まれるなら理解もできるだろうが。…老若男女取り混ぜての、地域の人間たちに囲まれるって経験はなかなかないはず。それはきっと、かなり怖かったことだろうと容易に想像がつく。

「ここいらの人間なら、どんな間違いがあっても雛見沢の人間には手出ししないですよ。……あそこの連中は特殊なんです。子供の喧嘩に親が出てくる、なんてモンじゃない。一人をいじめたら、それこそ村中が総出でやってきますよ。いやホント、脅おどしでもなんでもなく。」

　反論はない。…実際に目にし、囲まれたのだから疑いようはない。

「ここいらじゃあね。雛見沢の人間に睨にらまれたら、あっさり『鬼おに隠かくし』にあって消えちまうんです。もう跡形もなく忽こつ然ぜんと。…兄さん方、行方ゆくえ不明になったら誰か捜そう索さく願ねがいを出してくれるご家族はいます？　いないならまずいな。蒸発扱いですよ。んっふっふっふ！」

　さっきだって、私たちがいいタイミングで来たから事無きを得たが、もうちょっと遅れてたらまずかったかもしれない。

　路ろ地じ裏うらなんかに引き込まれてたら、…今頃このお兄さんたちはソファーじゃなく、検けん死し室しつにいたかもしれないですしね。…んっふっふ！　なんちゃって…。

　まぁ何しろ。…死体が見つかる内は、まだ可愛いかもしれないなぁ。

「…お兄さん方、興宮へは何で来たの？　電車？　バイク？」

「……バイク。」

「そりゃまずいな。さっきのとこにまだ停めっぱなしなんでしょ？　あんたら、ノコノコとバイクを取りに戻ったら、今度こそ袋叩きにあいますよ。」

「な、……何だよそれ‼　上等じゃねぇかよぉおおぉッ[image: !!!]」

「落ち着いて落ち着いて…。何ですぐ叫ぶんですかね、最近の若者は…。あんたらももう面倒ごとはごめんでしょ。バイクのナンバー教えて下さい。ここまで持ってきてあげますから。…熊ちゃん、交こう通つう禍か対策にゲート車を借りてきて下さい。」

「うっす！」

「べ、別にいいよ…！　自分たちで取りに行くからいいって！」

「あんたら、本気で囲まれたいんですか？　今度は警察、間に合わないかもしれませんよ？」

「………………………。」

「大丈夫だッつってんだらぁ⁉　囲み上等だよ‼」

「おい。お兄さん方。あんたら、今、泡の出る麦茶飲んだろ。…エンジン掛けてみろ。その場で飲酒取るぞコラ。」

「…き、…汚ぇえぇえぇ…‼」

「警察が税金使って、兄さん方のバイクをお運びして進ぜようって言ってんだよ。ごちゃごちゃ言わねぇで、ナンバー言えってんだこの糞くそ馬鹿野郎。」

　三人はナンバーを伝えるのを渋る。…買ったばかりだから、ナンバーをよく覚えてないとか何とか、ごちゃごちゃ言っている。

　………まー、そんなことだろうと思った。は～～…。

「熊ちゃん。ゲート車に同行してバイク持ってきてあげて。ヤマハのごつい赤いヤツと、テールランプの右側が割れたヤツ。あとシートにガムテ貼はってあった白いヤツ。それだろ？　兄さんたちのバイク。」

　返事なしだが、正解ってとこかな。

「大石さん、ゲート車来ましたんで、行ってきます。」

「ハイハイ、よろしくお願いします。あと熊ちゃん、ちょっとちょっと。」

「なんすか。」

「ナンバー照しょう会かいしといて下さい。間違ったバイクを持ってきちゃうと悪いから。」

　三人の顔色が変わる。…わかりやすい連中だなぁ本当に…。

「バイク戻ってくるまでのんびりしてましょうよ。ビールもっとありますよ？　乾き物だってありますし。テレビ見ます？　ろくなのやってませんけどね。」

「いいよ、俺たちもう行くから。こんなとこにいつまでもいたくねぇよ！」

　いつの間にか、大柄な署員たちが五、六人も集まってきている。明らかに威圧の目で彼らをソファーに釘付けにする。

「…な、…なんだよ‼　俺たちが何かしたかよッ‼」

　盗とう難なんバイクで恐喝行あん脚ぎゃか。…暇ひまな学生さんだ。助けない方が日本のためだったかもなぁ。
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　放課後に部活がないのは魅音が言い出す前からわかっている。だって今日も魅音（いや詩音か…）はバイトなんだからな。

　昨夜、誘われたデザート食い放題が楽しみで楽しみでしょうがない。わざと弁当を半分残したので、高まる期待と相あいまって…空腹度は頂点だ！

「圭一くん、今日は何だかうれしそうだね！　いい事あるのかな？　かな⁉」

　やはりバレるか。レナが嬉しそうに聞いてきた。

　そうだ、レナもデザート食べ放題にさそってあげようか。……うーん、でも詩音は確か「チケットがある」なんて言い方してたから…。下手すると今日は店はチケット制になってて決められた人しか入店できないなんてことになってるのでは…。

　だとしたら…、誘うだけ誘って、入口でレナだけ門もん前ぜん払いでは感じが悪過ぎる…。

「うん。ちょっとしたラッキーでさ。明日報告してやるよ‼　レナ、きっとうらやましがるぜ～[image: !!!]」

「わ、わ、わ！　何だろ何だろ！　いいないいな～！　そのラッキーって…かぁいいかな？　かな？」

　…かぁいい？　…うーん、エンジェルモートの制服はレナにはどうだろう。……絶対クリティカルに決まってる…！

「…多分。かなりかぁいいかも…。」

「え～～～[image: !!!]　いいないいな～‼　何かな何かな⁉」

「へー。どんな幸運に恵めぐまれたのやら！　………あれ？　ひょっとして…ふた月くらい前にエンジェルモートで三角クジとか引いた？　それに当たった？」

「おいおい、俺はふた月前にはまだ転校してきてないぞ。」

「あ、そーか。…じゃあエンジェルのデザートフェスタでもないしぃ…。」

「魅ぃちゃん、エンジェルのデザートフェスタって…何かな？」

「ほら、興宮の駅の正面にエンジェルモートって言うファミレスがあるじゃない？　あそこではね、季節の変わり目に新デザートのお披ひ露ろ目めイベントをやるんだよ。それが今日でね。…あ。行っても無駄だよ。クジ当選者以外は入店できない貸かし切きりデーだから。」

　魅音は昨夜、詩音として俺に説明してくれたことを改めて説明してくれた。

「レナも今度からお店に通ってみよ。がんばってクジを当てて、次のデザート食べ放題を狙うの！」

「あははは、頑張れー！　ちなみに聞いた話だと、当選クジはマニア垂涎のプラチナチケットで、闇やみでは高値で取引されてるなんて噂が…‼」

　…そんな話を聞いてると、詩音が融ゆう通ずうしてくれたチケットのありがたみが増してくる。

　俺はデザートがタダで食べられてラッキーくらいにしか考えてなかったが…、本当はとても貴重なチケットだったのだ。………また詩音にお礼を言わなければならないことが増えてしまった…。

「あ、……ありがとな。そんなに価値があるものなんて俺、全然知らなくて…、」

　魅音だけに聞こえるように、本当に小声で。…そう伝える。

　魅音はちょっとだけ俺の瞳を覗きこんでから…小首を傾かしげるように微笑んだ。

「…ん？　何？　何か言った？」

　今の私に言われても困るよ。…そう言ってるように感じられる笑顔だった。

　やはり魅音でいる魅音に礼を言っても聞いてはもらえない。

　お店へ行こう。詩音である魅音に、今日は本当にありがとうって言おう。

「じゃ、おじさんはこの辺で失礼するわ。今日のバイトはちょっとハードなんだよな～！　じゃ～ね～～[image: !!!]」

　魅音は元気に手を振りながら去っていった。

「ねぇ圭一くん。……何だか魅ぃちゃん最近ヘンなの。浮かれてるっていうか嬉しそうっていうか。」

「……ん、……そ、そうなのか？」

　レナはこれでいてなかなか鋭いところがある。俺には魅音はいつもどおりにしか見えなかったが…レナには何か感じられるものがあったのかもしれない。

「圭一くんは知らないのかな？　てっきり、知ってるのかなって思って。」

　レナは思わせぶりな笑い方をしながら、くるんと体をひねってスカートをなびかせた。

「知ってるって…俺が？　……何を。」

　…白々しい言い方になってしまう。でも…ウソはないよな。

　俺だって正直なところ、何も知らない。

　どうして魅音が詩音というもうひとつの存在に分かれて俺の前に現れるのか、聞きたいのは俺の方なんだ。

　見破られて当然の白々しい沈黙だったが、レナが気にする様子はなかった。

「そっか。じゃあ何なんだろうね。でも魅ぃちゃんが機嫌いいとレナも嬉しいよ。はぅ～～～♪」

　そう言って両手を左右に広げ、とても嬉しそうにくるくると回った。

　どうしてだか、レナはとても上機嫌だった。…こっちまでつられて微笑んでしまうくらいに。セミたちの声すらもうれしそうに聞こえた。

「でもね。」

　唐とう突とつにレナの踊るような回転がぴたっと止まり、その瞳が落ち着きを取り戻した。

「………魅ぃちゃんね。つい最近ね。…すごく傷つけられたの。」

「傷つけって、……え？」

　レナの言う傷つけられたという言葉は、もちろん外がい傷しょうの意味ではないはずだ。

「…初めはあまり気にしてないふりをしてたけど。…怪我と同じ。だんだん腫はれてきた。ジンジン腫れてきた。……とうとう痛みにこらえられなくなって、夜中に目を覚ました。そしてレナに電話してきたの。……魅ぃちゃんは泣いてた。」

「ご、ごめん。……それ、…何の話だよ。」

「何の話？　え？　…レナは今、何か話をしてたのかな？　かな？」

「お、おい、そんなとぼけ方するなよ。今、レナは…！」

「知らない知らない知ぃらなぁい。レナは何も知らないよ。はぅ～～～～…。」

　とぼけた笑い方をしながらぐるぐると回っている内に、とうとう気持ち悪くなったのか、ふらふらと塀へいに手をついてうずくまってしまった。

「はぅ～～～…。目が…回ってぇ～～……。」

「ばかだなぁ！　調子に乗ってぐるぐる回ってるからだよ！」

「ご、ごめん…。はぅ……気持ち悪いかも…。」

　あんぽんたんに肩を貸してやる。この歳の内から千ち鳥どり足あしとは実に天晴あっぱれなヤツだ。

　その後のレナは、上機嫌に滅めつ裂れつな会話をするだけだった。俺も笑いながら応じたり揚げ足を取ったりする。

　だが、さっきのレナが話しかけた意味深な話を聞きなおす機会は訪れなかった。





エンジェルモート攻防戦






　家につくなりカバンを放り出し、手早く着替える。

　昼飯を軽く済ませた効果はすでに出ている。お腹の虫がコロコロと鳴きだしていた。

　さあ行くぞ、エンジェルモートへ‼　いざ臨のぞまん、デザート食い放題の世界へ‼

　戦闘準備完了ッ‼　出発だぁあぁあぁああ[image: !!!]

　エンジェルモートは、確かに昨日までとはどこか違う雰囲気に包まれていた。

『デザートフェスタ開催・本日招待客さま貸切です』

　にもかかわらず、店の前には十人を超えるいい年をしたお兄ちゃんたちが群むらがっている。入店できずにうらやましそうに見上げているところを見ると、招待客ではないようだ。では入店できないと知りつつ、なぜ群がっている？

　その答えは、彼らの間を抜け、お店の入口への階段に足をかけた時にわかった。

「あ、あんた…当選者なのか⁉　チケットを持ってるのか⁉」

「…あ、あぁ。まぁな。ラッキーだったんだ。」

　その途端、彼らがわーッと群がってくる[image: !!!]　押しくら饅まん頭じゅうの満員電車状態！　…い、一体…何が…‼

　彼らの言い分はこうだ。チケットは一人一枚ではなく、一枚で四名様まで入店できるものらしい。

「…そうだったのか。……ますますレナや他のみんなを誘ってやるべきだった。親切にありがとう。でも今の話は聞かなかったことにするよ。」

　そう爽やかに笑い、彼らを無視しようとすると…彼らが救いを求める地じ獄ごくの亡もう者じゃたちのように…一斉に手を伸ばしてくる[image: !!!]

「「「そ、その四名様までのお供に…ぜひ俺たちをぉおぉおぉおお～‼」」」

　な、なんてムシのいい奴らだ…。こいつらが店の前で群がっていたのはそういうことだったのか…‼

　男たちのむさ苦しい大おお熊くま手でのような腕が何十本も襲い掛かり…空くうを切るッ[image: !!!]

　俺の姿はすでに入口の階段の上にあった。

「な、なんて身軽なヤツ‼　取り押さえろー[image: !!!]」

　じょ、冗談じゃねぇぞ‼　残る階段を駆け上り、店内へ飛び込む‼　…そこが絶対の国こっ境きょうだった。

　むさ苦しい亡者たちはガラス扉の向こうから、様々な呪のろいの言葉を投げつけている。

　だが完全防音でクーラーの利いたこの店内、そして天使の微笑みで迎えるウェイトレスさんの前ではそれすらも涼やかな見み世せ物ものに過ぎない。…笑っちゃいけないとわかっているが、黒い笑いでくっくっくと笑ってしまう…。

「いらっしゃいませ。エンジェルモートへようこそいらっしゃいました。本日はデザートフェスタにつき、チケットのお客様のみの貸切になっております。チケットとご芳ほう名めいをお伺いしてもよろしいでしょうか？」

「えっと…チケットはないけど名めい簿ぼに名前があると思います。前原です。」

「前原…前原。…あった。…失礼ですがフルネームでお伺いしてよろしいですか？」

「圭一です。前原圭一。」

「大変失礼いたしました。特別ご招待の前原圭一さまですね。お席へご案内いたします。どうぞこちらへ。」

　店内はすごい熱気だった。…ボックスシートはぎゅうぎゅうの超満員。いい歳をしたお兄ちゃんたちが、容姿的に到とう底てい似合わないような可愛らしいデザートを頰張っている光景は何だか恐ろしくもある…。

　席に案内されるとすぐに詩音がやってきた。

「いらっしゃいませ。ようこそエンジェルモートへ。」

「よう詩音！　今日は本当にありがとうな。世話になりに来たぜ。」

「ちょっと遅かったから心配しました。でも来てくれてうれしいです。」

　他の客の目もあるからなのか、ちょっと口調が堅めだったが、いつも見せてくれた飛び切りのスマイルで歓迎してくれた。

「…見ての通り、今日はお客さんがすっごいんで…定時に抜けさせてもらえるかちょっと自信がないんです。私の仕事が終わるまでのんびりしてて下さいね。終わったら一緒に遊びに行きましょうね～。」

　耳元でそれだけを告げると、詩音はウィンクを残して厨房の方に戻っていった。

　…店内の熱気のせいか、詩音も何だかちょっと大だい胆たんな雰囲気だった。…直前までの堅い言葉遣いとのギャップにどきどきしてしまう。

「お待たせしました～！　それでは新作デザートのご批評をふるってよろしくお願いいたしま～す！」

　店内の雰囲気に圧倒されている内に、次々と夏の新作デザートが運び込まれてきた。……どれもボリューム満点の凄い迫力[image: !!!]　なるほど…こんなスゴイのが無料で食い散らかせるんだから…今日のチケットがプラチナ扱いになるわけだ。納得する。

　しかし…どのデザートも充分にうまい。万人受けから対象を絞しぼったマニアな一品まで…レパートリーには隙がゼロだ！

「……しかしこれ、どう考えても…ひとりで食う量じゃないかもしれないなぁ。…ますますレナたちを誘わなかったのが申し訳ない。」

　ボックス席はみんなぎゅうぎゅうの満員なのに、俺だけが優雅に一人で座っている。それがこの店内では非常に浮いて見えた。

　しかし…、今日の満員ぶり、いや雰囲気はどこか異常だ。熱気が普通じゃないのだ。

　どのボックス席にもいい年をしたむさ苦しい男たちがぎっしり座り、可愛らしく盛られたデザートを欲望のままに食い散らし、皿までベロベロと舐める様子は…ちょっと怖すぎる…！

　何となく気になり、彼らの会話に耳を傾かたむけると……何だか壮絶なものが多々聞こえてくる！




「はぁはぁ…エンジェルモート萌え～♪」

「僕ですか？　当選チケットはウホッオークションで七万で落札したっす！」

「職場には親戚の葬そう式しきだと言ったにゃりんよ～♪　エンジェルは制服が最高ニョリ！」

「ウェイトレスさん、水とかズボンにこぼしてフキフキとかしてくれないかにゃ～♪　にゃ～にゃ～～‼」

「エンジェルモートのフィギュアが今度発売されるらしいでござるな。ＷＦは要注意でござる…‼」

「アキバの××××４Ｆでエンジェルモートの使用済み制服が売ってたらしいナリ‼　でも二十八万もしてたニョー…。」

「凄まじいレートでござるな！　アンミュラで八万、閉店後のブロバで十二万が相場でござるのに…‼　（使用済みの場合でござるよ。コピー品は半額以下でござる！）」

「×××でコピー品でいいから衣装販売してくれないか尿～☆　そしたら我わが輩はいが××××××××でン十万で買った等身大フィギュアに着せ着せするです尿～☆　毎朝毎朝、エンジェルの制服を見上げて目を覚ますでおじゃるよ～[image: !!!]」

　………か、彼らの口走る単語のほとんどは意味不明な隠いん語ごだ。…だが、それらの裏側に見え隠れするオーラの異常さだけはひしひしと伝わってくる…‼　はっきり言おう。ヤバイ。そして今日の店内を覆おおうオーラは明らかに異常だ！

「お待たせしました～。次のデザートでございます。……？　どうかなさいましたか？」

「……あ、…いえ。…………何かこう…、今日の店内は雰囲気が違うな…と。」

「うちのお店、その道の方々にはかなり有名らしいんです。まぁ、そういう狙いのお店ですから仕方ないって言えば仕方ないんですけど。…でもイベントの日のお客様はちょっと濃こい目の方が多いんで、困っちゃいます。」

　ウェイトレスさんは苦笑いしながら、耳元で小声で教えてくれた。

「なんかお客の人たち、みんな血走ってて…ハイエナみたいですよね。」

「今日のお客さんのほとんどはかなり遠方から無理して来てるみたいですからね。……そういう方々ってハメを外し易いんでちょっと怖いんです。ちゃんとガードを固めておかないと大変なんですから。」

　ガードを固めるって、どういう意味だ？

　その時、ガシャーンという盛せい大だいな音がした。驚いて振り返ると……ウェイトレスさんが転んで…見事にオーダーをお客さんにぶちまけたらしい。…って、…詩音じゃないか！

「すす、す、すみませんでした…！　そのお召めし物はそ、そのその……、」

「何て事をするにゃりん～‼　某ぼうジーンズ専門店で千八百円もしたズボンが生クリームでベトベトにゃりんよ‼　…はぁはぁ…♪」

　だらしなく伸ばした長髪を輪ゴムで留め、不似合いな柄がらのバンダナを巻きつけた男が、明らかに世せ俗ぞくからずれた口調で、鼻息を荒くしている。

　……何だありゃ。…股間にデザートを零こぼされたという悲惨な目にあった割には嬉しそうだぞ…。

「これは惨いですにょー。ウェイトレスさんが誠せい心しん誠せい意い、フキフキするしかないでござるにょ～♪」

　話が急におかしな方向へ転がり始める。…おいおい何だって？　フキフキって、拭ふかせる気か⁉　詩音に…あのどう見ても普通じゃなくパンパンにテントの張った股間を⁉⁉

「え………でも……その、……………わた、私、…………、」

「「「フキフキ！　フキフキ‼　フキフキ[image: !!!]」」」

　店内にあっという間にフキフキコールが広がる‼　絶対的に追い詰められた詩音が青ざめ、先輩ウェイトレスに助けを求めるが……同情の顔で首を振るだけだ。

「…園崎さん、足を引っ掛けられたんですね。ああやってわざと衣服を汚させて絡んでくるお客が最近多いんですよ。」

「あ、足を引っ掛けてだって⁉　じゃあ今のあれも…事故じゃなくて？　…故こ意い⁉」

「メインの女の子は充分気をつけてますから絶対あぁはならないんですけど…、園崎さんは短期バイトだからまだガードが甘くて。…今日のお客様たちにも早々に見破られちゃったみたいで…朝からあんな感じで絡まれてるんです。」

「店長とかは何やってんだよ！　あんな不ふ良りょうな客は追い出せよ‼」

　…客商売ですから、弱いんですよ私たち。…笑いながらも諦めた口調で彼女はそう語った。

　詩音は真っ赤になりながらおしぼりを手にわなわなと震えている…。生クリームをぶっかけられた男は、ソファーにふんぞり返りながらクリームまみれのテント張りの股間を誇こ示じしている。

　……覚悟もできないまま…震える手が周りに気け圧おされて…意に反して少しずつ前に…。

「さぁさぁさぁ‼　フキフキするでござるよ～～～！！！！」

　男の俺から見れば、苦笑いするような滑稽な光景なのかもしれないが…女である彼女から見れば…これはとても屈辱的な行為に違いないのだ。

　……男の俺が、足がすくむぐらい恐ろしいごろつきに絡まれていた時、詩音は恐れることなく立ち向かい、俺を助けてくれた。

　でも…屈辱的とは言え…詩音にも責任があるわけだし……別に、命の危機が迫ってるわけじゃないよな…？　あいつらだって…ちょっとＨなシチュエーションをはやし立ててるだけで、別に詩音を取って食おうってわけじゃない。…後で慰なぐさめてやればいいよな……。

　その時、自分の中のもう一人の自分が言う。忘れたのか俺！　あの詩音の言葉を！




〝私だって怖かったですよ。でも、他ならぬ圭ちゃんのピンチだし……。勇気出して頑張りましたってことです。〟

　男の俺が足がすくむくらい恐ろしいごろつきに三人も絡まれていた時、詩音は臆すことなく助けてくれた。

　今度は何だ？　……汚らしい脂あぶらぎった連中が、詩音に難なん癖くせをつけて絡んでいる。…あの時とはまったく逆のケースだ！

　おい前原圭一。…これを救わずして、俺はいつあの時の恩を返せるんだ…⁇

　怖いかよ前原圭一。あの時の詩音、いや魅音は微み塵じんほども臆したりはしなかった。じゃあ今の俺は？　……臆してなんかないさ。じゃあどうして⁉　臆してないならなぜ助けないッ⁉　…………………………………。

「さぁ観念するでござる～～～[image: !!!]　ふぉっふぉっふぉ～～！！！！」

「やかましいぞ脂あぶらデブ！　俺の目が黒い内に出て失せろ。」

　詩音の肩をぐっと摑み、後ろへ下がらせる。

「け、圭ちゃん……！」

「わかっておらんでござるな。そのウェイトレスが余よのおズボンに粗そ相そうをしたのでござるよ？　これはお仕し置おきなのでござる～‼」

「お仕置きが必要なのはてめぇの方だぁあぁああ[image: !!!]　男なら能書き吐くな‼　腕で物を言ってみろぉおおぉおおぉお[image: !!!]」

　勇いさましく飛びかかったまではよかったのだが、ガス、ドガ、ズッギャーーーン‼　……この音が、俺の攻撃を意味するものだったなら格好良かったのだが…。

　俺の体が軽々と宙に浮き…自分の席まで吹き飛ばされる。

「こ、こいつ…強い⁉　どう見ても運動神経とは無む縁えんそうな…ただの脂デブなのに…！」

「ふっふっふ。最近のヲタクは意外にマイナーな武ぶ道どうを会え得とくしていることが多いでござるから、甘く見ると大変でござるよ～☆」

　男はニンマリと歯は茎ぐきを見せて笑った。

「け、圭ちゃん……大丈夫⁉」

「く…くそ……なんてみっともない…‼　詩音は足を引っ掛けられたんだろ？　向こうが悪いんだから付け上がらせることなんかないぞ！」

「そ、…そうだけど……でも、………やっぱり悪いのは……私だし……。」

「ぅおおおぉお‼　もう一度だ‼　行っくぞぉおおぉおおぉ[image: !!!]」

　バキ、ドガ、ガッシャーーーーーーン[image: !!!]

「これくらいでへこたれる圭一さまだと思うなよ‼　もう一度だぁあぁああ[image: !!!]」

　バコ、バギ、ズッダーーーーーーーンッ！！！！

「ふぉっふぉっふぉ‼　口ほどにもないでござるの～[image: !!!]」

「ま、まだまだぁあぁああぁ[image: !!!]」

　高まれ闘気‼　ぬおおぉおおおぉおおおッッ‼

　安っぽく駆けるのでなく、一歩一歩踏みしめながら脂デブとの間合いを詰めていく。

　自分が床から足を引き剝がす度に、そこから闘気が吹き上がるのがわかる！

　まるで水中を歩くような緩かん慢まんさ…。そんな粘ねばついた時間の中を歩きながら…冷静にヤツとの間合いを計る…‼

　ヤツとの身長差、リーチの究極の有利点…！　俺のパンチだけが紙かみ一ひと重えで届く究極の間合い…‼

　繰り出す怒りの鉄てっ拳けんが、水を割さく様に…ゆっくりとヤツの顔面へ向かって繰り出されていく。それに反応して…ニヤリと笑いながら、俺のパンチの内側にゆらりと入り込む脂デブ…‼

　先ほどまでは理解できなかった、ヤツの不可解な反撃が、この粘ついた時間の中では皮肉なくらいよく見て取れる‼

　腕を風車のように大きくゆっくりと回し…、俺の空を切ったパンチを巻き込んで、下へ下へ…ぐるりと回し…。その回された手がそのまま時計の針のようにぐるりと回って、…俺の上体を捻りながら頭に絡み付いてきて…‼　俺の頭を巻き込みながらさらに一回転…‼　今度は全身をコマのようにぐるりと回して…さらに一回転[image: !!!]

　防御と攻撃が一体になった…見事な返し技。そうだ…三回、回されてから投げられてたんだっけ。

　だが…このねっとりとした時間に抗うこともできず、投げられるその瞬間を呆然と待つしかない…。その水中を歩くような粘った時間は、投げられる瞬間、唐とう突とつに終わった。

　グワッシャーーーーーーーーーンッ[image: !!!]

「修しゅ行ぎょうが足りないでござるよ～。ヤングメ～～～ン[image: !!!]」

　……悔しいが…気合いだけでは…ちゃんと武道を習った相手には…勝てない…！

　立ちくらみのような感じで意識が薄れた後、…気付くと自分の席に寝かされていた。

「…怪我しなくてよかったですね。」

　詩音の先輩ウェイトレスさんがおしぼりで額の汗を拭いてくれていた。

　そこへ、真っ赤な顔に涙を溜めた詩音がとぼとぼとやって来る。

「だ、大丈夫ですか…？　私なんかのために……す、…すみませんでした…。」

「俺こそ……役に立たなくて…すまん。…俺、喧嘩って勝ったことないし…。」

「う、うぅん、私のために助けに来てくれただけで……うれしかったです。本当ですよ？　それだけでも…今日は圭ちゃんに来てもらえてよかったかな…って。」

　そう言いながら、舌を出して強がる詩音だが。

　……前にそろえた両手にはおしぼりが握られていて…生クリームが拭き取られていた。

「園崎さん、Ｒ入っててもいいですよ。あと一、二時間でしょう？」

「あ、…ぇ、いいんです。バイトとは言え、お給料をもらってる身ですから。時間内はちゃんと働きたいんです。だからホント、お気遣いなく……。」

　強がりにすらなっていなかった。

　あの魅音にもこんな脆もろさがあったのか…などと思ったりは一切ない。こいつは詩音であり、そしてワケのわからない有う象ぞう無む象ぞうどもにいじめられた。それだけが事実。

「圭ちゃんは気にしないでデザートいっぱい食べてて下さいね。一通り食べ終わったらアンケートを書いてもらいますので。……じゃあ私、ホールに戻りますね。」

　先輩ウェイトレスさんは同情の笑みで慰めの言葉をかけた後、仕事に戻ろうとした。……それを俺は呼び止める。

「すんませんウェイトレスさん。……電話借りたいんですけど。」

「電話ですか？　レジ横にございますよ。ご案内いたします。」

　財布から十円玉を取り出す。

　もう面子メンツとかそんなのは関係ない。俺が不ふ甲が斐いないのは動かしようもない事実だが、泣き寝入りは今晩いくらでもできる。今は泣く時じゃない。戦わなければならないんだ…！

「確かチケット一枚で四人までＯＫなんですよね。あと三人、呼んでもいいんですよね。」

「えぇ、そうですけど…。一応、名簿に書きますので、お名前を伺ってもよろしいですか？」

　…そこで俺は一度振り返った。詩音に屈辱的な仕打ちを強しいたあの脂ぎった無む法ほう者ものたちを見据える。彼らは下品に笑い有う頂ちょう天てんだった。……まさか、これから自分たちに降りかかる恐るべき災さい厄やくなど、想像もつかないだろう。

　貴様らは三つ運に見放された…！

　一つ目は俺が詩音に借りがあるということ。

　二つ目は俺が勝つためならプライドだって捨てられる男だということ。

　そして三つ目は………、俺たちが史上最強の部活メンバーだということだッ[image: !!!]

「名簿には、竜宮レナ。それから北条沙都子。古手梨花で。」

「かしこまりました。承うけたまわります。」

　最高にして最強の部員たちを入国させる。ヤツらこそは一いっ騎き当とう千せん‼　脂デブどもッ‼　貴様らは終わりだぁあぁああぁあぁああッ[image: !!!]




　部活メンバー全員が揃うのに時間は掛からなかった。皆、自分の用事を投げ出して駆けつけてくれたのだ…！

「イ、イイお店だね‼　はぅ！　制服かぁいい‼　レナも着たい‼　はぅ～～‼」

「……しかもデザートまでおごってもらえるなんて、ボクは大感激なのです。」

「あぁ…好きなだけ食ってくれ。俺の分なんか気にするな。」

　三人は快こころよく招しょう集しゅうに応じてくれた。まさかエンジェルモートのイベントデーに入店することができるとは思わず、予期せぬ幸運にほくほくしながらデザートを頰張っている。

　だが沙都子は適当に口にしてからフォークを置くと言った。

「圭一さん、茶番は結構でございますのよ。用件に入ってほしいですわ。」

　レナも梨花ちゃんもフォークを置く。みんな、ただデザートが振ふる舞まってもらえるだけの理由で呼ばれたわけではないことを察しているようだった。

　…俺はそれをしばし眺めた後、べたっと額をテーブルに押し付ける。

「頼む。……俺の不甲斐なさを笑ってもいい！　力を貸してくれッ[image: !!!]」

　突然のことに三人は少し驚いたようだったが、俺のただならぬ様子に茶化すことなく耳を傾けてくれた。

「……ど、どうしたのかな？　何があったんだろ。だろ！」

「実は……魅音の妹の詩音がこの店でバイト中なんだ。」

「あ、話に聞いてた魅ぃちゃんの妹さんだね⁉　ひょっとしてあれかな。あれかな⁉　似てるね似てるね‼」

「に、似てるも何も…髪をおろしただけの本人ではありませんの…？」

　う。……言葉に詰まる。沙都子…、今だけはそれはなしにしてくれ…。

「……みー。圭一が詩音だと言うから詩音なのですよ。」

「いくら双子だって、あんなに瓜二つになるもんなんですの？」

「一卵性双そう生せい児じって言ってね。本当にそっくりの双子ってこともあるんだって。」

　…レナがもっともらしいことを言ってくれたので、みんなも納得する。

「な、納得してもらえたかな？　それで…本題だ。」

　そして…俺はさっきあったことを全て話した。…詩音が目をつけられ、意地悪な客たちにどう扱われたか、どんな屈辱的なことを強いられたか。…そして、自分がいかに情けなかったかを…包み隠さず話した。

「そ、それはひどいね。…詩ぃちゃんかわいそう。」

「しかし…それを助けられないなんて！　みっともないにもほどがありますわよ⁉」

「…それに関しては言い返すことはない。」

「沙都子ちゃん。負けを認めて助けを求めるのって、とっても難しいことなの。圭一くんはヘンなプライドなんかより、詩ぃちゃんを助けることを選んだんだよ。」

「…ふん。情けないですことー。」

　レナのフォローが胸に痛いが…理解してくれたことに感謝する他ない。

　沙都子はさんざん悪態をついたが、言葉には決してトゲは含まれていなかった。

「……で、ボクたちは何をするですか？」

　口元をナプキンで拭きながら言った。言葉に抑よく揚ようはないが、…すでに決意にも似た響きがあった。

　俺はその梨花ちゃんの余よ韻いんある沈黙に…同じく決意ある沈黙を返す。

「…ま、そんなところだと思ってましたわ。圭一さん一人には少々荷が重過ぎますもの。」

「え、……じゃあ……助けてくれるのか…⁉」

「当然だよ、圭一くん。私たちは誰がいじめられても助けに行くよ。」

　…ごろつきに絡まれた日、詩音が話してくれた雛見沢の強い連帯感を痛感する…。

　だが前原圭一！　今はそれに感謝して感涙に咽ぶ時じゃない。戦う時だ…‼

「すまん‼　恩に着るッ‼」

「……ひとりで頑張ったけど歯が立たなくてかわいそかわいそです。」

　梨花ちゃんは俺の頭をなでなでしてくれた。…だがその手のひらには小馬鹿にした憐れみはない。……あとはボクたちにお任せですよ、という…あまりに頼もしい力強さに満ちていた。

「……諸もろ々もろの都合により魅音は参戦できないので、臨時に俺が指揮を取る。……作戦内容は詩音の護ご衛えいと敵勢力の殲せん滅めつ！」

「敵って誰かな？　いっぱいいるのかな？」

「現時刻以降、詩音にちょっかいを出そうとする全個人・全勢力を敵と認める！　交戦規定はなし。捕ほ虜りょは取るな！　報ほう酬しゅうは今食ったデザート。……質問はあるか？」

　すでに部活モードに入った部員たちは闇より獲物を狙う肉食獣のような眼差しで、店内にひしめく有象無象たちを見渡す…。その中、梨花ちゃんが挙きょ手しゅした。

「何だい、梨花ちゃん。」

「……手加減は必要ですか？」

「不要に決まってますわッ‼　魅音さんの妹に狼ろう藉ぜきを働く輩やからに手加減なんか不要ですの‼」

「……いいんですね、圭一。」

　…梨花ちゃんは…本気だ。…本気で殺る気だ。…あぁ…頼むぜ梨花ちゃん‼

「全責任は俺、前原圭一が取る。蹴散らしてやれッ[image: !!!]」

「あははははははは！　ようし！　レナも頑張るぞぅッ‼」

「すまん‼　よろしく頼む…‼」

「……圭一さん、そんなに力りきまなくても大丈夫ですのよ。…まぁご覧あそばせ。圭一さんがそのパフェを食べ終わる頃にはお掃そう除じは終わってましてよ。」

「……ではみんな。頑張りましょうですよ。ファイト、おーです。」

「「「おぉぉーーーッ[image: !!!]」」」

　かくして…魅音が育て上げた史上最強の戦闘集団が動き始める…。

　俺は年齢上、性別上、リーダーっぽく振舞ったが…部活だけで言うなら俺が一番の後輩だ。……俺以外の誰だって、個人で恐ろしい戦闘能力を持っている！　それらが、詩音ひとりを守るために結けっ集しゅうしたらッ⁉

　予想も付かない。…俺は恐ろしいものを目撃するかもしれない…。

「園崎さ～ん、七番テーブルにデラックスパフェを五つお願いします～！」

「あ、はい…‼」

　詩音がオーダーの巨大パフェを五つも運んでいく。詩音はその重いトレイをバランスよく運ぶのに精一杯で、足元に注意はまったく払われていない…。それを悪意ある男たちが狙っている！

「くっくっく…同志よ、また来たでござるよ…‼」

「今度はミーのおズボンにぶっかけさせて、ぱんつの中までフキフキしてもらうニョリ‼」

　ほんの小一時間前に起こったフキフキ騒動…。それを今度は自分が再現しようと…穢けがれた男たちの欲望が襲い掛かろうとしてるッ…[image: !!!]

「圭一よりレナへ。五、六番テーブル付近で待伏せだ。……レナ？　聞こえてるか⁉」

「お店の制服、…かぁいいねぇ…‼　はぅ～…お持ち帰り～…！」

　ふらふらとパフェを運ぶ詩音のお尻を、ふらふらと追うレナ。

　詩音の背後にぴったりと付き、護衛しているはずのレナは詩音の制服の後ろ姿にすっかり釘付けだ。

　普通の人が見れば、まるで狼おおかみに羊ひつじの番をさせているように見えるのかもしれないが……レナに関しては違う！

「かぁいい状態、シンクロ率百二十パーセント…。勝ったな。」

「……あの状態のレナさんには、地球上のどんな物理法則も通用しませんわ。」

　その時、よたよたと無防備に歩く詩音の足元を、脂ぎった男たちが狙う…！

「今でござるよ同志諸君ッ‼」

「晴はる海みの輝ける明みょう星じょうにして偉大なる総そう統とう閣かっ下か万ばん歳ざい～ッ[image: !!!]」

　…詩音のその無防備な足元に…ヘビが襲い掛かるがごとく、転ばせようと足が伸びるッ！　なんと…一度に三人もッ[image: !!!]

　スパパパパパーーーーンッ！！！！

「ぎゃッ⁉」「ぅごッ‼」「ぬわんとぉッ⁉⁉」

　まさに電でん光こう石せっ火かッ[image: !!!]　愚おろかな三人が足を不自然に曲げながら苦痛にのたうち回る！　レナがかぁいいモードの時にのみ繰り出す不ふ可か視しの超光速攻撃！　さんざん食らってきた俺や魅音でさえ、未だ肘か膝なのかわかっていない有様なのだ。

「お、おごぉおおおぉおおぉッ⁉⁉」

「ここここ、これは…何事で…ござるかぁああっぁあ…‼」

　レナがふらふらと現れ、彼らに注意（？）する。

「はぅ～～～…おいたはダメなんだよ～☆　メッだよ？　メ！　レナがお持ち帰りするからメ～～～～～♪」

「ここ、この小娘……珍ちん妙みょうな技をぉおおぉおぉお…ッ‼」

　脂ぎった男たちはアザの残る足首を押さえ悶もん絶ぜつしている…。

「さすがはレナさん…。…いつ見ても恐ろしいキレですわね。」

「ああ。絶対的なガードだ‼　半径二メートル以内で行われる詩音へのあらゆる攻撃を、レナは完全なカウンターで粉ふん砕さいするッ…‼」

　詩音がオーダーのために店内を何往復かするころには、あちこちで、足や手の甲こうにアザを作った連中が悶絶していた…。

「はぅ～～～☆　レナより圭一くんへ。もう詩ぃちゃんにちょっかい出す人はいないよ～。だからもうお持ち帰り～～‼」

「圭一よりレナへ。ご苦労だった。引き続き護衛を続けてくれ。それからお持ち帰りは不可！　繰り返す、お持ち帰りは不可‼」

「じゃあ見てるだけだよ見てるだけ☆　はぅ～～～～～♪」

　…まぁ見ているだけならいいか。ついでに詩音のガードも続けてくれてるのだからＯＫにしてやろう…。

　だがこれで、詩音に悪さをしようとしていたヤツらは全て把握した！　手や足を押さえて悶絶しているヤツらに残されたアザはまさに烙らく印いん！

「現時刻を以って敵勢力識しき別べつを完了。次のフェイズへ移行する。圭一より沙都子へ！　そっちはどうなってる⁉」

「沙都子ですわよ。…どうなってるとはヒドイ言い方でございますわね。圭一さん、私を誰だと思っておいでですのー？」

　沙都子の姿は厨房内にあった。

　配膳卓上に何枚ものオーダー伝票と目標の所在を書き込んだ店内見取り図を広げ、出来上がったばかりのデザートを選えり分けている。

「……ちょっと…さっきから何をしてんですか⁉」

「ほっほっほ！　いいんですのよ、詩音さんは私に全てお任せくださればいいんですわ！　さぁ、目に物を見せてさしあげましてよ‼」

「まーまー☆　園崎さん、いいからいいから彼女たちに任せておいて！　それよりもこのオーダー、全部一度に行くからお願いね！」

　先輩ウェイトレスが後輩たちにてきぱきと指示を出し、次々に配膳に出発させて行く。

　店内に一斉に配られる、沙都子の手の入ったデザート…。

「はぅ～～‼　かぁいいデザートがいっぱい来たよ～～‼　はぅ～～‼」

「…わかってるだろうが、手をつけるなよ。自分の身が大事なら。」

「わ、わかってるけど～…、はぅ～～‼」

　確かに、いずれも劣らぬ可愛いデザートばかり。食べる前から存分に目を楽しませてくれる芸術品ばかりだ…！

　だが、その芸術品も沙都子が絡んでいると知れば…危険なＵｎｋｎｏｗｎアンノウン（未確認物体）に過ぎない！

　そんなことには気付きもせず、がばがばと頰張る男ども‼

「む…。」「……これは。」「……ぅごぉ、」

　…異変は数瞬を置かずに起こり始める。

「沙都子。………何を混ぜた？　塩やタバスコってわけじゃないだろ。」

「あぁら、圭一さんが言ったんですのよ？　手加減無用って。私、こう見えても叩く時は徹底的に叩く性分でございますの…！」

　そう言いながら、怪しげな薬ビンをくるくると回しながら、スチャ！　とポシェットの中にしまった。

「沙都子より梨花へ。お客様が行きますわよ。エスコートをお願いしますわ～！」

「……み～！　ボクにお任せなのです。」

　…そう言えば梨花ちゃんの姿が見当たらないな。どこかに潜んでいるのだろうか…？

　ガタガタン！　何人かの男たちが荒々しく席を立ち、店内をきょろきょろと見渡していた。

　あのせかせかとした雰囲気。……そして天井に吊るされた一枚の看板を見て安あん堵どする。

　その看板には…「お手洗い」と書かれていた。そこを目指して殺到する！

　それは一人や二人ではなかった。あちこちの席で「敵」だけが腹を押さえながら席を立つのだ。もうこうなっては沙都子が彼らのデザートに何を混ぜたかは明白だった。

「ぅぅ…さすがにがっつき過ぎたでござるよ…。お手洗いはどこでござるか…。」

「僕もにゃりんよ。スモールでなくビッグの方でござる！　要リプレイ外しにゃりん！」

「おトイレはどこにゃー⁉　見つけたにゃー！　レッツ尿～[image: !!!]」

　連中は、相変わらずのわけのわからんスラングを連呼しながら、騒がしくトイレを目指していく。しかし、…理解は不能だが賑やかなヤツらだな。

　しかし、問題はここからどうつなぐかだ。…興味にかられ、続々とトイレへ向かう彼らに付いて行く。

　トイレへ通じる狭せまい通路には十人前後の男たちがひしめき合っていた。

「「「こここ、これは…何としたことでござるかぁあぁあぁあああッ[image: !!!]」」」

　肩越しに何が起こってるのかをうかがうと……うわッ‼

　大便器が詰まったらしく、ゴボゴボという凄まじい音と臭いを放ちながら…逆流しているッ[image: !!!]　これではとても用など足せないッ[image: !!!]

　さ、沙都子のヤツ…何て荒あら技わざを…[image: !!!]　い、いや、これは沙都子の仕し業わざじゃないな。天罰だ。うん、運が悪かっただけなのだ。トイレの清掃は申し訳ないがお店の人にお願いしよう。

「こ、これでは…用が足せぬでござる‼」

「あうぅぅううぅー‼　どうしたものにゃりんか、マイ同志ぃいいいぃ‼」

　お腹の緊急事態に加えて、トイレの致命的な逆流カタストロフ！　…見事なトラップコンボだが…最後にもう一押し欲しいところだよな。…そして沙都子に限って、ぬかりがあるはずもない！

「こうなっては…ささ、最後の手段にゃー…。」

　背に腹はかえられないと悟ったその男の行く手は…「女子手洗い」ッ[image: !!!]　なな、何てヤツらだ、いくら緊急事態とは言え、禁きん足そく地ちに躊躇なく踏み込むというのか‼

「ささッ、さすがに女子トイレはまずいではござらんかぁあぁ⁉」

「今日のお客さんに女子はいないにゃりん‼　よってコロンブスの卵でにゃりん‼」

「はぁはぁ…女子便最高～～！！！！！」

　な、なんてたくましいヤツらだッ‼　額にまでたっぷりと汗を浮かせた男たちが、何の躊躇もなく女子トイレに殺到する！

「……みぃ？」

「「「のわぁあぁあああぁああぁあッ…⁉⁉」」」

　女子トイレには…女の子が、梨花ちゃんがいた。

　複雑な驚きのポーズのまま石せき化かする男たち…。梨花ちゃんも咄嗟の出来事に啞あ然ぜんとしている…。……しかし微妙なうまい表情だな。これも計算の内なのか。さすがは狸だぜ、侮れないぞ梨花ちゃん‼

「こ、ここ、これはでござるな、マドモアゼール…。」

「……みぃ。」

「男子便所がちょっとデンジャラスにゃので、ちょっとおトイレをお借りしたかっただけなのにゃ～…。にゃ～～♪」

「……みぃ……、」

「ででででも…やっぱりいけないことでござるよな‼　どどど、同志諸君‼」

　梨花ちゃんの表情が少しずつ泣き顔っぽく変化してくる。…この絶妙な表情変化に罪の意識を感じずにはいられないだろう。…これが演技だってんだから、やっぱり梨花ちゃんは末恐ろしいぜ…。

　連中は、梨花ちゃんに泣き出された瞬間に、女子トイレ不法侵入罪が確定する‼　それを恐れ、何とか泣き出さないようなだめる仕草をするのだった。

　しかし、女子トイレに婦女子が立つだけで…ここまで圧倒的な結けっ界かいが張れるものなのか…。この状況下で梨花ちゃんの脇をひょいと抜けて用を足せる猛も者さなどいようはずもない！

　……ふん。だが、そこが所しょ詮せんこいつらの限界なのだ。真の部活モードに入った男、例えば俺なら、……梨花ちゃんなんか弾き飛ばして遠慮なく用を足してるぜ‼　……威い張ばることじゃねぇな…。

　さぁどうする脂デブども‼　詩音を嬲なぶってくれた代償はまだまだこんなもんじゃないぜ[image: !!!]

「……皆さんはお困りなのですか？　ならボクが助けてあげてもいいのですよ？」

「かか、かたじけのぅござる[image: !!!]　してその方法は？」

「……お外のトイレを使えばいいのです。ご案内しますですよ。」

「それは助かるにゃりん‼　さぁさぁ‼　このままじゃ集団浣かん腸ちょうプレイ状態にゃりん～[image: !!!]」

　梨花ちゃんはニコニコ笑いながら、のんびりとした歩ほ調ちょうで彼らを先導し始める。……この一刻を争う状況下で牛歩とは……地じ獄ごくの責め苦‼

「マドモアゼル…、そのおトイレはここから遠いでござるか…⁇」

「……すぐに着きますです。」

　彼らは梨花ちゃんに従えられて店の外へ出ようとする…。そして今こそ最後のトドメの時だった‼

「圭一くん、シメだよ。ビシ！っといってね！」

「おぅよ‼　任せておけッ‼」

　俺は店を出ようとする彼らの前に両手を広げて立ち塞ふさがる‼

「何の真ま似ねでござるかあぁああぁあ[image: !!!]　このデフコン１ワンの非常時にぃいぃ[image: !!!]」

「脂デブども…‼　この扉から一歩外へ出ることがどういうことになるか、わかってるんだろうな⁉」

「それはどういう意味にゃー[image: !!!]」

「あははははは！　ほら、チケットに書いてあるよ。『途中退店無効』って～！」

「どこのおトイレに行くのも自由でございますがね、その扉を一歩でも外へ出たなら二度と戻れませんのよッ‼」

　ドオォオオオォオオォオンッ！！！！！

「「「おお、覚えてろぉおおぉおぉおおおッ[image: !!!]」」」

「……そんな怖いこと言う人たちに案内したくないのです。」

　踵きびすを返そうとする梨花ちゃんに、みんな大慌てだ。…借りてきた猫のように大人しくなって一列になってついていくしかない…。

　ウェイトレスさんも並んでお見送りだ。

「本日はご来店、誠まことにありがとうございました～☆」

「「「アイシャルリタぁああぁあぁあぁあぁンッ！！！！」」」

　からんからん。軽快なベルの音を立てて扉が閉まる。気付けば、店内から不ふ審しんな男たちは一いっ掃そうされていた。

「ざッまぁないですわね‼　楽勝の極みでしてよ～‼」

「あっははははは！　やったねー！　えーい！」

　レナと沙都子がパチンと手を叩き合う。

「ひゅー…。俺一人じゃ歯が立たねぇ連中も、メンバー総登場なら…まさに一いち網もう打だ尽じんだな。」

「この程度の相手なら、私たちなら一人でもお相手できましてよ？　圭一さんも少しは腕をお磨みがきあそばせ～！」

　…悔しいが沙都子の言うとおりだな。くそ！　俺もきっとこいつらに並んでも恥ずかしくない力を身に付けてやる‼

「でも、魅ぃちゃんの妹さんを守れて本当に良かったね！　もうこれで、いたずらする悪い人たちはひとりもいなくなったよ！」

　当の詩音は、連中が一網打尽になりすっかり落ち着きを取り戻した店内と俺たちを見比べながらおたおたしていた。

「わ、わたわた…私のために…？　…そ、…その……、」

　詩音は嬉しそうな、バツが悪そうな、曖あい昧まいな顔でうっすらと赤くなりながら……厨房の方に走って逃げた。

「わ、…詩ぃちゃんもかぁいい‼　双子なんだね～はぅ～～[image: !!!]」

　詩音の性格からして、面と向かってお礼なんか言えるわけないよな。ちょっと派手に暴れたけど、助けることができて本当に良かった…。

「わかってると思いますけど、園崎さん、とても感謝してますよ。私たちもホールを代表して感謝いたします。」

　先輩ウェイトレスさんたちが詩音に代わって感謝の言葉をかけてくれた。

　パチパチパチパチ。その拍手がいつの間にか店内に広がっていく。

　おかしなノリのお客のせいですっかり店内の雰囲気がおかしくなっていたが、純じゅん粋すいにデザートを楽しみにきていた紳士的なお客だって大勢いたのだ。そういう人たちも店内に平和をもたらしてくれたことを拍手で讃たたえるのであった…。




　こうして、ようやくエンジェルモートに平和が戻る。俺たちはようやく落ち着いてデザートを楽しむことができるのだった。

　デザートをあらかた食いつくし、感想のアンケート用紙に記入しているところで梨花ちゃんが戻ってきた。

「おぅお疲れ！　首しゅ尾びは上々か？　ずいぶん遅かったな。」

「……ごめんなさいなのです。帰りに迷子になってしまって大変だったのです。」

「あははははは。梨花ちゃんはヘンな道を通ることが多いからね、よく迷子になるんだよ。」

「…近ちか場ばのトイレに案内するだけでどうして迷子になるんだ？」

「人間誰にも得手不得手がありましてよ。梨花にはそんなの負けないような長所がたくさんありますわー！」

「それもそうだな。さっきの女子トイレのあの表情！　役者だったなぁ‼」

「……あの時の圭一はひどいのです。自分が彼らの立場だったら、ボクを弾き飛ばして女子トイレに飛び込むとか考えていたのです。」

「お、おわぁあぁあぁああ⁉⁉　また俺、考えが顔に出てたのかぁ‼」

「け、圭一くん……Ｈなんだぁ…。」

「いやその……わははははははは…[image: !!!]」

　この日は笑って済ませたが、俺は後日、新聞で「飛ひ彈だ山中にて不明男性十人を保護。男性たちは鹿骨市内から徒歩でトイレにやってきたと主張したが、保護された場所から鹿骨市内までは××キロも離れており…」という記事を読み、梨花ちゃんの恐ろしさを知ることになるのだった…。




「……さてと、ごちそうさまなのでした。今日は呼んでもらえて嬉しかったのです。」

「あら、もう帰りますのー？　もうちょっとゆっくりしても……。」

「……今日の特売は逃しちゃいましたのですが、お買い物には行かないと、今晩のお味み噌そ汁しるにおダシがなくなってしまいますのですよ？」

「あ、……そうでしたわね。またお買い物に行かなくちゃなりませんでしたわね。」

「…そうなのか。急に呼び出しちゃってごめんよ。」

「仲間の非常時ですもの！　ここで駆けつけられなかったら部活メンバーの資格はございませんわ！」

「……それに、甘いのをいっぱいいっぱい食べさせてもらえましたですから、とても喜んでいますよ。」

「今日はありがとな。助かっだぜ。」

「……詩音によろしくとお伝えなのです。」

「では失礼しますわ。レナさんはどうぞごゆっくり。」

「うん、そうするね！　じゃーねー！」

　二人は仲良くふざけ合いながら、上機嫌に去っていった…。




　それと入れ替わるように、詩音がコーヒーを持ってやって来た。

「……あら。…あの、小っちゃい二人は帰っちゃいましたか？」

　小っちゃい二人という言い方が可お笑かしくて、思わず吹き出してしまう。

「うん。お買い物があるからって言って。」

「先輩に話を聞きました。…何だか…私のためにいろいろご迷惑をかけてしまったみたいで…。」

「全然迷惑じゃないよ。他ならぬ、詩ぃちゃんのピンチだしね。……あ、いいよね詩ぃちゃんで‼　魅ぃちゃんとお揃いでかぁいいかな～って！」

「あ、……まぁ…どうぞご自由に………。」

　詩音はレナに話しかけられて、ちょっと戸惑っているようだった。

　レナはちょっと鋭いところがあるから、こうして話している内に魅音だと見破られないか不安でならないのだろう。

　二人分のコーヒーを置くと、もうすぐで仕事は終わりですから、と告げて、足早に厨房の方へ去っていった。

「……レナに素そっ気け無かった。馴れ馴れしい子だと思われちゃったかな…。はぅ…。」

「照れてるだけだろ。」

「でも、本当にそっくりだね。双子ってよりも、もうひとりの魅ぃちゃんみたいな感じ。」

「が、外見は似てるけど、雰囲気って言うか、中身は全然違うだろ。そういう双子も面白いと思うけどな～。」

「圭一くんはそう思う？　…中身もそっくりだと思うよ。」




　何となくの沈黙。レナはコーヒーの表面を描くミルクの模様を無言で眺めている。

　…いつもしゃべり尽くめの俺には何となく息苦しい間だった。

　レナの仕草がどことなく突き放した感じで、失言があったような気にさせられる。…ちりちりとした、何だか居い心ごこ地ちの悪い間だった。

「……そう言えばレナさ。今日、言ってたろ。魅音が傷つけられた…なんて話。」

「そんな話、したかな…？」

「だからとぼけるなよ…！　確かに言ったよ。今日の学校からの帰り道で。」

　レナはとぼけるように笑いながら、そんな事も言ったかな…と答えた。

　いくら鈍感な俺でも…薄々と気付く。

　レナは、俺が魅音を傷つけたんだと言いたいんだ。…でも、いつ？　俺が？

「もし……仮にそういうことがあったとしても…。そりゃ俺には悪意はなかったんだよ。」

　俺が魅音を傷つけた、そう仮定した部分を端折はしょって話を切り出す。

「うん。きっとそうだと思う。圭一くんに悪気はなかったと思うな。」

　レナもまた、俺が傷つけたという仮定を端折って答える。……だから確信した。

　どういうわけか知らないが…俺が魅音を傷つけたらしい。…そして、レナはそれに気付かない俺に立腹しているのだ…。

「誤解しないでほしいんだけど、別にレナは怒ってるわけじゃないよ。」

　そんな俺の考えを見み越こしたのか、レナはいつも以上に柔らかく笑いながら言った。

「ただその、…何て言うのかなぁ。難しいなぁ…って。」

「……俺に落ち度があるなら、はっきりそうだと言ってくれないか。俺は自分でも呆れるほど鈍感なんだ。…謝るべきことがあるなら、少しでも早くそれに気付いて謝罪したいと思ってる。」

「別に圭一くんに落ち度なんかなかったと思うよ。考えようによっては…ずるいのは魅ぃちゃんの方なのかもしれないし。ずるいのが女の子だ、って居直るのもまたずるい気がするし。」

　レナの言い方は謎なぞめいていて…申し訳ないがさっぱり意味がわからない。

　ただひとつわかるのは、「俺が何気なく」した、あるいは言った何かに魅音がとても傷つけられた、ということだけだ。

「…頼むよレナ。…魅音は俺の最高の仲間のひとりだ。禍か根こんを残してなんか付き合いたくない。…だから教えてくれよ。俺は、何を傷つけてしまったんだ…？」

「だめだよ。こういうのは自分で気付かなきゃ。」

　レナはいつものように微笑んでいたが、ぴしゃりとそう言い切る。…こんな芯の強さがあったのかと一瞬驚かされた。

「…そ、それに気付けないからこうして頼んでるんだろッ⁉」

　つい語気が荒くなってしまった。レナも一瞬驚いたが、すぐに元の素っ気無い雰囲気に戻った。

「じゃあヒントだけならいいかな。特別なんだよ？」

「……すまん。頼む。ちゃんと考えるから。」

　レナは店内を見渡して詩音を捜す。詩音は相変わらず自信なさげに、だけど張り切って仕事をしていた。

「詩ぃちゃん、髪の毛を上げて結んだら魅ぃちゃんと見分けつかなくなるんだろうね。」

「ん、そうだなぁ。」

「じゃあさ。魅ぃちゃんが髪をほどいたら、やっぱり詩ぃちゃんと見分けがつかなくなるのかな。」

「多分な。…でもそれとこれが何の関係があるんだよ？」

「もしもだよ？　双子の妹なんて話はウソで、あれは妹のフリをしてる魅ぃちゃんだったら、どう思う？」

　…レナの日頃の様子からは想像もつかない鋭さだった。でも、レナには確かにこういう一面もある。……そしてそれは間違いない。口に出して肯定していいか戸惑うが、それは正解なのだ。

「質問に質問で返すようで悪いけどさ。…レナの言うとおり、魅音が詩音のフリをしていたとして、…そりゃ何のためだよ？」

　レナはしばらくの沈黙を守った後、時計を見る仕草をした。

「そこを考えてほしいなぁ。…う～ん、ヒントにしては多過ぎかも。…はぅ。」

　ごちそうさまと短く告げ、レナは席を立った。

「ごめんね。頼まれてるお買い物があるからそろそろ帰るね。詩ぃちゃんには挨拶もせずに先に帰っちゃってゴメン、って伝えておいてもらえるかな。」

「あぁ、伝えておく…。」

「ごめんね。」

「え…？」

「レナって怒りんぼなの。…怒ってごめんね。圭一くんだけが悪いわけでもないのに。」

　レナはキツイ言い方をして申し訳ないと謝ったが、本当は謝るのは俺の方のはずだ。

「魅ぃちゃんだってもうそんなに気にしてないことだと思うの。だからなかったことにして、忘れちゃってもいいと思うんだけど。……でもね、同じ女の子としては、…圭一くんに自分で気付いて自分で謝りに来て欲しいなって夢を見ちゃうの。……はぅ♪」

　最後だけかぁいいモードになって茶化し、レジの方へ消えていく。

　後には、ひとり取り残された俺と、魅音を傷つけておきながらそれに未だ気付くこともできない鈍感な俺をからかうような、コーヒーの湯ゆ気げが漂うだけだった…。





園崎詩音






　ぼーっとしていたところを、突然、肩を叩かれた。

「お待たせしました…。えへへ、…やっと終わりました。」

　私服に着替えた詩音だった。今日は疲れましたと言って機嫌よく笑ってくれた。

「今日は本当にありがとな。どれもすごいおいしかった。みんなも喜んでたよ。」

「いえいえ、そんな。…でも喜んでもらえてうれしかったです。…あれ？　さっきの女の人も帰っちゃったんですか？」

「買い物があるって言って帰ったよ。先に帰って申し訳ないって伝えておいてくれって。」

「そうですか。…じゃ、私たちも表に行きません？　たとえオフでもバイト先は緊張しちゃいますから。」

　どこへ行くわけでもなく、ぶらっと散歩しようということになった。俺もずーっと座っていたので、表の空気が吸いたくなっていたところだ。

　店を出ると、外はいつの間にか夜の帳とばりが降りようとしていた。

「…あーあ。何だか暗くなってきちゃいましたね。…もっと早めに終わらせてもらえる約束だったのに。」

　詩音は残された時間がほとんどないことが残念そうだった。

「でもいいかな。ちょっとでも、こうしてのんびりお話できる時間が取れたから。」

　そう言って、詩音は駅裏の並木通りの方へ歩き出す。駅前は帰宅途中のサラリーマンが少しずつ増え始めていた。

「さて。自己紹介からしようかな。…初対面はいきなりお姉と間違えられるという衝撃的な出会いだけで、互いに挨拶もしてないですからね。」

　悪戯っぽくそう笑われると、苦笑するしかない。

「私、園崎詩音と申します。お姉と似てるのは外見だけなんですよ。お姉は大おお雑ざっ把ぱで暑苦しい人なんだけど、私は几帳面で涼しい人なんです。」

　ついさっきもレナに似たようなことを問いただされたことを思い出す。

　俺は外見は似てるけど中身は違うんだぜ、と言ったら、レナは同じだよ、と言った。どこで気付いたのかはわからないが、レナは詩音が魅音であることを看破していた。

　そして、それに関連して、俺が魅音を傷つけたとも言った。

　レナが出したヒントはひとつ。魅音が詩音を演じる理由は、というものだ。

「詩音は俺のこと、魅音から何て聞いてるんだ？」

「お姉は圭ちゃんのこと、お気に入りみたいですから。饒じょう舌ぜつにいろいろとしゃべってくれますよ。部活の話とか、やられたとかやり返したとか、そんな男の子みたいな話ばかりです。……本当に仲がいいんですねー。」

　そんな男の子みたいな話ばかり、か。

　そう言えば、詩音本人に前に言われたことがあるような気がする。圭ちゃんはお姉のこと、女だと思ってないでしょうって。

　…それって、そんなにも魅音のことを傷つけてしまうようなことなのだろうか？

　魅音だって、男の子に生まれたかったとか、女の子みたいのは似合わないとか、自分でいろいろ言ってたじゃないか…。

「……圭ちゃん、さっきから何だか楽しくなさそうですけど。」

「え、…あ、いや！　そんな事ないよ。」

「隠し事が下手なくせにウソつこうとするんですよねー。だから憎めないんですけど。」

　そう言いながら、俺の額をこつんとチョップみたいに叩いた。

　…こんなにも詩音は楽しそうにしてるのに、俺は魅音をどんな風に傷つけてしまったって言うんだろう。レナの残した謎はしこりを残したまま、なかなか解けようとしない…。

「ほら、あれ、綺麗だと思いません？　男の子でも綺麗に感じます？」

「へー、綺麗だなぁ…！」

　詩音はウィンドウショッピングを楽しみながら、普段俺が入ったことのないようなお店を案内してくれた。

　別に買ってくれとせがむわけでもなければ、俺を退屈にさせるわけでもなかった。

　散歩しながらの話のタネくらいに。そんな軽かろやかな足取りでいくつかのお店をひやかして回った。

　俺の知らない話題ばかりなのに興味が尽きない。話し上手なんだなと思った。

「圭ちゃんって、こういうの初めてですか？」

「あぁ初めてだよ。こんな小物のお店なんか、こうして連れてきてもらわなかったら一生入らなかったなぁ。」

「…そういうのじゃなくって……その、こういう感じの。」

　んな⁉　突然、詩音が腕を組くんできたのでびっくりして飛びのこうとした。

「ちょ、…そんなに驚かなくてもいいじゃないですか。女の子と腕を組むくらい、そんなに恥ずかしいことなんですかー？」

　ちょっと怒ったような、それでいてどこか挑ちょう発はつするようなそんな表情をする詩音。

「べべべベベ、別に恥ずかしくなんかねぇよ！　腕が欲しけりゃ一本でも二本でもくれてやるよ。…ほら！」

「くっくっく…！　圭ちゃんって本当に退屈しない人ですねー。お姉のお気に入りってのもよくわかります。」

「い、いらねえなら引っ込めるぞ、腕…！」

「あははははは！　そんなそんな～。喜んで拝はい借しゃくいたしますわ～！」

　詩音は上機嫌に笑いながら、えい！　と言って腕に組み付いてきた。…ちょっとドキドキ。

「反応を楽しみたいんで意地悪に質問しますけど、圭ちゃん、女の子と腕組んだことあります？　林りん間かん学校のキャンプファイヤーでってのはナシでです。」

「…こんの小悪魔がぁ‼　そんな経験絶対ないってわかってて聞いてやがるなあ！　…………ぅぅ、林間学校を封じられると、……辛いな。」

「くっくっくっく…‼　そうだと思いました～。」

「その悪戯っぽい笑い方、本当に魅音と同じだなぁ！　お前本当に詩音なんだろうなぁ。魅音が詩音だってウソを吐いてるんじゃないのかぁ？」

「ひょっとして圭ちゃん、私のこと、お姉が詩音のフリをしてるかもしれないって、思ってます？」

「さっきまでは双子だと思ってたが、悪ふざけの仕方が魅音とそっくり過ぎるからな！」

「口ではそんなこと言ってますけど。圭ちゃんはちゃんと私とお姉を区別してますよ。」

「区別って何だよ。」

「お姉がこうやって腕を取ってきたら、圭ちゃんドキドキしますか？」

「する。関節技でもかけられるんじゃないかと思ってビクビクする。」

「あっははははははは！」

　詩音は片かた腹はらを押さえてひぃひぃと笑った。

「おいおい、そんなに可笑しいことかよ。片腹押さえて涙溜めるくらいに。」

「いえいえ…その。お姉ってしょうがないなぁって思ったんです。年頃の男の子と腕を組んで、胸を高鳴らすこともできないなんて。本当に女の子失格ですよねー。」

　前にもどこかで誰かに言われたことがあるのを改めて思い出す。

「お姉は男の子に生まれた方がよかったんじゃないかなぁって思うことありますよ。……そしたら、私も惚れてるかもなー。なんちゃって～！　あっははははははは！」

「…魅音も男の子に生まれたかった、なんて言ってたな。」

「お姉は女の子がしたいのか男の子がしたいのか、中途半はん端ぱなんですよね。まぁ、ぶきっちょな生き方のツケですからね。放っておいてあげて下さい。」

「聞いてりゃさっきから、実の姉にずいぶんな言い方だなぁ。」

「私、お姉のどことなく甘えたところ、好きじゃないんです。」

　詩音の言い方にどこか冷めた雰囲気があった。

「詩音って、…魅音とあんまり仲良くないのか？」

「まぁそこそこは仲良くやってます。でも、姉妹として許せないなぁってところはいろいろありますよ？　……あ、あれ見て下さい！　あれ、かわいいと思いません…⁉」

　詩音に指差されて振り返ると…そこは見覚えのあるおもちゃ屋のショーウィンドウだった。日曜日に部活の大イベントの会場となったあのおもちゃ屋だ。

　詩音が指差す先には、女の子が好きそうな人形がたくさん可愛らしくディスプレイされていた。

「女の子ってどうしてこういうのが好きなのかなぁ。」

「だってかわいいじゃないですか。圭ちゃんはかわいいって思いませんか？」

「…俺は男だから、特にそういうのは感じないよ。」

「まぁまぁ。圭ちゃんはこの中で一番かわいいのはどれだと思います？」

　詩音に腕を引っ張られ、横一列に並べられている人形を示される。

　…ずらりとまるで仲の良い姉妹が記念写真を撮っているみたいに並べられた人形たち。不思議と、その中のいくつかに見覚えがあるような気がした。

「……こっち側に並んでる四つは見覚えがあるな。」

「あ、やっぱり有名なんですね。圭ちゃんでも知ってるくらいだから。」

　詩音はちょっと感心した風に言った。

「最近、イギリスの方で流行ったとかいう新作なんですよ。この辺ではまだ売ってますけど、都市部の方じゃ品切れ状態で、安さがポイントのはずなのに、ヘンに高こう騰とうしちゃってるそうです。でもわかりますよね、だってかわいいですものね！」

「女の子っていい歳になってもこういうのが好きなんだな。」

「人にもよるでしょうけど、人形とかぬいぐるみとかを嫌いな女の子ってそんなにいないと思いますよ。あのオトコ女のお姉ですら、かわいいって言ってましたから。」

「へー…。魅音もかわいいって言うのか。そりゃーすごいことだな。」

　そうだ、思い出した。この人形はあの日曜日のイベントのあと、お店のマスターがお駄だ賃ちん代わりにくれたんだっけ。

　全員がもらえたのに、魅音だけ身内ってことでもらい損そこねたんだ。

「やっぱり…あれが一番ですよね。ドレスのふわふわな感じがホントに…。」

「…それだ。この店のマスターに俺がもらったヤツだ。」

「らしいですね。」

　詩音が小さく、だけどはっきりとそう答えた。

「善郎おじさんが、日曜日のイベントを盛り上げてくれたお礼にって。お姉が連れて来た友達四人に配ったんだそうです。ドレスの人形は圭ちゃんがもらったんですね。……どうでしたか？　とってもかわいかったでしょ。」

　…男の俺がもらってかわいいなんて思うわけがない。

「じゃあその人形、どうしちゃったんですか？」

「持っててもしょうがないから、……あげちゃったよ。」

　誰に？　詩音がそう笑いながら微笑んだ時、頭の中でパチリとピースの合わさる音が聞こえた…。

　俺の脳のう裏りに、あの日の出来事がもう一度蘇る…。




「今日はみんな、本当にありがとう。お陰でイベントは大盛り上がりだったよ～！　大したものじゃないけど、これ、今日のお駄賃に～。」

「わ、善郎おじさん！　私にはないの、お駄賃ー！」

「あらあらあら‼　かわいいのが出てきましたわよ⁉」

　沙都子と梨花ちゃんが紙袋を開けると、中から小さく可愛らしい人形が出てきた。

「わ‼　これ…かぁいい～…‼　お持ち帰りしていいの⁉　本当に…⁉」

「ってことは俺のもかな？　……ぅお。何だかやたら可愛いのが出てきたぞ。」

　豪華なドレスを着た、いかにもお上品な感じの人形だった。

　レナの目が俺の人形に釘付けになる！　…いや、沙都子もだ。心なしか梨花ちゃんも…⁉

　…そうだ。レナと沙都子と梨花ちゃんだけじゃない。…もうひとり、羨ましそうにしていたのがいた…。

「あっはっはっは！　圭ちゃんには一番似合わないのが出てきちゃったねぇ！」

　…そんな表情を読み取られたくなくて、精一杯の照れ隠しを言っていた。

「…なんつーのか、プリティーって言うかキュートって言うか、…可愛いのは認めるんだが…着せ替え人形はちょっとなぁ…。」

「圭ちゃんが持ってたら、確実に明日から変態扱いだね。うん！」




　…魅音の、小馬鹿にするようないつもの口調。

　俺はこの人形を誰かにあげようとして周りを見渡したんだ。

　正面に魅音がいた。魅音だけおみやげをもらってなかったので、魅音に渡そうと思った。……でも渡さなかった。

「えッ⁉⁉　くれるの⁉　レナに⁉　ありがと～～～！！！！！」

　羨せん望ぼうの眼差しの魅音に背を向け、俺はその人形をレナに渡した。

　俺の背中で、魅音の笑顔に影がさしていた。……気付くはずもなかった。

　どうして、俺は魅音に渡さなかったんだ…？　魅音だけもらえなかったんだから、魅音にあげるのが一番筋すじなんじゃないのか…？

　その時の俺も、その違い和わ感に気付いていた。だからごまかしで言ったんだ。

「保身のためだよ。…レナにあげないと夜道が怖いぜ。」

「あっはっはっは‼　違いない違いない！」

「魅音にあげようかと思ったけど…ちょっと違うよな！」

　魅音の瞳がほんの少し陰ったのに、その時の俺は気付かなかった。

　魅音にあげようかと思ったけど…どうしてあげなかったんだ。

「へっへっへ、わかってるじゃない！　私さ、どーして男に生まれなかったのかなーって思う時あるよ。」

　魅音自身がそう言って笑ったから、俺は彼女を傷つけたことに気が付かなかったんだ……。

　他にも思い出す。それは、エンジェルモートで初めて出会った時のこと…。

「そうだな。魅音ってカッコイイ系の方が似合うヤツだもんな！　だからこの店の手伝いは詩音ちゃんが来て正解だったと思うぜ。」

　…え？　と詩音が聞き直す。

「その制服、魅音なんかには絶対に似合わないと思うけど。…詩音ちゃんにはよく似合ってると思うしさ。」

「え、……………それって……あの、」

　詩音は、よくレナがそうするように…ぽーっとした遠い目をして真っ赤になった。

　魅音はとても嬉しそうだった。詩音を褒められたことが、嬉しそうだった。

　魅音には似合わないけど詩音には、君には似合うと言われて、嬉しそうだった。

　魅音は、詩音と名乗った普段と違う自分を女の子らしいと褒められて、嬉しそうだったんだ…。

　そして、下校の時、別れ際に言った魅音の言葉が蘇る…。




「あ、えっと……、魅音の双子の妹なんだよ。性格は違うけど外見は瓜二つなんだ。」

「そそ、そうそう！　外見は似てるけど中身は大違いなんだよ！　私はやさしくて思慮深いけど、詩音は冷めてておっかない性格なんだよねー…！」

「……多分、生まれた時に魅音の女の子らしい部分は全部詩音に行っちゃったんだと思う。…魅音と違って実にはにかんだ笑顔の似合う可愛い女の子なんだ。」

　魅音は怒ったような嬉しいような、不思議な顔をしていた。

　詩音をかわいいと言ってもらえたことを、喜んでいるようだった。

　魅音のことを女の子らしいとは言ってくれなかったけど、詩音のことを女の子らしいと言ってもらえて、とても嬉しそうだった…。

　そして、あのお弁当を持ってきてくれた日…。




　弁当箱を開けて覗いてみると…、残り物をちょっと詰めてきたというには凝りすぎな、とても綺麗なおかずが詰められていた。

「ほ、本当にいいのか⁉　これ、タバスコとかがいっぱい入ってるとかそういう冗談じゃないのかよ⁉」

「もー。お姉じゃないんですから、私、そんなことしませんよ。…別に嫌なら無理しなくても……。帰って自分で食べちゃいますから…。」

　お姉じゃないんですから。そう断った。

　詩音は自分が魅音ではないことにこだわった。

　私は詩音だと、魅音だと思わないで下さいと重ねて言った。

　魅音は詩音でいることに、特別な意味を持っていたんだ…。

　そして学校でのレナの言葉が蘇る……。




「魅ぃちゃんって不思議でしょ。女の子なんだけど、男の子みたいっていうか。」

　レナはそう言った。

「でもね。そんな魅ぃちゃんも、…本当はすっごく女の子らしいんだよ。」

「……レナ。お前、魅音にいくらもらったんだよ。」

「ちーがーうーの～！　もー、ちゃんとした話をしてるんだよ。だよ？」

　茶化すタイミングではなかったらしいな。レナが口を尖らせる。

「魅ぃちゃんは部活の部長さんだから、みんなのリーダーとしてがんばってるけど。…本当はとっても可愛い女の子なんだよ。それ、特に圭一くんには忘れてほしくないなぁ…。」

　初めから謎なんて何にもなかった。

　…レナは初めから答えしか言ってなかったんだ……。




　それは嗚お咽えつ混じりのとても哀しい電話越しの声…。

　………それで、もう私、……何がなんだか…わからなくなっちゃって…。

「……うん。」

　……圭ちゃんに悪気がなかったのはわかってる。…わかってるつもり。

「うん。…圭一くんは人を傷つけるような人じゃないよ。だから魅ぃちゃんが痛みを覚える必要なんか、全然ないんだよ。」

　………じゃあ、何なんだろうね。……悔しいのか、それとも悲しいのか…全然わかんなくて………。

「……ほしかった？　あのお人形。」

　………………………………。

「レナがもらったのをあげてもいいけど、…それじゃ何の解決にもならないもんね。」

　……………そうだね。

「じゃあ魅ぃちゃん。圭一くんにおねだりしてごらんよ。…正面からぶつかってみた方が、結構解決できるかもしれないよ？」

　そ、そんなの…できるわけないじゃない…！

「今さら…恥ずかしくてできない…？」

　……………………魅音じゃない私で、もう一回やり直したい。

　そうしたら、今度はもっと素直になりたい…。

　魅音としての圭ちゃんとの関係はとても気に入ってるよッ⁉　わがままだと知ってるけど……もう一回…。

「きっと気付いてくれるよ、圭一くん。」

　……………そうかな。

「レナも応援するから。……魅ぃちゃんの悲しみが軽くなる方法を探してみようよ。私を信じて。……魅ぃちゃんを泣かせたりなんか、絶対にさせないから。」

　………信じる。…信じる。

「きっと圭一くんは魅ぃちゃんのこともわかってくれるよ。それでね、無神経なことを言ってごめんねって言って…あのお店に魅ぃちゃんを連れて行って、あのお人形をプレゼントしてくれるの。」

　……うん。……うん。

「そうしたら…魅ぃちゃんもありがとう、って言うんだよ。…茶化しちゃダメだよ。素直に言うんだからね。」

　………うん。……ぅっく……。




「……ほしいな、って言ったら………圭ちゃん、…買ってくれます…？」

　魅音は、恥ずかしさを精一杯の努力でねじ伏せながら……静かにそう言った。

　反射的に照れ隠しの軽口が口をつきそうになる。……でも、魅音がそうするように、俺もねじ伏せた。

「いいよ、魅音。……今日までのお礼ってことで、どれでも買ってやるよ。」

　言い馴れない言葉に喉が渇く。魅音の精一杯に負けないように、俺も精一杯だった。

「だ、だから私、…魅音じゃなくて詩音……。」

「……じゃあ詩音。詩音に買ってやるよ。」

　詩音は答えず、赤くなりながら俯き、…あのドレスの人形を指差してショーウィンドウを指でなぞった。

「ほ、…ほ、………本当にいいんですか？　あのドレスのだけは、…ちょっぴり高いんですよ？」

「…値段の問題じゃないだろ。気持ちの問題だよ。」

「私、……今日は圭ちゃんに、…嫌なお客さんから助けてもらえて…本当に嬉しかったです。…先輩たちもみんな助けてくれなかったのに、…圭ちゃんだけは助けてくれました。……私の肩をぐい！　って、引っ張ってくれましたよね…？　あの時、すごく……カッコ良かったです。なのに私………恥ずかしくって…ちゃんとしたお礼もできなくって……。」

　詩音の頭にポンと手を載せ、わしわしと撫でた。…レナたちにそうするように撫でた。

　そうすると詩音もまた、レナがそうするようにぽーっと薄うっすらと赤くなった…。

「そんな難しいのは抜きでいいよ。…あの時、あげてれば良かったんだ。そうすればみんな楽しく笑ってられたんだ。」

　………詩音は答えなかった。真っ赤になりながら、まるで笑いや涙をこらえるみたいに、俯いていた。

「今、買ってくるよ。そこで待ってろよ。」

「あ、……わ、私も一緒に行きます。」

　そう言って、再び俺の腕を取ってきた。…もう邪険にはしなかった。

「……お姉がどうして圭ちゃんのことを好きなのか、私、…よくわかった気がします。…………ねぇ。…圭ちゃんのこと。…ちょっぴり好きになっても、いいですか？」

　慣れない状況に…頭がぐるぐる回る錯さっ覚かくがする…。おおおお、俺は一体一体一体…！

　もう限界だった。照れ隠しの苦笑いをしながら、詩音を引きずるように店内に入って行く。

「すす、すみませーん[image: !!!]　表のショーウィンドウにあるドレスの人形がほしいんですけどー‼」

　やや遅れて、ハーイという声が聞こえ、お店のエプロンをつけたバイトさんが出て来て、

「け、圭ちゃん？　それに……何でアンタがここにいるのッ⁉⁉」

　……目の前で何が起こっているのか、理解するには数秒の時間が必要だった。

　詩音の格好をした魅音と一緒におもちゃ屋さんに入った。…それで、人形が買いたいんですけどーって言ったら、出てきたのは魅音だった。

　なな、何だよこれ⁉　これじゃあ、魅音が二人いるじゃないか⁉

　一人の人間が二人を演じているのだと思ったら、今や魅音と詩音はこうして俺の目の前で向かい合い、何やら口喧嘩を始めている。…もちろん頭が真っ白になった俺は状況を理解できず、口をぱくぱくさせるのみだ…。

「バイト中のお姉には関係ありません。私、圭ちゃんとデート中なんですから。」

「え、…えぇえぇぇぇえ…ッ⁉⁉　な、なな、何で圭ちゃん…？」

「な、何でと聞かれても……お、俺が聞きたい…。こりゃ一体どういうことなんだ…。」

　魅音は祈るような焦るような狼狽の表情で俺をうかがっている…。だがそれは俺も同じだ！

　じゃあじゃあ、…俺の隣にいるコイツは…じゃあダレなんだ…⁉⁉




「最初からそうだって言ってますよ。園崎詩音です。お姉の双子の妹ですよ。圭ちゃんだって私のこと、詩音って呼んでたじゃないですかー。」

『詩音』はそう言って、可愛らしく頰を膨らませた…。

「どどどどどどういうことなの……。説明してよ……詩音…！」

「別にー。お姉がご執しゅう心しんの圭ちゃんってどんな人なのかなって思って。デザートフェスタのチケット、都合してあげたんです。…そしたら、圭ちゃん、…私が嫌なお客さんに絡まれているところに颯さっ爽そうと現れて…。ばったばったとなぎ倒して私を助けてくれて…………ぽ。」

「「えぇええぇえぇぇ～～…⁉⁉」」

　俺も魅音も情けない声を出して、最大限の混乱を表現した。

「……えっと、さ、魅音が……電話をくれたろ…？　昨日さ…。」

「…しないよ私。……何のことか全然わかんない…。」

「私、圭ちゃんのためにお弁当を届けてあげましたよね？　あれは私だもんねー？　それともあれ、お姉だったの？　園崎魅音ともあろうお方が手作り弁当を作って、男の子の家に甲か斐い甲が斐いしく届けに行ったと？　へー…お姉って見かけによらず大胆～！」

　詩音がにやにやと笑うと、ボン！　と音がして、魅音の頭から噴ふん煙えんのような蒸気があがる…。

「いやいえ………し、…知らない知らない……！」

「ほらね圭ちゃん。お姉は知らないって。だから昨日までのは全部、私、園崎詩音なの。私のフリをしたお姉かもしれないって思ってたかもしれないけど、これで疑いは晴れたでしょ。」

　……何が何やらわからない…。そこに鏡があったなら、目が点になっている俺が映っているに違いないだろう…。

「さ、店員さん。表のショーケースの人形、包んでくださいね。大好きになった人からの初めてのプレゼントだから、ちゃんとリボン付きで包装してほしいです。」

　うろたえる魅音と、涼しそうな顔で追い詰める詩音。…思考が停止した俺。

「ぇ……え……、……そんな………圭ちゃ～…ん…。」

「…………何が……どうなって……………。」

「圭ちゃん、今日は付き合ってくれてありがとう。デート、とっても楽しかったです！　もう暗くなってきたから、お家まで送ってあげますね。お姉、悪いけど興宮の家に電話して車を回すように言ってもらえます？　自転車も積めるように、ワゴンか何かで来てほしいって伝えてね。」

　喜き色しょく満面の詩音と対照的な…半涙で抜ぬけ殻がらのようになった魅音。

「……ぅぅ…………圭ちゃ～…ん…。」

「そ、…そんな目で俺を見るな…。俺だってその…、何が何やらさっぱりなんだ……。」

　その後、別れるまで魅音のぼやきは絶たえることはなかった…。






初めましてじゃないです







「…だから初めましてじゃないですって！　昨日まで毎日、お会いしてたじゃないですか。」

「……もういい。お前がそうだって言うならそういうことでいい。」

　詩音の家の人がワゴン車で迎えに来てくれた。

　俺は一応は断ったのだが、詩音に押し切られる形で、自転車ごと押し込まれたのだった。

　車は今、一路、雛見沢へのでこぼこした道を走っている最中だ。

　その間、ようやく俺の頭は冷静を取り戻し、事態の整理をすることができた。

　…つまり、……園崎詩音っていう魅音の双子の妹は実在したわけだ。でもあの時、魅音が照れ隠しに咄嗟に双子の妹を名乗って誤魔化したのも事実。

　つまり、昨日まで詩音のフリをしていたのは魅音だが、自分の名前を騙かたって何かやっている魅音をからかってやろうと、昨夜、本物の詩音が俺に電話してエンジェルモートに呼び出した…、それを俺は完全に勘違いしてた……、ということでいいのか……？

　あーもー、頭がまだこんがらかったままだぜ…。

　どうやら詩音ってヤツは…、魅音と同じか、もしくはそれ以上の役者らしく、どう問い詰めてものらりくらりとかわす。

　そりゃそうだよな。妹とは言え双子だもんな。魅音の狡こう猾かつさをまったく同じに受け継いでるはずなのだ。

「しかし……そっくりだなぁ。魅音みたいに髪を後ろで結んだら、やっぱり魅音そっくりになるのか？」

「さぁ。試せばそうなるんじゃないですか？　私たち、筋すじ金がね入りの一卵性ですから。昔は服を取替えっこしただけで、誰も見破れなかったものです。お姉と一緒にことあるごとに入れ替わって、いろいろと騙したりしましたっけ。あははは！」

　運転していた初老で黒スーツにサングラスという、まるで執しつ事じとでも言わんばかりの男が深くため息を吐く。

「なぁに、葛か西さい。そのふかーいため息は。」

「失礼しました。……昔から変わられないなぁと思っただけですよ。」

　バックミラー越しに、運転手の男のふかーい積せき年ねんの苦労が見て取れる。どうも、こういう姉妹トラブルは昔から枚まい挙きょに暇いとまがないらしい。

「それより、圭ちゃんの家ってこっちでいいんですか？　葛西は圭ちゃんの家なんか知らないんですから、任せておくと谷や河内ごうち辺りまで走ってっちゃいますよ。」

「そ、そりゃ困る！　…すみません、次の右に入る細い道のところで停めてください。そこまでで結構です。」

「わかりました。」

　望みどおりの場所で車が停まる。葛西さんと呼ばれた運転手が荷台から自転車を下ろしてくれた。

「あ、…どうもすみません。今日は送ってもらってありがとうございます…。」

「圭一さんでしたか、お名前。」

「え、あ、はい。」

「……いろいろと災さい難なんはあると思いますが、そのうち飽きると思いますので、どうかそれまでご辛しん抱ぼう下さい。」

　深いふかーい同情の顔。……このおっさん、きっと園崎姉妹が幼かった頃からいろいろと苦労してきたに違いない。サングラス越しなので瞳の色はうかがえないが、深い同情がたたえられていることは想像に難かたくなかった。

「ですが、魅音さんと同じで、根はやさしい方なんですよ。」

「…それはつまり、魅音並に迷惑をかけるヤツだ、ということですか。」

　葛西さんは、はははは…と乾いた笑いではぐらかす。…どうやらビンゴってことらしい…。

「じゃあね圭ちゃん！　また会いましょうね。お姉にもよろしくお伝え下さい。私も明日から雛見沢の学校に通おうかな。」

「絶対に来るな。詩音が転校して来たら、俺が興宮の学校に転校するから。」

「わ、それはすごくひどいことですよ、圭ちゃん…！」

　短いクラクションが一回。葛西さんが運転席から小さく手を振る。

　車は砂さ塵じんを残しながら、暗い夜道を引き返していった…。

　…………もう本当に、…わけのわからん一日だった。

　…俺が詩音といるところにばったり出くわした瞬間の魅音の、豆まめ鉄でっ砲ぽうを食らったハトのような顔が、今さらだが何だか印象深かった。

　明日、魅音とどんな顔を合わせればいいってんだ…。

　俺には何も悪いことはないはずなのに、……何だか無性に気まずい。








６月17日（金）













　翌日。…その日は、魅音が平静を取り戻そうとやっきになっている変な一日だった。

　俺と目が合うと、用事を思い出したとかトイレに行くとか言ってすぐに逃げて行ってしまうのだ。

　見かねたレナが付きっ切りで魅音を介かい護ごしていた。

「……今日の魅音さん、…徹底的にヘンですわね。」

「一いち部ぶ始し終じゅうを知ってはいるんだが……何とも説明しづらい…。」

「……女の子には不安定になる時もあるのです。放っておいてあげるのが一番なのですよ。」

　…ん？　ふと見ると、廊ろう下かからレナが呼んでいた。…何だろう。

「圭一くん、こっちこっち。」

「何だよ、こんなとこに呼んで。内緒話か？」

「えーっと……その、………災難だったみたいだね。…あははははは。」

「う、……う～……ん…。」

　レナは、何があったかを打ち明けてもらったらしい。曖昧な顔で笑いながら俺の胸きょう中ちゅうを察してくれた。

「魅ぃちゃん、かなり壊れてたけど、…何とか直しておいたから。」

「よく直せたな…。一体どうやって…。」

「うん。テレビと同じ。斜め四十五度くらいの角度でえい！　えい！　って。」

　そう言い、チョップするような仕草をしてみせた。…ギャグなのか本当なのか区別が付かない…。

「きっと明日からは大丈夫だから。だけど圭一くんにもお願いしたいことがあるの。」

「……悪気はないんだが、なぜか罪の意識もある。…何でも聞くぞ。」

「うん。助かる。……魅ぃちゃんはね、昨日までの数日間のこと、なかったことにするから。」

「なかったこと、って…。……なるほど、そういう逃げ方もあるなぁ…。」

「だからね！　圭一くんもなかったことにしてあげて。それで魅ぃちゃん、いつも通りだから。」

「そ、そんな簡単なことで…本当に大丈夫なのか…？」

「魅ぃちゃんはナイーブな人だけど、強い一面も持ってるの。時間さえあったならきっと元通りになれるから。だからお願い、魅ぃちゃんの心の整理が付くまでそっとしておいてあげて。」

「……うーん……わかったよ。」

　俺に落ち度はないはずなのに……なぜか俺が悪い気がする。一番悪いのは事情を知りつつ丸一日魅音に成りすましてた詩音なんだが…！

　うー…でも……あいつ一言も自分が魅音だとは言ってないもんな…。一日中、自分のことは詩音と名乗ってるし、俺が魅音って言っても、それは自分じゃないと即答してたし。…うー…。このやり場のないゲンコツはどこへ向ければいいんだよー…！

　俺がそんな、ヤキモキとした仕草で地団太を踏んでいるのを見て、レナはくすくすと笑っていた。

「でも、圭一くんもわかったでしょ。魅ぃちゃんにもかわいいところがあるんだ、って。」

　レナは、廊下を通り抜ける涼風に髪をなびかせながら、落ち着きのある声で言った。

「………あぁ。いろんな魅音がいるんだなってことがわかった。」

「…よかった。」

　レナは短くそう答えると大きく伸びをして窓から空を仰あおいだ。

「圭一くんがそれに気付いてくれれば、この数日間の出来事はすぐに笑い話になるんだよ。」

　俺もレナがするように伸びをして空を仰いだ。澄み渡る空はどこまでも高かった。

「今日は部活も何にもなし。今日だけは申し訳ないけど圭一くん、下校はひとりでいいかな。明日からは元通りだから今日だけ。…ね。」

「今日一日、そっとしておけば元に戻るなら、楽な注文だ。わかったよ。………魅音に面と向かって言えないから、レナに言っとく。……何だか、申し訳ないな。謝る…。」

「…う～ん！　元はと言えば、圭一くんが無神経なことを言うからいけなかったんだよね。これに懲こりて、少しはデリカシーってものを身に付けるんだよ？」

「へいへーい、努力しまーす。」

　その日は、これまでで一番短い一日だった。

　レナが魅音に付きっ切りでずーっと話をして過ごしているようだった。

　とても楽しそうな話なので、ついつい加わろうかと思ったが、それはしない約束だ。

　魅音も、俺を意識しないように精一杯がんばってるようだった。…だから俺も同じように、魅音を意識しないように精一杯がんばる。

　お弁当も久しぶりにひとりで食べた。魅音もレナと二人きりで食べた。沙都子と梨花ちゃんたちも事情を察したのか、学年の近い子たちと一緒にお弁当を食べていた。

　静かな昼休みに灰色の感情でため息を漏らしていたら、梨花ちゃんがやって来て、俺の頭を撫でてくれた。

「……圭一も魅ぃもいっぱいいっぱいお勉強しましたですね。」

「勉強って言い方をするとは思わなかったな。…なんか恋愛のトラブルがあったみたいですごく嫌だぞ。見かねた先生とかに、放課後に職員室に呼ばれたりはしないだろうな…。」

「……きっと圭一は素敵な大人になれますですよ。」

　梨花ちゃんは俺よりずっと年下のくせに、まるで何から何までお見通しみたいな顔で笑いながら頭を撫でる。……こういうことにはマセている子なのかもしれない。

「…ふーん。…梨花ちゃんはお勉強家だからすごい素敵な大人になれそうだな？」

「……もちろんなのですよ。ボクは大人になったらスゴイスゴイのです。」

「あぁら、私も大人になったらすごいレディーになるんですのよ～？」

「沙都子はいくつになってもお子様だと思うぞ。賭けてもいい。」

「なななな、なんですってぇえぇええええぇ⁉⁉」

　沙都子が指を鳴らすと上からタライが落ちてきて、俺の頭に命中した。

「いってぇええぇえぇ…。何しやがんだ沙都子ぉおおぉおぉ！！！！」

　どったんばったん‼　つねったりひっかいたり…‼

　やっぱりこういう一日がいい。…早く魅音も、…そして俺も元通りになるといいな。

　レナに約束した。明日になったら今日までのことは全部チャラにして、元の賑やかな俺たちに戻る。

　だから明日になれば今日までのことは忘れてしまうのだけれど。

　でも、忘れちゃいけないことを知った、そんな数日間だったと思う…。

　園崎魅音という女の子を、これほど強く意識したことはなかった。

　そして、雛見沢に引っ越してきてから、これほどあっさりと終わったことはない一日が終わるのだった。






６月18日（土）













　今日は土曜日だから学校はあっという間に終わりだ。

　これだけ日が高い内に帰れると実に気分がいい。

　いつもなら、たっぷりある放課後を使って部活で大はしゃぎをするところなのだが、梨花ちゃんが明日の綿流しのお祭りの予行演習があるというのでお流れになった。そうか、いよいよ明日なのか。

「梨花ちゃんはどんな調子？　練習はばっちり？」

「……去年よりはがんばりますです。」

　魅音が自信のほどを聞くと、梨花ちゃんは細い腕で力こぶを作るような仕草をしてみせる。

「去年は終わったあと、へとへとの汗だらけだったもんね。」

「今年はもっともっとさまになってますわよ！　特訓の成果、ご期待あそばせですの！」

「そうなんだ！　うん、楽しみだね！　応援してるよ、梨花ちゃん。」

「み～☆」

　以前、みんなが話してた綿流しのお祭りはいよいよ明日。

　六月の祭りなんて何だか時期的に早いなと思っていたが、今年は例年になく夏が早いので、夏祭りのイメージがよく似合っていた。

「明日を楽しみになさいませ～！　それでは御機嫌ようですわー！」

「……じゃあボクたちは失礼しますです。」

　沙都子と梨花ちゃんは元気そうに手を振りながら去って行った。

「そう言えば聞いてなかったんだけど、祭り会場ってどこなんだ？　この辺って祭りの出来そうな場所なんてあったっけ？」

「古手神社でやるんだよ。ほら、以前にみんなでお散歩した時に行ったでしょ？　あの見み晴はらしの良かったところ。」

「…あぁ…思い出した思い出した。そう言えば高たか台だいに、雛見沢にしては立派過ぎる神社があったっけ。」

「神社には立派な集会所とかもあって、老人会のカラオケとか習字サークルの会合とかを時々やってるからね。単なる神社というよりは公共施設のような雰囲気だね。」

「なるほどね。それなら立派なのも納得かな。」

「魅ぃちゃん家も今日の設せつ営えいにはお手伝いに行くの？」

「うん。人ひと手でがいるからね。町から親類が大勢手伝いに来るよ。」

　人手がいる、か。…今日は帰っても別にすることはないし…。どんなお祭りになるのか準備を見てみたいという好奇心ももちろんあった。だから思い切って言ってみることにする。

「俺みたいのが飛び入りで参加するとかえって邪じゃ魔まになるか？」

「へ？　…圭ちゃん、手伝いに来てくれるの？」

「…迷惑なら行かねぇよ。単なる興味だからさ。」

　町内の盆ぼん踊おどり大会とかは前の町にもあったが、手伝いどころかいつあるかもよくは知らなかった。地域との縁がまったくなかったと言っていいだろう。

　だが雛見沢に来て、強く郷きょう土どというものを意識させられた。祭りの前日準備というささやかなコミュニティー活動に、ちょっとした興味を覚える。

「圭一くん、がんばれるかな。テントを立てたりパイプイスを並べたり。結構重労働って聞いてるよ。」

「別に俺一人でやるわけじゃないだろ。みんなでやればきっと早いぜー？」

　魅音は嬉しそうな顔をしながらも戸惑うという複雑な表情で迷っていた。それをレナが後押しする。

「じゃあ決定だね。行ってきなよ圭一くん。魅ぃちゃんはビシビシこき使ってあげてね！」

「レナの推すい薦せんじゃあ仕方ないなぁ。じゃあさ、帰ったら仕事しやすい格好で神社に来なよ。汗拭き用のタオルもあるといいかもね。」

「よし来た！　俺、こう見えても太陽の下で汗をかくの、嫌いじゃないんだぜ。」

「せいぜい腰を痛めないよーにね。んじゃ、おじさんはこの辺で。…私も着替えたらすぐに神社に行くから。」

「魅ぃちゃんもがんばってね～！　バイバ～イ！」

　元気よく手を振って別れる魅音の颯爽とした後ろ姿を見る限り、昨日のヘタレ状態からは回復できたようだ。

「女の子は切り替えが早いんだから。もう魅ぃちゃんも大丈夫だよ。」

「うん。あれだけキレイに切り替えてくれると、こっちも実に合わせやすい。」

「でも面白かったでしょ。シンデレラみたいって言うのかな。魔法が解けたらもう逢あえないってところが。」

　レナは結構、愉快そうにくすくすと笑っていた。…レナ好みのシチュエーションなんだろうか。

　ちなみに付き合わされた俺としては、おもちゃにしたのかされたのか何とも言い難い複雑な気分なのだが。

「そんなに面白いなら、レナももうひとりの自分を演じればいいじゃないか。」

「うん、面白そうだね！　じゃあ圭一くんは、どんなレナに会いたいかな？」

「バスト九〇以上。お触りＯＫのボインボイン。」

「そ、そんなの無理ー…！」

「料理上手でお昼のお弁当を作ってくれて朝は迎えに来てくれて…。」

「それ、いつもやってる…。」

　レナの頭を摑み寄せ、鷲わし摑づかみにしてわしわしと撫でてやる。

「竜宮レナなんだろ？　礼れい奈なじゃなくてレナ！　だからレナはいつまでもレナのまんまでいろ。」

「…………ありがと！　お祭りのお手伝い、がんばってね～！」

「おう‼　明日、祭りで会おうなー[image: !!!]」





お祭りのお手伝い






　帰宅後、さっそく着替え、魅音の忠告通り汗拭き用のタオルを首にかけ神社へ向かった。

　神社には…普段の雛見沢からは想像も付かないくらいの大勢の人たちが集まり、ラインを引いたりテントの骨組みを組み立てたりと、賑やかにしていた。

　…さてと、魅音はどこにいるんだろう？　これだけにぎやかだと捜すのは容易じゃない。

　俺が作業スタイルできょろきょろしていると、何と校長先生が話しかけてきた。

「む、前原くんであるか。感心である‼　綿流しの準備の手伝いに来たのかね？」

「え、…あ、どうも。何かお手伝いできないかなって思いまして。」

「殊しゅ勝しょうな心掛けである‼　存分に汗を流すがよいぞ！　がっはっはっは‼」

　校長に促され、テントの組み立てをしている人たちのところへやって来た。

「ありゃー、前原の兄ちゃんじゃねえの。ひょっとして、手伝いに来たのかい？」

　魅音には会えないが、まぁ会っても仕事の邪魔をしちゃうだけかもしれないしな。それに遊びに来たわけじゃない。手伝いに来たんだ。

「ぅおっす！　前原圭一です。手伝いに来ました‼　よろしくお願いしまっす‼」

「若いのは元気があっていいね～！　おら、軍手付けて。テントは組んだことあるかい？」

「いえ、初めてっす。」

　若者にものを教えるのはとても楽しいものらしく、たくさんの人たちが上機嫌にいろいろと教えてくれた。

「じゃ、兄ちゃんは天てん幕まくの内側に入って天骨のヒモだけ結んで。結んだら脚を立てて、残りのヒモも結ぶからな！」

「蝶ちょう々ちょう結びでいいんですよね？　……よいしょよいしょ…。」

　こういう運動会なんかでよく見るタイプの天幕は、見慣れてはいても実際に組み立てるのは初めてで、とても新鮮な経験だった。

　まず屋根の部分だけを作り、その中に入って天幕を骨に紐ひもで縛しばる。ただそれだけの作業なのだが、狭いところで、それも頭上の紐を縛るのは意外に体力を使う仕事だった。でも何だか楽しい。

「結んだかぁー？　立てるぞー‼　いっせーのぉ‼」

　ただのつぶれたテントが、目の前で一瞬にして立派な四脚テントになって立ち上がった。…おぉ…。こうして形が組みあがると、何だか感かん無む量りょうだな！　それにみんなでひとつの天幕を立てる、という共同作業が何だか楽しい。

「ほれほれ、感動してる場合じゃないぞ‼　まだまだたくさんあるんだからなぁ！」

「トラックにテントを積んであるからここまで持ってきな。重いから二人でやれよ！」

「大丈夫っすよ、俺、こう見えても男なんすから…！　ぅおッ⁉」

　軽かる々がると渡されるものだから、てっきり軽いのかと思っていたら…重いッ‼

「だぁから二人で運べって言ったろー⁉　ほれほれ。」

　そう言って、俺の三倍くらいは歳がありそうなおっさんが、俵たわらでも担かつぎ上げるようにひょい！　と抱えて持っていってしまう。

　……俺が非ひ力りきなのか、おっさんたちがみんな豪ごう腕わんなのか。くそ、このままへばってたら、都会のもやしっ子とか言われちまうぜ、がんばらないとな！

「ほら、一番若いんだから汗しないとダメだぞー‼　がんばれがんばれ‼　終わったあとのビールがうまいぞ～‼」

「あの、俺、未成年だし………。」

　汗がぼろぼろとこぼれる。たっぷりこってりと、お手伝い三ざん昧まいだ。

　婦人会のばあさんにもらった差し入れの麦茶がこれほどうまいとは思わなかった。

「若いからねぇ。たーんとお飲み。」

「あ、ありがとうございます…。」

　その時、向こうの社やしろの方に人だかりが出来ているのに気付いた。目を凝らすと、巫女さん衣装の女の子が、何人かのじいさんたちと一緒にセレモニーの段取りをしているようだった。

「……梨花ちゃんか？　おぉい‼　梨花ちゃ～ん‼　がんばれよーぅ‼」

「みー！　圭一もがんばるのですよ～！」

　大声で呼びかけると、聞こえたらしい。はちきれんばかりの梨花ちゃんスマイルで返してくれた。

　おっさんたちも梨花ちゃんの様子を眺めていた。

「梨花ちゃまもがんばるなぁ。」

「去年に比べるとだいぶ板についてきたみたいだしなぁー！」

　俺に麦茶をくれたばあさん、数じゅ珠ずみたいなものを手で揉もむようにしながら、

「梨花ちゃまぁ～、ありがたやありがたや…。」

　と、その御姿をうやうやしく拝おがんでいた。

　………あれ？　そう言えば、ここって古手神社って言うんだよな。…で、梨花ちゃんのフルネームは確か古手梨花じゃなかったっけ。その疑問に隣のおっさんが答えてくれた。

「そうだよ。梨花ちゃまの古手一族は代々オヤシロさまをお祀まつりする由ゆい緒しょ正しい一族なんだよ。」

「…ふーん。どことなく一般人とは雰囲気の違う子だと思ってたが、やっぱり、やんごとなき一族の出身なのか。」

「一昨年おととし、神かん主ぬしさまだったお父さんが亡くなられてからは、ああやってがんばって祭事を引き継いでおるんだよ。…この立派になった姿、神主さんに見せたかったのぅ。」

「え？　梨花ちゃんのお父さんって、お亡くなりになったんですか？」

「よぅし！　休憩終わり。次は使わないパイプイスを興小の体育館に戻しちゃおっか。牧まきさん、軽を回して何人か連れてってよ。」

「んじゃ前原くん、最後にもう一働きしよぅか！」

「げー…‼　ま、まだ働かされんすか…⁉」

　おっさんたちは、俺が未成年なのを知ってか知らずか、がんばれがんばれビールがうまいぞーと応援する。

　その時、知っている声が聞こえてきた。

「圭ちゃん、がんばってるー⁉」

　魅音とすれ違った。大きなダンボールを運び、向こうもまさに労働の真まっ最さい中ちゅうのようだ。シャツにも汗がにじんでいるところを見ると、大変なのは俺だけではないらしい。

「おう、がんばってるぜー‼　魅音もがんばれよー！　ビールがうまいぞー‼」

「あっはっはっはっはっは‼」

　やれやれ。俺だけがへばってらんないな。もうひとふん張りしてやるぜ…！

　日が傾いて涼しくなるまで、俺たちはたっぷりと働かされたのだった。




　やがて、すっかり夕方になり、ひぐらしの涼しい音ね色いろがたくさん聞こえるようになっていた。

　祭りの準備は完全に終わり、後は当日を迎えるだけという状態だ。

　おっさんたちは前夜祭状態の酒盛りを開始し、向こうのテントで大盛り上がりしていた。

　さっきまでの賑やかだった境けい内だいは、今度は逆に寂さみしくなり、夕方の涼しい風の通り道となっている。………風が心地いい。

　狛こま犬いぬに寄りかかり、足を投げ出してぼーっとしていると、突然目の前に麦茶の入った紙コップを差し出された。

「圭ちゃん、お疲れさまー。ハイ、麦茶です。」

「お、気が利くな～。サンキュー魅、」

　確かに声はそっくりだったが、どことなく雰囲気が違う。見れば詩音だった。もう魅音のフリはしていない。

「あ、お前は…‼」

「ど～も～、詩音でーす。気が利いてるのは詩音の方。利いてないのが魅音の方ですので、お間違いなきよう。」

「し、詩音、てめぇえ～‼　ここで会ったが百年目ぇ！」

「あっははははは！　圭ちゃんが勝手に勘違いしたんですよー？　私は初めから詩音としか名乗ってませんしー☆」

「うぐぐ……、それを言われると弱い…。」

「くすくす。…そうそう、お姉にすらかなわない圭ちゃんが、私にかなうわけないんですからねー。それより麦茶。冷えてる内がおいしいですよ？　どうぞ召し上がってください。」

「……む、」

「もー、機嫌直して下さい。だからこれ、仲直りの麦茶ってことで。」

　…せっかく持って来てくれたんだし。まぁもらっておくか。受け取り、一気に喉の奥に流し込む。…その時、突然、あーーーーーッ[image: !!!]　という大声が浴びせられて、思わずむせこんでしまう…！

「げほげほげほ…ッ‼　今度はどっちだ⁉　本物の魅音か⁉」

　今度は正しょう真しん正しょう銘めいの魅音だった。あぁ、本当に紛らわしい…！

「し、詩音んん[image: !!!]　アンタ何でまた圭ちゃんと一緒にいるわけぇええぇ⁉」

「お姉と違って私は気配りとかできるタイプですから。汗だくになってた圭ちゃんを放っておけなくて、麦茶を持ってきたわけです。……ところでお姉は何で麦茶を二つも持ってるんですか？」

　魅音は真っ赤になりながら、両手に持った麦茶の紙コップを隠そうとした。

「え、い、いや………これは………！」

「大雑把で自分さえよければいいお姉が、クラスメートの男の子に甲か斐い甲が斐いしく麦茶を持ってくるわけないですよねー？　結局何なんです？　その二つの麦茶は。」

「これは……えっと……その…その………、うん！　すっごく喉が渇いちゃって…二杯は飲めるかなぁなんて…！」

「あははははは、お姉らしい。それ！　イッキ、イッキ！」

　赤面してあたふたした魅音は、詩音に囃はやし立てられるまま、持って来た二つの麦茶を次々飲み干す。

「うーッげほげほげほ…‼」

「さすがはお姉、見事な飲みっぷりでしたー。圭ちゃんも拍手拍手。」

　ちょっと…にわかには信じがたい光景だ。…あの魅音がこうも簡単にあしらわれてしまうとは…。今さらだが…詩音、恐るべし。

「………魅音って、…詩音には頭上がらないのか？」

「私、詩音嫌い～。この前からもっと嫌いになった～。」

　げほげほと咽る魅音の背中をさすってやると、カシャ！　というシャッターを切る音が聞こえた。

　振り返ると、カメラを構えた体格のいいおっさんと、連れの知的そうな女性が微笑んでいた。

「こんばんは。いよいよ明日がお祭りだねぇ！　今日は準備、お疲れさん。」

「こんばんは。……あら、詩音ちゃん？　珍しいわね、こっちへ来るなんて。」

「ありゃ、富とみ竹たけのおじさまに鷹たか野のさんじゃないですかー。」

「こんばんは。ご無ぶ沙さ汰たいたしております。」

　園崎姉妹と面識があるらしく、親しげに挨拶を交わし合っている。

「やぁ、君が噂の転校生、前原圭一くんだね？　今日は張り切って仕事してたね！　感心したよ。」

　…このカメラマンみたいなおっさん、会ったことがあるような気がするな。

「えー…っと、どこかでお会いしてますよね？」

「覚えててくれてうれしいね。圭一くんとは道で何度かすれ違ってるよ。僕は富竹！　東京から来てるフリーのカメラマンさ。」

「じゃあ私はわかるかしら…？」

「…………すみません、覚えがないです。」

　くすくすと女性は笑う。大人の女性にしか宿やどせない優雅さがあった。その様子に、未だ村人の名前をろくろく覚えていない自分が申し訳なく感じてしまう。すると魅音が教えてくれた。

「鷹野三み四よさんだよ。圭ちゃんはまだ風邪とかで診しん療りょう所じょのお世話にはなってない？　三四さんは診療所で看かん護ご婦ふさんをやってるんだよ。」

「鷹野よ。よろしくね。治療に来る時は教えてね。太めの注射針を用意しておくから。くすくすくす。」

「…そりゃーご丁寧にどうも…。」

　富竹さんは裏表のない快かい活かつそうなお兄さん、という感じだとすると、鷹野さんはそれとは正反対。ミステリアスな雰囲気を魅力とするタイプの女性に見えた。

「話には聞いていたけど、一卵性双生児ってのは初めて見たよ。本当にそっくりなんだなぁ！」

　富竹さんは園崎姉妹が瓜二つなのを面白がって、写真を何枚も撮っていた。

「そっくりなのは外見だけじゃないんですよ。ほら、下着もおそろい☆」

「ぎゃぁああぁぁぁぁ、詩音バカバカ、アンタ何すんのぉおおぉおぉおッ‼」

　…部活では帝王の貫かん禄ろくを持つ魅音も、詩音の前では形無しだ。詩音にズボンを引き摺り下ろされそうになってあたふたする様子は、部活の時のそれからは想像もつかない。

　とにかく、園崎姉妹はセットになると騒がしいというのがよくわかった。

　当初はそっくりだと思っていた二人だが、こうして並べてみると、少しずつ個性がわかるようになってくる。魅音は魅音で、詩音は…魅音が演じていたものよりもずっと役者が上なのだ。

　第一、魅音を鼻であしらえるようなヤツが、あの日のエンジェルモートで、脂デブ共に弱みを見せるはずがない！　だとすると、あの日の弱々しい仕草は全て…演技だったってことになるもんなぁ！

「あの二人、昔はもっとそっくりでね。ご両親でもどっちがどっちかわからなくて手を焼いていたそうよ。」

「……すごく想像に容易です。…俺もつい最近、身をもって体験しましたのでよくわかります…。」

「え？　何かあったのかしら⁇」

　鷹野さんは不思議そうな顔をしているが、面倒くさいので特に説明はしない…。

「富竹のおじさまは、また綿流しの取材が終わったら東京にとんぼ返りですかー？」

「うん。本当はいつまでも滞たい在ざいしていたいんだけどね。しがない大人の都合ってヤツさ。」

「お写真が、早く素敵な賞を取るといいですね。お祈りしていますね。」

「ありがとう！　今度来る時には、今日撮った君たちの写真も持ってくるよ。」

「くすくす。今日は前原くんもお疲れさま。慣れない力仕事で疲れたでしょう。」

「え、まぁ…疲れたけど、結構、楽しかったです。」

「若さね。うらやましいわ。」

　鷹野さんはくすくすと笑う。髪が風に乗り、…知的な美しさを感じさせた。

　こうして五人で楽しく話をしていると、何だか、自分ももうすっかり村の中に溶け込めたように感じる。今日の手伝いを通じて、たくさんの村人に顔を覚えてもらった気がするし。……やっぱり、今日は手伝いに来て正解だった。

　今日組み立てた天幕が明日は一斉に立ち上がり、その下でカキ氷とかヤキソバとかの模も擬ぎ店てんとなる。そこには、自分も手伝って運んだ机や椅子が並ぶだろう。……手作りのお祭りという感じ。明日のお祭りがとても楽しみだった。




「おやおや皆さん。こんにちは。」

　この賑やかな人だかりはやはり目立つのか、今度は肥こえたおっさんが声をかけてきた。

　だらしなく小脇に抱えたジャケットに、サスペンダーの姿が特徴的。……これもどこかで会った顔だった。

　そうだ。あのごろつきに絡まれた日に割って入ってきてくれた警察の刑事みたいな人じゃなかったっけ…。

「あら、大石さん。こんばんは。明日の警備の下見ですか？」

「なっはっはっは。そんなところです。おや、富竹くんじゃないですか。ご無沙汰しておりますねぇ！」

「僕の名前を覚えていて下さったとは、光栄ですよ。」

「あなたもつくづく雛見沢が好きですなぁ。ここいら辺は東京よりもずっとアパートは安いですよ。いっそ引っ越してくればいいのに。仲のいい不動産屋を紹介しますよ。」

「それはうれしいですね。その節せつはぜひお世話になりたいです。」

「なっはっはっは！　ではでは皆さん、良いお年を。園崎の双子さんも良いお年を。」

「良いお年を、大石刑事。……お仕事よろしくお願いしますね。今年は皆さんの手を煩わずらわせない綿流しにしたいです。」

「これは手厳しい。…なっはっはっはっは。」

　大石刑事は下品な笑いを残しながら会釈すると、向こうに待たせている警官たちの所へ戻っていった。

　…ふと魅音を見ると、まるで嫌いなヤツの後ろ姿を睨むような、つまらなさそうな顔をしていた。

　俺には事情は今ひとつ飲み込めないが、…どうも雛見沢ではあまり歓迎されてない人物のようだった。そのせいか、さっきまでの楽しかった雰囲気がちょっと冷めてしまう。

　鷹野さんが言った。それはあくまでも独り言ごと…。

「……そうねぇ。今年は警察のお世話にならない綿流しになるといいわね。」

「あっはっはっは。君も好きだね。」

「あら、ジロウさんは嫌い？　…私、そういう夢のある話、好きよ？　潤うるおいのない時代だからこそ、そういうのに憧あこがれるの。」

「オヤシロさまの祟たたり、か。」

　富竹さんのフルネームは富竹ジロウらしいな。…でもそんなことは今はどうでもいい。

　たった今、富竹さんと鷹野さんがした、「警察のお世話にならない綿流し」という言葉がちょっとだけ引っ掛かった。

　すると突然、俺の手が引かれる。魅音だった。

「圭ちゃん、私、お腹空いちゃったからさ。酒盛りのテントに行って、お菓子でも食べてこない？」

「ん…、そうだな。俺もちょっとお腹が減ったかな。」

「行こ行こ…！」

　魅音の言い方がどこか急かすような雰囲気を持っていた。まるで、この場から早く俺を連れ出したいみたいな感じ。

　その時、詩音が鷹野さんたちに向けて言った言葉が耳に飛び込み、…その不ふ穏おんな内容にぎょっとする。

「今年は誰が死んで、誰が消えるんでしょうね。」




　手を引く魅音に抗あらがい、俺の足が止まる。

「詩音、…今、何て言ったんだ？」

「…………………。」

　いつの間にか空気が乾いている気がした。

　…それは聞いてはいけないことだったのだろうか…？　まるでそうだとでも言わんばかりに、魅音がさらに強く手を引いた。

「行こうよ圭ちゃん。…つまんない話だよ。」

「……お姉はまだ圭ちゃんに話してないの？」

「私、そういう話は吹き込まない主義なの。」

　詩音の冷たい口調と、魅音の邪じゃ険けんにする口調がとても対照的だ。

　話は見えないが、…何かの話が俺だけに伏せられている。内容にはそれほど興味はなかったが、俺だけに内緒というのが引っ掛かって、魅音に聞き返してしまう。

「…おいおいおいおい、何の話だよ…？　知ってるなら教えてくれよ。俺だけ除のけ者なんて、なんだか気分悪いぞ…？」

　状況がよくわからないから、せめて何の話か教えてくれ。……という俺の発言は、結果として魅音の意には添わないようだった。

　魅音は握る手をほんの少し強く引いたが、俺が興味を示して踏みとどまったことを知るとその手を離す。

「…じゃさ、私、先に酒盛りのテントに行ってるよ。早く来ないと圭ちゃんの分、なくなっちゃうからね！」

「ああ、わかってるって！　すぐ行くから。」

　魅音は小走りで境内の向こうの賑やかなテントへ走っていった。

　途中で一度立ち止まり振り返る。だが、俺が来る気配がなかったので、そのまま走り去っていった。

「もしも聞いてないんだったら話してもいいけど…。ひょっとすると、聞かないで彼女と一緒にお菓子を食べに行った方が賢けん明めいかもしれないよ。」

　鷹野さんが肩をすくめるような仕草をしながら言う。

　でも、ここまで興味を引いておいて、今さら聞かない方がいいってのはない…。

「圭ちゃんにも聞く権利があると思います。……お姉はその権利を奪ってただけです。」

　詩音の言い方には、何だか魅音を責めるようなトゲが感じられた。

「…一体、何の話だっていうんですか？　あまりもったいぶられると不ふ愉ゆ快かいですよ。」

　俺の覚悟を見て取ったのか、鷹野さんは一同を見渡し、異存がないことを確認の上、口を開いた。

「前原くんは祟りを信じるかしら。」

「タタリですか…？　……面白いとは思いますけど、あんまり信じては……。」

　何となく皮肉めいた視線を感じたので、少したじろぐ。…まるで、祟りを信じない方がおかしい、と言われているように感じた。

「圭ちゃんは間違ってないですよ。祟りなんて迷めい信しんもいいとこ。信じなくて当たり前です。」

「…そうね。それに、祟りを信じるかどうかは、話を最後まで聞いてからゆっくり考えればいいことなんだから。」

　そう言って鷹野さんはもう一度くすりと笑った。

　脅かされている。…なんだかそんな気がする。でも、聞かないことにはどんな話なのかわからない。

　小さく頷いて話を促すと、みんなを見回してから富竹さんが口を開いた。

「じゃあ……少し僕が話そうか。圭一くんは、雛見沢ダム計画を知ってるかい？」

　それなら先日、エンジェルモートで詩音に…いや魅音に教えてもらったんで知っている。

「確か、雛見沢が丸ごと水没する巨大なダムの計画が発表されたっていうんですよね。」

「その通り。それに反対するために住民運動が結成され、国と激しい戦いを繰り広げたんだ。」

　それも聞いてる。…マスコミや政治力、その他の持てる力を全て振り絞って、村中で一丸となって戦ったと魅音が誇らしげに語っていた。

「…あれ、ずいぶん詳しいじゃないか。そう、その通りさ。わずか二千人に満たない村人たちが結束して、国の施し策さくを跳ね返したというちょっとした武ぶ勇ゆう伝でんなんだ。」

「その辺はお姉に聞かされてますよね？　この辺りの武勇伝はお姉も好きですからね。」

「…あぁ。話してたよ。」

「その雛見沢の人たちが結束して旗揚げした、反対同どう盟めいの事務所があったのがね。この神社なんだよ。」

「ほら、あの集会所がその名残なごりなのよ。解散後は老人会のサークル活動にしか使われてないけど、当時はまさに最後の砦とりでだったの。」

　そう言って鷹野さんが指差す先には、今日の準備のための荷物の出し入れで何度も出入りした集会所の建物があった。

　中は畳たたみの部屋で、明日のお祭りのための資材がたくさん置かれていたが、壁には単なる町内会の写真とは少し雰囲気の違うものがたくさん飾られていたような気がする。…その中には、ダム反対とか、死し守しゅ同盟とか、そんな感じの言葉がたくさん書かれていたかもしれない…。

「……そういう事務所って、村長宅なんかが兼ねるってのならわかりますけど。神社に事務所を置くなんて、何だか戦国時代の武ぶ将しょうの本ほん陣じんみたいですね。」

「そんな心しん境きょうだったんだろうねぇ。彼らは雛見沢の守り神さまであるオヤシロさまを祀る神社に本陣を置くことで必勝を祈き願がんしたんだよ。」

　オヤシロさま…？

　間違いない。さっきオヤシロさまの祟りと言っていた。そのオヤシロさまのこと…？

「圭一くんはオヤシロさまは知ってるかい？　この神社に祀られている神様の名前だよ。雛見沢を守ってると伝えられてる。」

「いや、…よくは知らないです。」

「そうか。じゃあ、ここから先は鷹野さんの方が詳しいかな。タッチ。」

　富竹さんは続きを鷹野さんに譲る。

「平たく言えばそのままよ。オヤシロさまはこの雛見沢に古くから伝わる神様で、神聖なこの地が俗ぞく世せに汚されることがないよう、守り続けてきたと伝えられてるわ。」

　なるほど。典型的な守り神さまってわけだ。まぁどこの地方にもこの手合いの神さまはいるもんだ。

「オヤシロさま崇すう拝はいは、一種の選せん民みん思想の表れではないかと研究されてるわね。選民思想って言葉、わかるかしら？」

「まぁ一応。社会で習ったような。」

　…選民思想は平たく言えば、自分たちは優すぐれた民族、神に選ばれた特別な民族だとするナショナリズム的な思想のことだ。

　自分たちを優れた民族だと思うからこそ、互ご助じょの精神も養やしなわれるが、同時に自分たち以外の民族に対して排はい他た的にもなる。…ここではいちいち説明しないが、戦争前まではあちこちの国、あちこちの宗教でそんな思想があったわけだ。もちろんこの日本だって。

「大昔の雛見沢の人たちは、自分たちは人間とは異なる、格の違う存在だと強く信じていてね。下界との交流を『穢けがれ』として忌いみ嫌ったそうなの。……だから、村に下界の人間が来ると穢れてオヤシロさまのバチが当たると強く信じ、何者も近寄らせなかったそうよ。」

「よそ者を嫌う村、ってよく金きん田だ一いちの小説に出てくるだろ。典型的なそういう村だったらしいんだよ。」

「…一応、村の名めい誉よのために補足しますけど、大昔のことですからね？　今は違います。」

　富竹さんの言葉にカドを感じたのか、詩音はすぐにそう付け加えた。…富竹さんが失言を恥じ、ポリポリと頭を搔く。

　…つまりオヤシロさまを祀るこの神社は、雛見沢を神聖視し、下界との交流を嫌った故こ事じの象徴なのだ。

「なるほど。だから下界からやってきた穢れたダム計画に立ち向かうために、雛見沢の守り神さまの神社に本陣を置いた、と。」

「正解。察しの早い人は好きよ？　くすくす。」

　そう言って鷹野さんはくすりと微笑む。……頭の悪い人は嫌いなタイプなんだろうなと思った。

「縁えん担かつぎも万ばん端たん。村人たちは死力を尽くしてダム計画に立ち向かうんだ。……その最中なんだよ。事実上、あの事件でトドメが入ったと言ってもいい。」

「それがまさか、…オヤシロさまの、祟り？」

　少々、話が回りくどいことに詩音は耐えかねたのかもしれない。詩音ははぐらかすことなく、単刀直入にそれを口にした。

「雛見沢ダムの建設現場の監督がですね、殺されちゃったんです。四年前かな。結構ハデに新聞に載ったんですけど、覚えてません？」

「えーと…ちょっと知らないな…。」

「部下と喧嘩して、つるはしで滅めっ多た打ちにされて、両手両足、首をもがれて捨てられたんだそうです。」

「バラバラ殺人だよ。ひところ流行ったろ。」

　……何と凄せい惨さんな事件…。

　でも…これは事件だ。人間の犯人が起こした事件であって、ちょっと祟りとは違うのでは…？　その考えは表情に出たらしく、あっさり詩音に読み取られた。

「まぁ、その事件だけだったら圭ちゃんがそう思うのも無理はないです。でも、これだけじゃないんです。」

「その翌年にね、雛見沢の住人でありながらダム推進派のグループを結成していた男がね、旅行先で崖から落ちて死んじゃったの。これは事故だそうよ。」

「何しろ、雛見沢中から敵視されていたからね。警察もかなり念入りに他殺の線を洗ったんだけど、結局、事故と断定したみたいだよ。」

　…今度は事故か。…これが一番祟りっぽいけど、事故だけでそうとは決められない。

「さらに翌年。今度はね、この神社の神主さんが原因不明の病で倒れて急死しちゃったの。」

「……前の神主さんは、こう言っちゃ失礼ですけど、ちょっと日和見な人だったんですよね。村中が反ダムで盛り上がってるのに、神主さんは放っておけ、みたいな感じで。」

「抵抗運動の象徴である神社の神主さんがそんな感じなんだからね。…リーダーシップを期待していた当時の村人たちは失望し、中には怒りを抱く人たちもいたそうよ。」

「だから当時、年寄り連中はみんな言ったんです。これはオヤシロさまの祟りだ、ってね。」

　……確かに、毎年、村に仇あだなすダムの関係者が次々に死んでいくと、気味悪くはある。でも、これらはたまたまの偶然の積み重ねに過ぎないのでは…。

「しかもね。面白いことに…、いや、この共通項があるからこそ、祟りと呼ばれるわけなんだけど。………実はね。これらの事件や事故は、毎年必ず、綿流しのお祭りの晩に起こるんだよ。」




「…えぇ…⁉」

「ね？　…ちょっと祟りっぽくなってきたでしょう？」

　雛見沢を水没させるダムに関わった人たちがたまたま偶然、事故や事件に巻き込まれる。それを無理やり祟りだと解釈するだけなら、無理のある話だと思った。

　…だが、三回起こった事故や事件が全て毎年、綿流しのお祭りの夜にだけ起こるなんて……⁉

「まだ続くよ。さらに翌年。つまり去年だね。今度は、事故死したダム推進派のリーダー格の男の、弟の奥さんが撲ぼく殺さつ死体で発見されちゃったんだ。もちろん、犯人は捕まったけどね。」

「ね？　そろそろ祟りっぽくなってきたでしょう？」

「た、…確かに…。四年間毎年、綿流しの晩にダムに関わった人が死ぬ。……四年連続で？　同じお祭りの夜に…？」

　…確かに、個々の事件や事故はありふれたものだが、それらが全て必ず、オヤシロさまを祀るお祭りの晩に起こるというのは…確かに普通じゃない。

　関係者が次々に謎の死を遂げるというのは、この手の怪かい談だんの定番ではある。…でも、その死が、毎年同じお祭りの日にあるなんて、……こんな薄気味悪い偶然は、ただの偶然と笑い捨てるには少し難しかった…。

「…年寄り連中はこの数年の事件ですっかりオヤシロさまの祟りを妄信しちゃって…。若い人たちだって、最初は馬鹿にしてましたけど、今は誰も茶化しませんね。」

「わかるな、その気持ち。…俺だって、祟りなんてあるわけがないと思いながらも、こうして並べられると、…ひょっとして本当に…という気になってくる。」

「例えば、今日のお祭り準備にしてもそうさ。ダムとの戦いで荒れていたとは言え、何年か前までは綿流しはそんなに盛せい況きょうしていたわけじゃないんだよ。」

「まー……そうですねー。オヤシロさまの祟りの話がなかったら、こんなにお祭りには集まりませんねー。不信心者にはバチがあたるかもしれない、だからオヤシロさまのお祭りには必ず出ようって言ってる人たち、多いです。」

　詩音も自じ嘲ちょう気味に頷く。

「どうかな？　圭一くんも…ひょっとして祟りは本当にあるのでは…という気になってきたんじゃないかな？」

　……確かに…こうも毎年同じ日に、ダム計画の関係者ばかりが亡くなると、一いっ笑しょうに付すのも何だか難しい。

　俺ですらそうなんだから、村の信心深い人たちはもっとそう思うんじゃないだろうか…。

「……まぁその、…それでも祟りなんかないと思ってます。ですけど、信じる人たちの気持ちもわかるつもりです。」

「さすが。圭ちゃんは冷静に判断できてますね。」

　詩音は俺が祟りを一いっ蹴しゅうしたと知ると、笑顔を浮かべた。その表情を見る限り、詩音も実は祟りを信じてないように見えた。……でもそれは馬鹿馬鹿しいという雰囲気とは違う。祟りではないが、別の何かを確信しているようにも見える…。

「祟りでもなく、偶然のはずもないなら、…さて、これらの事件はどういうことになるのかしらね。」

　鷹野さんは謎をかけるように、悪戯っぽく笑いながら言った。

　祟りでもなければ、偶然でもない。なのに毎年人が死ぬ。…それがどういうことになるか、だって…？

　俺がすっかり煙に巻かれた様子を見て取ったのか、富竹さんが助け舟を出すように口を開いた。…そして、それは祟りではなくても、とても恐ろしいことだった。

「……鷹野さんはね、人間の仕業かもしれない、って言ってるんだよ。」




「え⁉　…しょ、消去法で行けばそうなりますけど…、でも、じゃあ、誰が……。」

「だってそうでしょ？　祟りでもなく偶然でもないなら、人の意思が働いてるとしか考えられないもの。」

　そう鷹野さんに詰め寄られ、思わず苦笑してしまった。

　ついさっきまで祟りなんかあるはずがない、と思っていたのに。人間の仕業だと詰め寄られると、人間のはずもあるわけがない…なんて思ってしまったからだ。

　でも鷹野さんの言うとおりだ。祟りか人か、どちらかしかない。

　祟りなんて非現実的なものが存在しないなら、……これはもう、人間の仕業を疑うのが当たり前だ。

　…でも、そうだとすると…。そこでちらりと詩音の顔をうかがう…。

「…人間が犯人なら、確かに雛見沢の誰かが犯人なんでしょうね。現に警察の大石さんはそう見てますから。」

「……お、おいおい…、そんなわけ、あるのかよ…。」

　何となく、魅音がこの話を嫌った理由がわかった気がする。

　…オヤシロさまの祟りが実在するなら、まぁそれもいい。ダム計画に対する天罰だという気もする。

　だが、…オヤシロさまの祟りが（当たり前な話だが）存在しないなら、…犯人は恐らく雛見沢の誰かだ。

　ダム計画に抵抗するために死力を尽くした村人たち…。彼らは様々な方法を使ってダム計画と戦ったという。……その様々な方法の中に、…ひょっとして……。

「オヤシロさまの祟りは、ダム計画抵抗運動の…暗部じゃないかって囁かれてるんです。」

　…俺がまさに考えようとしたことを、詩音はあっさりと口にした。

　もちろん、ちょっと意外だった。…雛見沢の人間である詩音が、自みずから口にするとは思わなかったからだ。

「…ちょっと落ち着いて考えれば、誰が見たって雛見沢の誰かの仕業だってわかることです。ダム工事に反対して得をする人以外、動機がないじゃないですか。」

「そ、それはそうだけど……。」

　ダム闘争の暗部を認めることは、それを誇らしげに語った魅音に悪いと思った。だから詩音のもっともらしい意見に、素直に頷けずにいる…。

「それにね、…警察の人は知らないだろうけど。…雛見沢の人間にはわかる、雛見沢の人間の犯行だという証拠があるんです。」

「…え、…えぇ⁉」

　声が大きいと詩音にたしなめられる。

「…ご、ごめん…。……でもその証拠って…一体…？」

「必ず、一人が死んで、もう一人が消えるからです。」

　もう一人、消える。……それは祟りで死ぬ一人とは別に、もう一人が犠牲になっているという意味なのか…？　それに、それがどう証拠になるってんだ。犯人が雛見沢の誰かである証拠に、どうなるってんだ⁉

「消えるって意味がよくわからないな…。…それは失しっ踪そうするって意味か？」

「そうです。忽然と跡あと形かたもなく。」

　そう言いながら、詩音は物を消してみせる手品のような身振りをした。

　一人が怪死し、一人が失踪する。……その奇妙な手品。

　でも、それがなぜ……雛見沢の人間が犯人だという証拠になるのだろう…？

「実はね。雛見沢の古い古い伝でん承しょうのひとつにね。…オヤシロさまの怒りを鎮しずめるために生いけ贄にえを捧ささげた、というのがあるの。」

「い、生贄ぇ…⁉」

「えぇ。簀す巻まきにして、底無し沼に生きたままじわじわと時間をかけて沈めたんですって。」

　鷹野さんが、とても楽しいことを打ち明けるような表情で…とんでもないことを語りだした。

「文ぶん献けんを調べた限りでは、三日三晩をかけて本当にゆっくりとじわじわと沈めたそうよ。…ホラ、昔の人って結構言葉遊びが好きでしょう？　『沈める』と『鎮める』をかけてたんだと思うの。だから『時間をかけてじっくり鎮める』という意味があったんでしょうね。…くすくすくす。」

　今の話のどこにくすくす笑う箇か所しょがあったのか理解できなかったので、笑っているのは鷹野さんだけだった。

　詩音は否定する素そ振ぶりはしなかったが、冷めた表情からは、鷹野さんとの温度差を感じさせられる。……鷹野さんの理解しがたい好みについて理解が深いというわけではなさそうだった。

「この辺の話は…まぁ聞いて想像がつくと思いますけど、雛見沢の秘ひ史しです。雛見沢に昔からいる人なら誰でも知ってますが、それを口に出すことはありませんね。」

「鷹野さんは雛見沢出身じゃないけどね、詳しいだろ。彼女は郷土史とか民間伝承とかが好きでね。全部、独どく学がくで調べたんだよ。」

「そんなにかっこいいものじゃないのよ。単なる知的好奇心。…子供と同じよ。ただのこわい物見たさ程度なんだから。」

　そう言って少し恥ずかしそうにしながら、富竹さんと笑いあった。

「ちょ、ちょっと待ってください。…ってことは何ですか、事件の度に消えるという一人は…生贄に捧げられているって言うんですか⁉」

　そうだ。一番最初に詩音は確かに言った。誰が死んで、誰が消えるんでしょうね、と。

「…うーん…。本当に生贄にされてるかどうかは別にして。過去の事件では必ず、一人が死ぬ他に一人が消えてるんだよ。…例えば一番最初の、ダム現場の監督が殺された事件も、複数犯の内の最後の一人が未だ逮たい捕ほされてないらしいんだ。」

「…それは…単に、うまく逃げおおせてるだけなんじゃないんですか？　別に生贄にされたというのとは違うのでは…。」

「まぁ、僕もそうだとは思うんだけどね。…で、次の年のダム推進派のリーダー格の男なんだけど。」

「えっと…、確か旅行先で崖から落ちて亡くなったんですよね。」

「落ちたのは奥さんも一緒らしいの。警察は懸けん命めいに捜索したんだけど、どうしても奥さんの遺い体たいだけ見つけられないんですって。」

「崖下の川は増水してたそうだからね。どこか川下の湖みずうみの底で土砂にでも埋まってしまったのかもしれないけどね。」

　バラバラ殺人の犯人だって、捕まりたくないだろうから必死に逃げて隠れてるだろうし。増水した川で溺おぼれたら、死体があがらないこともあるという話はどこかで聞いたことがある。…これは気の毒な事故による行方不明なのであって、やはり生贄とは違うのでは……。

　……過去の事件同様、個々に聞く分には、個々の消しょう息そく不明はそんなに気味の悪いイメージはない。

「その翌年の、神主の病死の時ははっきりしてます。奥さんが遺書を残して入じゅ水すい自殺したんです。『死んでオヤシロさまのお怒りを鎮めに参ります』ってな感じのが、神主さんが亡くなった晩に自宅に残されてたそうですから。」

　……これに関してだけは……怒りを鎮める生贄ということになるのか…。

「まあ、真しん相そうは闇の中なんだけどね。その奥さんが入水自殺した沼は、さっき鷹野さんも話した例の生贄を沈めるでっかい底無し沼でね。警察も沼を調べたそうだけど、遺品がいくつか見つかっただけで、遺体は発見できなかった。警察は偽ぎ装そう自殺を疑って、今でも捜してるらしいよ。」

「………………………。」

　……毎年人が死ぬのと同様、毎年人が失踪する。

　その失踪した人々は極めて高度な方法で拉ら致ちされ、底無し沼に生きながらにしてじわじわと溺れさせられたと言うのか…？

　祟り同様、にわかには信じ難い話だ。

「その翌年には…何だっけ、ダム推進派の男の弟の奥さんだっけ？　が殺されたんだよな。……この事件でも誰かが消え、」

「消えました。…北条悟さと史しくんっていう、私と同い年の男の子です。殺された主婦の義理の甥おいに当たります。」

　富竹さんが言いかけた言葉を塗ぬりつぶすように詩音が続ける。…口調が少し強くて、ほんの少し感情の色が混じっていた。

　…失踪した男の子をよく知っていた、そういう感じだった。

「まぁ、ざっとこんな感じね。必ず一人が死んで、必ず一人が忽然と消える。ね？　毎年四年間、共通しているでしょう？」

　…忽然かはともかく。…必ず一人が消えているのだけは共通する事実だ。

「えっと……じゃあつまり…、一人目が死ぬのはオヤシロさまの祟りで、二人目が失踪するのは、村人が生贄に捧げてるからだ、って言うんですか…⁉」

「圭ちゃん、祟りなんかないです。……誰かがオヤシロさまの祟りという名で一人目を殺し、誰かがその生贄として二人目をさらってるんです。村の古い伝承をなぞって繰り返している、人間の事件なんです。」

「でも詩音、それじゃ……村の中に犯人がいるってことになるんだぞ⁉」

「私は初めからそう睨んでます。…結構ショックですよ？　この昭和の時代に、そんな古い因いん習しゅうで人殺しが堂々と行われるなんて。」

　…まったく関係ないことだが…、詩音はあまり雛見沢を好きじゃないのかな、と思った。

　魅音は雛見沢のことやその武勇伝をとても楽しそうに語った。だから、どう解釈しても雛見沢にいいイメージのないオヤシロさまの祟りの話からは逃げてしまった。俺に悪いイメージを持たせまいとして話もしなかったし、俺に聞かせたくもないという素振りだった。

　でも…詩音はどこか違う。祟りの話を一蹴したのは雛見沢へのマイナスイメージを払ふっ拭しょくしたいからじゃなく、雛見沢の人間が犯人だと強く確信しているからだ。…その確信は、強い連帯感を持つ雛見沢の村人の意識とは少し離れているように思う。

　かつて、見間違えるくらいにそっくりだと思っていた詩音だが、…こうして話を聞いていると、魅音とはまったく異なる個性を持っていることを強く意識させられる…。

「……じゃあ皆さんは…雛見沢の誰かが犯人だと思ってるんですね…？」

　詩音も鷹野さんも、答えない。

　だが、このじっとりとするような沈黙の意味するところはひとつしかなかった…。

「…じゃあ重ねて質問します。雛見沢の誰かが犯人なら、犯人は誰なんですか。」

　この問いかけにも、やはり詩音と鷹野さんは答えない。

　…質問しておいて失礼だが、回答がないことを期待していた。…自分のした質問は、彼女らの言う、雛見沢の誰かが犯人という説を「仮説」に過ぎないと反論するためのものだったからだ。

　詩音はその意図を汲くみ取ったのか、俺の小意地悪さに苦笑いした。

「私が言ったのは所詮、状況証拠ですからね。具体的に犯人の名前を知ってたなら、警察に突き出してます。」

「…そりゃそうだよな。」

　もっともな意見だ。……では鷹野さんは？　詩音がしたように、やはり苦笑いした。

「…えっとね。初めに誤解を解いておきたいんだけど。別に私は探たん偵ていさんのつもりはないのよ？　本音を言うとね、犯人が誰かなんてことには興味ないの。」

「あはははははは。…鷹野さんも困った人だなぁ。」

　犯人に興味はないという意外な意見に、富竹さんが苦笑いを添える。

「私はね。古式ゆかしい残ざん酷こくな風習やおとぎ話に興味があるだけ。知的好奇心で面白がってるだけなの。だから一連の事件も、犯人は誰かってことよりも、事件の存在自体が、古い因習がまだ根深く残ってることの証拠だって思って面白がってるくらい…。」

　知的好奇心という言葉を弄もてあそびながら、刃物の先端のような鋭さの笑みを浮かべる鷹野さんという女性に……少なからずの薄気味悪さを覚えた。…それは自分に理解のできない感性の持ち主への畏い怖ふなのかもしれない。

　そんな俺の考えを表情から読んだのか、詩音は肩をすくめて呆れる仕草をする。

「ま、私は全然面白くないですけどね。明日はいよいよ綿流しのお祭りですけど、誰にも死んでほしくないし、誰も消えてほしくないです。」

「…明日、か……。」

　そうだ。…すっかり忘れていた。

　…オヤシロさまの祟りと称される一連の怪死事件はまだ終わってはいないのだ。

　もしも去年の事件が最後でないなら、明日の祭りの晩にも……誰かが死に、誰かが消える…？

「明日は一体、誰が死んで、誰が消えるのかしらね。」

　鷹野さんは髪をかきあげながら、とても優雅な仕草で……だけれども、ぞっとさせるような声で、そう言い、薄く微笑んだ。

　それはまるで明日起こるかもしれない事件を心から楽しみにしているようにすら見えた…。

　その時、突然、大勢の人たちの手て拍びょう子しが聞こえてくる。どうやら酒盛りの中締めみたいだ。

　そうだ、魅音をずっと待たせていたんじゃないだろうか。…そろそろ戻らないと…。

「鷹野さんもからかい過ぎだよ…。圭一くんがすっかり真に受けてしまったじゃないか。」

「くす、ごめんなさいね。また悪い癖が出ちゃったみたい…。」

　そう言って、ペロッと舌を出してはにかむ鷹野さんの様子には、先ほどまでの薄気味悪さはなかった。

「鷹野さんはね、純粋そうな子を見るとからかいたくなる悪ーいクセがあるんだよ。圭一くんが真剣に聞いてくれるもんだから、ついつい調子に乗っちゃったみたいなんだ。」

　つい調子に乗るとあんな物騒な話を始めるのだとしたら、鷹野さんという人はずいぶん傍はた迷惑な人みたいだ。……それと違って富竹さんはごくごく普通の常識人のようだった。彼女らの話が俺にどういう印象を持たせてしまったかを充分理解し、詫わびているようだった。

「彼女が今した話は、あくまでもフィクションだからね。もしもさっきの話で、圭一くんが雛見沢に持ってたいい印象が傷つけられてしまったなら、純粋に申し訳なく思うよ。」

「…もぅ、ジロウさんったら。」

「鷹野さんも謝った方がいい。怖がらせてしまってごめんなさい、ってね！」

「いやよぅ。前原くんだって、こういう話、面白いと思うでしょう？　くすくすくす。」

　そう言い合いながらじゃれ合う、鷹野さんと富竹さん…。すでにさっきまでの緊迫した雰囲気は霧む散さんしていた。

「圭ちゃんもそろそろ戻った方がいいです。お姉は嫉しっ妬と深いですからね。戻らないとヘソを曲げますよ。私は顔を合わせるとケンカになりそうだから、このまま帰ることにします。」

「そうなのか？　じゃあ俺は魅音のとこに戻って、待たせたことを謝るかな…。」

「迷惑をかけたね圭一くん。魅音ちゃんに、圭一くんを長く借りすぎて申し訳ないと伝えてくれないかな？」

「あ、はい。伝えても機嫌は直さないと思いますけど、一応。」

　富竹さんと鷹野さんは肩を寄せ合いながらくすくすと笑った。…多分、カップルなんだと思うけど、何とも個性的な二人だ。

「じゃあね圭ちゃん。…明日のお祭り、どこかですれ違えるといいですね！」

「会えるよ。どうせ俺たちのことだ。賑やかにやってるに決まってる。目立つから簡単に見つけられるさ。じゃ、どうも。これで失礼します。」

　詩音と二人で富竹さんたちに別れの会釈をする。

　…去り際に鷹野さんに呼び止められた。

「私の話を真剣に聞いてくれてありがとうね。前原くんがあまりに聞き上手だったんで、話しててとても楽しかったわ。」

「聞き上手なんて…そんな…。」

　別に俺が聞き上手なわけじゃない。…ショッキングな話が次々と飛び出すから、啞然としていただけだ。

「今日した話、面白かった？」

「……まぁ…その、興味深かったです。」

　魅音が聞かせたくなかった話に、面白かったと頷くことができず、曖昧に誤魔化した。

「なら、また今度も聞いてくれる？　雛見沢の昔話とかおとぎ話にも興味深いものがたくさんあるの。もちろん、薄気味悪いのがたくさんね。私特選のをたくさん披ひ露ろうするわよ。」

　嬉しいような困るような…。思わず苦笑いして頭を搔いてしまう。

「圭一くん、もう行ってもいいんだよ。鷹野さんがからかっているだけさ。」

　鷹野さんという人は、相手が付き合ってくれればいつまでも延えん々えんとしゃべり続けてしまうタイプなのだろう。それをよく知る富竹さんが、もう行きなと促してくれた。

　もう一度会釈してから駆け出す。

　富竹さんが、明日のお祭りで会おうね～っと明るい声をかけてくれるのが聞こえた。




　魅音と待ち合わせたテントに行ったが…魅音の姿はなかった。

　あれだけ待たせたから…怒って帰っちゃったのだろうか…。

　通りすがりの大人に聞いたら、親族と話しながら帰るところを見たと言われた。

　……悪いことをしちゃったかな。

　でも今は魅音を待たせて悪かった、という気持ちよりも、鷹野さんや詩音に聞かされた、薄気味悪い話の印象の方が勝っていた。

　四年連続で起こっている連続怪死事件。通称、オヤシロさまの祟り。…それは五年目として明日も起こるのか？

　そして…祟りを模も倣ほうして雛見沢の誰かが犯行を繰り返している可能性。

　生贄の儀式という、この昭和の時代におよそ似つかわしくない奇怪な因習。

　今さらだけど、やはり後悔した。

　…どの薄気味悪い話も俺と直接関係ないのなら、魅音の機嫌を損ねてまで付き合う必要なんて何もなかった。…魅音に手を引かれて、一緒にあの場を去るべきだったのだ。

　自分の安っぽい好奇心が少し情けなかった……。





[image: （スクラップ帳より　Ⅰ）

〈オヤシロさまの祟りについて〉
古代鬼ヶ淵村では、オヤシロさまの怒り（祟り）は何よりも恐れられていた。
だが、オヤシロさまが怒ると最終的にどのような神罰（祟り）が下されるのかは記述が少ない。
伝聞から調べる限りでは、「地獄の釜が開く」「鬼が溢れ出す」「地獄の瘴気が溢れ出し、村人たちことごとく逃れることも叶わず、息絶えるなり」といった、村の全滅を想起させるこれらの恐ろしい神罰は、その他多くの宗教の終末（地獄）表現とほぼ同じで、これを回避するために教義に従わせようとする方便だと容易に想像できる。
オヤシロさまの怒りに触れる条件がイコール鬼ヶ淵村における禁忌（ダブー）と言えるだろう。
この禁忌を犯す行為が行なわれた時、オヤシロさまは「怒った」と称され、その怒りを鎮めるために、前述の「生贄の儀式」が行なわれたと考えられる。]





[image: （スクラップ帳より　Ⅱ）

〈生贄の儀式について〉
生贄の儀式は最もシンプルな溺死型で、神聖な沼である鬼ヶ淵沼に犠牲者を沈めることで成立した。
鬼ヶ淵村における儀式で特徴的なのは、犠牲者を三日三晩もの長い時間をかけて、ゆっくりと沈める点にある。
犠牲者を沈めて「殺す」ことよりも、「沈める（鎮める）」行為に重きが置かれていたと考えられる。
その為、放って置けばあっという間に沈んでしまう犠牲者をいかに緩慢に沈めるかに、様々な工夫が凝らされたはずである。
残念だが、その方法は知る限りの文献には載せられていない。
私の想像では丸太等で巨大なイカダを組み、そこに処刑台を設え縄で犠牲者を吊り上げ、時の刻みに合わせて少しずつ沼へ沈めていったのではないかと思う。それを三日三晩行なうのは、相当の人数と労力を要するものであり、それだけ大掛かりなものであったと考えられる。
だが、そうだとするのならば、その儀式に使った「祭具」は神聖なものとして崇められ、どこかに祀られていてもおかしくない。]





[image: （スクラップ帳より　Ⅲ）

〈儀式の祭具について〉
古代の宗教儀式に用いられた儀式道具は「祭具」と呼ばれ、その一部が今日も古手神社や御三家の蔵に祀られている。
だが、それらの確認できる「祭具」はいずれも装飾的なものばかりで、鬼ヶ淵村の暗部を司る儀式に使用されたと思われるものは何一つない。幕末から明治にかけ、数々の伝統儀式が喪失した際にそれらも紛失、もしくは闇に葬られてしまったのだろうか？
私はそう思わない。

鬼隠しの夜の宴に使った「祭具」も、生贄の儀式に使った「祭具」も人知れずそれらは祀られ、現存しているに違いない。それは紛れもなくこの雛見沢に、今日この瞬間にも実在しているのだ。
それが、どこに祀られているか九分見当はついている。
これまでは堅牢だった施錠が、今年からどういうわけか低廉な安っぽい南京錠に変わったのだ。あの程度の錠前なら、彼なら何とかできるかもしれない。
だが、集会所の裏ということもあり、常に人の気配の絶えない場所でもある。
だが私は諦めない。
雛見沢中の全ての村人の死角となる夜が、もうすぐやって来る。
もうすぐ綿流し。]






いよいよお祭り







「おいおい、今日のうちからへばっててどうすんだよ。本番は明日だぞー？　明日は最後の最後、ばっちり深夜まで燃え上がっていくんだからなー⁉」

「ぅおっす！　気合い入れてきまっす！」

「わっはっは！　よぉーし！　若さが一番だ！」

「みんな、お疲れさん！　綿流しはいよいよ明日だからなぁ。今夜は早めに眠って体力を蓄たくわえておいてくれよ！」

　明日がいよいよ綿流し。

　祭りに関わる人間には二つの立場がある。楽しむ側とそれを提てい供きょうする側の二つだ。

　前者に必要なのは心の準備だけだが、後者の場合は、心と体だけでなく、入にゅう念ねんな打ち合わせや下準備が必要になる。

　多くの一般参加者が能のう天てん気きに祭りを楽しんでいる間、彼らは緊張を維い持じし続けるわけだ。…何のために？

「そりゃあ決まってるだろ！　全部終わった後のビールがうまいからだよ。」

「わっはっはっはっはっは‼」

　こういう時は体育会系のノリが一番だ。打ち上げを楽しみにがんばらなきゃ張り合いがない。

「あ、来ました…！」

　大石が入ってくる。みんなシャキッとして立ち上がった。

　そこは興宮にある警察署の刑事部屋だった。リーダー格である大石がやってきて、若手刑事たちはおしゃべりをやめて緊張感を取り戻す。

「はいはい、皆さん、お疲れさまですねぇ。あぁ、そのままで結構ですよ。」

「「「お疲れさまです‼」」」

　普段威張っている先輩たちも、最さい古こ参さんの大石には頭が上がらない。まるで一昔前の応援団員のような雰囲気で一礼する。

　大石蔵くら人うど。興宮署の名物刑事である。

　内規などほとんど無視し、これといった働きもせず、日々をダラダラと過ごすいい加減な、退職待ち壮そう年ねん刑事。下ネタ好きな下品オヤジというのが一般的なイメージだが、彼の若き日を知る同僚たちは、彼が無数の活躍や武勇伝を持つことを今でも語り継いでいた。

　上うわ辺べこそぐうたらに見えるかもしれない。だが有ゆう事じには興宮署の刑事たちを率ひきいる有能な刑事なのである。

　それは、彼をよく知る者には貫かん禄ろくとして感じられていた。一緒に入ってきた課長よりもである。

　課長にも歳相応の貫禄はあったが、大石の持つ数々の武勇伝には一歩及んでいないようだった。もちろん、課長自身もそれは理解していて、大石に一定の尊敬は感じているようだった。

「大石さん、ありがとう。皆さん、明日の綿流しの準備、本当にお疲れさんです。」

「「「お疲れさまです‼」」」

　全員、直立で課長の訓示に耳を傾ける。その表情は一いっ層そう、緊張感で引き締まっていた。

「昨年発生したように、連続事件を期待する愉快犯の出現が濃のう厚こうに危き惧ぐされます。各員、一層気を引き締め、犯罪の抑よく止しのために任務を全まっとうしてください。」

「「「ぅおっす！」」」

「何も起こらなければ一番いいんですがねぇ。…ですが皆さん。必ず事件は起こると考えてくださいよ。抑止が一番ですが、まぁ多分無理でしょ。今年も誰かが死んで誰かが消えます。もー間違いなく。…んっふっふっふっふ！」

　大石が小意地悪く笑うと課長以外が皆、苦笑する。

「大石さん、…そんなんじゃ困るよ！　もっと真剣にやってくれなきゃ…、」

「肝心なのは祭りの夜を越すことじゃないんです。…明日の夜、起こった何かに迅速かつ徹底的にどこまでも食いついていくこと。気合い入れてくよ⁉　ケツの穴、引き締めてけッ‼　オヤシロさまの祟りのバケの皮を完璧に引っぺがしてやるぞぉおぉッ[image: !!!]」

「「「うおぉぉおおぉおぉすッッ[image: !!!]」」」








６月19日（日）













「わー！　圭一くんだ、おはようなんだよ！　だよ！」

　レナが嬉き々きとしながら大きく手を振っている。早くもテンションが高いようだった。

「おはようって、もう夕方だぜー？　こんにちは、だろ。」

「でもでも、…今日、圭一くんにする最初の挨拶だから、やっぱりおはようがいいな。いいな。」

「…わかったわかった。じゃーおはようでいい。おはようレナ。」

　レナの頭を鷲摑みにしてわしわしと撫でてやる。うにゃうにゃと喜ぶそれはまるで猫みたいだ。

「やっほ、圭ちゃん！　昨日は申し訳なかったね。黙って帰っちゃってさ。」

「あー…それを言うなら俺の方が悪かった。魅音をずーっと待たせっぱなしでごめんな。」

「昨日のお祭りの準備のことかな？　どうだった、圭一くん。しっかりとお仕事してた？」

「がんばってたよ。へばってたけどね～！」

　全身が微妙に筋肉痛で動きが鈍いのは、早くもバレバレみたいだな…。

　苦笑いしながら三人で大笑いする。

「沙都子と梨花ちゃんは？　祭り会場で合流か？」

「うん。梨花ちゃんはほら、大切なお勤めがあるから昨日からずーっと。沙都子ちゃんもそのお供だそうだから、もう二人とも神社にいるよ。」

「そうだそうだ！　今日は梨花ちゃんの晴れ舞台だったな。この日のためにいろいろと特訓してたらしいし。…これは仲間として応援に行ってやらないとな‼　よっしゃ！　さっそく行こうぜ‼」

「「おお～～～‼」」

　今夜はいよいよ、綿流しのお祭りである。

　この初めてでよくわからないはずのお祭りも、昨日の準備を手伝ったせいか、とても親近感を持って感じられる。早く明日のお祭りにならないかとわくわくした経験など、生まれてこの方、初めてのことだった。

　お祭りなんて、盆踊りを遠目に見ながら、いくつかの模擬店に寄って買い食いをして帰るだけ。…かつてはそんなイメージだったのに、前日準備を手伝うだけでこんなにも心が弾むものになるなんて。今の自分にとっては、そんなことですら、ノーベル賞級の大発見に思えるのだった。

　神社へ近付くにつれ、浴衣ゆかた姿で会場へ向かう人が多くなり、たくさんの停めてある車も目に付くようになる。にぎわいも大きくなり…盆踊りの曲みたいのも聞こえるようになった。

　境内へ続く階段はたくさんの家族連れで大賑わいだった。逸はやる気持ちを抑えきれず、その人ごみを縫ぬいながら、石いし段だんを一段飛ばしに駆け上がる！

「け、圭一くん、早いよ…、…待ってえ～～…‼」

「ったく、圭ちゃん、お子様なんだからなぁ。」

　へへ！　お子様で大いに結構！　俺が昨日手伝ったテントはちゃんと立ってるかな？　四し苦く八はっ苦くしながら縛り付けた看板はちゃんと立ってるかな⁉

　そして階段を上がりきると、……をおぉッ‼　境内はたくさんの人出で賑わう、文字通りの祭り一色だった。吊るされた色とりどりの提ちょう灯ちんや紅白幕がとても眩まぶしく感じる。子供たちのはしゃぐ声や模擬店裏で唸る発電機の音も全てが楽しげだった。

　遅れて辿たどり着いたレナと魅音も感嘆の声を上げる。

「わーー…、今年も立派だね‼　すごいねすごいね‼」

「雛見沢中から出てきてるんだろうなぁ。ありゃ、公きみ由よし分家の寝たきり爺じいさんまで来てるじゃない！　あの爺さん、去年の綿流し以降、ずーっと布団の中で過ごしてたんじゃないかなぁ。」

「本当かよ、そりゃすげぇな…。なるほど、確かに普段見かけない村人が大勢いるよな。」

　今日のお祭りを楽しみにしているのは、どうも俺だけじゃないってことらしい。

「あー！　沙都子ちゃんだー。お～～い！」

「あぁら、皆さんでございますのー！　こんばんはですわー‼」

「よー、沙都子。今日はすごい人出だよなぁ‼　はぐれて迷子になるなよ。」

「だ、誰が迷子になるんですのーー[image: !!!]」

　沙都子もいつになくテンションが高いようだった。もちろん俺も例外じゃない。

「あれ？　梨花ちゃんは？　まだ自由時間でしょ？」

「梨花は村長さんたちと挨拶してましたですわ。梨花は有名人ですもの、挨拶回りだけでも大変なんですのよ。でも、すぐに来るでございますわ！」

「そうか。梨花ちゃんは今日のお祭りの巫女さん役だもんな。…偉えらい人たちとの挨拶できっと大変なんだろうなぁ。」

「……実に大変なのですよ。こんにちはなのです。」

　と、言いながら俺の脇からにょっきり生えてきたのは梨花ちゃんの頭だった。

　おお⁉　何だ何だ、梨花ちゃんが珍しい格好をしてるぞ⁉　そっか巫女役だっけ？　だから巫女服なわけかー！

「は………はぅ～～～～！！！！　梨ぃ花ちゃ～～～ん‼　巫女みこ巫女服、にあにあ似合ってるかなかなかな‼　お持ちおもおもお持ち帰り～～[image: !!!]」

「うーむ、今日に限ってはレナの意見に同感だぜ！　梨花ちゃんのどことなく神秘的な容姿と実によくマッチしている！」

「どう？　丈たけとか長過ぎない？　婆っちゃから、もしも袖そでがかかるようならって、安全ピンを預かってきてるんだけど。」

「……大丈夫なのです。実に快適なのですよ。」

　そう言いながら、梨花ちゃんはラジオ体操をするみたいに、体を伸ばしたりひねったりしてみせた。

　梨花ちゃんのそんな仕草がますますにレナのお持ち帰り魂だましいを熱くさせるらしい。頭をぐわんぐわんと振り回しながら、鼻血を振りまいている。

「興奮したい気持ちはわかる。だからとりあえず鼻血を拭け…。」

「けけ、圭一くんはかぁいいと思わないかな？　かな？　思わないならレナのになっちゃうからお持ち帰り～～‼」

「すごくかぁいいと思うぞ。かなりイカス。保護者のフリをして写真を撮りまくりたいくらいだ。二点から撮影して立体視できるようにすれば………立体の生梨花ちゃんが、自宅でいつでも食べ…もとい、眺め放題～～‼」

「はぅ～～～！！！！　いいねいいねいいね～～～！！！！」

　いつの間にか俺までレナと一緒に、鼻血をほとばしらせながら妄想モード全開だ…。俺たちはすっかり今日の祭りの興奮に飲み込まれてしまっているらしい。

「…梨花、あいつらに近寄ると大変ですわよ…。」

「……みー。地下室とかに閉じ込められるかもしれないのです。」

「あっはっはっは！　その割には梨花ちゃん、楽しそうだけど？」

「……くすくす、魅ぃがひどいことを言うのですよ。」

　みんなでもう一度笑い合う。それから魅音は天を拳で突くと、高らかに宣言した。

「じゃ、もたもたしないで、祭りを回るかね‼　梨花ちゃんの出番までそう時間がないでしょ。」

「そうだな。よっしゃ‼　行こうぜみんな‼」

「「「おおーーーー[image: !!!]」」」




　祭り会場というのは、そこ全体がある種のアトラクション空間と同じだ。特に目的もなく練り歩くだけでも実に楽しい。

　魅音は有名人らしく、模擬店の人たちみんなに声を掛けられていた。

「よー！　園崎のお嬢ちゃんじゃねーの！　食ってきな‼　豚ぶた肉にくたっぷりの焼きそばだぜよ～！　今年はイカリングまで入ってるボリューム派よー‼」

「ヘイ、親父！　今年の焼きそばもなかなか力作じゃないの。イカまで入れるとは…今年は奮ふん発ぱつしてるねー⁉」

「へ～！　おいしいね！　おいしいね‼」

「あぁ。イカってのは食ってもうまいが、それ以上に匂においが香こうばしいんだよな。軟なん弱じゃくになりがちな歯応えを実に見事に補おぎなってる。イカと豚肉のボリューム感は実に素晴らしく腹持ちも百点満点だ。……うん！　悪くない出来だぜッ！」

「へー。圭ちゃんって何気に料理番組の司会とかに向いてるねぇ！」

「うん。圭一くんがおいしそうに食べてると、何だかいつもよりもずーっとおいしそうに感じるもんね。」

「俺はうまい物はうまい！　って言う主義なんだよ。だから俺がうまい！　って言う物は、とりあえず試してみる価値があると思うぞ。」

「……では圭一。この焼きそばの評価を改めてどうぞなのですよ。」

「一言で言うとだ。…うまいッ‼　胃袋がもう一つあるんなら、迷わずもう一つ買ってるな！　圭一印で三ツ星評価を付けよう‼」

　そう断言すると、何だか一気に焼きそば屋の前に人が並び出す。

「おー、すごいよ。圭ちゃんがあんまりにも美味そうに言うもんだから、集客効果ばっちりだわ。…やるねぇ‼」

「え、そうなのか…⁉　狙ってやったわけじゃないんだが…、むむむ。」

　威張ることではないのだが、とりあえず胸を張って威張っておく。えっへん。

「み～。こういうのは気分もとても大切なのですよ。圭一がおいしそうに食べるので、見てる人はみんな我慢できなくなっちゃいますのです。」

　なるほど、梨花ちゃんの言う通りかもしれない。男は食いっぷりも大事だ、ってことだ！

「あら、そうなんですの？　じゃあ、私もおいしそうに食べればお客さんをいっぱい集められますのね⁉　では挑戦してみましてよ⁉　おじさんおじさん、たこ焼きをひとつ下さいますこと？」

　沙都子が隣の屋台のたこ焼きを購入し、ハフハフしながらそのひとつを口に入れる。

　ほほぅ、俺が食いっぷりで集客をして見せたものだから、それに対抗意識を燃やしたらしい。どれどれ、沙都子のお手並みを拝見しようじゃないか。

「どうかな沙都子ちゃん。おいしい評価が出るならレナも買うよ～！」

　もごもご、もにゅもにゅ。ごっくん。

「さー、ミシュラン雛見沢の北条沙都子審査員のご感想をどうぞー！」

「……えーっと……。…………む～……。」

　やる気満々だったにもかかわらず、感想にとまどう沙都子。…おいおい、どうしたってんだ？

　みんなでひとつずつもらい、それぞれに口に入れる。

「…あれれ？　レナのはハズレだね。」

「……ボクのもハズレです。…たこさんが入ってないのです。」

「んーー？　何だよこのたこ焼き。………は！　ま、まさか⁉」

　…このたこ焼き屋…、まさか夏祭り限定出没の「たこの入ってない」たこ焼き屋では⁉⁉　どうせ今日限りの稼かせぎだからとたこをケチる悪あく徳とくたこ焼き屋…‼

「あ、私のには入ってたわ。…うん。たこが入ってる分には充分うまいよ。」

　魅音は幸運にもアタリを引けたらしく、幸せそうな顔でモキュモキュと頰張っている。……しかし、たこ焼きってのはアタリとかハズレのあるもんじゃないはずだ。たこ焼きはたこが入ってるからこそたこ焼き！　それがないなら、ただの「焼き」じゃないか！

「…このたこなしたこ焼きを…どうおいしそうに解説すればいいんですの…？」

　みんなで首をひねり出す。……そのいぶかしげな様子に、列に並んでいる人たちも怪訝に思っているようだ…。…おいおい、これじゃあ集客どころかお客を逃がしちゃうぞ。

「えっとね、えっとね、…こんなのはどうかな？　たこ焼きなのにたこが入ってないからとってもヘルシ～☆　たこの嫌いな人でも食べられるおいしいたこ焼き～…☆」

　レナのそれを聞き、ぎょっとした客が何人か列を離れる。ざっくりと逆効果だ…。

「じゃー次はおじさんが挑戦するよ。小麦粉やねぎ、紅べにしょうがの味などの素朴さをしっとりと味わわせてくれる自信作！　たこが入ってない分だけ素材の味がほどよく…、」

「だから魅音、それを言ったらおしまいだろうがー‼」

　途中までは悪くなかったが、たこが入ってないという件を聞き、列の人がさらに数人抜けた。

「…り、梨花ちゃんは何かいいコメントはあるか？　…率そっ直ちょくでいいぞ。」

「……これで四百円は高いのです。」

　げは！　率直過ぎだ‼　…お客さんが致命的に離れていく。何しろたこ焼きの屋台は探せば他にもあるからな。

「いや～～…なんかその…、私ら、とんでもないことをしてるような～…。ほら、沙都子！　あんたが始めたことなんだからビシッ！　とここで逆転させなさいよ！」

「むむむむ、無理でございますわー‼　たこの入ってないたこ焼きなんてどう褒めればいいんですのーッ‼」

　わーバカー[image: !!!]　沙都子の憤ふん慨がいで致命的にトドメが入る。

「わ、わ！　お客さん、みんないなくなっちゃった…！　あれれ？　おじさん睨んでる。…何でだろ？　何でだろ？　はぅ～～[image: !!!]」

　さっきまでは大勢の行列があったはずなのに、今や閑かん古こ鳥どりが鳴いてる有様だ。レナに言われるまでもなく、店の親父の目線がひりひりして痛い。

　しかし、たこ焼きにたこを入れないなんてイカサマをしたんだから、これはある意味、当然の天罰かもしれない…？

　だが、俺の心に何かが引っ掛かる。…睨む店の親父の瞳に浮かぶわずかの悲しみを俺は見逃さなかった。

「はー。…仕ッ方ないヤツらだなぁ。ここはひとつ、この前原圭一さまが一肌脱いでやるか…。」

「……圭一ならきっと何とかできますですよ。たこなしたこ焼き屋さんを助けてあげてほしいのです。」

「…笑顔でトゲのあることを言うな。…まぁわかった。俺がプロの技を見せてやるからよく見てろよ！」

　俺はたこなしたこ焼きに楊よう枝じを刺し、改めてパクリと頰張った。

　相変わらずたこは入ってない。…でも魅音のには入ってたんだよな。…ここがポイントだ。

　あと、たこなしなのでつい評価がおろそかになってしまうが、魅音も言ったとおり、たこさえ入っていれば文句なし。たこ以外の要素は満点なのだ。

　……つまり、ただの悪徳たこ焼き屋なら、たこを入れないだけでなくもっと手を抜くはずなのに、…たこを抜くという重罪を犯しながら、その他の手は一切抜いていない。そこがポイントなのだ！

　その時、悟った。これは、悪徳たこ焼き屋じゃない。このたこ焼き屋の親父には、……愛があるのだッ‼

「…………このたこ焼き屋の親父さんは…本当の意味で、たこ焼きが好きなんだ。いや、愛してると言っていい。」

「「「えぇ…⁉⁉」」」

　みんな、びっくりして素すっ頓とん狂きょうな声をあげる。…それは睨みつけていたたこ焼き屋の親父もだった。

「あの親父さんは、本当にたこ焼きが大好きなんだ。大好きだからこそ、いい加減なたこ焼きを作りたくないんだ。……そうだね？　親父さん！」

　たこ焼き屋の親父は戸惑ったように俯く。ギャラリーたちも、たこなしたこ焼き屋が、どうしてそういう評価になるのか、興味津しん々しんな様子だ。

「でも圭一さん、そんなにたこ焼きが大好きなら、どうしてたこなしたこ焼きなんか作りますの⁉　たこ焼きに対する裏切りではございませんのー⁉」

「そうだな。ある意味、裏切りだ。だが……これは親父さんにとっての、最大の妥だ協きょう点なんだ。親父さんは今日だって！　本当のたこ焼きを作ってるよ。でもそれはこの中のほんの一つか二つでしかない。」

「まぁそうだね。私の食べた一つにはたこは入ってたし。…たこが入ってる分にはそんなに悪い味じゃなかったよ？　いや、むしろおいしかったくらいかな！」

「そう。それが本物のたこ焼きだ。……それ以外のたこ焼きは…『八個入ってなきゃたこ焼きじゃない』という一般人の先入観への、最大の妥協なんだ。」

「？？？　圭一くんの言う意味がわからないよ？　どうして本物は一つで、他は偽物なのかな？　かな？」

「その秘密は…たこにあるんだ。親父さん、このたこ、本物の明あか石しのたこだね？　近年、明石のたこの水揚げは激減して、とても高騰しているんだ。たこ焼きになんかにとても使えないような…とても高い値段になってしまってるんだ！」

　その時、これまでずっと俯いてた親父がポツリと漏もらした…。

「…あぁそうよ。明石のたこは…すごく高いんだよ…。」

「でも親父さんは明石のたこにこだわったんだ！　安物の、いい加減なたこを使えばいくらでも誤魔化せるのに！　明石のじゃないのに『本場明石のたこ』という幟のぼりを立てて販売してるインチキたこ焼き屋はいくらでもあるのに‼　親父さんは誤魔化さなかった、ウソをつかなかった！　たこは明石ッ[image: !!!]　この一点だけを頑かたくなに譲らなかったんだ[image: !!!]　親父さんはたこ焼きを愛してた！　だからウソをつけなかった‼　でも…どうしても一点だけ強しいられる妥協点があったんだ。」

「そ、それは何ですの…？」

「数さ。たこ焼きってのは一ひと舟ふね、八個がポピュラーだ。いくら本物の明石のたこだからって言って、四百円で一個だけってわけにはいかないだろ⁉　でも八個にしなくては買ってもらえない…。…だから親父は涙を飲んだ‼　本物のたこ焼きを一つ作るために…残り七個にウソをつくしかなかったんだぁああぁぁぁあぁッ！！！！」

　ぅ、ぅおおぉおおぉおぉおーー[image: !!!]　たこなしたこ焼き屋の親父が号ごう泣きゅうする。その肩を俺はやさしく叩いた。

「みんなが何と言おうと、俺はあんたの純粋さを忘れない。あんたこそは本物のたこ焼き屋なんだ[image: !!!]　あんただけがたこ焼き屋を名乗っていいんだぁあぁあぁあ！！！！」

　パチパチ、…パチパチパチパチパチパチパチパチパチパチ…！！！！

　俺と肩を抱き合い男泣きに咽ぶ親父に、ギャラリーたちの感動の拍手が浴びせられる！

「さぁ、みんな‼　この本物のたこ焼き屋のたこ焼きを、どうか食べてやってくれ‼　こんな純粋な男を大事にしなくて、どうして本当のたこ焼き道が守れようか‼　みんなが食わないなら俺が食うぞぉおおぉおーーーッ[image: !!!]」

「わ、わ、見てた人たちがみんな並ぶよ⁉　圭一くん、やったやった‼」

「たこ焼きがおいしそうに感じたってより、圭ちゃんのアジ演説が面白かったからだろうね。…圭ちゃんって、ガマの油売りとかやったらかなりウケるかもしれない！」

「……秋葉原駅の入口なんかでやるとウケそうですよ。いくらキュウリを切ってもくっ付かない穴あき包丁とかをやるとウケそうなのです。」

「…梨花、秋葉原ってドコですの？」

　この大だい盛せい況きょうに度ど肝ぎもを抜かれ、さらに隣の露店の親父が声をかけてくる。

「おいおい兄ちゃんたち、うちのあんずアメも頼むよ‼」

「よし、要領は摑めただろ！　今度はレナが行け！」

「よぅし、頑張るよ～‼　……はぅ～～[image: !!!]　あんずアメが冷えててとってもおいしいんだよ～‼　水あめの上にね、ちょこんってあんずが載ってるの。はぅ、かぁいいねぇ‼　お持ち帰り～～！　はぅ～～～～！！！！！」

　…自分で言いながら、すっかり酔ってしまったようだな…。でも、女の子がナチュラルに褒めるのは、それだけで集客力がある‼　レナの後ろには早くも列が出来ているぞ！

「今度はお好み焼き屋だ‼　沙都子、行け‼」

「えーっとえーっと…。焼きそばに揚げ玉入りでかりかりなのがとっても美味しいでございますわねぇ‼　大きなベーコンがまるごと敷しいてあって、かじるとほら、びろ～んって出てきて…はふはふはふ‼」

「おぉう‼　うまいうまい‼　そ、それなら俺も食ってみたくなる‼」

　俺を皮切りに、長い列が伸びていく‼

　なんだなんだ一体。…つまり、ギャラリーは俺たちと一緒に露店を回ってるわけか。

「……圭一たちのを聞いてから食べると、いつもよりずっと美味しく感じるからなのですよ。」

　そういうことか。梨花ちゃんも、巫女服を汚さないようにかけたよだれ掛けを、ソースで汚しながら、お好み焼きをパクついていた。

「よーし！　おじさんも盛り上がってきたよー！　よし圭ちゃん、おじさんはどれをやればいい⁉」

「よっしゃ！　魅音はさらにその隣の露店へ行け‼　魅音の底力を見せてみろ‼」

「あれ？　で、でも圭ちゃん、お隣のお店は……、」

「ありゃ！　金魚すくいか！　むむ、食べ物じゃないと勝手が違うなぁ。…どうする⁉」

「いや、部活の部長たるもの、相手が何であれ逃げられないね！　やってみるよ！」

「魅音さんのお手並み、拝見でございますわー[image: !!!]」

　ギャラリーも期待の眼差しで魅音を見守っている。さっきまでは食べ物だったから、おいしそうに食べるだけである程度の効果は期待できた。しかし金魚すくいとなると…。

「ヘイらっしゃい！　はいよ、網とお椀わん。」

「よし、やるよ！　……うーん、金魚はみんな活きがいいねぇ‼　実においしそう！　この小さいのなんか、そのままボリボリと生で行けちゃうよね～[image: !!!]」

　ざわ…ッ⁉

「…み、…魅音さんは…なな、何を言ってるんでございますの…？」

「……魅ぃちゃん……食べてたの？　去年、レナからもらったのも…食べちゃったの？」

「ち、ちが……わ、私そんなこと言ってない…‼　今のセリフ私じゃない‼」

　魅音が真っ赤になりながら、ぶんぶんと首を振って否定するが…。

「いや、でも……今、魅音、お前自分で言ったぞ。実においしそうだ、って。」

「えぇ、確かに言いました。お姉って雑食ですから、口に入れば何でも食べちゃうんです。」

「……おいしいなら、今度ボクも試してみるのです。」

「だだだだだだ、だめだよ梨花ちゃん、お腹壊しちゃうよ…[image: !!!]」

「……ちょっと待て。おいコラ。お前、いつの間にいるんだよ、…詩音ッ[image: !!!]」

「はろろ～ん！　圭ちゃんにお姉にみんな！　こんばんは。」

「あ、……あ[image: あ濁点]ああぁああぁーー[image: !!!]　アンタどこから湧いてきたの詩音んんーー！！！！」

「さっきからずっとです。お姉たちは騒がしいからすぐに見つけられました。」

「もー‼　アンタは関係ないでしょー⁉⁉　早くどっかへ消えなさいよー‼」

「も～、お姉もあまり私を邪険にしないで下さい。…ね？　圭ちゃん？　私が一緒でもいいですよね？」

　そう言って、俺の腕を取り、胸を押し付けてくる。ふに。

「圭一くんＨだ…、鼻血出てるよ…。」

「トコロテンを押したら、にゅ～って出てくるだろ？　あれと同じだ。これは抗いようのない哀かなしい男の現象なんだよ…。」

「へー、そうなんですか？　じゃあ力を入れたらもっと出てくるかな？　え～い☆　ぎゅう。」

　し、詩音が…胸の谷間で…俺の腕をみっちりと……。ぶーーーーーーーーー。

「ぎゃーーー！！！！　詩音アンタこら、何やってんのぉおおぉお[image: !!!]」

「…不ふ潔けつですわ‼　見損ないましてよー‼」

「……ボクの平らなお胸ではどうなのです？」

　梨花ちゃんも反対の腕に、むに。

　豊ほう満まんな感覚がいっぱいに伝わる左ひだり腕うでと、未成熟な青い果実のすっぱさを感じさせられる右腕と……。は、…はぅ～～～～！！！！！

　スパパパパーーーーン！！！！！

　俺、詩音、梨花ちゃんの三人が顔面にアザを残しながら大の字に倒れる。

「みみみみ、みんな不潔なんだよー…。はぅ～…。」

「……レナに殴られたのです。痛いのですよー…、みー。」

「り、梨花は自じ業ごう自じ得とくでしてよ…。」

　…やれやれ…。詩音が加わって、俺たちのにぎやかさはさらに百二十パーセント増しだな…。

　詩音はお尻の埃ほこりを払いながら立ち上がると小こ気き味み良く笑った。もっとも、せっかく楽しく盛り上がっていたのに、苦手な双子の妹が登場して、魅音は口を尖らせているようだった。

「ふふ、あっはははははは…！　お姉の友達は実に愉快です。退屈しないなぁ。」

「あーそう。アンタさえいなくなればもっと愉快なんだけどねぇー‼」

「あはははははは！　もっと一緒にいたいけど、あんまり圭ちゃんを誘惑すると、本当にお姉に嚙み付かれちゃいそうです。だから私、一時退却しますね。また来ます。じゃあね、お姉！」

「二度と来るなーー[image: !!!]　塩まけ、塩ぉーーーーー[image: !!!]」

「あっははは、じゃあねお姉！」

　詩音はさんざん姉をからかうと、人ごみの中に逃げるように消えていった。

「……何だか珍しい魅音さんを見た気がしますわね。」

「沙都子ちゃんも、詩ぃちゃんと一緒の魅ぃちゃん見るの初めて？　詩ぃちゃんが一緒だと、魅ぃちゃん何だかかぁいいよねぇ。はぅ☆」

　幸せそうに微笑むレナの頭をポカンと魅音が叩く。

「アホなこと言ってんじゃないよ！　次行くよ次‼　詩音のせいで盛り下がっちゃったよ！　この調子でまだまだ行くよ～‼」

「「「おおおおー[image: !!!]」」」

　そんな調子で、本当ににぎやかに楽しく、露店で遊んで回った。

　最初の内こそお金を払っていたが、途中からは店の親父さんたちにも面白がられてたので、色々とサービスしてもらい、ほとんどお金を払うことなく遊んで回れたのだった。




　ドーーーーーーン！

　威勢のいい大おお太だい鼓この音が響き渡ってきた。

「梨花、そろそろ時間みたいでございましてよ？」

「あ、…いよいよなんだね。」

　そうか。いよいよ梨花ちゃんの出番の奉納演舞の時間がやってきたのか…。

「……ちょっとドキドキしてるのです。」

「信じなって、自分を！　梨花ちゃんが流してきた汗は絶対に無駄になんかならないから。」

　魅音が力強く梨花ちゃんの背中を叩く！　真似するように沙都子も同じく背中を叩いた。

「そうですわ。梨花はきっとやり遂げますわ‼」

「……頑張るのですよ。みー！」

「うん！　その意気だよ～！」

「俺たちも応援してるぞ梨花ちゃん‼　ファイト、おー‼　だぜ⁉」

「「「ファイト、おーー[image: !!!]」」」

　梨花ちゃんは最高の笑顔を見せた後、くるっと踵を返し、駆け出していった。

「じゃあ…私たちも行こうよ！」

「そうだな。応援してやろうぜ‼」

「ダメですのよ！　演舞中は静かにしてないといけませんでございますわよ！」

　わかってるって！　親友を最後まで心配する沙都子の頭をわしわしと撫でてやる。

「なら急いで行かないと！　いい場所がなくなっちゃうよ‼　行こ‼」

　魅音が駆け出すと、みんなも遅れまいと駆け出した。




　奉納演舞が行われる祭さい壇だんは、社の前に設けられていた。

　篝かがり火びで照らし出された幻げん想そう的な雰囲気は、一年間を通じて今日のこの日、この夜にしか宿せない神こう々ごうしいもの。……このような厳おごそかな場所でひとりでセレモニーを行うのだから、梨花ちゃんのプレッシャーは相当なものに違いなかった。

　大勢の人たちが、ありがたい演舞を見ようとすでにひしめき合っている。多分、いい場所で見ようと事前から充分な場所取りがされていたのだろう。

「参ったな、これじゃ全然見えないぞ。どっかよく見える場所とかないのか？」

　仲間に振り返ったつもりだったが、そこには見知った顔はなかった。

　み、みんなどこに行っちゃったんだ？　…この人ごみでははぐれるのも無理はないのか。多分、それぞれに人ごみの中に無理やり入り込み、少しでも見える位置を個々に探しに行ったのだろう。

　ようやく見つけた魅音の後頭部は、人ひと垣がきのずーっと向こうだった。とてもそこまでは行けそうにない。

　…まぁ別に、はぐれたってどうと言うことはない。梨花ちゃんの演舞が終わったら合流すればいいだけなんだからな。

　みんなとの合流を諦め、少しでもよく見えそうな場所を求めて、うろちょろしてみた。……どこへ移動しようと、人垣の頭の隙間からうかがうしかないことに気付くのにそんなに時間はかからなかったが。

　くそ、応援するぜとか言いながら、これじゃあ情けない…！

　再び、一際大きく大太鼓が鳴り響く。それは演舞の始まりを知らせるものだった。

　よくは見えないが、どうやら梨花ちゃんが村長たちの扮ふんする神しん官かんを従えて登場したようだ。おぉ…という感嘆のため息と、ありがたがり数珠を揉む年寄りたち。

　人垣の頭が邪魔で、よく見えないのが本当に悔しい。先に遊びを切り上げて、陣取りをしていた方がよかったに違いない…。

　何とか、爪つま先さき立ちをしてぎりぎり様子をうかがえる場所に体を捻りこむ。一応、様子は探れるが、まるで盗み見のような感じで、応援とはとても呼べないものだ。だが、ようやく奉納演舞の一部を見ることができるのだった。

　社の前の祭壇は、昨日の準備の時に見たものよりもずっと立派に飾り付けられていた。

　その上に、真新しい布団が畳んで積み上げられている。梨花ちゃんは祝詞のりとを唱えた後、祭事用の大きな鍬を抱え、その布団の山に近付いていく。

　確か、布団をお祓はらいして供養するっていうのが儀式の趣しゅ旨しだったな…。

　そして、厳かな奉納演舞が始まった。

　餅つきの杵を使って練習するだけあって、…梨花ちゃんの持つ、祭事用のややこしい形をした鍬は、本当に重そうだった。

　よろよろよたよたと、振り上げるだけでも大変に違いないものを、汗だくになりながら振ったり、掲げたり、降ろしたりする。

　それは嫌々こなせばいいものではなく、巫女として、祭事に臨む厳かさが伴わなければならない。……梨花ちゃんの双そう肩けんに伸のし掛かるプレッシャーは相当なもののはず…。

　……くそ‼　なんで俺はこんなよく見えないところで応援してるんだよ！　せめて、梨花ちゃんが一番よく見えるところで応援してやるのが仲間ってもんだろうに！

　その時、突然、襟首を軽く引っ張られた。

「圭ちゃん、こっちこっち。」

　詩音だった。静かにという意味でだろう、にんまりと笑う唇の前に人差し指を立てている。

　いたずらっぽく笑うその顔は、私しか知らないとっておきの場所がありますよ、と見て取れた。

「おぉ、詩音、なんだなんだ！」

「しーー。黙って付いて来て下さいね。」

　詩音はウィンクで念を押すと、人垣をぐるっと大きく回りこむように駆け出す。

　こういう時、土地勘のあるヤツがいると助かるよなぁ、なんて感心してると、すぐにも詩音を見失いそうになる。もうはぐれるのはごめんだ。俺も遅れないように駆けていく。

　どんな穴場なんだろうと期待すると、詩音は人の輪を外れ、境内の裏に回って行った。ひと気はなく、奉納演舞からも遠のいているように思える。

「おいおい、…どこ行くんだよ…！　これじゃあ、どんどん離れちゃってるぞ⁉」

「しーーーー！　黙って付いて来ればわかりますから。」

　詩音が、よく魅音がそうするようにウィンクしながらそう言った。そう言われては黙って従うしかない。

　ひと気は完全になく、明かりも充分でない薄暗がり。すっかり奉納演舞の人だかりからは離れてしまった。

「…こんなところから、どうやったら梨花ちゃんの演舞が見えるって言うんだ？　そっか。…どこか高い所があるんだな？　屋根の上とか、そういうところから見下ろそうって言うんだろ。」

「はい？　何で屋根に登んなくちゃいけないんです？」

　きょとんとした顔で詩音が問い返してくる。…嚙み合って当然と思った会話が嚙み合わなかったのでカチンと来る。

「だって、そうじゃなかったら、どうやって梨花ちゃんの演舞を見るんだよ。」

「梨花ちゃまの演舞なんか見たかったんですか？　圭ちゃん、ひょっとしてストライクゾーン、もっのすごく低くありません？」

「…何だか話が絶妙に嚙み合わないぞ。お前は俺を、梨花ちゃんの演舞がよく見える場所に案内してくれてるんじゃないのか？」

「はい？　…誰がそんな約束したんですか？」

　んがーーッ‼　な、なんだそりゃあぁあー‼　なんで俺は‼　いっつも詩音とは嚙み合わないんだ‼　俺か⁉　俺が勝手に勘違ってるだけなのか⁉⁉　また勝手に素敵にゴージャスに勘違いしちまったのかぁ‼

「じゃ、じゃあ、お前は俺を何でこんな所に呼び出したんだよー‼」

　詩音が茶化さない目で、人差し指を俺の唇に当て、静かにするように無言で告げる。

　一体何事だってんだ…？

　…お祭りの死角を突いた、ひと気のない暗がり。ここには年頃の男女が二人きり。

　……えぇえぇ⁉⁉　まままま、まさか⁉⁉　詩音のヤツ、また何か…嫌ぁなことを企んでないか⁉⁉　ああぁあぁ、どぎまぎしてきた、頭が真っ白にぃいぃ‼

「しーーーーー、何を興奮してんですか。それよりほら！　あれを見て下さい。」

　詩音が暗がりの茂しげみの向こうを指差す…。

　そこには…二人の、男女の人影。

「な、…なんだ、ありゃ。……………まま、まさか…？」

「逢あい引びきの生現場に決まってるじゃないですか～。ほらほら、よく見て下さい。あれ、誰だかわかります？」

　あ、逢引だって…？　ぜぜ、全然興味はないけど、でもでも気になっちゃう微妙なお年頃…。暗がりに目を凝らすと、見知った人影のような気がする。

「………あ、富竹さんと、鷹野さんだ…！」

　富竹さんと鷹野さんは、明らかに息を殺し、気配を悟られまいとしてきょろきょろと辺りをうかがいながら、倉庫のような木造の建物の入口にしゃがみ込んでいた。

「…まさか、詩音。……これを見せたくて俺を呼んだのか？」

「圭ちゃん。梨花ちゃまの演舞は毎年見れるけど、こーゆうのは二度とお目にかかれませんよ？」

　……園崎姉妹ってのは、姉も妹も個性的だとは思ってたが、こういうところだけはいやにそっくりだぞ…。

「俺は帰るぞ！　二度とこんなのに呼ぶなよなぁ‼」

「あ、今、動いたらバレちゃいますって…‼」

　俺たちのそんなにぎやかなやりとりに、鷹野さんがビクリと振り返る！　その険しい目つきにぎょっとするが、こちらの正体がわかると表情を緩ませ、余裕ある微笑を浮かべるいつもの表情に戻った。

「……あらあら。どなたかしら？　くすくす…。」

　しばらくは息を殺し、やり過ごそうと試みたが、鷹野さんは完全にこちらに気付いてるようだ。詩音と顔を見合わせ、諦めて茂みの陰から出る。

「どうもこんばんはー。お月様の綺麗ないい夜ですね。」

「あらあら。詩音ちゃんに前原くんじゃない。こんばんは。月の綺麗な夜ね。」

「おやおや……、圭一くんも隅に置けないねぇ！　こんな所で逢引かい？　だとしたら、僕たち、とんでもないお邪魔をしちゃったかな。あっはっはっは‼」

　逢引してたのはそっちだろうがー‼　勝手に笑い合う富竹さんと鷹野さんが何だか腹立たしい。

「ってことは富竹さんたちは、逢引してたってわけじゃないみたいですね。」

「そ、それはもちろん違うよ。そういうロマンスも嫌いじゃないけどねぇ。」

「くすくす…。残念だけど、貴方あなたたちが覗き見したくなるような逢引現場じゃないのよ。期待に添えなくて申し訳ないわね。」

「ふーん。逢引現場じゃなかったら、何してるんですか？　富竹さん、今、扉の南なん京きん錠じょうをいじってませんでした？」

「え？」

　そう言われて、改めて二人を見直すと…確かにそう見えた。古風な倉庫の扉の前に屈かがみ込み、重そうな南京錠をいじっているように見えた。

　逢引という如何いかがわしそうな雰囲気の先せん入にゅう観かんで気付かなかったが、…それは確かに、逢引というより、もっと別のものに見えた。それが何かに思い当たる前に富竹さんは観念したように笑いながら、それを告白してくれた。

「……バレちゃあしょうがないなぁ。僕たちが倉庫破りをしてたなんて、…内緒だよ？」

「な、内緒って…、それ、ドロボウってことですか⁉」

　富竹さんがあまりにあっけらかんと笑うので、思わず呆れて聞き返してしまう。

「やぁね。ドロボウってのは物を盗む人たちのことでしょう？　別に私たちは物を持ち出そうとしてるわけじゃないのよ。」

「へー…。じゃあ何のために鍵開けなんかしてるんですか？　ここ、開かずの祭さい具ぐ殿でんですよね。古手家とほんの一握りの人間しか入ることが許されないって言う。」

　開かずの祭具殿…？　言われて、二、三歩下がってその全容を改めて見直す。

　こんなひと気のないところに、まるでひっそりと、隔かく離りするかのように建てられた倉庫のような建物。…めったに開かれることがないことを示す汚れ具合。そして…異様な迫力で威圧する、堅牢な造り…。いつの時代に建立されたものかわからないが、神社の社に負けないくらい古い時代に建てられたものであることがうかがえた。

　開かずの祭具殿。……その響きはほんのりと不ぶ気き味みさをまとっていた。確かに、言われてからまじまじと見ればこの建物は異質だ。

「ここはね。祭具殿と言ってね。祭具をしまっている倉庫なの。…いえ、祭具を祀っている神殿と言ってもいいかもしれないわね。梨花ちゃんが奉納演舞で使っている祭事用の鍬も、今日までこの中にしまわれていたものよ。もちろん、古手家の人間以外は『穢れ』を持ち込むから立入禁止の不可侵領域。……聖せい域いきなの。」

「そんな場所、ますます踏み込んじゃいけないんじゃないんですか⁉」

　だが鷹野さんの顔には、子供っぽい、よく言えば無む邪じゃ気きな、悪く言えば残酷な笑みが浮かんでいた。不可侵の場所であることを充分知った上でなお中に入ろうというのだ。

「私、雛見沢の昔語りや伝承を趣味で研究してるって言ったわよね。私の知的興味の様々な答えがこの中に詰まってるの。この中に入れるチャンスを今日までずっと待ってたんだから。」

「ここからじゃちょっとわからないかもしれないけど、ここ、集会所の小屋の裏でもあるんだ。だから普段はひと気がまったくないわけじゃない。だから、ここに誰にも見られずに近寄ろうとしてもなかなかできることじゃない。」

「くすくす。でも、今日の今ならどう？　雛見沢中の人間が奉納演舞に釘付けになっている。一年間に一度しか訪れない、祭具殿を暴あばく大チャンスなのよ。」

「うーん、誰も見てないからルールを破ってもいいって考えは、あんまり褒められたもんじゃないと思うんですけどねぇ。」

「しかし、富竹さんに鍵開けの技術があるなんて知りませんでした。」

「…よしてくれよ。僕だって嫌いや々いややってるんだよ？」

「つき合わせてしまってごめんなさいね。でも、ジロウさんのお陰よ。感謝してるわ。」

「やれやれ…。でも鷹野さん、こういうのはこれっきりにしてくれよ？　こういうところに黙って入り込むのはやっぱり気が引けるよ。」

「くすくす…。やっぱりジロウさんはいい人ね。」

　見れば、いつの間にか富竹さんは鍵開けを再開していた。…漫画でよく見るような、細い針金状のものをねじ込んでぐりぐりやっている。

　あんな真似事を自分も小さい頃やって遊んだ記憶があるが、たった一度の偶然でも開いたためしはなかった。……と思った時、ガチャリと金きん属ぞく音おんが鳴った。

「開いたよ。」

「ありがとう。…いよいよね。」

　鷹野さんが、ごくりと唾を飲み込み、らしくもなく興奮した様子で、重い扉をぐっと押し開ける…。

　隙間から、カビと埃のツンとした臭いが溢あふれ出てきた…。そのあまりに異様な臭いに本能的な嫌悪感を覚えてしまう。

　開けてはいけないところを開けてしまった、そうはっきりと本能が警告する…。

　祟りなんか実在しないと言い切った俺でも…、この状況では祟りを信じてしまいそうになる。…土ど足そくで、こんな神聖そうな場所に踏み入ったら…、理屈抜きで祟りやバチがありそうな気がする。

　それ以前に、あんな異臭が立ち込める中にわくわくした顔で踏み込もうとする鷹野さんが信じられない気持ちでいっぱいだった…。

「どう？　貴方たちも共きょう犯はんなんだし。せっかくだから一緒に見学しない？　雛見沢の秘史を埋める、貴重な文化遺い産さんの見物会よ。…今夜だけの限定開館。くすくす…。」

「べ、別に俺たち…共犯ってわけじゃ……、」

「…面白いと思いません？　ねぇ、覗いてみましょうよ。」

　詩音が俺の腕に組み付き、とんでもないことを言い出した。……だが、考えてみれば詩音や魅音がいかにも言い出しそうなことでもある。

「でも…これは絶対、いけないことだろ…！　神聖な倉庫なんだろ？　祭具殿って言ったっけ⁉　ますます勝手に入っちゃまずいよ…！」

「私は一応、園崎の人間ですからこの中にあるものは、おおよそ想像がついてます。でも、それは圭ちゃんにも見てもらいたいものです。」

「俺に見てもらいたいもの…？」

　その言葉だけはなぜか真剣な雰囲気が込められている気がした。

　俺を倉庫に引き込むための方便だと思ったが、詩音の瞳には茶化す色はない。……もっとも、真顔で噓が吐つけるタイプなんだろうが。

　でも確かに、…俺も平均的な男子だ。むしろ好奇心は人一倍強いくらいだろう。

「そりゃ、門もん外がい不ふ出しゅつのお宝が眠る、開かずの聖域倉庫が覗けるチャンスなんてそうそうない。どちらかと言えば…見たいくらいさ！　でも掛かってるカギを外してまでってのは……ちょっとまずくないかなぁ…！」

「面白くないって思ったら、圭ちゃんはすぐに出ればいいです。きっと興味を引かれると思いますけどね。それとも何ですか、うふふ、怖いんですかぁ？　祟りが。」

「べ、別にそんなの信じてないし怖くねぇよ…！」

　富竹さんは、俺と詩音のそんなやり取りを聞きながら、祭具殿入り口前の階段部分に腰を下ろし一服しようとしていた。

「僕がここで見張っててあげるから。一緒に見てきてごらん。僕はあまり趣味じゃないけど…、圭一くんみたいな若い男の子には結構面白いかもしれないよ。……ふっふっふ！」

　そう悪戯っぽく笑う。その笑いには騙そうと言うような悪意は感じられなかった。

「あの、富竹さんは、この中に何があるのか知ってるんですか？」

「まぁね。鷹野さんにたっぷり聞かされてるからね。」

「うふふふ、相あい方かたの特殊な趣味に付き合わされる殿との方がたも大変ですね～。」

　詩音が茶化すが、富竹さんは答えず苦笑いを返事とした。

　鷹野さんはどことなく、自分の好きなものには他をかなぐり捨てても一直線というコワイ雰囲気があるが…。富竹さんは逆に極めて常識人だ。…その富竹さんが、こんなにも気さくに、見てきてごらんなんて言うと、急に罪の意識が軽くなる。

「じゃあ………ちょっとだけな。…面白くなかったらすぐ出るぞ。」

「そうこなくっちゃ！」

　詩音はパチンと指を鳴らす。それを見た鷹野さんは、この場の全員の合意が取れたと判断する。

「決まったみたいね。じゃあ行きましょうか。…ジロウさん、留守番をお願いね。」

　富竹さんはタバコを吹かしながら、いっておいでという仕草で手をひらひらと振るのだった。





祭具殿






　中は真っ暗だったが、鷹野さんが用意していた電池式のランタンを灯すと、かなり狭い前ぜん室しつであることがわかった。

「真っ暗だねぇ。みんな転ばないように気をつけるんだよ。」

「ジロウさん、ご心配ありがとう。…じゃあ門番をよろしくね。ここ、閉めるわよ。」

「やれやれ…。…じゃあみんな、ゆっくり楽しんでおいで。」

　楽しいことから富竹さんだけを締め出すように、鷹野さんが意地悪に笑いながら、扉を閉める。

　低く重い、よく響く音を立て、…外界と完全に遮しゃ断だんされると…シンシンとした闇が蝕むしばんできた。…鷹野さんのランタンだけが頼りだ。

「大丈夫よ。予備電池も入ってるアウトドア仕様なんだから。消えたりなんかしないわよ。」

　もしもこの灯りが何かの間違いで消えてしまったら…、という不安な気持ちを見み透すかされたらしい。…思わず照れて顔を背ける。

　奥にもさらに、古いながらも頑がん丈じょうそうな、そして厳かな装飾のされた重い扉があった。……その向こうにあるものを封じ込める、最後の扉のようだった。

「ただの倉庫なのに前室があるなんて変わってるでしょう。…一度に一枚ずつ扉を出入りさせることによって、祭具殿の中が外に見えないようにする工夫だと考えられるわね。」

　鷹野さんはその構造にしきりと感心していた。

　前室というのは本来、室内外の間にひと部屋を挟むことで、室温を逃さないようにするという生活の知恵だったはずだ。…それが、室内のものを外へ見せないために利用した、なんて話は初耳だった。

　…しかし…本当に暗いな。……おや？　あれは…。

　壁に不ぶ格かっ好こうに取り付けられ、配線の束たばを垂たらした電源のブレーカーを見つけた。

「あ、これ、灯りのブレーカーか何かじゃないですか？」

　電気が来ているということは灯りがつくということだ。この薄気味悪さは不自由な光源に起因するものだと思った俺は、それを早く払拭したくて、安易にそのスイッチを入れた。

　パチンと手応えがあると、真っ暗だった室内に古ぼけた裸はだか電球が灯る。突然のまぶしさに、みんなが顔をしかめた。すると詩音が鬼のような形相でやって来た。

「ダメです‼」

　詩音が言うよりも先に、俺の手を叩いてスイッチを落とした。大きなバチン！　という音がもう一度し、再びランタンの灯りしかない暗闇に戻る…。

「いててて……。何すんだよ…！」

「ダメです圭ちゃん。私たち、ここに忍しのび込んでるんですよ？　灯りなんかつけたらバレちゃうかもしれないじゃないですか…！」

　ちょっときつめに詩音に怒られる…。今の一瞬の灯りで誰かに気取られなかったか心配してるようだった。…確かに詩音の言う通り、今のは軽率だったかもしれない…。

「大丈夫よ。本当に一瞬だし。みんな梨花ちゃんの奉納演舞に夢中で気付くわけないわ。」

　さすが鷹野さんは大人の余裕だ。…仮にバレても、うまくごまかしきる自信でもあるみたいだった…。

「さ、入りましょう。…よいしょ、っと。」

　さらに重い扉が開かれ…さらに嫌な臭いの空気があふれ出して来る。……台所の奥の、埃にまみれた何年も開けてない戸と棚だなを開けたような臭いと、生臭い臭いが混ぜこぜになったような…説明の難しい、とにかく嫌な臭いだった。

　音の響き具合から、前室とは比べ物にならない広さを感じる。鷹野さんがランタンをかざすと、その広々とした内部がおぼろげにわかった。

「…ぅわ…‼」

　祭具殿の正面一番奥には…仏ぶつ像ぞうのようなご神しん体たいが立ち、侵入者である俺たちを見下ろしていた。ランタンのか細い灯りに照らされ、聖域に踏み入った侵入者たちを見下ろすその迫力に思わず驚いてしまう。

「あれが雛見沢の守り神、…オヤシロさまよ。」

「……社にあるのより、ずっと立派ですね。こりゃすごいや…。」

　この中のものを知っている、というようなことを言った詩音だったが、実際に中に入るのは初めての様子だった。

　それにしても、オヤシロさま、か。

　……これが雛見沢の守り神。聖地、雛見沢を外界の穢れから守り、ダム工事で土地を穢そうとした人間たちに、次々とバチを当てているという……。

　祟りなんかあるわけがない、全ては人間の仕業だ、と詩音に言われ、俺もそうかもしれないと思っておきながら、このような場所で見下ろされてしまうと、祟りやバチは実在して、それが今にも自分に下されるかもしれないと信じてしまいそうになる…。

　そんな俺の怯おびえをよそに、鷹野さんは本当に楽しそうに見回していた。

「…想像してたより…たくさんの祭具が収められているようね。…でも残念。どれもあまり手入れがされていないわ。…状態が悪いのが悔やまれるわね…。」

　壁や、天井、そして棚などにたくさんのヘンなものが並べられているのが、この暗がりでもうかがえた。確かに、これは祭具というものがぎっしりと収められている倉庫には間違いなかった。

　鷹野さんはうっとりした様子で、暗がりの中に並べられている様々な祭具に酔いしれている。

　…しかし、あまり祭事的な、芸術的な形のものはなく、どちらかと言えば…鍛か冶じ屋や大工さんなんかの作業場のような、そんな感じの木製や金属製の大道具がごろごろと並べられていた。

　こう言っては悪いが、結構退屈なものばかりだ。もっと平安時代の美術品のようなものを想像していたのだが…。…とても文化遺産なんて言葉とは程遠い。まるで田舎の村むら興おこしの民みん俗ぞく博物館に展示されている昔の生活用品展示コーナーのようだ。

　そんな俺の、期待外れで拍子抜けした表情はすぐに読まれたようだった。

「……あら、…面白くないかしら？」

「俺は文系でも美術系でもないんで…。…あんまりこういうのを見ても、よく価値がわからないです。」

「ふふ、………圭一くんはよくわかってないみたいね。無理もないけれど。」

　鷹野さんは小馬鹿にしたように笑う。価値がまるでわかっていないとでも言いたいのが口に出さずともわかる露ろ骨こつな口調だった。

　だが、どう首を捻ひねろうとも、ここに並んでいる大工道具や生活用具のようながらくたにその価値を見出すことはできなかった。

　すると鷹野さんは、さっきからずっと持っていたペーパーバッグの中から、使い込んだ感じのスクラップ帳を取り出すとめくり始める。

「……じゃあ、前原くんのために、昔話でも聞かせてあげようかしら。この地方では一般的な昔話よ。図書館に行けば、教育委員会推薦の本にも載ってるくらいにね。」

　こんな薄気味悪いところで…昔話か。……どちらかと言えば、怪談の気分だ。

　でも詩音は全然平気そうな顔をしていた。魅音と同じ性格なら、ここで怖がると揚げ足を取られるだけだ。…ここは我慢して平静を装よそおう。

「いーい？　じゃあ…読むわよ。」

　俺が大人しく耳を傾けたことを確認すると、まるで幼よう稚ち園えんの先生が絵本を読むように、やわらかく語り始めた……。




「昔々、ある山奥の村にね、沼があったの。その沼はね、底無しの深い深い沼でね。地の底にあるという鬼の国につながっていたんですって。」

　その沼は海より深いと噂され、飲み込まれればそのまま黄よ泉みの底まで沈んでいくと伝えられる、底無しの沼だった。
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　その名を、鬼おにヶ淵ふちと言う…。

　…あれ？　昨日聞いた、生贄を底無し沼に沈めたっていう話。…ひょっとしてこの沼のことなのでは……。

「…ってことはその村は、…雛見沢ですね？」

「察しがいいわね。そうよ。…当時は鬼ヶ淵村って呼ばれてたけどね。」

「鬼ヶ淵村……。…物騒な響きのある名前だな…。」

「私はそれもなかなかカッコいいんじゃないかって思いますけど。でも悪いイメージもあったんでしょうね。明治の頃に、今の名前に改称されたって聞きました。」

　…鬼の国につながる沼の名前が鬼ヶ淵。…そしてその名を村の名に冠かんした、雛見沢の本当の名前、鬼ヶ淵村。

「村人たちは鬼の国、つまりは地獄のことね。…鬼の国とつながるという沼を崇あがめながら過ごしてきたの。でもね、ある日のこと。」

　沼の底から鬼たちが次々に現れたのだ。…地獄が溢れた。村人たちはそう言って怯えた。

　鬼たちは村人たちに容赦なく襲い掛かった。村人たちは怯えるだけ。…ただ身を隠し震えることしかできなかった…。

「…で、誰かが鬼を退治するわけですか？」

「残念だけど、このお話には桃もも太た郎ろうもスーパーマンも登場しないわ。」

「じゃあ…村をあげて戦うわけですか？」

「まさか。村人たちに鬼と互ご角かくに戦える力などあるわけもない。」

「…じゃあ…村を捨てて逃げるしかないですよね…。」

「それも無理ね。…村人たちにとっても村は大切な郷きょう里りだったから。どんな恐ろしい鬼が攻めて来たからといって、簡単に逃げ出せるはずもなかったのよ。」

「…じゃあ…どうするんですか？　滅ほろびるしかないじゃないですか。」

　戦うこともできず、逃げることもできず。…このまま村が滅びるのを待つしかないのか…。

　そう誰しもが諦めた時、…神さまが…「オヤシロさま」が降こう臨りんした。

「なるほど…。つまり、天からやって来たオヤシロさまが鬼たちをやっつけるわけですか。」

「…圭ちゃんは男の子ですねぇ。すぐに腕わん力りょくで解決する方に走るんですから。」

　詩音がちょっと呆れた感じに言ったので、恥ずかしくなり口をつぐむ。

「くすくす。オヤシロさまはね、やっつけるとか、そういう暴力的な神さまじゃなかったの。……もっとやさしい、慈じ愛あいのある神さまだったの。」

　天から降臨したオヤシロさまの力は鬼たちとは比べ物にならなかった。鬼たちは戦うまでもなく、その威い光こうの前に平へい伏ふくする…。

　オヤシロさまは彼らに元の鬼の国に帰るよう諭さとしたが、鬼たちはどうしても帰れない、と涙ながらに拒こばんだ。

「鬼たちの世界にも厳しい戒かい律りつがあってね。彼らは地獄を追放された鬼たちだったんですって。」

　地獄にも、そしてもちろん人の世にも居場所のない鬼たち…。

　もちろん鬼たちが村を襲ったのはとても悪いことだけど。彼らはそれを深く反省した。

「村人たちも話を聞く内に、少しずつ気の毒になっていったわ。…それでね、村のみんなで話し合った結果、鬼たちと一緒に住むことを決めたの。」

「退治するとか追っ払うっていう昔話は多いけど…共存ってのは確かに珍しいですねぇ。」

「ですよね。鬼ってのは元がん来らい、諸しょ悪あくの象徴のはず。それとの共存を決めたというお話なんだから、本当に変わってます。」

　鬼たちは村人が自分たちを受け入れてくれるという申し出に、まず耳を疑い、次に感涙に咽んだという。

　村人たちは鬼たちに生活の場を与えた。

　その恩返しとして、鬼たちは自分たちの持つ様々な力や秘ひ法ほうを村人に授さずけたと言う。

「オヤシロさまはその微笑ましい交流をとても喜んでね。鬼たちが村人と分け隔へだてなく暮らせるよう、人間の姿を与えたんですって。そして自らも地上に留とどまり、末永く両者の交流を見守ることにしたんだそうよ。」

「人と鬼という、相あい容いれぬ存在の仲を取り持つ。この辺が由ゆ来らいとなって、オヤシロさまは本来は縁結びの神さまってことになってるらしいですね。昔、神主さんがまだいた頃には、境内で縁結びのお札を売ってたような気がします。」

「…相容れぬ存在を取り持つ神さま、か。…そして見守るために地上に留まった。」

　人と鬼と神の三者の住まう土地、か。

　…鬼ってのは退たい治じされるべき悪役の代名詞だと思っていた。

「神さまの仲介があったとは言え、こうして両者が仲良く住むというハッピーエンドはなかなか聞いたことがないな。…なるほど、ちょっぴり面白いかもしれないぜ。」

「普通のおとぎ話ならここで終わりなんだけどね。このお話は江え戸ど時代にだいぶ加筆されたみたいで、まだまだ続くずいぶんと長い話になってるわ。」

　その後、人と鬼の混こん血けつが進み、もう何の区別もなくなったと言う。

「鬼の存在は結局、村に溶け込んで消えてしまった、ということですか。」

「いいえ。消えたりなんかしないです。半分はしっかりと残ってたそうですよ。」

　鬼の持つ様々な知識や力、秘法を持った人間たちは、もはやただの人間ではなく、仙せん人にんと呼ばれるべき存在だ。

　彼らは自らの持つ力が異い端たんであることを充分に理解し、ふもとの人々に崇められながら、ひっそりと隠れるように暮らしたという…。

「このお話がね、その後に派生するたくさんの昔話・フィクションの原点になってるの。だからこのお話がある意味、基礎中の基礎。ベーシックね。」

「原点って、どういう意味ですか？」

「村人たちは鬼の血を引いている、という部分ですね。……つまりこの辺りに伝わる様々な伝承や昔話は全部、その村の人たちは鬼の血を引いているというのが前提になっているんです。」

　そう言う詩音には、どこか面白がるような表情が浮かんでいた。…つまり、その鬼の血は自分にも流れているんだと言いたいらしい。

　…でも…何か根拠でもあるんじゃないかな？　ただの昔話で終わらない、何か歴史上の事実に基もとづいてるとか。

「あら。…じゃあ前原くんは沼から鬼が現れて人間と交わった、っていうのは本当にあった出来事だって信じてるのかしら？」

「……うーん、信じないわけじゃないんですけど…。」

　鬼っていうのはもちろん、地獄の鬼のことなんだけど。…古代日本では必ずしも地獄の鬼だけを指したわけではないんじゃないかな、と思う。

　割と知られているのは漂流異い人じん説だよな。

　近海で難なん破ぱした異国船の西洋人が流れ着き、あまりの風ふう貌ぼうの違いに「鬼」と呼ばれたなんて話だ。

　日本人に比較的似たアジア人ならともかく、西洋人は体格も一回り違うし、顔つきも皮ひ膚ふの色も全部違う。

　赤鬼、青鬼、なんて言い方なんか特に西洋人を連想させるじゃないか。

　色しき素その薄い西洋人は、日焼けすればきっと真っ赤になるだろう。色白だから血管が浮けば青くも見えるだろうし。

　遭難した異人たちが何人か日本に流れ着き、鬼と呼ばれ迫はく害がいを受けた。

　彼らも生きるために山へ逃げ込み、山さん賊ぞく化して村々を襲撃して食料を奪った、とか。

「なんて説はどうでしょう。…ちょっと子供じみてますかね…。」

　俺のそんな即そく席せきの仮説に何だか笑うような仕草を見せたので、思わず自じ虐ぎゃく的にフォローしてしまう。だけど鷹野さんは馬鹿にするような笑い方はしなかった。

「別に可笑おかしくないわよ。実際に漂流異人説を唱える人もいるもの。でも実際はどうなのかは誰にもわからない。山賊化した異人の集団だったのか、本当に地の底から来た鬼たちだったのか…ね。」

「じゃあ、…えっと…鷹野さんはどっちを信じてるんですか？」

「真相は別にして。夢のある方を信じたいわね。その方が面白いでしょう？」

　ちょっぴりロマンチストな回答に驚いた。てっきり、非現実的な話は却きゃっ下かするものとばかり思っていたから。

「さて。……いよいよここからよ。面白くなるのは。」

　鷹野さんは一いっ旦たんそこで切ると、仕切りなおすように間を置いて焦じらしてみせた。

「…………？」

　その時、詩音が何かを気にした風な仕草をした。…ぐるりと見渡し、何の変化もないことを確認する。

「…？　どうした詩音。」

「……………ごめんなさい、気にしないで下さい。」

　そう言って、何事もなかったかのように振舞った。

　鷹野さんも何事もなかったことを確認すると、咳せき払ばらいをひとつしてから切り出した。

「…村人たちに半分、鬼の血が流れてるのは話したわね。実はその血なんだけど、鬼は鬼でも、『人食い鬼』の血なんだ、って言われてるの。」

「…人食い鬼、ですか？　……急に物騒な響きになりましたね。」

「その血は今でも村人たちには脈みゃく々みゃくと流れていてね。……時折、その血が眠りを覚ますと言われてるわ。」

　人と鬼との共存というハッピーエンドで終わったと思ってた昔話は…急に泥臭い、血生臭いものに化けていく…。

「人食い鬼だから。何十年かに一度、どうしても人肉が食べたくて仕方がなくなる周期があるんですって。だからって村人同士で共食いするわけにはいかない。……だから彼らはその度に人里へ降り、『鬼隠し』をしたと伝えられてるわ。」

「なんですか、『鬼隠し』って。」

「平たく言えば、鬼たちによる誘ゆう拐かい行為よ。鬼ヶ淵村の村人たちが人里に押し寄せ、哀あわれな生贄を無理やり力尽くでさらったんですって。」

　鷹野さんの説明はあまりに簡素だったが…それは想像すると…とてつもなく恐ろしいものだった。

　人としての理性を失い、文字通り鬼と化した村人たちが大たい挙きょして、彼らが穢れた俗世と忌いみ嫌う村々に襲い掛かり…、食い殺すためだけに人をさらう。

「そ、それじゃ鬼となんら変わりないじゃないですか。…オヤシロさまはどうしたんです⁉　その村に留まって人々を見守ってるんじゃなかったでしたっけ？」

「もちろんオヤシロさまも了承してたそうよ。だから『鬼隠し』は無差別ではなく、神さまが決めた生贄以外には誰もさらわなかったらしいし。ほとんどの場合は一人か二人だったって記されてるわね。」

　……人と人ならざる者の共存する村。…その微笑ましいエピソードは、まるで写真のネガのように反転し、…痛々しく、そして醜みにくく曝け出される…。

「そうして生贄をさらってきた夜にはね。…哀れな犠牲者を美味しく頂くため、『綿流し』の儀式が開かれたというわ。」

　綿流し。…今夜のお祭りも綿流し。…今日の楽しかったお祭りの光景が、どうしても鷹野さんのしている物騒な昔話と結びつかない。

「綿流しは、…えっと確か…、冬の間につかった布団なんかに感謝するお祭りじゃなかったでしたっけ⁉」

「圭ちゃん。…ワタって言いません？　臓ぞう物もつのこと。」

　詩音が静かに一言を添そえる。……その一言が意味するものは、落ち着きある口調からは想像できない何かが含まれていた。

「ワタ？　……そう言えば言うな。魚のワタって言う。……え⁉」

　今日の楽しかったお祭りのピースに、あまりに歪いびつな形をした奇怪なピースが、パチリと音を立てて合わさっていく。

「腸ワタ流し…。」

　自分の口に出して、かつてこれほどおぞましく思ったことはなかった…。

「そう。前原くんの想像している通りよ。…今でこそ綿流しは毎年六月に行われるちょっと早い夏祭りに過ぎないけど、昔は違った。哀れな食材をさらってきた夜にだけ開かれた……凄惨な人食いの宴うたげのことだったの。」

「う、噓だッ[image: !!!]」

　明白な根拠があったわけじゃない。だがそう言わずにはいられなかった。

「前原くんはさっき、綿流しは布団を清める儀式だと言ったわね。ワタが詰まった布団って、何を意味してると思うかしら？」

「布団は布団だろ⁉　寝しん具ぐ！　寝るための道具だよ！　他に何の意味があるんだよ⁉」

　…自分の上辺は、鷹野さんの言うおぞましい『綿流し』を否定しようと必死にまくし立てる。…だが、心の奥底は…鷹野さんの言った意味をよく理解してしまっていた。

　ワタの詰まった布団。ワタが腸はらわたを意味するものなのだとしたら、腸の詰まった布団というのは…人間のことに他ならない。

「では、梨花ちゃんがやった奉納演舞を思い出してちょうだい。梨花ちゃんがあそこで何をしていたか、…わかってくる？」

「わからねぇよ！　第一、梨花ちゃんの演舞は最後までちゃんと見てないし…‼」

「しーーー。圭ちゃん、エキサイトし過ぎです。」

　詩音が俺の耳をクイ、とつねり、大声を出すべき場所ではないことを思い出させてくれた。だが、それでも俺の興奮は収まらない。

「梨花ちゃんが持っていた祭事用の鍬。…もう薄々は気付いてると思うけど、あれは田畑を耕たがやす鍬ではなくて。…人間の腹をこじ開けるための解かい剖ぼう道具なのよ。」

　最後まで演舞を見なかったので、梨花ちゃんがあの後、どのような演舞をしたのかはわからない。

　そう言うと、鷹野さんはわざわざ親切に梨花ちゃんの演舞を全て教えてくれた。

　簡単に略すと…、梨花ちゃんはあの後、あの鍬で祭壇の布団を突いて、裂いて、中のワタを引きずり出す仕草の演舞をするらしい…。

　そして最後に村人全員でそのワタをひとつずつ千切って、沢に流す。……そういう儀式だと言うのだ。

「平たく言えば、魚のワタを取り出して三角コーナーに捨てるのを、仰ぎょう々ぎょうしく儀式仕立てにしたってことね。…それで儀式はおしまい。そのあとは、それぞれの役割を持った村人たちが、各々に肉を解体して美味しく頂いたって考えられてるわね。…くすくす。」

　…さも愉快そうな鷹野さんの笑いに、どうしてか、猛もう烈れつな不快さを感じた。

　梨花ちゃんが…休み時間の度に、校舎裏で餅つきの杵を使って…汗を垂らしながら一いっ生しょう懸けん命めい、今日のために特訓した奉納演舞…。

　……その苦労を、努力を、…この鷹野さんという人は汚けがした。…あんなにも頑張って今日に臨んだのに……。

「…鷹野さんももう少し、言葉を選んでほしいです。圭ちゃん、ナイーブなんですから、あまりからかわないでください。」

　俺が怒りの感情を口から出そうとした矢先に、詩音が制した。…詩音には、俺が今の話でどういう感情を持ったか、よくわかっているようだった。

「ごめんなさい。…男の子だから、ショッキングな話は結構好きかと思って。」

　鷹野さんは悪びれた様子もなく、優雅に笑いながらそう言った。

「この辺まで話を聞けば、…圭ちゃんにも、この祭具殿の中にどういうものがあるのか、理解できるようになってきませんか？　ほら。」

　詩音はそう言い、ランタンの灯りにぼんやりと照らし出された祭具殿の内部を、もう一度見渡してみるよう仕草で告げる。

　……そこには、…さっきまで何の興味も感じなかった、つまらない形をした祭具が並べられているはずだった。

「…………………ぅ、」

　何に使うのか理解できない面白みのない形をした道具の群が…突然、意味を持った形になり……思わずうめき声を漏らしてしまう…。

　それは初め、ノミやカンナなどの大工道具のように見えていた。…だが…よく思い出せば…こんな道具類の写真を見たことがある。…それは確か…日本史の教科書に出てきた。そう、………『解かい体たい新しん書しょ』を紹介したページでだ。

「こういうのはね。医学の本場、ドイツの文献の方がリアルに掲載されてるわよ。」

　これは…大工道具なんかじゃない。…この歪な形をした道具類は…解剖道具なのだ。

　江戸時代に、西洋医学を研究するため、処刑された罪人の死体を解剖したという話は誰でも知ってる。そして、その時に使った解剖道具の図解は、日本史の副読本なんかに載ってたりする。……この壁に掛けられているものは…まさにそれらによく似ていた。

　そうだ。似ているという表現は正しい。なぜなら、それらの形はよくよく見れば、解剖道具などよりもっともっと禍まが々まがしい形状をしていたからだ。

「もっと怖い言い方をするなら、調理道具と言ったところかしらね。…くすくす。さぁ、これで前原くんにもここにあるものがどんなに興味深いものかわかってきたでしょう。さ、見て回りましょ。なかなかお目にかかれるものじゃないんだから。」

　鷹野さんは唯一の灯りであるランタンを持って、壁に沿って歩き出した。

　本当は付いて行きたくなんかなかった。でも、唯一の灯りを持っている鷹野さんが歩き出すのだから…好むと好まざるとにかかわらず、鷹野さんに付いて歩くしかない。

「…ほら。」

　鷹野さんが照らし出す先には、見る者を威圧しそうな鎖くさりのとぐろ。

　それ自体は大して珍しいものではなかったが……その先々に、明らかに拘束をイメージする、蝶ちょう番つがいで締められるようになった鉄てっ環かんが付けられていた。

「け、…圭ちゃん、……あれ。」

　肩をぶつけてきた詩音が指差す先には……はっきりと人型と見て取れる形をした拘束台が立てかけられていた。

　背筋が凍こおりつき……、凍ってシャーベットのようになった血液が背中を登ってくる。その形状は、どう好意的に解釈しようとも、人間を拘束し何らかの犠牲とすることを目的として作られた以外に説明ができないものだったからだ。

　各関節を、鎖や鉄環で拘束する仕掛けがいくつも取り付けられ…、まるで、その拘束台が次なる犠牲者を求めて、両手を広げて覆いかぶさってくるかのようだった。

「多分、…まな板じゃないかしら。犠牲者を拘束してこの台の上でお料理をしたんだと思うわね。」

　まな板という言葉にぞくりとする……。

　目を凝らすと……確かに、包丁のようなノコギリのような、そんなどす黒い切り傷が、幾いく重えにも刻み付けられていた…。それはこれ以上ないくらいに明白な、使用の痕こん跡せき。…この道具が、見掛け倒しではなく、本来の用よう途とに沿って使用されたことを示す証あかしなのだ。

　こんな拘束台で厳重に拘束されたら…身動きひとつ取ることもできないだろう。…そんな無抵抗な腹に……あそこに並んでいる…あまりに物騒な調理道具の刃を突き立て…、…その腹を裂き、腑ふ分けをしたと言うのか……？

「……話には聞いてたけど……、………すごい………。」

　詩音はここに入る直前、中のものは大体想像がついていると言っていたが…、それでも想像を超えているようだった。

「まだまだあるわよ。…どう？　蠟ろう人にん形ぎょう館かんより面白いでしょう。」

　鷹野さんは、初めて訪れるおもちゃ屋のような、そんな嬉々とした表情を浮かべていた。

　…わからない。この鷹野三四さんという人の神経がわからない。この人は…こんな猟りょう奇き的な、異常なものが…そんなにも楽しいんだろうか？　俺は楽しくない。…正直に言う。薄気味悪いくらいだ。でも、……今はそれよりももっと恐ろしいものがある。

　それは……他ならぬ、鷹野さん自身だ。

　このあまりにか細い灯りを放つランタンを持っている鷹野さんが、……突然、灯りを消したなら。……その時、俺は、……次の瞬間に暗黒で訪れるであろう何かの事態に、一体どんな対応をできるというんだろう……。

　だから怖かった。……唯一の灯りを持つのが鷹野さんで、…とにかく怖かった。

　…詩音が、いつの間にか俺のシャツの裾すそを摑んでいた。歩く上で少し邪魔だったが…振りほどきはしなかった。…このわずかな感かん触しょくが、今ここに自分以外の味方がいることを感じさせてくれるから……。




　退屈そうな大工道具が並んでいるなんて勘違いしていた時には何も感じなかった祭具殿の中の空気は、今や体験したことのないようなおぞましさを感じさせていた。

　この祭具殿に所狭しと並べられた、残酷な器具たち…。

　あるものは、犠牲者の自由を奪うおぞましいものであり、あるものは、犠牲者を効率よく分解・調理するための道具だった。

　…理解できるものはまだいい。どうしても用途の理解できない、怪しげな形をしたものもたくさんあった。でも…ここにある以上、それらがどのような恐ろしい目的に使用するものなのか…詳しく知る気も起きない…。

　…だが、少なくともそれらは、日本刀のように、スパッと殺すような道具とはまったく異なるものだ。

　人を殺すための道具は、当たり前のことだが、人を殺すように作られている。それが目的なのだから、使用された相手が死に至るのは、ある意味当然のことと言える。

　だが、ここにある道具類は違う。……ここにある道具は、人間を切ったり、砕くだいたり、茹ゆでたり焼いたり、または磨すり下ろしたり。…そういった拷ごう問もん紛まがいな道具ばかりだ。……人を殺すように出来ていない。結果として殺してしまうだけだ。

　……いや、殺してしまうかも怪しい。…犠牲者たちが、これらの恐ろしい儀式の過程で死ねるならまだいい。……だが、死に至ることすら出来ず、…生き地獄のような苦しみのまま……生かされていたのかもしれない…。

　この差が、どれほどおぞましく…そして恐ろしいことなのか……今この瞬間、はっきりと自覚する……。

「人ってね。上手にやると、結構殺さずに済むものらしいの。」

　俺の心を読むかのように、鷹野さんがぞっとする笑顔で微笑む…。

「魔ま女じょ狩がりで有名な火刑、火あぶりなんかはすぐに死んじゃうのよ。全身の皮膚が広範囲にわたって重度の火傷やけどを負おうと、組織の分解産物で中ちゅう毒どく症状を引き起こし、急激なショックを併へい発はつしちゃうから。…まぁ確かに、それに至るまでが、ギロチンなんかに比べれば遥かに長いところに残ざん虐ぎゃく性があるんだけど。」

　……恐ろしい話を、何だか妙に医学的に描びょう写しゃする。…その疑問には、すぐに詩音が答えてくれた。

「鷹野さん、看護婦さんですから。」

　…医者のなんとかほど恐ろしいものはないと言うが……本当のようだ。

「ところがね。ローマの時代の処刑方法にね、網あみ焼やきというものがあったの。バーベキューと同じにね。金網で挟みつけて、炭すみ火びでじっくりと焼いたんですって。」

　家族でデイキャンプに行った時の思い出が…こんな時に限って鮮明に蘇る…。

「…これだとね。どういうわけか、なかなか死なないらしいのよ。ものの本によると、一いっ昼ちゅう夜やかけて片側が炭たん化かするくらいこんがり焼いても、まだ意識があって流りゅう暢ちょうに話をした、なんて記述も出てくるから。」

　…そんな…丸一日火あぶりにしても…、まだ意識があるなんて……。

　死刑がひとつの見世物だったローマの時代には、いかにして死を長引かせるかに主眼を置いた処刑方法がいろいろと考案されたという…。

「その中にね。お腹を開いて、腸をウィンナーみたいに引っ張り出して、ウィンチで引っ張り上げてさらし者にする刑があったんですって。」

　詩音が俺の背中に、しがみ付くようにくっついてくる。……それは怖いからだけじゃない。…お腹をかばっているのだ…。

「臓物を引っ張り出すなんて、聞いただけでもすぐに死んじゃいそうでしょう？　でもね。…丁寧にやさしくやるとね。意識がはっきりとした状態のまま、ハラワタを引きずりだすことって可能らしいのよ。」

　お腹の内側に、嫌な感触を感じる…。まるで、鷹野さんが目線だけで…俺の内臓をこね回しているかのようだった…。

「ウィンチで引っ張り出すっていうのは何だか大おお仰ぎょうな方法だけど。もっと野や蛮ばんに、裂さいた腹から臓物を、千切っては投げ千切っては投げという…そんな恐ろしい刑もあったんじゃないかって充分に考えられない？　でも処刑者には意識があるの。…それは痛い以上に…恐ろしい体験なんでしょうね…。」

　まるで、どこかで観光してきたかのように楽しく語る。…耳元で、詩音が何度も唾を飲み込む音がした。いや、あるいはそれは自分が唾を飲み込む音なのか…。

「雛見沢の、いえ、鬼ヶ淵村の綿流しもそんな感じだったのかしらね。……ほら。耳を澄ませば……聞こえてくるような気がしない？」

　何も聞きたくないとこれほどにも強く思うのに…、なぜこんな時ばかり、聞こえないはずの音まで聞こえるようになってしまうのか…。

　太たい古この昔、ここにある残酷な道具を使って行われたという血も凍るような儀式。……その犠牲者の叫びや呻うめき、…そして、何を人体に施ほどこしたならそんな音が出るのか理解すらできない不気味な異音が時間を越えて聞こえてくるような錯覚がした…。

「くすくすくす…。」

　鷹野さんは、俺と詩音を充分に怖がらせたことを確認すると、今度は和なごますようににっこりと笑った。…そして踵を返し、ランタンを掲げて再び歩き始める。

　……鷹野さんに置いて行かれるということは、灯りから遠ざかるということ…。俺と詩音は、…どんなに怖くても、鷹野さんと一緒に、祭具殿を見学して回らなければならないのだ……。

「これで軽く一周できたかしら。ね？　面白いところでしょう？」

　そう言って、祭具殿の中央で、高くランタンを掲げた。薄暗いのは変わらないはずなのに……なぜか、おぞましい器具類が一層はっきりと見ることができた気がした…。

「け、……圭ちゃん、……上……。」

　詩音がつまった声を出しながら、俺の襟首を摑む。

「う……………………………、」

　暗くてわからなかったが…、天井からも……たくさんの器具がぶら下げられていた。

　それらは鉄てつ格ごう子しで出来たようなものばかりだったが…すぐにわかった。檻おりなのだ。

　檻と言っても…とても小さい。まるで棺かん桶おけ程度の、窮きゅう屈くつなひとり分。……あんな中に閉じ込められたら……いや、閉じ込めるなんてものじゃない。鉄格子で挟み上げてしまうだけの…拘束具だ…。

　それらが……大小、いくつも…さまざまな形のものが……吊り下げられて……。

　…さっき鷹野さんがした、人間を網焼きにする処刑が脳裏を過よぎる…。

　自分たちは…おぞましい器具に囲まれていただけではないのだ。…こうして、天井いっぱいにまで…覆い被さられていたのだ…。

「ヨーロッパの拷問道具に、こういった鳥とり籠かごがたくさん登場するわね。日本にもあったなんて驚きだわ。」

「け、……圭ちゃん、……あれ、中に入ってない⁉　人？　ミイラ⁉」

「え⁉　ど、どれ…⁉」

　いくつもぶら下がっている人間鳥籠の中のひとつを、詩音は懸命に指差すが、どれのことを言っているのかわからない。…それに、この暗がりで、中に何かが入っているのかどうなのか、わかるわけがない。

「……私には何も見えないけど。見間違いじゃないの？」

「……………………………………………。」

　詩音は納得できないようだったが…、確かめる術すべがなく、途と方ほうに暮れるしかなかった。

「これで前原くんにも、何となく信じられるようになったんじゃないかしら？　雛見沢に伝えられる恐ろしい儀式の数々が。」

　信じるもなにも。……こうして、実物を見せられた今、それを否定することなどできやしない。

　……美しい景けい観かんと伝統を誇るヨーロッパの国々にも、暗あん黒こく時代と呼ばれた中ちゅう世せいに、恐ろしい魔女狩りの嵐あらしが吹き荒れたのだ。その時代が、いかにおぞましい拷問や処刑を生み出したかは広く知られている。

　日本だってそうだ。宗教の弾だん圧あつとかで、地獄絵図のような拷問の宴が催もよおされた時代があったじゃないか。

　…そして雛見沢にもそういう時代があった。…それだけの、歴史上のことなのだ。

　魔女狩りのあったヨーロッパだって、それは遠い昔の、歴史上の出来事なのであって、この現代にはそんな異常な出来事はありえない。そしてそれは雛見沢にだって当てはまることなのだ…。

「……ヨーロッパの暗黒時代とかがそうだったように、…雛見沢にも暗黒時代があった。…そういうものなんだと解釈します。…本当に雛見沢でこういう恐ろしいことがあったのだとしても、……それは大昔の出来事なんです。…今、暮らしている雛見沢の人々とは何の関係もないことです。」

「前原くんは、本当に雛見沢が好きなのね…。」

　馬鹿にした風はなかった。鷹野さんは軽く笑ってくれた。

「でも、鷹野さんはその風習が、実は現代にも残っているんじゃないかと思って、研究をしてるんです。…そうでしたよね？」

「…え？」

　詩音が言い出したとんでもないことに…心臓が飛び上がる。…こんな…異常なことが…この現代にも行われているって⁉

「……これ、本当に内緒なんだからね？　詩音ちゃんは理解のある人だから話したけど、他の村人には聞かれたくないの。…下手をしたらバチ当たり者ってことで、袋叩きにされかねないんだから。」

　そう言って、背はい徳とく感かんを面白がる魔性の笑みで笑ってみせた。

「前原くんも内緒にしてね？　知られたら私、オヤシロさまの祟りにあうか、生贄にされちゃうかするかもしれない。祟りなら、今年はどんな死に方をさせられちゃうのかしら。生贄なら…鬼ヶ淵の沼に生きたまま沈められちゃうのかしら？　……そう言えば今夜よね。オヤシロさまの祟りがある夜は。」

　額がぶつかりそうになるくらい、鷹野さんは顔を寄せて…そう言った。…まるで、もしも選ばれるのなら、自分が祟りにあってみたい。……そう言わんばかりだった。

　鷹野さんはまたペーパーバッグから、スクラップ帳を取り出すと、バラバラとページをめくり始める…。

　スクラップ帳の中身は、いろいろな文献や新聞記事のコピーが貼られ、様々な書き込みがなされていた。

　どの字もびっしり細かく記され、ちょっと見ただけでは何のことを書いてあるのかわからない。

「本当は国会図書館で当時の新聞を探したいんだけどね…。…ほら、ここ。」

　……何かの文献のコピーが貼られ、やはり細かい字でびっしりと書き込まれている。

　他のページ同様、ぱっと見ただけでは何のことやらさっぱりわからない。

「これは実際にあったお話よ。明治の終わり頃にね。…鬼ヶ淵村で身元不明の惨殺死体が発見されたんですって。」

　噂話やおとぎ話でないことを、貼り付けられた古い新聞記事のコピーが伝えていた。

「当時の警察の資料がほとんど残ってないそうだから、口く伝でんと記憶によるものだけなんだけどね。……ほら、これ不鮮明だけど、明治の頃の新聞の切り抜きみたい。」

『…カクモ無惨且カツ残虐非道ヲ尽クサレタ遺体ハ嘗カツテ無ク／鬼ノ仕業カ…』

　コピーにコピーを重ねたとても不鮮明なものだったが、異常な緊迫感だけは読み取ることができた。

　明治の終わり頃。

　旧名鬼ヶ淵村で、惨殺死体が発見された。

　死体の身元は不明。……いや、とても身元が確認できるような状態ではなかった。

　遺体は頭部を欠き、四肢と胴体の五つに分解されていた。

　全身は生皮を剝がれ、至る所に惨むごたらしい拷問のような痕跡を確認できたという。

　のみならず、腹部は鋭利な刃物でこじ開けられ、体内の臓器は丸ごと引きずり出されていた。

　警察は直ちに捜査を開始するが、犯人はおろか被害者の身元すら割り出せず、非常に困難な捜査を強いられていると記されている…。

「どういう状況か、わかるかしら？」

　想像したくてもすることが出来ない…あまりに異常な光景。

　貧困な想像力に感謝したことは生まれて初めてだった…。

「被害者は生きながらにして全身の皮を剝がれ、あらゆる拷問を受けて虐いじめ殺されたんですって。……そして死後にもさらに遺体を分解・解剖と残虐の限りを尽くしたのではないか、って筆者は見ているわね。……私は、どの工程も『生きている』内にやったんじゃないか、って思ってるんだけどね。前原くんはどう思うかしら？」

　…彼女がもっともっと残酷な想像を搔き立てるようなことを言ったが…。俺の脳のキャパシティーはとっくに限界で、それ以上の凄惨な想像などできるはずもなかった。

　鷹野さんから目をそむけたつもりの先には…歪な形をした…奇怪な器具たちが、まるで俺たちを囲むように…ぐるっと取り巻いていた。

　その、明治の終わりに発見された惨殺死体は……ここにある道具を使えば、見事に再現できるのだろうか…。

　否定したい。…そんな恐ろしい出来事が実際に起こったなんて認めたくない。

　…だが、あまりに奇怪でおぞましい、それらの器具たちは、そんな俺の逃避する心を見透かしたように、声なき嘲ちょう笑しょうを浴びせかけるのだった…。

「その……薄気味悪い事件が、…何だって言うんですか。」

「筆者はね、…鬼ヶ淵村の恐ろしい習慣は明治以降の近代、…ひょっとすると昭和初期くらいまでは残ってたんじゃないか、って結んでるわ。」

　この、一見すると拷問の末に虐め殺したような死体…。だが実は…それは…人食いの恐ろしい宴の哀れな犠牲者の残ざん骸がい…。……喰くい残しだと言うのか…。




　あまりにも突飛な話で現実感を帯おびない。…これも昔話の延長じゃないのか…？

　だが…明治という、昔話と呼ぶにはあまりに近代の事件…。それに…こうして新聞の切り抜きも実在してるし……。

「で、でも…本当にあったとしたって、…昔の事ですよね。明治なんていったら、それこそ百年くらい前の…。」

「たったよ。…たった百年前のことよ。それにね。昭和に入ってからだって、あるんだから。…終戦直後に騒ぎになった人肉缶かん詰づめ事件、……あ、ごめんなさい。この話はタブーだったわよね…？」

　鷹野さんが急に話をやめ、詩音に気遣うような仕草を見せた。…詩音はどことなく不機嫌そうな顔を浮かべたが、それはすぐに消えた。

「……え？　今、鷹野さん、何て言いました？　人肉缶詰って…、」

　その時、ギィイィイィという怪かい音おん[image: !!!]　はっとして全員が振り返る‼




　…扉を細く開けた富竹さんだった。

「あっはっはっは。驚かせちゃったかな？」

「あら、ジロウさんも見たくて我慢できなくなったかしら？　……ここ、想像を超える素敵な拷問道具の宝庫よ。」

「僕は遠慮させてもらうよ。…あははは…、生せい来らいね、こういうのは苦手なんだ。」

　男のクセに、とでも言いたいのだろうか、鷹野さんは押し殺した声で、お腹を抱えながら笑った。

「それより。演舞とセレモニーが終わって、みんな沢の方に降りて行ったよ。あと何分もしない内にお祭りは終わっちゃう。」

「あら、いけない。前原くんがあまりにも聞き上手だから、またお話三昧になっちゃったわ。」

　……こんなところで引き合いに出されたくないのが本音だ。富竹さんに、あんな残酷な話に関心を示していたと誤解だけはされたくない。

「ジロウさんは表で待っててくれるかしら。私はちょっと写真を撮るわね。本当はいくつか道具を持って帰りたいんだけど、それはさすがに無理そうだものね。」

　そう言いながらペーパーバッグからカメラを取り出し、せかせかと撮影を始めた。……まるで時間制限のある宝探しのように、楽しそうだった。

「ん？　圭一くんも出るかい？」

「……もう充分に見ましたので。…詩音、もういいだろ？　出ようぜ。…きれいな空気が吸いたいよ。」

「同感です。出ましょう。」

　こんな暗闇に、鷹野さんをひとり残していくことに少し抵抗も感じた…。だが考えてみれば、この暗闇にどんな魑ち魅み魍もう魎りょうが潜んでいたにしても、それら全部より鷹野さんの方が怖いに違いない。妖よう怪かい風ふ情ぜいが出てきたところで、鷹野さんは大喜びしてフラッシュをたくだけだ。

　そんな失礼な想像は、どうやら詩音にもあるようだった。互いに目でそれを確認し合うと、申し訳なさそうに苦笑し合う。

　俺たちはフラッシュを瞬またたかせている鷹野さんを残し、祭具殿を出ることにした。




　外に出て、新鮮な空気をいっぱいに吸い込んで肺はいの中身を入れ替える。…あの異臭の空気が全身から搾しぼり出されて、ようやく気分が落ち着くのを感じるのだった。

　祭りの人々はみんなで沢に降りて行ったらしく、人々のざわめきがとても遠かった。虫の声が涼やかで、…ひと気のない寂しさを搔き立てる。

「どうだい。面白かったかい？」

　富竹さんは、ちょっと意地悪そうに笑いながら聞いてきた。俺たちの青白い顔を見れば、聞かなくても感想はわかるはずなのに。

「……富竹さんと一緒に、留守番をしてればよかったです。」

「あっはっはっはっはっは‼」

　富竹さんは、さっきまでの暗い気持ちを吹き飛ばしてくれるくらい、痛つう快かいに笑い転げてくれた。それは本当はちょっと小馬鹿にしたものだったのかもしれないが、今はこのくらい笑い転げてくれた方がなぜか嬉しかった。

「詩音ちゃんはどうだったかな？　怖かったかい？」

「…一応、心の準備があった分、怖くはなかったですけど。…でもやっぱり実物は迫力あります。」

　詩音はさも全然怖くなかったような言い方をする。…本当は、詩音も充分に怖がっていたのだが、もっと怖がってた俺にバラす資格はないよな。

　富竹さんの気さくな笑いに触れている内に、だんだんと緊張してガチガチになった心が解ほぐれていくのを感じた…。

「鷹野さんは大人しく見物してたかな？　ほら、彼女、子供っぽいところがあるだろう？　宝の山を前に、さぞや興奮してたんじゃないかと思ってね。」

　俺も詩音も笑い合い、それを答えとした。

「見るだけならいいんだけどね。こっそりと何かを持ち出したり、いじくり過ぎて祭具を壊したりしないかが心配なんだよ。」

　…あ、その線はあるかもしれないな。…今は中にひとりきり。懐ふところに隠せそうな小さな祭具をちょろまかしたりするかもしれない。

「あははははは、うん。やりかねないです。」

　詩音も同感だったらしい。俺が言おうとしたことを代弁してくれた。

「本当に何も壊したりしなかったかな？　何だかドタンバタンと飛び跳ねるような音がよく聞こえたからね。僕は不安で不安で…。」

「ごめんなさい。フィルムがなくなっちゃったわ。ジロウさん、フィルムが余ってたら分けてくれないかしら。」

　鷹野さんの話をしている真っ最中だったので、突然現れてみんな驚く。富竹さんも取り繕つくろったような笑顔で、さも何事もないように応じていた。…大人だよな。

「あ、あっはっはっは！　僕も今日のお祭りで予備のフィルムは全部使い切っちゃったよ。申し訳ないね。」

「…もう。いついかなる時でもフィルムを残しておかないとピューリッツァーなんか取れないわよ？　…仕方ないわね…。」

　富竹さんが申し訳なさそうに頭を搔く。フィルムがなければお手上げだ。…鷹野さんもそれで諦めがついたらしい。忘れ物がないかをよく確認すると、扉を閉め、脇に置かれた、重そうな南京錠に手をかけた。

「鷹野さん…、何も持ち出してないだろうね…。」

「失礼ね。そこまで子供じゃないつもりよ。」

　ガチャリ。元通りに南京錠を施す。……ぱっと見ただけでは、中に賊ぞくが忍び込んだようには見えない。これで全ては元通りだった。

「よし。僕たちも沢に行こう。綿を流すところくらいやらないと、お祭りに来た意味がないよ。」

　富竹さんが明るい声で言いながら、みんなを促す。

　…ワタを沢に流す、か。…頭を二、三度軽く振り、陰いん鬱うつな想像を追い払った。

　鷹野さんは少し未練があるように、何度か祭具殿に振り返っている。

「もうこれっきりにしてくれよ。充分に知的好奇心は満たせただろ？」

「まさか！　むしろ新しい興味を惹ひかれるような発見ばかりよ。今日ので、これまでの仮か説せつが一気に現実になったわ。これで今後の調べ方がだいぶ変わってくるんだから…！」

　いやいや…実にたくましい。ここまで徹てっ頭とう徹てつ尾び、好奇心を貫つらぬくのもある意味、大したものだ…。富竹さんは、かなわないなぁと頭をぽりぽり搔いている。

　石段を降りていくと、沢に群がる大勢の人が一いち望ぼうできた。

　石段の下辺りで、ワタを千切って配っている一角があった。それに願掛けをしてから沢に流している様子がここからでもよくわかる。…祭りは、もう終わりだった。

「まずったなぁ。綿流しの一番いいところを撮影し損ねたよ。」

「あら、まだ遅くないわよ。私が行って流すんだから。私を撮っては下さらないのかしら？」

　鷹野さんが小悪魔っぽい表情で、富竹さんの肩に頭を寄せる。年甲斐もなく、富竹さんは照れた表情を浮かべていた。

　富竹さんは、何だか大変な女性とお付き合いしてるなぁと、同じ男として率直に尊敬する…。

「じゃあね。前原くん。詩音ちゃんも。」

「僕たちは今からでも沢に行ってみるよ。君たちも一緒に来るかい？」

「まさか。お二人の邪魔なんてできません。どうぞごゆっくり～。」

　詩音もまた、鷹野さんに負けないくらいの小悪魔的な表情で手を振って答えた。

　…富竹さん的にはついて来て欲しそうだったが、…まぁいいか…。すまないが、鷹野さんにこれ以上付き合うのは自分たちにはお腹いっぱいだった。

　詩音は、うん…っと伸びをすると、石段に座り込んだ。

「えへへ…。疲れちゃいました。」

「…同感だな。……俺も疲れた。」

「圭ちゃんは綿流し、初めてなんですよね？　私なんか気にしないで行って来て下さい。私は疲れちゃったんで、人ごみはちょっとパスしておきます。」

　確かに、今から行けば最後のぎりぎりでワタを流すセレモニーには滑り込めそうだ。

「お姉たちが圭ちゃんのこと、捜してるかもしれませんから。行って来て下さい。」

「あ、…そうだ。魅音たちと別れたまま、それっきりだったな。捜してると悪い…。」

　そこで詩音が急にいたずらっぽい表情になると、内緒を意味するように人差し指を立てて唇に当てた。

「お姉ってすっごく嫉妬深いんです。私が圭ちゃんを独占してたことがバレると、いろいろうるさいんで、今夜のことは秘密にしておいて下さいね。」

「…今夜のことは秘密って、……何だか恥ずかしくなるようなことを言うなー！」

「そういう意味だけじゃないですよ。…今夜、私たちがしたことを思えば、秘密にするのは当然です。……今夜起こるかもしれないオヤシロさまの祟り、…私たち四人が最有力候補なんですからね。」

　弛ゆるんだ緊張の糸が一気に張りを戻す。…オヤシロさまの祟りと呼ばれる不審な事件は毎年続いている。…しかも、あんな残酷な道具が実際に存在するのを見せられた今となっては、今年も繰り返されるかもしれないと思ってしまう。

　……詩音が言うように、村の何者かが犯人で、儀式めいた方法であれらの道具を使い、恐ろしい事件を繰り返しているのだろうか…？

　でも詩音は、からからと笑い飛ばした。そこまで真剣な意味ではなかったのだろうか。

「じゃあ、私はお姉に出くわす前に退たい散さんします。今日は本当に疲れてるから、お姉とやり合えるだけの体力はないですし。」

「詩音って魅音と仲がいいのか悪いのか、よくわからないなぁ。」

「仲、いいですよ。」

　とは言いながらも。双子の姉妹の関係は、いろいろと微妙なのです、…と曖昧な表情で語っていた。

「俺は一人っ子だからよくわかんないな。せいぜい仲良くしろよ。」

「はい。余計なお節介と承ります。…それじゃあ私はこの辺で。圭ちゃんも急いで行った方がいいですよ。本当に綿流しが終わっちゃいます。」

　詩音はお尻の埃を叩きながら腰を上げる。俺はその様子を見届けてから、眼下の終わりかけている綿流しの最後のセレモニーに目を戻した。

　すると、ぽつりと詩音が言った。本当にぽつりと。

「でも本当に。…あの音は何だったんでしょうね。不愉快というか、気味が悪いというか。」




「え？　何の音だって？」

「………………音ですよ。ドタンバタンって。…うるさかったじゃないですか？」

「は？」

　きょとんとした顔で俺をまじまじと見る詩音。それはもちろん俺も同じだ。

「ごめん、詩音。………端折らないで、最初から説明してくれないか。何がうるさかったって？」

「………圭ちゃん、あれ。…気にならなかったんですか？」

　最後の最後で。…お互いにさっぱりと話の歯車が嚙み合わない。

「詩音。…冗談抜きで、初めから説明してくれないか？　音がどうしたって？」

「…圭ちゃんこそ冗談抜きで。……本当の本当に、……気にならなかったんですか？」

　互いに譲らない。…互いに相手が信じられないという面おも持もちで。質問に質問で返し合い、話が一向に見えてこない。

　すっかり煙に巻かれ、怒鳴りつけたい気持ちをぐっと抑え…丁寧にもう一度聞く。

「…もう一度、聞くからな？　質問は俺からだ。」

　詩音も無言で頷く。

「…じゃあ聞くぞ。…音がしたって、何のことだ？」

「ドタンバタンって。何だかどこか遠くの板の間で、子供が跳ねてるような。…本当に気にならなかったんですか…？」

「……気にならないもなにも。…そんな音、いつ聞こえた？　俺は何も聞いてないぞ。」

「ちょっと圭ちゃん…、…それ、…本気で言ってるんですか？」

　俺が素で返した返答がよっぽど腑に落ちないのか、詩音は真顔で詰め寄ってきた。……何事なのかさっぱり理解できないが、あの詩音がこれだけ真面目になる、その何かが気味悪くて、背中をぞっとさせる。

「さっき、祭具殿の中で鷹野さんと一緒に見て回ってる最中。…鷹野さんが昔話を始めた頃からかな？　少しずつ。だんだんと。ちょくちょくと…。」

　どこか遠くの板の間で、子供が跳ねてるような、ドタンバタンという音が聞こえた…？

「ウソだろ。最後の最後で怖がらせるのはナシだぜ、おい。」

　そんな音、何も聞いてない。…聞いてないどころか、シンシンとした静寂に、自分の血流の音すら賑やかに聞こえるくらいだった。

「圭ちゃんこそ、怖がらせないで下さい。…何だか、鷹野さんの怖い話に合わせて音を立ててるようで、…私、ずーっと薄気味悪かったんですから。最初は鷹野さんが妙な貧乏ゆすりでもしてるのかと思ったくらいです。」

　………背中から後頭部へ。…凍りかけた血流が遡さかのぼって来る。それらは頭にたどり着くと、ジーンと凍こごえさせた…。

　詩音は、聞こえたような気がするなどという曖昧な音を聞いたんじゃない。はっきりと耳に出来る具体的な音を聞いたのだ。その場にいた全員も一緒に聞いたと確信できるくらいに、はっきりと。

　だが、それは俺には悪い冗談。…俺の耳は普通に健全で、俺だけに何かが聞こえなかった経験なんて今までない。一緒にいる人間が聞いた音なら、俺だって間違いなく聞こえたはずだ。

　……でも、俺は本当の本当に何も聞いていない。

「圭ちゃんも鷹野さんも、全然、意にも介さない風だったので、…私も聞こえないフリをずっとしてましたけど…。…聞こえましたよね？　何度かは、すごく大きな音でしたから。」

　…詩音の目が、聞こえたと言ってくださいと詰め寄ってくる。…だが俺の目にはきっと、その話は冗談だろう？　という、まったく異なるものが浮かんでいるに違いない。

　……俺たちが祭具殿の中で、この世のものと思えない、残酷な祭具に囲まれながら、恐ろしい昔話に耳を傾けていた時。…詩音は、俺たちにはまったく聞こえない「音」をひとり、ずーっと聞いていた。

　…それは、聞こえた詩音が震えるべきことなのか、聞こえなかった俺が震えるべきものなのか、…すぐに判断がつかない。

　だが、…とりあえず詩音には。その判断が俺よりも早くついたようだった。

「あ、……あはははははははは。」

「なんだよ突然…。」

「引っ掛かりましたね圭ちゃん。ウソですよ、ウ・ソ。」

「………はぁ～～～～⁉⁉」

　詩音が、圭ちゃんは怖がりだなぁと馬鹿笑いしながら背中をドンと叩く。…その笑いはどこか作り笑いめいていて、むしろ気味が悪かった。

　それから社しゃ交こう辞じ令れいのような別れ際のセリフを二、三残し、逃げるように去っていった。

　その後ろ姿を…ぽかんと見送るしかない。

　……最後の最後で。…何が何やらさっぱりわからない。

　詩音は、ウソだったと笑い飛ばしたが。…それは、ウソのわけはないのだ。

　そうだ。思い出せば…さっき富竹さんも言っていたじゃないか。

『何だかドタンバタンと飛び跳ねるような音がよく聞こえたからね。僕は不安で不安で…。』

　あの場にいた中で、もっとも中立的な場所にいた富竹さんは、聞こえたと言った。……じゃあ……音は、…本当にあったんだ…？

　ドタンバタンって。何だかどこか遠くの板の間で、子供が跳ねてるような、音。

　毎年起こり、そして今夜も起こるかもしれない、…オヤシロさまの祟り。

　その最有力候補は、鷹野さんと富竹さんと詩音と、……俺。

　人々のざわめきだけがいやに遠く、虫の声がいやに近く聞こえた。

　…こんなにも人々の温もりの近くにいるのに、…そこにはもう、決して戻ることはできない。……そんな、不ふ吉きつな妄想が苛さいなんだ。

　その時、突然、後ろから飛びつかれ、心臓が飛び跳ねる‼

「……圭一、見ーつけたー、なのです。」

　梨花ちゃんだった。…見ると、魅音とレナもいた。

「はーー、やっと見つけた。あとは沙都子かー。」

「今年はみんなはぐれちゃったね。来年からはちゃんと合流場所を決めておきたいな。はぅ。」

「そーだねー。やっぱりお祭りはみんなと一緒でないとね！」

　魅音が嬉しそうにそう言うのを、ちょっと後ろめたく聞く。

「……圭一はボクの演舞はちゃんと応援してくれましたですか？」

「あ、あぁ！　ちゃんと見てたぜ‼　最後までちゃんと頑張ったな。ミスもなかったし。」

　見ていたのは最初の一部、それも人垣の狭はざ間まから見えたわずかだけだ。でも、ちゃんと最後まで見届けたかのようにウソを言ってしまう。

　…すると失言でもあったかのように、梨花ちゃんが小さく俯いてしまう。

「……みー…。」

「…うん。そうだよ梨花ちゃん。あんなのはミスの内に入らないよ～。」

　レナのフォローの意味するところは、実際には何かミスがあったことを示す。自分の安易なウソが、演舞を見届けていないことを認めてしまう…。

　魅音が、俺の肩を少し乱暴に叩いた。…全身から嫌な汗が噴き出す。

「…圭ちゃんはやった？　ワタをもらって、沢に流した？」

　…やってないよね？　そう念を押されているように感じた。どこか魅音の表情が険しい気がする。…これ以上、ウソを重ねる勇気もなく、…俺は力なく首を横に振った。

「あれ？　そうなの圭一くん！　早く行かないと終わっちゃうよ。終わっちゃうよ。」

「ご、ごめん…。初めてのお祭りだからさ…。よくルールがわからなくて…。」

「……………そうだったね。ごめん。」

　魅音は少しだけ長い間の後、それに納得したのか表情を和らげてくれた。そして俺の手を取ると石段を降り始める。ワタを流さねば祭りは終わらない、ということなのだろう。

　……奉納演舞を捧げた布団を裂き、中身のワタを千切って沢に流す。……でもそのワタは、本当は…………。

　その時、魅音が俺の手を少し強く握りながら尋ねた。

「…ねぇ圭ちゃん。」

「なんだよ…。」

「詩音には会わなかった？」




　心臓がもう一度飛び跳ねる。……その衝撃は、手を伝って、魅音に気取られたかもしれない。

　詩音に会ったかどうかを聞かれること自体は何も俺を責めはしない。……だが、今の俺には、ついさっきまで詩音と一緒で〝どこに行ってたの？〟と聞かれているように感じられる。

「い、いや………あ、でも…。…うん、姿を見たような……。でも、魅音とそっくりだからなぁ…。魅音だったのかもしれないし…。」

「…そんなに間違えないでしょ。服装だって違うんだから。」

「え、……あ、……そうだよな……。」

　苦し紛れな言い訳は何の役にも立っていないようだった。魅音のしばらくの沈黙が、じわじわと俺を締め上げる…。

　…魅音は、俺が禁断の祭具殿に立ち入ったことを知っていて俺を責めている…？　いやそれは俺の気のせいに違いない。双子の妹がどこへ行ってしまったかを俺に聞いただけ。…その言葉が俺を責めているように感じられてしまうのは、禁を犯した自分の罪の意識が招く被害妄想に違いない……。

「……しょーがないなぁ、詩音は！　まぁあいつのことだから、放っておいても大丈夫かな。」

　魅音は元のいつもの笑顔に戻ると、俺の手をさらに強く引き、石段を駆け下りていった…。





[image: （スクラップ帳より　Ⅳ）

〈綿流しについて〉
綿流しの儀は今でこそ、毎年6月に行なわれるのどかな村祭りだが、その原点を紐解くと実に血生臭い儀式にたどり着く。
本来、綿流しは一定周期に基づき、オヤシロさまの神託を得て「犠牲者」を選び出し、それを村ぐるみで誘拐（鬼隠し）し、儀式めいた方法で解体して食す人食いの宴であった。
（周期の法則には謎が多い。儀式の間隔が非常に不定期だからだ。天体を元にした吉凶によって決めているという説もあるが説得力に乏しい。）
古代の鬼ヶ淵村の住人たちは自分たちが半人半鬼の仙人で、人間よりも高貴な存在であると固く信じ、それを内外に認めさせていた。
人間をさらい、それを食す行為は、食物連鎖における優位を示すために行なわれたのではないだろうか。以下は仮説だが、綿流しの儀は閉鎖環境である鬼ヶ淵村の内側に何らかの不満が募った場合のはけ口や、目を逸らすための目的で、開かれた、政治的なイベントとも考えられないだろうか。
こうした目的で主に開催されていたとするならば、儀式の不定期性にも説明が付き易い。]
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〈なぜ祭具はこれほどまでに必要なのか〉
「祭具」の具体的な形状についての記述はほとんど見つからない。
だが実在し、それも多種多様のさまざまな種類が存在していたことは間違いない。
一部の文献では、綿流しの儀に用いた祭具だけでも二百を超えると記されている。
ここでぶつかる疑問は、なぜ多種多様なものが必要だったかという点だ。
綿流しの儀は鬼隠しによって誘拐した人間を解体して食すものだ。
そのための解体道具や拘束道具が考えられるが、それでも二百を超えるとは多過ぎる。
基本的に道具の進化は、ある到達点への模索である。一定以上の効率に行き着いたなら、それ以上の進化は求められないのが普通だ。
にも関わらず、これほどまで多くの種が生み出されるのはなぜなのか。
時代と共に多様化する文化のひとつに娯楽がある。
娯楽に使用する道具は時間と共に進化し、多様化する。一般的な道具と違い、到達点に至ることはすなわち行き詰まり（マンネリ）であり、次なる到達点を求め、いくつもの亜種にも分裂する。
では二百を超えると伝えられる「祭具」にも、娯楽性が宿っているとは考えられないか
もちろんこれも仮説だが、人間を解体する過程が一種の娯楽（見世物）として、扱われていたのではないだろうか。
観客を飽きさせないため、様々な斬新で興味を惹く「祭具（解体道具）」が歴代の御三家当主たちによって、次々開発されていった…。そう考えられなくもない。
あの祭具殿の中に、それらが全て祀られているのは間違いない。
綿流しの夜まであと少し。
本来の意味が失われたとは言え、古式ゆかしい儀式の夜に祭具殿の神秘を解き明かせるのだ。
…胸の高まりが抑えられない。
綿流しが待ち遠しい。]






後夜祭







　緊張感の張り詰めた深夜の興宮署内。

　シンとした中、幾人もの署員たちが時計と電話を交互に見比べながら、息の詰まるような時間を過ごしている。

　熊谷が若い刑事を連れて飛び込んできた。

「大石さん、こっちは検死入りました！　鑑かん識しきのジイ様もさっき到着です‼　俺もスタンバイＯＫしました‼　このまま岐ぎ阜ふへ直行します‼」

「熊ちゃん、ちょっと話がややこしくなりました。向こうは身元の判別が非常に困難な状態だそうです。」

「まさか、バラバラっすか…⁉」

「いぃえぇ。こんがりといい感じだそうで。」

　ふざけた口調だが、意味するところは重い。…署員たちのため息がもれる。

「頭のてっぺんからまるまる…？」

「ばっちり黒くろ焦こげだそうで。あぁいう臭いってこもるんですよねぇ。岐阜さん、可哀想だなぁ。」

　所持品ゼロでこんがり。しかも県外に捨てるとは…。

　下手をしていたら一週間は身元確認が遅れていたかもしれない。…それを今晩の内に嗅かぎ付けられたのは大きい。

「今、小こ宮み山やまくんたちが興宮の歯科医を根こそぎ夜や襲しゅうしてます。カルテで歯型照しょう合ごうするしかないでしょ。…ごめん！　誰かタバコ、二箱くらい買ってきてくれません？」

　若手が返事をし廊下へ飛び出して行った。

「……今年は見事、見つけましたね。…ひょっとすると、過去の失踪者もこんな感じで県外でバラされてたんすかね。」

「なら埋めればいいじゃないですか。重り付けて日本海でも琵び琶わ湖こでもいいですねぇ。」

「…でもどうして。…一人死んで一人消えるのがこれまでのパターンじゃないすか。死体が二つ出た今年のケースは例がありませんね。」

「熊ちゃん。仏ホトケは拘束なしでドラム缶の中でこんがりでしょ。多分、シメた後にわざわざ焼いたんじゃないかと思うんですよ。見つかることを覚悟の上でです。」

「じゃあつまり…、今年は消す気は初めからなかったってことすか？」

「消す気がないってよりは、これはそれとはまったく別のものでしょうねぇ。消すどころか、主張しているようにすら感じられますよ。」

「つまり…見せしめの意味があるってことすか？」

　腕を組み、…そこで溜めに溜めていた大きなため息を、ぶは～～～…っと吐く。

「それを市内でやってくれりゃあ、その線もあるんですがねぇ。…こんな遠くまで運んで焼いちゃったら、下手したらわかんないでしょ。ウチが嗅ぎ付けなかったら、岐阜の身元不明死体ってだけで、雛見沢の事件とはつながらないかもしれない。見せしめにするなら雛見沢の近くでやるべきなんですよ。……殺したことを主張したいのに、場所は演出効果の確実じゃない遠方。主張したいのか隠したいのか。………今年はなぁに考えてるのかなぁ、オヤシロさまは～。」

　重い沈黙を裂く電話音。近くの署員が受話器をひったくる。

「大石さん！　小宮山さんです‼　出ました！　興宮のデンタルクリニックで三年前に親知らずの治ち療りょうをしてます‼」

「カルテは⁉」

「レントゲン付きでばっちりと！」

「いやぁ…、こんな明け方前に歯医者さんには申し訳ないなぁ。熊ちゃん、小宮山くんからカルテ受け取ったらすぐに出発して下さい。」

「了解っすッ‼」

「あ、課長です‼　夜分、お疲れさまです！」

「大石さん、遅くなって申し訳ない。状況は⁉」

「う～ん、…やっと面白くなって来たってとこですかねぇ。燃えてきたぞぅ！　わぁ～お‼」







[image: （ビジュアル・ギャラリー）
裏表紙と折り返し]
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この物語はフィクションです。実在の人物・団体・出来事などとは一切関係ありません。




収録されている内容は、作品の執筆年代・執筆された状況を考慮し、初版発売当時のまま掲載しています。
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